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この た ぴ び は , 「0S-9ZX6800 0」 を お 買い 上 げ い た だ き , 誠に あり が と う ご ざ いま 
す 。「0S--ー9ZX68000」 は , X68000 シ リー ズ 用 に 作ら れ た オペ レー ティ ング ・ 
シス テム で す 。 


この マニ ュ ア ル に は , 0S-9 グ X68000 の 機能 , 使い 方 な ど が 解説 され て いま す 。 ご 
使用 の 際 に は , 必ず この マニ ュ ア ル の 操作 方 法 , 注意 事項 を よく お 読み いた だ き , 正しい 操作 
に よっ て 有効 に 活用 され る よう お 願い いた し ます 。 


0S-ー9 プ X68000 は , X68000 シ ステ ム の 性 能 を 引き 出す こと の で きる マル チタ 
スク グマ ル チ ユ ー ザ の オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム で す 。 


この 製品 の 正式 名 称 は 「0S-ー9 プ X680 0 0」 で す が , この マニ ュ ア ル で は , 特に ほか 
の 0S-9 と 区 別 する 場合 を 除い て 単に 「O0S--9」 と 表記 し ます 。 一般 の 「0S 一 9」 あ る 
い は 「0S-9 ン 68000」 は , 特に 「0S-9 プ X680 0 0」 と 区 別 する 場合 は 「 一 般 
の 0S-9」 と 表記 し ます 。 また , ハー ドウ ェ ア X68000 本 体 は , 単に 「 本 体 」, 「X6 
8 0 0 0」 あ る い は 「X68000 本 体 」 と 表記 し ます 。 


商品 構成 は , 以下 の 通り で す 。 
0S-9 グ X68000 ディ イス ンク (3.5" FD) で 
0S-9 グ X68000 デイ スク (5" FD) 
2 一 っ マル 6 示 横 oo Yet2R0nSdbteee eo 


※「OS-9/X680 00」 は , マイ クロ ウェ ア ・ シ ステ ムズ 株 式 会 社 の 製作 に よる も の 
で す 。 
マイ クロ ウェ ア ・ シ ステ ムズ 株 式 会 社 〒101 東京 都 千 代田 区 外 神田 2-17-3 
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0S-9 は , 米国 Microware Systems Corp. 
UN 1I X は , 米国 Be11 Laboratories 
Z's STAFF PRO68K は , 株 式 会 社 ツ ァ イ ト 
の 商標 で す 。 そ の 他 , CP U 名 は 一 般 に 各 メ ー カ ー の 登録 商標 で す 。 


・ 和 細 - 


この マニ ュ ア ル で は , 0Sー9 の 概念 , 特長 .0S 一 9 を 使用 し て で きる こと , 付属 の 各 コ 
マン ド の 詳細 , X6800 0 用 に 特別 に サポ ー ト され た 機能 な ど を 説明 し ます 。0S-9 を 初 
め て お 使い に な る 方 は も ちろ ん , ほか の コン ピュ ー タ で 一 般 の 0 S- 9 を 使用 し た 経験 の ある 
方 に も 役立つ よう な 構成 に な っ て いま す 。 


この マニ ュ ア ル は , 次 の よう に 構成 され て いま す 。 


第 1 章 で は , 0S 一 9 の 概要 に つい て 述べ ます 。 オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム の 考え 方 と , 
0S-9 の 基本 的 な いく つか の 機能 に つい て 解説 し ます 。 


第 2 章 で は , 0S-ー9 を どの よう に 立ち 上 げ , 動作 させ る か に つい て 解説 し ます 。 ま た , 製 
品 デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ や イン スト ー ル 方 法 に つい て も この 章 で 述べ ます 。 


第 3 章 は , すぐ に 0S-ー9 を 使っ て みた い 人 に 役立ち ます 。 こ の 章 で は , 0S-ー9 を 使う の 
に 必ず 知っ て お か な けれ ば な ら な い , 使用 頻度 の 高い コマ ンド に つい て 解説 し ます 。 


第 4 章 で は , 0S-9 の 階層 化 デ ィ レ クト リ に つい て 詳し く 解 説 し ます 。 こ の 章 で は , 次 の 
項目 を 扱っ て で いま す 。 


ディ レク トリ の 使い 方 

ファ イル の 種類 

ファ イル ・ セ キュ リティ 

ファ イル ディ レク トリ ・ シ ステ ム 内 を 移動 する 方 法 


第 5 章 で は , 0S 二 9 の ユー ザ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス の shel1 に つい て 説明 し ます 。 


第 6 章 で は , make ユ ー テ ィ リ ティ に つい て 詳し く 説 明 し ます 。 この ユー ティ リティ ・ プ ログ 
ラム は , た くさ ん の ファ イル で 構成 され る ソフ トウ ェ ア を 効率 的 に 管理 ・ 再 生産 する プロ グラ 
みや です 。 


第 7 章 で は , 「 イ ンク リ メ ン ト ・ バ ッ ク ア ッ プ 」 に つい て 説明 し ます 。 フ ァイル ・ シ ステ ム 
の バッ クア ッ プ を 取る 方 法 を 詳し く 説 明 し ます 。 また , バッ クア ッ プ の 取り 方 に つい て , 2 つ 
の 方 式 を 紹介 し ます 。 


第 8 章 で は , 0Sー9 の シス テム 管理 に つい て 説明 し ます 。 シ ステ ム の デフ ォ ル ト 値 の セッ 
ト ア ッ プ , スタ ー ト アッ プ ・ フ ァイル の 作成 , 0S 一 9 の ハー ド ・ デ ィ ス ク へ の イン スト ー ル 
に つい て 説明 し ます 。 


第 9 章 で は , X6800 0 専用 の 拡張 機能 に つい て 説明 し ます 。 マル チ ・ ス クリ ー ン ・ シ ス 
テム の 使い 方 , プリ ンタ , RS-ー232C, ADPCM や FM 音源 な どの X680 0 0 独特 の 
ハー ドウ ェ ア を サポ ー ト する ユー ティ リティ , Human68k と の ファ イル 交換 の 方 法 に つい て 説明 
し ます 。 


第 1 0 章 で は , 0S-ー9/X68000 で の 日 本 語 フ ロン ト ・ エ ンド ・ プ ロ セ ッ サ (ASK68K) 
に つい て 説明 し ます 。 


別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 で は , この 0 Sー9 に 付属 する 全 コ マン ド (「 第 1 部 
0S-9 の コマ ンド 」) 及び , X68000 の ハー ドウ ェ ア に 依存 し た 専用 コマ ンド (「 第 2 
部 X68000 専 用 コマ ンド 」) に つい て 1 つ ず つ 詳 し く 説 明 し ます 。 


この マニ ュ ア ル の 表記 法 に つい て 

この マニ ュ ア ル で は , 理解 し や すい よう に 次 の 表記 法 を 採用 し て いま す 。 

次 の よう に , 二 重 野 線 で 囲ま れ た 部 分 は キー ボー ド か ら の 入力 例 , 画面 上 の 表記 例 , サン プ 
ル ・ プ ログ ラム な ど で す 。 特に, 下線 表示 の 部 分 は , その まま 入力 し て くだ さい 。 


$ dir -e 加 


使用 例 で は , 次 の キー 表示 を 使い ます 。 


加 は , キャ リッ ジ ・ リ ター ン ・ キ ー を 表し て いま す 。 
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<ESC> は , エス ケー プ ・ キ ー を 表し て いま す 。 

<CTRL> は , コン トロ ー ル ・ キ ー を 表し て いま す 。 

<CTRLyA は ., コン トロ ー ル ・ キ ー を 押し な が ら , A キー を 押す こと を 表わし て いま す 。 

X68000 の キー・ ト ッ プ に 「CO0PY」 や 「OPT. 1 」 と 書か れ た 特殊 キー は それ ぞ 
れ , <COPY> キ ー, <OPT.1> キ ー と 表し ます 。 


次 の よう に , 野 線 で 囲ま れ だ 部 分 は , 固有 の 定義 , 普遍 的 な 形式 を 表し て いま す 。 こ れ は , 
別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 で 特に 表記 され て いま す 。 


backup [< オプ ショ ン >] < 複写 元 デ バイ ス > < 複写 先 デ バイ ス > 
backup [< オプ ショ ン >| < デバ イス > [< オプ ショ ン >] 
backup [< オプ ショ ン >] 


【 注 意 】 

その 章 , 項 で 取り 扱っ て いる 内 容 に 関す る 必ず 守っ て 和 欲しい 注 意 事項 で す 。 ぜひ 読ん で くだ 
さい 。 

【 ボ ポイ ント 】 

その 章 , 項 で 取り 扱っ て いる 内 容 の 特長 や , 覚え て お く と 便利 な 要点 で す 。 


コン ピュ ー タ の マニ ュ ア ル に 慣れ な い 人 が 混乱 する の は , 印刷 され て いる 文字 が , た と えば , 
数 字 の 0 (ゼロ ) な の か 英文 字 の 0 (オー) な の か 
数 字 の 1 (イチ ) な の か 英文 字 の 1 (エル ) な の か 

分 か り に くい の に も 一 因 が あり ます 。 こ こ で , 本 書 で 使用 し て いる 文字 に つい て 説明 し ます 。 


数 字 の ゼロ ニー ……………… 0 [全角 ] , 0 [半角 ] 

英文 字 の オー …………… 0 [全角 大 文字 ] , o [全角 小文字 ] 
0 [半角 大 文字 ] , o [半角 小文字 ] 

数 字 の イチ ニー …………… 1 [全角 ] , 1 [半角 ] 

講 表 半 の EK ee 1 [全角 小文字 ] , 1 [半角 小文字 ] 

英文 字 の アイ …・……… エ [全角 大 文字 ] , : [全角 小文字 ] 


1 [半角 大 文字 ] , 1 [半角 小文字 ] 


重要 な 部 分 で , 前 後 関係 か ら 判 別 が 困難 な 場合 は , 1 (イチ ) , 1 (エル ) の よう に 併記 し 
ます 。 


フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の ドラ イブ 番号 は , X68000 本 体 に 書か れ て いる 番号 で その まま , 
ドラ イブ 0 。「 ド ラテ イザ 1 」 を 表し まず 。 


= 編 | = 


X68000 Compac も XVI の キー ボー ド ご 使用 に あたっ て 

X68000 Compac セ t XV 1 で テン キー の 操作 を する 場合 は , NUM (ニュ ー メ 
リッ ク ・ ロ ッ ク ) キー を 押し た あと , ニュ ー メ リッ ク ・ キ ー を 押し て 操作 し て くだ さい 。 な お 
詳細 は CZ-ー674C に 付属 の 「 取 扱 説明 書 」 を ご 覧 くだ さい 。 


と = 


特長 ・ シ ステ ム 構 成 


0S-9 グ X68000 の 特長 ee 1 
ディ メス の 構成 ーー ババ の ドド の ドー に ンー ドーYetkerefe 1 
0S-9 グ X68000 ジス デム ぃ ディ メス メグ 1 RC 2 
0S-9 グ X68000 ジス アバ ベト ディス クタ OO ま まま また まま まま の 
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OSー ら SS ン 憲 文 6 らら OOO の 特長 


0S-9 は , 米国 の Microware System Corporation が モト ロー ラ の 16/32 ビ ッ ト CPU ( モ 
トロ ー ラ で は MPU と 呼ん で いま す ) で ある 68000/020/030/040. また は 8 ビッ ト CPU (MP 
U) で ある 6809 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ を 利用 し た コン ピュ ー タ 用 に 作成 し た 汎用 の オペ レー ティ 
ング ・ シ ステ ム で す 。 特に , MP U68000 を 使っ た パー ソナ ル ・ コ ンピュータ 用 に 作ら れ た も 
を , 0S 一 9/68000 と 呼ん で いま す 。 


0S-9 は , 8/16 ビ ッ ト の マイ クロ プロ セッ サ 用 の 0 S と し て , 本 格 的 な リア ル タ イ ム , マ 
ル チ タ スク ノ マ ル チュ ユー ザ を サポ ー ト する 0 S で す 。 


0S-9 ノ /X68000 は , パー ソナ ル ・ ワ ー ク ステ ーション X6800 0 用 の 0S-9 で 
す 。0S-9 と 基本 的 に 同じ で す が , X68000 の ハー ドウ ェ ア に 対応 し て いく つか の 機能 
を 追加 し て いま す 。 


ラディ スン の つう 村 導 成 


0S-9/X68000 は , フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 4 枚 組 で す 。 こ れ ら の ディ スク の 内 容 と , 
使用 方 法 に つい て 簡単 に 説明 し ます 。 下 線 付き で 示さ れ て いる 部 分 は ディ レク トリ を 表し て い 
まず 。 


これ ら の ディ スク は , 通常 使用 する た め の デ ィ ス ク で は な く , 通常 使用 する た め の デ ィ ス ク 
を 作成 する た め の デ ィ ス ク で す 。 詳し く は , 第 2 章 の 「2. 3 シス テム の イン スト ー ル 」 を 
ご 覧 くだ さい 。 


9 合 一 9 ゲ 災 6800 信 シス テム ・ デ ィ ス み 1 


ルー ト ・ ゲ ィ レ クト リ 


ドー 当 科 8 昌和 1 で の 5 が rmyevwwoz りー9 の プー ド ト ・ ラ ァイル 
トー GMTD Stemeeeee ド ーー 通常 使用 する コマ ンド の ディ レク トリ 
| 用 90 ま の 選 J 全 や <… NNN 
1 
Ce つつ 02 ーー エラ ー・ メ ッ セ ー ジ な ど シ ステ ム が 参照 す 


る ファ イル の ディ レク トリ 


この ディ スク は , ブー ト 可能 な シス テム ・ デ ィ ス ク で , シス テム の 再 構 成 を する 際 に , ドラ 
イプ 0 に 入れ て 使用 し ます 。 


0 一 9/ ま 68000 シス テム ・ デ ィ ス クタ 2 


(CMETDISI 衣 ドジ ンー ツー ツー ツー・ 0S-9 グ X68000 専 用 の コマ ンド を 


収め た ディ レク トリ 
BOOTOBJS …… 専用 の シス テム ・ モ ジュ ー ル を 収め た ディ 
レク トリ 


AVSDATA ………………… AV-R IDER で 使用 する デー タ ・ フ ァ 
イル を 収め た ディ レク トリ 


PRO CO 上 ーー ドー トー の で ・ シス テム 作成 の た め の プ ロ シ ー ジ ャ ・ フ ァ 
イル を 収め た ディ レク トリ 


この ディ スク は , 0S-ー9〆X68000 の 専用 コマ ンド や サン プル ・ デ モン スト レー ショ 
ン ・ プ ログ ラム で ある AV-RTIDER の プロ グラ ム と デー タ の 一 部 を 収め た ディ スク で す 。 
AV--RIDER を 実行 する に は , 第 2 章 の 「2. 3 シス テム の イン スト ー ル 」 を 参照 し 
て , AVーR T DER の シス テム ょ ディスク を 作成 し て くだ さい 。 


OS 一 9 プ X68000 AV 一 RIDER デー タ ・ デ ィ ス ク 


この ディ スク は , AVーRIDER で 必要 な デー タ の 一 部 を 収め た ディ スク で す 。 


フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス クベ ー ス で AVーR IDER を 実行 する と き に , ドラ イブ 1 に 入れ て 使用 


し ます 。 


OS-9 グ X68000 辞書 ディ スク 


乾 一下 ・ デ ィ レ クト リ 


CMD Sereoeremereeermrimimrm か な 漢字 変換 に 使用 する 実行 オプ ジェ クト 
を 収め た ディ レク トリ 

19 才 補 くに ーー テー か な 漢字 変換 に 使用 する 辞書 を 収め た ディ 
レク トリ 


この ディ スク は , 日 本 語 処理 用 の か な 漢字 変換 辞書 を 収め た ディ スク で す 。 フ ロッ ピー・ デ 
ィ ス クベ ー ス で か な 漢字 変換 を 行う と き に , この ディ スク を バッ クア ッ プ し た も の を ドラ イブ 
1 に 入れ て 使用 し ます 。 辞書 を 入れ る ドラ イブ を 変更 する 場合 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニ 
ュ ア ル 」 の 「askctr1」 コマ ンド の 項 を ご 覧 くだ さい 。 


り / 


、 テ デン 、 <- ミラ ユラ -ーー ラ レン つ 林 彦 戸 六 


この 0S-ー9 プ X68000 は , マン マシ ン ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス の 違 い に よ り 3 種類 (パー 
ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ , マル チ ・ ス クリ ー ン , AVーRIDER) の シス テム ・ モ ジュ ー ル の 組 
み 合 わせ が 設定 で きま す 。 


以下 に , 0S-ー9 プ X68000 の シス テム ・ モ ジュ ー ル の 構成 を 示し ます 。 

0S-9 の 特長 で ある モジ ュー ル 構 成 で , 線 で 結ば れ て いる モジ ュー ル が 関連 の ある も の で す 。 
また , () 内 の モジ ュー ル は サブ ルーチン ・ モ ジュ ー ル で , ほか の モジ ュー ル の 共通 ルー チン 
や デバ イス 依存 の ルー チン を まとめ た も の で す 。 


マネ ー ジ ャ ドラ イ バ ディ スク リプ タ 
kernel tk68901c 
TOm (rtclock) 


rbf DXIDGGW ニーーー ニ ーー ニー ニー 0 
(sasix68k/scsix68k) 

rb72065 昌和 d0 

psS1 d1 

ask68k rbxram rO 
WinSrv Sr0 
askctr1 tr0 
1 gr0 


neWW1ii 


avshel1 人 た Scf Scx58000 term 
terml 
term2 
term3 
windrv win 
winN 
Sc8530 計 t1 
t2 へ て t9 
Sckpdrv 一 一 一 ーー p 
nu ニーーー ニ ニーー ーー ni 
pipeman 一 一 一 nul1 - 一 一 ーーーーー- pipe 
xf xfvideo ーーーーーーー vd 
(dsm) xf8530p も t ーーーーー- mouse 
xf6258 --ーーーーーー adpcm 
xf68901 --ーーーーー kb 
xfcynt 一 一 一 一 一 ーー Sp 
xf2151 一 ーーーーーー Opm 
xfsyscon ーーーーー syscon 


xf8255js ーー トー J1 
J2 


N 


シス テム ・ モ ジュ ー ル の 概要 


・ フ ァイル ・ マ ネー ジャ 


rbf ディ スク な ど , ラン ダム ・ ア クセ ス 可 能 な デバ イス を 扱う マネ ー ジ ャ 
Scf コン ソー ル な ど , キャ ラク タ ・ デ バイ ス を 扱う マネ ー ジ ャ 

pipeman パイ プ ・ デ バイ ス を 扱う マネ ー ジ ャ 

xf グラ フィ ッ ク , FM 音源 な ど , 上 記 以 外 の デバ イス を 扱う マネ ー ジ ャ 
dsm X 下 拡張 サブ ルーチン ・ モ ジュ ー ル (サブ ルー チン ・ モ ジュ ー ル ) 


・ デ パイ ス ・ ド ライ バ  ([] 内 は , 同時 に 使用 で き な い ドラ イ バ を 示し ます ) 


rbxhdrv バー ド ・ デ ィ ス ク ・ ド ライ バ 

Sasix68k SAST コ ント ロー ル ・ ド ライ バ (サブ ルーチン ・ モ ジュ ー ル ) 
ScSix68k SCST コ ント ロー ル ・ ド ライ バ (サブ ルー チン ・ モ ジュ ー ル ) 
rb72065 ツ R ッ ビー・ デ ィ ス グッ ドライ バ 

rbxram R AM ディ スク ・ ド ライ バ (SRAM. GVRAM,TVRAM) 

scx68000 マル チ ス クリ ー ン ・ ド ライ バ [windrv,xf68901] 

windrv マル チ ウ ィ ン ド ウ ・ ド ライ バ [scx68000,xf8530pt,xf68901] 
Sc8530 RS 一 2 の 32C シ リア ル ・ ドライバ 

Sckpdrv ジリ シタ ・ ド ライ バ 

nul1 パイ プ , ヌル ・ ド ライ バ 

xfvideo グラ フィ ッ ク ・ ド ライ バ 

xf8530pt マウ ス ・ ド ライ バ [windrv] 

xf6258 ADPCM ド ライ バ 

xf68901 キー ボー ド ・ ド ライ バ [windrv.scx68000] 

xfcynt スプ ライ ト ・ ド ライ バ 

xf2151 0PM (FM 音源 ) ドラ イ バ 

xfSyscon シン ペデ ム ・ コ ント ロー ル ・ ド ライ バ パ 

xf8255js ジョ イス ティ ッ ク タ ・ ド ライ バ 


・ プ 9 プス ・ デ ィ ス クサ プッ 


h0- ン 一 ドゥ ディ スク ッ ド ライ シ 

d0, d1 ブッ ピー+ ュ ディ イス ク ・ ド ライ ブ の 。 1 
sr0 S RAM デ ィ ス ク 

tr0 テキ スト VRAM ディ スク 


grO 
term, term1--3 
win,win0- ン 


t1- て 9 


0Dm 
adpcm 
SyScon 


J1, J2 


・ そ の 他 
TOm 
kernel 
init 
tk68901c 
rtclock 
SySgO 
asSk68k 
askctr1 
ps1 
avshe]11 
WinSrv 
newwin 


preSet 


グラ フィ ッ ク タ VRAM デ ィ メ み 

テキ スト スク リー シン 

ウィ ンド ウ 

RS-232C (t2~t9 は , 拡張 ボー ド 用 ) 
グリ サッ 

ヌル ・ デ バイ ス 

パイ ツ ・ デ パイ ゴス 

グラ フィ ッ ク (通常 は . ファ イル 「vd_v」 を 使用 ) 
マウ ス 

キー ボー ド 

丈 プ ライ トド 

0PM (FM 音源 ) 

ADPCM 

シス テム ・ コ ント ロー ル 


ジョ イス ティ ッ ク ・ ポ ボ ポート 1 , 2 


ブー ト R0M 

0S-9 本 体 と も 言え る カー ネル 

シス デム ・ コ シラ タラ ィ クレ ーション シ * モ ジュ ー ル 

クロ ッ ク ・ ド ライ バ (通称 ティ ッ カ :ticker) 

バッ テリ ー バ パ バックアップ ・ ク ロッ ク ( サ プ ル ー チ ン ・ モ ジュ ー ル ) 
シス テム ・ ス ター ト ア ッ プ ・ プ ロ セ ス (ユー ザ ・ プ ブロ グラム) 
日 本 語 処理 モジ ュー ル (ユー ザ ・ ト ラッ プ ・ ハ ンド ラ ) 

日 本 語 処 理 制御 プロ グラ ム (ユー ザ ・ プ ログ ラム ) 

XF 拡 張 ト ラッ プ ・ ハ ンド ラ (ユー ザ ・ ト ラッ プ ・ ハ ンド ラ ) 
AV-SHELL (ユー ザ ・ プ ログ ラム ) 

ウィ ンド ウ ・ サ ー パ ー (ユー ザ ・ プ ログ ラム ) 

ウィ ンド ウ 生 成 コ マン ド (ユー ザ ・ プ ログ ラム ) 

F M 音 源 用 初期 化 モ ジュ ー ル (デー タ ・ モ ジュ ー ル ) 


パーツ すす ル ・ の ウィ ンド ウィ シム 


0S-9 ン X68000 の 標準 シス テム と も いえ る マル チ ・ ウ ィ ン ド ウ ・ タ イプ の シス テム 
で す 。 下 線 付 き の モ ジュ ー ル は 最低 限 必要 な モジ ュー ル で す 。 


*EH の モジ ュー ル は , 第 2 章 の 「2. 3 シス テム の イン スト ー ル 」 で 作成 され る シス テム 
の 「0S9Boot」 ファ イル に 含ま れ ま せん 。 こ れ ら の ドラ イ バ , ディ スク リプ タ を 使用 する 場合 は , 


これ ら の モジ ュー ル を メモ リ に ロー ド し て くだ さい 。 


R AM ディス ク (rbxram.r0) は , 通常 シス テム 起動 時 に 「StartUp」 が 実行 され る 際 に , 


「InitDD」 の 中 で ロー ド さ れ ま す 。 


kernel tk68901c 
(rtclock) 
rbf rbxhddrv 一 一 一 一 h0O 
(sasix68k/scsix68k) 
rb72065 EE dO 
Wi1nSrv d1 
newwin rbxram* rO* 
ask66k ー Sr0 
askctr1 gr0 
scf windrv 上 隔 = win 
win0...N 
SC8530* 相当 t1* 
t2--t9* 
SCkpdrV* D* 
nul 1 nil 
pipeman nul1 pipe 
9 上 xfVideo* Vd* 

(dsm) xf6258* adpcm* 
xfcynt* SD* 
xf2151* 0Dm* 
XTSYSCOf ニーーーーー ニ ーー SVSGen 
xf8255jS* 1 J1* 

J2* 
パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ ・ シ ステ ム を フル に 活用 する に は , 第 2 章 の 「2. 3 シス テム の 
イン スト ー ル 」 を 参照 し て , イン スト ー ル を 行っ て くだ さい 。 
パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ ・ シ ステ ム の 操 作 は 第 2 芋 の 『2. 4 パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ 


の 操作 」 と 第 9 章 の 「9. 8 ウィ ンド ツウ 構成 の 変更 」 を 参照 し て くだ さい 。 


人 ル ・ スク サー シャ シス テム 


最大 4 面 の マル チ ・ ス クリ ー ン ・ タ イプ の テキ スト 画面 を キー ボー ド に より 操作 する タイ プ 
の シス テム で す 。 


kernel tk68901c 
(rtclock) 
rbxhddrv --ーーーーー h0 
(sasix68k/scsix68k) 
rb72065 日 d0O 
WinSrv dl1 
newwin rbxram* rO* 
ask68k ー Sr0 
askctr1 gr0 
Scx58000 Bi [上 term 
term1- こ 3* 
Sc8530* TE t1* 
t2t9 
Sckpdrv* 一 一 ーーーーーー D* 
臣 紅 1 ーーーー テ ーー mal 
本 4 一 ーーーーーー 製 要 
xfVideo* ーーーーーーー YVd* 
xf8530pt*ーーーーーーーーー  mOUSe* 
xf6258* 一 ーーーーー adpcCm* 
xfcynt* ーーーーーーーー SD* 
xf2151* -ーーーーーーー ODm* 
すま SYSCOn ニーーー ニ ーーー Syse0i 


xf8255jS* Bi J1* 
J2* 


この シス テム で は , あと か ら XF 関連 の ドラ イ バ 類 を ロー ド し て , 画像 や 音声 ファ イル を 再 
生 で きま す 。 詳細 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 の 「avplay」 コ マン ド を 参照 し て く 
だ さい 。 


マル チ ・ ス クリ ー ン ・ シ ステ ム を 使用 する に は , 第 2 章 の 「2. 3 シス テム ・ デ ィ ス ク の 
作成 」 を 参照 し て , シス テム ・ デ ィ ス ク を 作成 し て くだ さい 。 

マル チ ・ ス クリ ー ン の キー 操作 は , 第 9 章 の 「9. 9 マル チ ・ ス クリ ー ン ・ シ ステ ム 」 を 
参照 し て くだ さい 。 


AV 一 RIDER シス テム 


X680 0 0 が 持つ AV 機能 を フル に 活用 する タイ プ の シス テム で す 。 


kernel 


ー 


rbf 


scf 


pipeman 


tk68901c 
(rtclock) 
rbxhddrv 
(sasix68k/scsix68k) 


rb72065 ーー 


Tbxram* 


SC8530* 


還 居 
s68000 ーーー 
遇 隊 縛 5 き 


SCkpdrV* 
nul1 
null 
xfyvideo 
xf9530pt 
xf6258 
xf68901* 
xfcynt 
xf2151 
xfSyscon 


xT6255Js* 馬連 | 陣 


h0 


d0 

d1 
TO* 
jal 
gr0 
term 
term1--3 
t1* 
t2- 人 9* 
D* 
nil 
pipe 
vd 
mOUSG 
adpcm 
kb* 
SD 
OpDm 
SySCon 
J1* 
J2* 


ps1 は , アプ リケーション ・ プ ログ ラム か ら , xf/dsm ま た は その 下 の ド ライ バ の 機能 を 使用 


する た め の ト ラッ プ ・ ハ ンド ラ で す 。 


この 環境 で キー ボー ド を 使用 する 場合 , コン ソー ル 画 面 が 必要 な 場合 に は scx68000 を , 必要 


な い 場 合 に は xf68901 を 使用 し ます 。 


AV--RIDER を 実行 する に は , 第 2 章 の 「2. 3 シス テム の イン スト ー ル 」 を 参照 し 
て シス テム を イン スト ー ル し て くだ さい 。 
AV-R IDER の 操作 は , 第 9 章 の 「9. 10 AV-RIDER」 を 参照 し て くだ さい 。 
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ーー ンー シン こと) 6 


オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム は , コン ピュ ー タ ・ シ ステ ム の 機能 や リソー ス を 管理 し ます 。 
コン ピュ ー タ の リソー ス は , メモ リ , CPU タイ ム , そし て 入出 力 装置 (た と えば , 端末 , ディ ス 
ク ・ ド ライ ブ , プリ ンタ な ど ) か ら 構 成 さ れ て いま す 。 


0 8 一 つづ は 。 マイ クロ コン ピュータ の た め ぬ め の 精巧 な オペ レーティング ・ シ ステ ム で す 。0S 

ー9 の 基本 機能 は 次 の と お り で す (個々 の 機能 に つい て は , これ か ら 順 々 に 説明 し ます ) 。 
参 コン ピュ ー タ ど ユ ー ザ 間 の イン タフ ェ ー ス 

シス テム の 入出 力 操作 の 管理 

プロ グラ ム の ロー ド お よび 実行 

ディ レク トリ お よび ファ イル ・ シ ステ ム の 作成 ・ 管 理 

タイ ムシ ェアリング お よび マル チタ スク の 管理 

メモ リ 管 理 


ュ 。 之 の ご ー5 和 を オー ペレ ンー テー ィング ーー ョ シン ステ スム 
し 。 て や 郁 ラ 


オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム の いち ば ん 目立つ 働き は , ユー ザ と シス テム 内 部 の 複雑 な ハー 
ドウ ェ ア や ソフ トウ ェ ア プア 機能 と の イン タフ ェ ー ス の 役割 を 果たす 点 で す 。0S-9 は 特に , 技 
術 的 な 知識 が あま りな く て も 簡単 に 使用 で きる よう 設計 され て いま す 。 


オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム は , コン ピュ ー タ を 使う の に 必要 な すべ て の ソフ トウ エア の う 


ちの 一 部 分 に すぎ ませ ん 。 ワ ー ド ・ プ ロ セ ッ サ や 会 計 処 理 な ど ア プリ ケー ショ ン ・ プ ログ ラム 
の 方 が , 頻繁 に 使わ れる こと が 多い の で す 。 こ れ ら の アプ リケーション ・ プ ログ ラム は , オペ 
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レー ティ ング ・ シ ステ ム 自 体 の 一 部 で は あり ませ ん 。 し か し , た と えば 入出 力 を 頼る な ど , オ 
ペレ ー テ ィング ・ シ ステ ム の 働き に 大 きく 依存 し て いま す 。 ユー ザ が 自分 で アプ リケーション 
・ プ ログ ラム を 書く こと も , また , 市 販 の も の を 購入 し て 使う こと も で きま す 。 


同様 に , プロ グラ ム 言 語 は アプ リケーション ・ プ ログ ラム を 作成 する ツー ル と な り ま す 。 こ 
れ も オ ペレ ー テ ィング ・ シ ステ ム に 強く 依存 し , 密接 な 関係 が あり ます 。 


0S-9 を より 簡単 に 使え る よう に , 70 以 上 の ユー ティ リティ ・ コ マン ド と 呼ば れる プロ グ 
ラム が あり ます 。 ユー ティ リティ ・ コ マン ド は 。, 基本 オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム で は あり ま 
せん 。 実際 は 小さ な アプ リケーション ・ プ ログ ラム で , 基本 的 な 内 部 処理 , 管理 . カス タマ イ 
ズ (目的 に あわ せ て シス テム を 作り か える ) , メン テ ナ ン ス (不要 に な っ た ファ イル を 削除 し 
た り , 新しい ユー ザ が シス テム を 使え る よう に し た りす る ) 機能 な ど を 行い ます 。 い くつ か の 
ユー ティ リティ ・ コ マン ド , た と えば 「MACS テ キス ト ・ エ ディ タ 」 な ど は , 便利 で よく 
使わ れる 汎用 の アプ リケーション ・ プ ログ ラム で す 。 


1.2. 1 0S-9 の 機能 を 使う 


0S-9 の 豊富 な 機能 を 使う 際 の 2 つの 基本 的 方 法 を 紹介 し ます 。 


第 1 の 方 法 は , ユー ティ リティ ・ コ マン ド ・ セ ッ ト , 特に shel11 コ マン ド ・ イ ンタ プリ タ ・ プ 
ログ ラム を 使い ます 。 イン タプ リタ と は , 「 通 訳 」 と いう 意味 で す 。 こ の 方 法 で は , 直接 0S 
ー9 の コマ ンド を キー ボー ド か ら 入 力 で きま す 。 こ れ ら の コマ ンド は , 目的 の 動作 を 実際 に 行 
う の に 必要 な , より 複雑 な 内 部 シス テム ・ コ ー ル に 翻訳 され ます 。 別冊 で , 0Sー9 の 各 ユ ー 
ティ リティ ・ コ マン ド を 詳し く 説明 し て いま す 。 


第 2 の 方 法 は ,。 シス テム ・ コ ー ル を 使い ます 。 シ ステ ム ・ コ ー ル は , 0S 一 9 に 対す る リク 
エス ト で , アセ ンプ ラ や 高級 言語 で 書か れ た プロ グラ ム で 使用 し ます 。 これら の シス テム ・ コ 
ー ル に は , 次 の よう な 働き が あり ます 。 

⑯ プロ グラ ム を メモ リ に ロー ド す る 
新しい タス ク を 生成 する 
ファ イル を 作成 する , また は 削除 する 
ファ イル を 読み 書き する 
ファ イル を オー プン する , クロ ー ズ する 


ー 12 - 


0S--ー9 用 の プロ グラ ム 言 語 は すべ て , OS 9 の シス テム ・ コ ー ル を 使う こと が で きる 文 
法 を (場合 に よっ て は , 特別 な 方 法 で ) 持っ て いま す 。 シ ステ ム ・ コ ー ル は , 主 に 熟練 し た プ 
ログ ラマ の 方 に 必要 な 分 野 で す の で , 「O0S 一 9 シス テム ・ コ ー ル 」 で 詳し く 取 り 扱 っ て い 
に 


【 メ モ 】 
0S-9〆X68000 の シス テム ・ コ ー ル の マニ ュ ア ル は , 別売 り の 製品 で 用 意 さ れ 


で いま すず す 。 
「 テ クニ カル ・ デ ベロ ッ プ メン ト ・ キ ッ ト 」 マイ クロ ウェ ア ・ シ ステ ムズ 株 式 会 社 


1 。 3 和 ] 請 幸 才 - 言 己 多 表 する 


情報 の 記録 も , あら ゆる オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム に と っ て 基本 的 な 機能 の 1 つ で す 。 プ 
ログ ラム や デー タ , テキ スト を 何ら か の 方 法 で 記憶 し 組織 だ て る こと が で き な け れ ば , コン ピ 
ュー タ で の 作業 は ひど く 複 雑 な も の に な っ て し まい ます 。 


【 ポ イン ト 】 
0Sー 9 は , フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の よう な デバ イス に , ファ イル や ディ レク トリ 情報 


を 記録 し ます 。 標準 の ユー ティ リティ ・ プ ログ ラム を 用 いて ファ イル や ディ レク トリ に 簡 
単に アク セス し , 更新 や 記録 お よび 検索 を 行う こと が で きま す 。 


0S 一 9 は , あら ゆる ファ イル を 組織 的 な 構成 に まとめ ます 。 こ れ を ディ レク トリ と 呼び ま 
す 。 ディレク トリ は , 実際 に は その 中 に 含ま れ て いる 各 フ ァイル の 名 前 と 位置 を 含ん で いる 特 
殊 な ファ イル で す 。 ディレク トリ は サ プ デ ィ レ クト リ を 含み ます 。 そ し て , 今度 は これ ら の サ 
プ デ ィ レ クト リ が , ほか の ファ イル や サブ ディ レク トリ を 含む こと が で きま す 。 こ の 関係 を , 
ファ イル ・ ス トレ ー ジ の 「 ツ リー 構造 」 ま た は 「 階 層 化 構造 」 と 呼び ます 。 


「 第 4 章 0S 二 9 の ファ イル ・ シ ステ ム 」 で さら に 詳し く 説 明 し ます 。 参 照 し て くだ さい 。 
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1 。 用 ーー アフ レデ スン ーー フレ ビデ チ ニテ ーーー- ジ ザジ * 柳 凌 人 有 主 


0S-ー9 は , マル チタ スク で マル チュ ユー ザ の オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム で す 。 


マル チタ スク と は , コン ピュ ー タ が 複数 の 異な る プロ グラ ム を , 見 か け 上 同時 に 実行 する こ 
と が で きる と いう 意味 で す 。 マルチ タス ク は マル チ プ ロ セ ス と も 呼ば れ ま す 。 あ る プロ グラ ム 
か ら 次 の プロ グラ ム へ の 切り 換え を , 高速 に 1 秒間 に 何 度 も 行う こと に よっ て , あたかも すべ 
て の プロ グラ ム を 同時 に 実行 し て いる か の よう に 見 えま す 。 


シス テム 上 で 実行 され て いる プロ グラ ム を , タス ク ま た は プロ セス と 呼び ます 。0S-9 で 
は , フォ アグ ラウ ンド で ある タス ク を 実行 し て いる 間 に , バッ ク グ ラウ ンド で 複数 の タス ク を 
実行 する こと が で きま す 。 


フォ アグ ラウ ンド ・ プ ロ セ ス は , 対話 を 必要 と する タス ク で す 。 た と えば , ファ イル を 編集 
し て いる 場合 , これ は いま 実際 に 使っ て いる プロ セス で す の で , フォ アグ ラウ ンド ・ プ ロ セ ス 
で す 。 また , 情報 を 入力 する よう プロ ンプ ト を 出し て くる プロ セス も , フォ アグ ラウ ンド ・ プ 
ロ セ ス で す 。 なぜなら , これ に 応対 し な けれ ば な ら な いか ら で す 。 


バッ ク グ ラウ ンド ・ プ ロ セ ス は , 対話 を 必要 と し な い タ スク で す 。 た と えば , テキ スト ・ フ 
ァイル を 印刷 する と き , その 印刷 手順 を 監督 する 必要 は あり ませ ん 。 つ まり , ほか の ファ イル 
を 編集 し て いる 間 , バッ ク グ ラウ ンド で ファ イル の 印刷 が 可能 で す 。 こ れ は , コン ピュ ー タ が 
ある 時 点 に た だ 1 つの 処理 だ け を 行う と いう 制限 か ら , 解放 する こと に な り ま す 。 


【 ポ イン ト 】 
フォ アグ ラウ ンド ・ プ ロ セ ス は 対話 を 必要 と し ます 。 


バッ ク グ ラウ ンド ・ プ ロ セ ス に は 注意 を 払わ な く て も か まい ませ ん 。 


0S-ー9 の マル チタ スク 機能 に よっ て , すべ て の プロ グラ ム が 重複 する こと な く 効 果 的 に , 
CPU タイ ム や 1I/0 操 作 を 共有 する こと が で きま す 。 
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マル チタ スク の 上 典型 的 な 使用 法 


次 の 3 つの タス ク を 同時 に 行い ます 。 


@ ファ イル を 編集 する (フォ アグ ラウ ンド ・ プ ロ セ ス ) 
⑯ ファ イル を プリ ンタ に リス ト 出 力 す る (バッ ク グ ラウ ンド ・ プ ロ セ ス ) 
⑱ デー タ ・ フ ァイル の ソー ト と マー ジ を 行う (バッ ク グ ラウ ンド ・ プ ロ セ ス ) 


マル チ ユ ー ザ ・ オ ペレ ーション (また は タイ ムシ ェアリング ・ オ ペレ ーション ) は , シス テ 
ム の 基本 マル チタ スク 機能 を その まま 拡張 し た も の で す 。 た くさ ん の 人 々 が 同時 に コン ピュ ー 
タ を 使用 する こと が で きま す 。0S-ー9 に は , タイ ムシ ェアリング 機能 に 関す る セキ ュ リ ティ 
(機密 保持 ) 機能 ち つ いて いま す 。 この 機能 は , シス テム へ の アク セス と , シス テム 内 の プラ 
イバシー を 管理 し ます 。 


マル チタ スク と マル チュ ユー ザ 機 能 は , 0 S- 9 の 汎用 性 を 驚異 的 に 高め ます 。0Sー9 は , 
パッ コン な どの 小さ な コン ピュ ー タ 上 で は シン グル ル ・ ユ ー ザ マル チタ スク ・ シ ステ ム ふと ど し て 
使わ れ て いま す が ,。 より 大 き な コ ンピュータ 上 で は マル チュ ユー ザ ノ マル チタ スク ・ シ ステ ム と 
し て も 使う こと が で きま す 。 どちら の 場合 で も , 0Sー 9 自体 ま または アプ リケーション ・ ソ フ 
トウ ェ ア に 違い は あり ませ ん 。 また, それら が どの よう に 機能 する か に も 違い は あり ませ ん 。 


Us DD っ く リリ) = ニニ ビニ クン ラ ーー ミカ レン こつ ニー ニ ピ ビラ シン ニニ フリ ェ 
ンション に シャ ラー ラ デ 


0S 一 9 の ユニ ー ク な 特長 の 1 つと し て , メモ リ ・ モ ジュ ー ル を も と に し た モジ ュ ラ ・ ソ フ 
トウ エア ・ テ クニ ッ ク を サポ ー ト し て いる こと が あげ られ ます 。 メ モリ ・ モ ジュ ー ル を 使用 す 
る と 汚 よ う て 。 次 の よう な と が で きま すず す 。 


使用 可能 な メモ リ や ディ スク の 効果 的 利用 
シス テム の 高速 化 

プロ グラ ミン グ の 簡素 化 

シス テム の 再編 成 が 容易 
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すべ て の 0Sー9 プ ログ ラム は , プロ グラ ム ・ コ ー ド の み で 構成 され る , 1 つま た は 複数 の 
プロ グラ ム ・ モ ジュ ー ル の 形式 で す 。 これら は , 変数 の た め の 領域 は 含ん で いま せん (変数 領 
域 は 。0S 一 9 が プロ グラ ム の 実行 時 に 別 の メモ リ ・ ブ ロッ ク を 割り 当て ます ) 。 


それ ぞ れ の モジ ュー ル は 独自 の 名 前 を 持ち も , メモ リ 上 に ロー ド さ れ た り , ディ スク や テー プ 
に 記録 され た り し ます 。0S 一 9 は 自動 的 に , 現在 メモ リ 上 に ある すべ て の モジ ュー ル の 名 前 
や 場所 の 情報 を 管理 し ます 。 


メモ リ ・ モ ジュ ー ル の 重要 な 特長 の 1 つと し て , 同時 に 複数 の タス ク も し く は ユー ザ に よっ 
て ひと つの モジ ュー ル を 共有 する と いう こと が あげ られ ます 。 た と えば , 4 人 の ユー ザ が 同時 
に BASTIC を 実行 し た いと する と , た だ ひと つの BA S IT C プ ログ ラム ・ モ ジュ ー ル が メモ 
リ ヘ ロー ド さ れ ま す 。 ほ か の マル チ ユ ー ザ ンマ ル チ タ スク の オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム で は , 
一 般 に 4 個 分 の BA S IC プ ログ ラム が メモ リ ヘ ロー ド さ れる の で , 3 倍 余分 に メモ リ が 必要 
に な り ま す 。 モ ジュ ー ル の 共有 化 は 完全 に 自動 的 に 行わ れる た め , ユー ザ は 意識 する こと な く 
使用 で きま す 。 


その 他 に , メモ リ ・ モ ジュ ー ル の 利点 と し て , た び た び 利用 する モジ ュー ル を ライ ブラ リ ・ 
モジ ュー ル と し て 共有 する こと が で きま す 。 た と えば , math と 呼ば れる 標準 の O S- 9 モジ ュ 
ー ル の 演算 機能 を , すべ て の プロ グラ ム 言 語 や プロ グラ ム か ら 呼 び 出し て 使用 する こと が で き 
ます 。 つま り , それ ぞ れ の プロ グラ ム は 独自 の 演算 パッ ケー ジ を 持つ 必要 が な く な り ま す 。 演 
算 モ ジュ ー ル を 交換 すれ ば よい だ け で す 。 ほ か の ソフ ト ウェア は , まっ た く 何 の 変更 も する 必 
要 は あり ませ ん 。 また , 大 きく て 複雑 な プロ グラ ム を , 小さ く て テス ト し や すい モジ ュー ル に 
分 割 す る こと も で きま す 。 
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2 。 まま で O ラー 包 の アー ドキ 


0S-9 を 使用 する と き の X6 8 0 0 0 の ハー ドウ ェ ア の 構成 は , Human68k を 使用 し て いる 
と き と 同 じ で す 。 も し , 接続 な ど が 終わ っ て いな い 場 合 は , X68000 本 体 に 付属 し て いる 
「 取 扱い 説明 書 」 を ご 覧 に な っ て ハー ドウ ェ ア の 準備 を すま せ て くだ さい 。 


まず , 製品 の 中 の 「 シ ステ ム ・ デ ィ ス ク 1 」 と 「 シ ステ ム ・ デ ィ ス ク 2」 を 本 体 の ドラ イブ 
0 と ドラ イブ 1 に 挿入 し て 電源 を 投入 し ます 。 こ の と き , 両方 の ディ スク に 書き 込み 禁止 の ラ 
イト ・ プ ロ テ ク ト ・ シ ー ル が 貼っ て ある こと を 確認 し て くだ さい 。 も し , ほか の プロ グラ ム を 
使用 し て いた 場合 は , 本 体 の リセ ッ ト ・ ス イッ チ を 押し て くだ さい 。 


な お , ハー ド ・ デ ィ ス ク か ら 起 動 す る シス テム で は , <OPT.1> キ ー を 押し な が ら リ セッ ト ・ ス 
イッ チ を 押し て (ドラ イブ 0 の アク セス ・ ラ ンプ が 点灯 する まで ) くだ さい 。 


シス テム ・ デ ィ ス ク に は , 0Sー9 を 起動 する た め の モ ジュ ー ル や , 通常 の 操作 で 使用 する 
ファ イル や ディ レク トリ が 含ま れ て いま す 。 こ の 中 に は , 各 ユ ー ザ 用 の ディ レク トリ , 共用 の 
コマ ンド ・ デ ィ レ クト リ , シス テム ・ フ ァイル を 含み ます 。0S-9 で 普通 に 使う ディ レク ト 


リ に つい て は , この 章 の 最後 で 説明 し ます 。 


シス テム が 正しく ブート す る と , 次 ペー ジ の よう な 画面 が 表示 され ます 。 
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0S-9 プ X68000 は , エン ジニ アリ ング ・ ワ ー ク ステ ーション (EWS) な ど で 使 用 
され て いる よう な 本 格 的 な オー バラ ッ ピ ング (重ね 合わ せ ) を サポ ー ト し た マル チ ウ ィ ン ド ウ 
・ シ ステ ム を サポ ー ト し て いま す 。 縁取 り が 付い た 長方形 の 領域 が 1 つ 1 つ の ウィ ンド ウ で す 。 

1ogin コ マン ド が 起動 され て , ユー ザ 名 を 入力 する よう に 促し て いま す 。 


ユー ザ 名 ?: 


ここ で は , 単に リタ ー ン ・ キ ー「 回 」 を 入力 し ます 。 す る と メッ セー ジ が 表示 され た あと , 
she11 が 起動 され , プロ ンプ ト 「$」 が 表示 され ます 。 


プロ ンプ ト 「$」 は , オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム が 使用 可能 な 状態 だ. キー ボー ド か ら コ マ 
ンド を 入力 され る の を 待っ て いる こと を 意味 し ます 。 複数 の ウィ ンド ウ が 開か れ て いて , プロ 
ンプ ト や カー ソル が 複数 の 位置 に 表示 され て いる と き は , 現在 マウ ス の ポイ ンタ (「w 」) が 
ある ウィ ンド ウ に 対し て キー ボー ド か ら 入 力 す る こと が で きま す (マウ ス ・ カ ー ソ ル が 「win0」 
の ウィ ンド ウ 上 に ある こと を 確認 し て くだ さい ) 。 


ログ イン し た あと , 製品 の バッ クア ッ プ や イン スト ー ル を 簡単 に 行え る 専用 ユー ティ リティ 
が 用 意 さ れ て いま す 。 


次 の よう に し て , プロ グラ ム を 起動 し て くだ さい 。 


$ instal1 加 


し ば らく する と メニ ュー が 表示 され ます 。 


に 『。 全 に 


メニ ュー の 操作 は カー ソル 移動 キー で 行い ます 。「 1 」, 「 ! 」 で メニ ュー を 選択 し , 決定 
は リタ ー ン ・ キ ー で す 。「ー」 は 選択 し た メニ ュー を 取り 消し て , 上 位 の メニ ュー に 戻り ます 。 
最上 位 の メニ ュー に は , 以下 の も の が あり ます 。 


シス テム ・ デ ィ ス ク の パッ クア ッ プ 
は ゅ ビー ディ スネ クベ べ の イン スト ー ル 
ハー ド ・ デ ィ ス ク へ の イン スト ー ル 
she11 の 起動 

終了 
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2。 妥 ス 、 テ レン 、 と つう フッ ンー ッッ ー デ 

メニ ュー の 「 シ ステ ム ・ デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ 」 を 選択 し て , メニ ュー の 指示 に し た が っ 
て ドラ イブ 0 に 製品 ディ スク , ドラ イブ 1 に 新しい ディ スク を 入れ て バッ クア ッ プ を 行い ます 。 
これ で 4 枚 の 製品 ディ スク を すべ て バッ クア ッ プ し て くだ さい 。 バッ クア ッ プ が 終了 し た ら , 
パッ クア ッ プ し た シス テム ・ デ ィ ス クタ 1 と 2 を 。 それぞれ ドラ イブ 0 と 1 に 入れ て くだ きい 。 
【 メ モ 】 


品 ケ ィ ス ク は , 大 切 に 保管 し て お いて くだ さい 。 


// 


- 用 ンス デ ハム と の つう ーー ニー トーー ラ フレ 


0S-ー9 グ X68000 を 使用 する に は , バッ クア ッ プ し た シス テム か ら 使 用 する シス テム 
に あわ せ て イン スト ー ル を 行い ます 。 


使用 する シス テム に は , 次 の 3 つが あり ます 。 


g パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ ・ シ ステ デム 


天 マル チュ スク リー ジィ シメ テム 


@ AVRIDER シ ステ ム 


まず , フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク か ハー ド ・ デ ィ ス ク に イン スト ー ル する メニ ュー が 用 意 さ れ て 
いま す 。 
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フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の 場合 , シス テム ・ デ ィ ス ク 作 成 用 に 新しい ディ スク を 準備 し て くだ 
さい (フォ ー マ ッ ト は イン スト ー ル 作業 で 行い ます ) 。 そ の あと に メニ ュー で 使用 する シス テ 
ム を 選択 し , 指示 に し た が っ て ディ スク の 交換 を 行っ て くだ さい 。 


ハー ド ・ デ ヂ ディスク の 場合 は , 本 体 に 接続 され て いる ハー ド ・ デ ィ ス ク の 選択 や パー ティ ショ 
ン の 確保 を 行い ます 。 ハー ド ・ デ ィ ス ク に は , 次 の 3 種類 の タイ プ が あり ます 。 


(1) SCSI (内 蔵 ) : SCSI イ ンタ ー フ ェ ー ス を 内 蔵 し て いる も の 。 
(2) SCS II (ボー ド ) : 拡張 スロ ッ ト に SCS [ボー ド (CZ-6BS1) を 増設 し た も の 。 
(83) ハー ド デ ィ スク ・ ハー ド ・ デ ィ ス ク ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス を 内 蔵 し て いる も の 。 


ハー ド ・ デ ィ ス ク は 最低 4M バ イト の 未 使用 領域 が 必要 で す 。 ま た , シス テム ・ デ ィ ス ク 1 
に は , ハー ド ・ デ ィ ス ク 用 の ディ スク リプ タ が 作成 され ます の で , ライ ト ・ プ ロ テ ク ト ・ シ ー 
ル を は が し て お いて くだ さい 。 あ と は , メニ ュー の 指示 に し た が っ て くだ さい 。 


【 注 意 】 
ハー ド ・ デ ィ ス ク に イン スト ー ル する 前 に , その ディ スク 上 で ほか の 0 S (Human68k) を 
使用 し て いる 場合 に は , 安全 の た めそ の バッ クア ッ プ を 取っ て お いて くだ さい 。 

また , パー ティ ショ ン を 使用 し て Human68k と 共存 させ る に は , 先 に Human68k 側 で ハー ド 
・ デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト し て お か な けれ ば な り ま せん 。 


イン スト ー ル 終了 後 , 本 体 を リセ ッ ト し て イン スト ー ル し た シス テム が 起動 する か 確認 し て 
くだ さい 。 


これ 以降 は , パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ ・ シ ステ ム に つい て 説明 し ます 。 


22 。 過 ラフ ーー クーー フ レラ ィ ー ニ ンド ウ み の う 抹 イ 全 


0 S- 9 は , マル チタ スク , マル チュ ユーザ を サポ ー ト する 0 S で す 。 こ の マル チ 機 能 を さら 
に 引き 出す の が パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ で す 。 個人 で X 6 8 0 00 を お 使い の 場合 は , 「 私 は , 
本 体 に 接続 する ター ミナ ル も な いし , 一 人 で 使用 する か ら マ ル チ ュ ユー ザ は 関係 な いし , まあ プ 
リン タ に リス ト を 出力 する と き に マル チタ スク を 使う ぐら いか な 」 と お 考え に な る か も し れ ま 
せん 。 し か し , この パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ツウ 機能 を 利用 する と , これ ら の マル チ 機 能 を 十分 に 
発揮 する こと が で きま す 。 
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パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ は , 一 つの C RT の 画面 を ソフ トウ ェ ア で 複数 に 分 割 し て , それ ぞ 
れ を 独立 し た 画面 (また は ター ミナ ル ) と し て 使用 で きる マル チ ウ ィ ン ド ウ の 機能 を サポ ー ト 
し て いま す 。 マ ル チ タ スク と 組み 合わ せる と , 一 つの ウィ ンド ウ で ある プロ グラ ム を コン パイ 
ル し て いる 間 に , 別 の ウィ ンド ウ で 関連 する ヘッ ダ ・ フ ァイル や 定義 ファ イル を リス ト し て お 
き , さら に 別 の ウィ ンド ウ で , それ ら を 参照 し な が ら プ ログ ラム を 編集 する こと が で きま す 。 

0S-ー9 プ X68000 で は 「 パ ー ソ ナル ・ ウ ィ ン ド ウ ・ シ ステ ム 」 と 「 マ ル チ ・ ス クリ ー 
ン ・ シ ステ ム 」 の 2 種類 の ディ スプ レイ ・ モ デル (画面 表示 の 形式 ) を サポ ー ト し て いま す 。 
パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ ・ シ ステ ム と は , 製品 購入 時 の シス テム ・ デ ィ ス ク の ディ スプ レイ ・ 
モデ ル で , 複数 の ウィ ンド ウ を 一 つの 画面 上 で オー バラ ッ プ させ な が ら 表 示し , ウィ ンド ウ ・ 
サイ ズ の 変更 , ウィ ンド ウ の アイ コン 化 が で きる ディ スプ レイ ・ モ デル で す 。 マ ル チ ・ ス クリ 
ー ン ・ シ ステ ム と は , 独立 し た 4 画面 を 4 台 の CRT タ ー ミ ナル と し て , <OPT.1>+< テ ン キ ー 
の 数 字 キ ー> で 瞬時 に 切り 替え て 使用 する ディ スプ レイ ・ モ デル で , AV 一 RIDER の ブー ト 
・ デ ィ ス ク の ディ スプ レイ ・ モ デル と し て も 使用 され て いま す 。 


この 項 で は , 基本 ディ スプ レイ ・ モ デル の パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ ・ シ ステ ム の 操作 方 法 に 


つい て 説明 し ます 。 マル チ ・ ス クリ ー ン ・ シ ステ ム に つい て は , 9 章 の 「9. 9 マル チ ・ ス 
クリ ー ン ・ シ ステ ム 」 を ご 覧 くだ さい 。 


2. 4. 1 ウィ ンド ウ 各 部 の 名 称 


メー マル ・ ウ ィ シ ドウ 
0 ー タ イト ル ・ バ ー 
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2. 4. 2 ウィ ンド ウ の 作成 


ウィ ンド ウ を 作成 する に は , マウ ス を 使用 する 方 法 と , コマ ンド を 入力 する 方 法 が あり ます 。 
ここ で は , マウ ス を 使用 する 方 法 に つい て 説明 し ます 。 コ マン ド を 使用 する 方 法 は , 別冊 の 
「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 の newwin コ マン ド の 項 を ご 覧 くだ さい 。 


ウィ ンド ウ を 作成 する と いう こと は , 新しい ウィ ンド ウ を オー プン し , その ウィ ンド ウ で 何 
か の プロ グラ ム を 実行 する と いう こと で す 。 プロ グラ ム の 実行 され て いな い , 空っぽ の ウィ ン 
ドウ を 作成 する こと は で きま せん 。 


マウ ス の 右 ボ タン を 押す (クリ ッ ク で は な く , 押し た まま に する ) と , 次 の 図 の よう な ポッ 
プ ・ ア ッ プ ・ メ ニュ ー が 表示 され ます 。 右 ボ タン を 押し た まま マウ ス を 移動 する (ドラ ッ グ す 
る ) と , メニ ュー の 反転 表示 部 分 が 移動 し ます 。 選択 し た い 部 分 に 反転 表示 を 移動 し た あと , 

ボタ ン を 離す と その 機能 (コマ ンド ) を 選択 し た こと に な り ま す 。「shel1」 と 書か れ た 部 分 を 
選択 する と 新しい ウィ ンド ウ が 作成 され , その ウィ ンド ウ で シェ ル が 実行 され ます 。 作 成 さ れ 
た ウィ ンド ウ が 一 番手 前 に 表示 され て , ウィ ンド ウ の 名 前 が 上 の タイ トル 部 分 に 表示 され ます 。 


ポッ プ * アッ プ ・ メ ニュ ー 


Shel1 
Sshel1 


eject 0 
eject 1 


この ウィ ンド ウ 作 成 用 の ポッ プ ・ ア ッ プ ・ メ ニュ ー の 内 容 の 追加 , 変更 を 簡単 に 行う こと が 
で きま す 。 第 9 章 の 「9. 8 ウィ ンド ウ 構 成 の 変更 」 を ご 覧 くだ さい 。 


2. 4. 3 カレ ント ・ ウ ィ ン ド ウ の 切り 換え 


画面 上 に 複数 の ウィ ンド ウ を 作成 する こと は で きま す が , X680 00 に 複数 の キー ボー ド 
を 接続 する こと は で き な い の で , 常に キー ボー ド は どれ か ー つ の ウィ ンド ウ に 論理 的 に 接続 さ 
れ て いま す 。 こ の キー ボー ド が 接続 され て いて , 入力 が 可能 な ウィ ンド ウ を 「 カ レン ト ・ ウ ィ 
ンド ウ 」 と 呼び ます 。 そ し て , 逆 に キー ボー ド が 接続 され て いな い ウ ィ ン ド ウ は 「 ノ ー マ ル ・ 
ウィ ンド ウ 」 と 呼び ます 。 ノー マル ・ ウ ィ ン ド ウ を カレ ント ・ ウ ィ ン ド ウ に する に は , その ウ 
ィ ン ド ウ 内 に マウ ス の ポイ ンタ を 移動 させ ます 。 
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カレ ント ・ ウ ィ ン ド ウ は , 特に 一 番手 前 の ウィ ンド ウ で ある 必要 は あり ませ ん 。 ほ か の ウィ 
ンド ウ に 重なっ て 隠れ て いる ウィ ンド ウ で も , まっ た く 関 係 な く キ ーー 入力 や 出力 が で きま す 。 


2.。 4. 4 ウィ ンド ウ の 消去 


ウィ ンド ウ は , その ウィ ンド ウ に 対し て 入出 力 を 行う プロ セス が 存在 する 間 は 消去 (クロ ー 
ズ ) する こと は で きま せん 。 逆 に , その ウィ ンド ウ 出 実行 され て いる プロ セス や , その ウィ ン 
ドウ に 対し て 入出 力 を 行う プロ セス が な く な る と その ウィ ンド ウ は クロ ー ズ され ます 。 


ウィ ンド ウ を クロ ー ズ する に は , その ウィ ンド ウ で 実行 され て いる プロ セス を 終了 させ ます 。 
通常 の コマ ンド は , マウ ス ・ ポ イン タ を クロ ー ズ させ た い ウ ィ ン ド ウ 内 に 移動 し , <CTRL>E ( コ 
ント ロー ル E) を 押す こと に より 終了 させ る こと が で きま す 。 ス クリ ー ン ・ エ ディ タ な どの プ 
ログ ラム は , それ ぞ れ 終了 用 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 shel1 を 終了 する に は , <ESC> キ ー を 押 
すか , また は 「1ogout」 と 入力 し ます 。 


も う 一 つの 方 法 は コン トロ ー ル ・ ボ ックス ・ メ ニュ ー で 「destroy」 を 選択 する 方 法 で す 。 こ 
の 方 法 で ウィ ンド ウ を クロ ー ズ する と , その ウィ ンド ウ 上 で 竣 制 的 に 終了 させ られ ます 。 


コン トロ ー ル ・ ボ ックス ・ メ ニュ ー 


2 。 4。 5 ウィ ンド ウ の プラ イオ リティ 


ウィ ンド ウ が 表示 され て いる 前 後 の 幅 を プラ イオ リティ と いい ます 。 後ろ の ウィ ンド ウ に な 
る ほど プラ イオ リティ は 低く な り , 手前 に た な る ほど プラ イオ リティ は 高く な り ま す 。 ウィンド 
ウ を 一 番手 前 に た する (ウィ ンド ウ の プラ イオ リティ を 最高 に する ) に は , マウ ス ・ ポ イン タ を 
その ウィ ンド ウ 内 に 移動 し て , 右 ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 ウ ィ ン ド ウ を 一 番 後 ろ に す 
る (ウィ ンド ウ の プラ イオ リティ を 最低 に する ) に は , コン トロ ー ル ・ ポ ックス ・ メ ニュ ー で 
「priority」 を 選択 し て くだ さい 。 


ー、 めき ニー 


2。 4. 人 6 ウィ ンド ウ の デイ コ ニ ラ ァ テイ 


ウィ ンド ウ を 消去 する に は , その ウィ ンド ウ で 動作 し て いた プロ セス を 終了 させ る し か あり 
ませ ん 。 た くさ ん の ウィ ンド ウ を 作成 し て 操作 し て いる と , プロ セス は 終了 させ た く な い が , 
ウィ ンド ウ が じゃ ま に な っ て くる こと が あり ます 。 こ の よう な 場合 は , ウィ ンド ウ 全 体 を 一 つ 
の アイ コン に する アイ コ ニ フ ァ イ (Iconify) と いう 機能 が あり ます 。 マウ ス ・ ポ イン タ を アイ 
コ ニ フ ァ イ し た い ウ ィ ン ド ウ の コン トロ ー ル ・ ボ ックス に 移動 し て 右 ボ タン を 押し ます 。 そ う 
する と , ウィ ンド ウ 操 作用 の コン トロ ー ル ・ ボ ックス ・ メ ニュ ー が 表示 され ます 。 そ れ か ら 
「iconify」 を 選択 する と , この ウィ ンド ウ を アイ コ ニ フ ァ イ する こと が で きま す 。 この 場合 , 
プロ グラ ム は その まま 走り 続け て いま す 。 


ウィ ンド ウ を 再度 オー プン する に は , マウ ス ・ ポ イン タ を その アイ コン の コン トロ ー ル ・ ボ 
ックス に 移動 し て , 右 ボ タン を 押し ます 。 そ し て , コン トロ ー ル ・ ボ ックス ・ メ ニュ ー を 表示 
させ liconify] を 選択 し ます 。shel1l や テキ スト ・ エ ディ タ な どの 入力 待ち に な っ て いる 場合 は , 
アイ コ ニ フ ァ イ する 前 の ウィ ンド ウ の 内 容 が 復活 し ます 。 


2. 4. 7 ウィ ンド ウ の 移動 


ウィ ンド ウ は その 高 さ , 幅 を ダイ ナミ ッ ク に 変更 する こと が で きま す 。 ウィ ンド ウ の サイ ズ 
の 変更 は , その 右 下 の 隅 を 移動 させ て 行い ます 。 左下 の 隅 の 位置 は 移動 し ませ ん 。 ウ ィ ン ド ウ 
の 右 下 の 角 に マウ ス ・ ポ イン タ を 移動 し て , 右 ボ タン で ドラ ッ グ し ます 。 ウ ィ ン ド ウ ・ フ レー 
ム の 色 が 変化 する の で , その まま 希望 の サイ ズ に な る よう に マウ ス を 移動 し た あと , 右 ボ タン 
を 離し ます 。 


ウィ ンド ウ の サイ ズ を 小さ くし た 場合 , 今 ま で の 表示 は 消去 され る 部 分 が あり ます 。 


ウィ ンド ウ ・ サ イズ の 変更 に 対応 し て いな い ス クリ ー ン ・ エ ディ タ な ど を 実行 する た め に , 


ウィ ンド ウ ・ サ イズ を ロッ ク (固定 ) する こと も で きま す 。 ウィンド ウ の オー プン 時 に , この 
指定 を する と , その ウィ ンド ウ で は 右 下 隅 を クリ ッ ク し て も サイ ズ を 変更 で きま せん 。 
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22 。 イコ レラ た 、 こ - ラマ ティ ャ モン テト と きす ャ の 
プン リィ ルン ドジ 


「0S-ー9 ゲ X68000 シス テム ・ デ ィ ス クタ 1 。、21 に 含ま れ て いる ディ レク トリ り の り 
スト は 次 に 示す と お り で す 。 こ れ ら の ディ レク トリ は すべ て , シス テム の 先頭 ディ レク トリ 
(レー ド ・ デ ィ レ ク ド り ) だ に 入っ て で いま す 。 


CMDS 
backup, 1oad, setime な ど , すべ て の ユー ティ リティ ・ コ マン ド を 含ん で いま す 。 これ 
ら の コマ ンド に つい て は 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


CMDS/BOOTOBJS 
ブー トス トラ ッ プ ・ フ ァイル , シス テム 固有 の ファ イル な どの た め の シ ステ ム ・ モ ジュ 
ー ル が 含ま れ て いま す 。 


059Boot 
0Sー9 プ XX68000 の ブート ・ フ ァイル で す 。 


SYS 
人 の シス テム ・ フ ァイル で 構成 され て いま す 。 


GrTSE 
エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 記述 され て いる テキ スト ・ フ ァイル で す 。 付録 C に エラ ー・ 
メッ セー ジ の 一 覧 が あり ます 。 


paSSword 
タイ ム ・ シ ェアリング 用 の パス ワー ド ・ フ ァイル 例 で す 。 パス ワー ド ・ フ ァイル は 
各 ユ ー ザ の ユー ザ 名 , パス ワー ド , 初期 プロ セス な どの 情報 を 含ん で いま す 。 


termcap 


端末 の 特長 を 記述 し ます 。 termcap フ ァイル に つい て の 詳細 は , 第 8 章 の 0S-ー9 の 
カス タマ イズ に つい て の 説明 を 参照 し て くだ さい 。 
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う 。 1 圭 本 - を を - 


シス テム を 稼働 で きた ら , 0S-9 の 基本 的 な 特長 と ユー ティ リティ ・ コ マン ド に つい て 勉 
強し まし ょ う 。 この 章 と 第 4 章 で は , 0 S-9 を 早く 使い 始め られ る よう に , 要点 だ け を 説明 
し て いま す 。 


0S-9 に 早く 慣れ る に は , アプ リケーション ・ プ ログ ラム や プロ グラ ム 言 語 を 動か す た め 
に 必要 で , 毎日 よく 使う 基本 的 な 機能 を , 最初 に 選び 出し て 覚え る の が コツ で す 。 シス テム を 
動か し な が ら 容 易 に , より 深く 学ぶ こと が で きま す 。 


この 章 で 扱う 主 な 項目 は 次 の と お り で す 。 


タイ ムシ ェアリング ・ シ ステ ム へ の ログ イシ 
she11 コ マン ド の 紹介 

キー ボー ド と ディ スプ レイ の 使い 方 

ペー ジ ・ ポ ー ズ 機能 

help, free お よび mfree 機 能 
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3 IT の に ラン キラ サリー リウ ニシ ニニ ジア ・ キー ニダー る いら っ 
だ まう デー ニン 


ッ ス テム が パーソ ナル ・ コ ン ビ ュー タタ の よう な シッ グル ・ ユ ー ザ ・ シ ステ ム で ある 場合 は 
この 項 は 読み 飛ば し て か まい ませ ん 。 そ う で な けれ ば ぱ ば, マル チュ ユーザ ・ シ ステ ム に どの よう に 
ログ イン する か 知っ て お く 必 要 が あり ます 。 この 項 の 説明 は , コン ピュ ー タ に 直接 接続 し て い 
る 端末 と , モデ ム を 介し て 接続 し て いる 端末 の 両方 に 共通 で す 。 


アイ ドリ ング 状態 の マル チ ユ ー ザ ・ シ ステ ム の 端末 は , 回 を 押さ な い 限 り , ビー プ 音 を 出す 

だ け で す 。 回 を 押す と , 1ogin と いう ログ イン ・ プ ログ ラム が 走り だ し ます 。 こ の プロ グラ ム に 
よっ て , シス テム の セキ ュ リ ティ が 保 た れ , それ ぞ れ の ユー ザ が ユー ザ ご と に 設定 され た 環境 
で スス タート で きま す 。 


シス テム は メッ セー ジ を 表示 し て , シス テム 管理 者 が あら か じ め 割 り 当 て て お いた ユー ザ 名 
と パス ワー ド を 入力 する よう に 聞い て きま す 。 入 力 が 済む と , シス テム は ユー ザ 名 を エコ ー・ 
バッ ク (画面 に 表示 ) し ます 。 し か し , セキ ュ リ ティ 上 の 目的 か ら パ スワ ー ド は エコ ー・ バ ッ 
ク し ませ ん 。 ユ ー ザ 名 と パス ワー ド は , 3 回 まで 入れ 直す こと が で きま す 。 


傘 に 1ogin コ マン ド の 使用 手順 の 例 を 示し ます 。 


0S-9/68K V2.4 SHARP X68000 - 68000 91/10/24 14:51:12 
ユー ザ 名 ?: smith た 

の 表示 され ませ ん ) 

プロ セス 】 半 0 ログ オン 90/11/24 14:51:20 
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シス テム の 設定 に よっ て , その 日 の シス テム ・ メ ッ セ ー ジ が 表示 され る こと も あり ます 。 自 
動 的 に , 任意 の 数 の イニ シャ ル ・ プ ログ ラム を 実行 する こと も 可能 で す 。 通常 は , これ に 加え 
て , メイ ン の ワー キン グ ・ デ ィ レ クト リ を 設定 し て お きま す 。 こ れ は 自分 自身 が 使う 自分 の ワ 
ーー キン シング ュ ディル レト 上 りや で ず 。 


ログ アウ ト す る と き は , メイ ン shell (ログ イン し た と き の , 最初 の shel1) の プロ ンプ ト が 
表示 され て いる と き に , <ESC> キ ー (EOF : エン ド ・ オ ブ ・ フ ァイル ) を 押す だ け で す 。 


詳し く は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 の 1ogin お よび tsmon の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


ー 28 - 


う 。 う 3 詞 吊 怠 1 1 の うつ 次 加 プ ェ 


オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム に は , 必ず コマ ンド ・ イ ンタ プリ タ が あり ます 。 コ マン ド ・ イ 
ンタ プリ タ は , ユー ザ が 入力 し た コマ ンド を オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム が 理解 し 実行 で きる 
コマ ンド に 翻訳 する 作業 を 行い ます 。 


【 ポ イン ト 】 


0S 一 9 の コマ ンド ・ イ ンタ プリ タ を 「shel1」 と 呼び ます 。 


通常 , shel1 は シン グル ・ ユ ー ザ ・ シ ステ ム で シス テム ・ ス ター ト の 一 部 と し て 実行 され ます 。 
また , タイ ムシ ェアリング ・ シ ステ ム に ログ イン し た あと で も を 実行 され ます 。 shel1l は シス テム 
と の 最初 の イン タフ ェ ー ス で す 。 つ まり , コマ ンド を 入力 する と , それ を 0 S- 9 が 理解 で き 

る 形 に 翻訳 する の が she11 の 働き な の で す 。 


shell に は , た くさ ん の 機能 や オプ ショ ン が あり ます 。 こ の マニ ュ ア ル で は , 特に 第 5 章 で , 
どの よう な こと が で きる の か を 詳し く 説 明 し て いま す 。 こ こ で は , 基本 的 な OS-ー9 の コマ ン 
ド を 実行 で きる 程度 に she11 に 慣れ て も ら え る よう 説明 し ます 。 


shel1 は 次 の 2 通り の 方 法 で 使う こと が で きま す 。 


1. キー ボー ド か ら 対 話 形 式 で コマ ンド を 与え ます 。 

2. プロ シー ジャ ・ フ ァイル と 呼ば れる 特殊 な ファ イル か ら コ マン ド ・ ラ イン を 順番 に 読 
み 込 み , あたかも 普通 に キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た か の よう に , 各 コ マン ド ・ ラ イン を 
実行 し ます 。 プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 用 いる と , よく 使う 同一 の コマ ンド 手順 を 入力 
する 手間 が 省け て 便利 で す 。 


shel1 が コマ ンド 入力 待ち の と き は , プロ ンプ ト 「$」 を 表示 し ます 。 ここ で , コマ ンド ・ ラ 
イン を , 回 を 最後 に し て 入力 する こと が で きま す 。 


コマ ンド ・ ラ イン の 最初 の 単語 は コマ ンド 名 で す 。 大 文字 で も 小文字 で も か まい ませ ん 。 コ 
マン ド に は , 次 の も の が あり ます 。 

⑯ 0Sーー9 の ユー ティ リティ ・ コ マン ド 名 

@ アプ リケーション ・ プ ログ ラム 名 また は , プロ グラ ム 言 語 名 

⑱ プロ シー ジャ ・ フ ァ ィ ル 名 
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ほとん どの コマ ンド に は , 追加 の パラ メー タ や オプ ショ ン を 加え る こと が で きま す 。 これ ら 
の パラ メー タ や オプ ショ ン は , 検索 すべ き フ ァイル 名 や ディ レク トリ 名 の よう な 追加 の 情報 を 
プロ グラ ム や she11 に 提供 し ます 。 ほとん どす べ て の オプ ショ ン は , ハイ フン 「-」 が 前 に つき 
ます 。 また , すべ て の パラ メー タ は , スペ ー ス で 区 切ら れ ま す 。 


shel1 は , 指定 され た コマ ンド を る を 実行 する た め に , メモ リ や ディ スク か ら そ の コマ ンド を 探し 
ます 。 指定 し た コマ ンド が 見 つか ら な い 場合 は , 次 の エラ ー・ メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます 。 


| ラー 番 中 : #000:216 目 


これ は , 簡単 な shel1l の コマ ンド ・ ラ イン の 例 で す 。 


上 list myfilekg 男 


プロ グラ ム 名 は , 「1ist」 で す 。 フ ァイル 名 「myfile」 を プロ グラ ム に 渡す よう に 命令 し て 
ます 。 


う 。 キー = ボーー ド つう イイ 人 更 い い ブ テ 

ほとん どの 場合 , 0S 二 9, プロ グラ ミン グ 言 語 . アプ リケーション ・ プ ログ ラム へ の 入力 
は 行 単 位 で 行わ れ ま す 。 つま り , 入力 する と 文字 は 取り 込ま れ ま す が , リタ ー ン ・ キ ー「 回 」 
を 押す まで プロ グラ ム へ は 渡さ れ ま せん 。 プ ログ ラム へ 入力 ライ ン を 渡す 前 に , 打ち 間違い を 
訂正 する こと が で きる わけ で す 。 

0S-ー9 に は , デー タ の 入力 や 間違い の 訂正 が 簡単 に で きる 機能 が いく つか あり ます 。 これ 
ら を , ライ ン ・ エ ディ ッ ト ( 行 編集 ) 機能 と いい ます 。 各行 編集 機能 を 使う に は , コン トロ ー 


ル ・ キ ー を 押し な が ら ほ か の 文字 キー を 同時 に 押し , コン トロ ー ル 信号 を 出し ます 。 


ライ ン ・ エ ディ ッ ト 用 の キー は 次 表 の 通り で す 。 
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直前 に 入力 され た 行 の 再 表 示 

直前 に 入力 され た 行 を 再 表示 する が , 実行 は し な い 。 カ ー ソ ル は , 行 の 終 
わり に ある 。 そ の まま 入力 する こと も , 文字 を 追加 する こと も で きる 。 また 
バッ クス ペー ス ・ キ ー を 使っ て , も と の 文字 の 上 に 再 入力 する こと も で きる 
入力 中 の コマ ンド ・ ラ イン の 再 表示 

これ は 主 に , 削除 され た 文字 を 消す こと の で き な い ハー ドコ ピー 方 式 の 端 
末 用 に 使用 する 

ひと つ 前 の 文字 を 消す バッ クス ペー ス 

た いて い の キ ー ボ ー ド に は , バッ クス ペー ス ・ キ ー の <BS> あ る い は 回 が あ 
り , コン トロ ー ル ・ キ ー を 使わ ず に 直接 使用 で きる 
| <CTRLyS に よっ て 中 断 され た 出力 の 再開 

この 機能 を 「X-ON」 と 呼ぶ 
<CTRLQ が 押さ れる まで 入出 力 を 停止 する 

この 機能 を 「X-OFF」 と 呼ぶ 。 こ の 機能 は , プリ ンタ の よう な 多数 の シリ 
アル 1/0 デ バイ ス が 出力 する スピ ー ド を , コン トロ ー ル する た め に 使用 する 
画面 表示 の 一 時 停止 

画面 上 の デー タ が スク ロー ル し て , 画面 か ら 消え る 前 に 読む こと が で きる 
よう に , 表示 を 一 時 的 に 停止 する 。 ほ か の キー を 押す と 出力 を 再開 する 。 詳 
し く は , あと で 述べ る ペー ジ ・ ポ ー ズ 機能 を 参照 
行 の 削除 

入力 中 の 行 を すべ て 消去 する 

デー タ 入 力 の 終了 

すべ て の 0 S- 9 の 1/0 デ バイ ス (端末 を 含む お ) を , ファ イル と し て アク 
セス する 。 こ の 機能 は , ディ スク ・ フ ァイル の 終わ り に 到達 し た の と 同じ 効 
果 が ある 


また , イン タラ プ ト ・ キ ー と アボ ー ト ・ キ ー と いう 2 つの 重要 な コン トロ ー ル ・ キ ー が あり 
ます 。 これら の キー は , ライ ン ・ エ ディ ッ ト ・ キ ー と 異な り , プロ グラ ム か が 入力 を 要求 し て い 
る と きだ け で な く , いつ で も 使用 で きま す 。 これら の キー は , 通常 , 実行 中 の プロ グラ ム を 停 
止 さ せ た り 変更 し た りす る た め に 使い ます 。 
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キー 能 

<CTRL>C フロ エー 1 イツ タタ ザ ト * マ ダダ 
ナル 」 を 送信 する 。 こ の シグ ナル の 結果 は , 受信 し た プロ グラ ム に よっ て 異 
な る 。 プ ログ ラム 中 に イン タラ プ ト に 対す る 処理 が 特に な けれ ば , プロ グラ 
ム の 実行 を 中 止 す る 。 プロ グラ ム 中 に イン タラ プ ト に 対す る 処理 が ある 場合 
は , <CTRL>C は 通常 , 実行 中 の 作業 を 停止 し て メイ ン ・ メ ニュ ー か コマ ンド 
・ レ ベル へ 戻る よう に 機能 する 。 shel1 の 場合 は , プロ グラ ム が 端末 へ の 入 
出力 を 始め て いな けれ ば , 「 フ ォ ア グラ ウン ド 」 プ ログ ラム を 「 バ ッ ク グ ラ 
ウン ド 」 プ ログ ラム へ 切り 換え る た め に 使用 する こと が で きる 。 

現在 実行 中 の プロ セス へ , 「 ア ボー ト ・ シ グ ナ ル 」 を 送信 する 。 多く の 場 
合 , この キー に よっ て 実行 中 の プロ セス は 強制 的 に 中 断 し , た だ ち に she11 
へ 戻る 


前 述 の コン トロ ー ル ・ キ ー は , ほとん どす べ て の 0 S - 9 で 共通 に 使え る よう に 設定 され て 
いま す 。 コ ント ロー ル ・ キ ー と 機能 と の 対応 は 変更 する こと が で きま す 。 実際 に 使用 する コン 
ビュー タ で は , 設定 が 異な る か も し れ ま せん 。 tmode コ マン ド で , コン トロ ー ル ・ キ ー の 設定 を 
変更 する こと が で きま す 。 こ の コマ ンド は , いろ いろ な コン ピュ ー タ の キー ボー ド に 0S-9 
を 対応 さき せる こと が で きま す 。 


【 メ モ 】 
tmode コ マン ド に つい て の 詳細 は 「 第 8 章 0S 一 9 の シス テム 管理 」 と 別冊 「 リ ファ 


3 。 2 。 | ペー ジ ・ ポ ー ズ 機能 


ペー ジ ・ ポ ー ズ 機能 は , 画面 の 表示 を 読 読み 取ら な いう ち に 出力 が スクロール さ れ て し まう 不 
都合 を 避け る た め の も の で す 。0S-9 は , 画面 一 杯 に 表示 が 広がる まで , 出力 し た 行 数 を 数 
えま す 。 そ こ で 何 か キ ー を 押す まで , 出力 は その まま 停止 し ます 。 1 画面 出力 する た びに , こ 
の 手順 を 繰り 返し ます 。 


画面 の 物理 的 な 幅 よ り も 長い 行 が ある と , ペー ジ ・ ポ ー ズ 機能 は うま く 働 きま せん 。 こ の よ 


うな 長い 行 は 次 の 行 に 折り 返さ れ て し まい ます 。 シス テム は , これ を 見 分 ける こと が で き な い 
の で 行 数 を 正しく 数 えら れ な い の で す 。 
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tmode コ マン ド は , この 機能 の オン ・ オ フ や 画面 に 表示 され る 行 数 を 変更 する の に 使い ます 。 


$ tmode _ pause 回  ……… ペー ジ ・ ポ ー ズ 機能 を 使用 する 
$ tmode nopause 較 0 ……… ペー ジ ・ ポ ー ズ 機能 を 使用 し な い 
$ tmode pag=10 還 。。 ……… 1 ペー ジ の 行 数 を 10 行 に 設定 する 


う 。 5 2 的 を コニー ビシ ンド 


70 以 上 の 標準 テー ティ リティ ・ コ マン ド と shel1l の ビル トイ ン ・ コ マン ド が , 0S-ー9 に は 備 
わっ て いま す 。 し か し , 一 般 の ユー ザ は , 大 部 分 の ユマ ンド を ほとん ど と 使用 し ませ ん 。 よく 使 
う コ マン ド の 数 は 10 個 程 で , と きど き 使 う コ マン ド の 数 も 同じ くら いで す 。 


ここ で は , まず 覚え な く て は いけ な い コ マン ド と そう で な い コ マン ド を 区 別 す る た め に , ユ 
ー テ ィ リ ティ ・ コ マン ド 全 体 を 3 つの グル ー プ に 分 け て み ま し た 。 まず , 最初 の グル ー プ に 慣 
れ て , 時 間 が あっ た ら 第 2 の グル ー プ を 覚え て くだ さい 。 高度 な プロ グラ ム を 組ん だ り , シス 
テム レベ ル の 仕事 を する 予定 が ある な ら ば , 第 3 の グル ー プ も 覚え る と 便利 で す 。 第 4 の グル 
ー プ は , 0S-9 ノ X68 00 0 専用 の コマ ンド で , 本 体 の ハー ドウ ェ ア 機 能 を 生か し た も の 
と ど な ら で めか ま す 。 


グル ー プ 1 : 最も 基本 的 な コマ ンド 


attr backup bui1d chd chx CODy date 
de1 deldir dir dSave echo edt format 
free help ki11 list makdir merge mfree 
pd pr DrOCS rename Set Setime Shel1 
W wait 


グル ー プ 2 : プロ グラ マ 用 コマ ンド 


binex cfp CmD code COmDTeSS Count dump 
eX exbin expand frestore fsSave grep 1oad 
1ogout make printenv profile qSOort SaVe SetenV 
tape tee tmode touch 8 M unSsetenv 
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グル ー プ 3 : シス テム 管理 用 コマ ンド 


break dcheck deiniz devs diskcache events fixmod 
1dent 1niz 1rdS 1ink 1ogin mdir moded 
os9gen TOmSplit Setpr Sleep tapegen tsmon unlink 
xmode 


グル ー プ 4 : X68000 専 用 コマ ンド 


apoweroff arec askctr1 avplay dicm dmode eject 
fdisk hufile makgaiji newwin nmi pmode poweroffproc 
poweronproc setalarm setgaiji switch WinSrV xbackup x0S9gen 


うつ 。 ら 6 五 戸 1 選 コ ーー に ニン ンド と リー ンマ 」 テ オー デン ョ > ン 


0S-ー9 の コマ ンド を 使い 始め る と き に , 最も 重要 な コマ ンド が help コ マン ド で す 。 help コ 
マン ド は オン ライ ン ・ ク イッ ク ・ リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル で す 。 この コマ ツ ド を 便 用 する に 
は , help に 続い て ユー ティ リティ ・ コ マン ド 名 を 入力 し , 回 を 押し て くだ さい 。 ユ ー テ ィ リ テ 
ィ ・ コ マン ド の 機能 , 文法 , オプ ショ ン を 表示 し ます 。 た と えば backup コ マン ド の 機能 や 文法 
を 思い 出せ な いと き の , help コ マン ド の 使用 例 を 示し ます 。 


まず , プロ ンプ ト 「$」 が 出 た ら 次 の よう に 入力 し ます 。 


上 help backupkg ] 


次 の よう な ヘル プ ・ メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます 。 


文 : backup <7' > ョ y>] [ツー ん 9002 ぐず ィ ゲ ガイ 守 当 77 ァ 仙 >] [< が ジョ ッッ >] 
能 : ディ スク の バッ クア ッ プ を 行 


7 ツ ョ ソ : 
ーー 箇 人 > バッ ファ ・ サイ ズ を 指定 し 4 キロ バイ ト ) 
リー ド ・ エ ラー が 発 人 し て る 如 理 を 栓 了 イ し な い 
5 ペリ ラッ を 行わ な い 


マニ ュ ア ル を めく っ て コマ ンド を 探し 出さ な く て も 必要 な 情報 が 簡単 に 得 ら れ ま す 。 試し て 
み ま し ょ う 。 
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【 ポ イン ト 】 


help と だ け 入 力 す る と , help コ マン ド 自 身 の ヘ ルプ ・ メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます 。 


コマ ンド に 「-?」 オ プシ ョ ン を 付け て 実行 し て も , help コ マン ド と 同じ 情報 を 表示 し ます 。 
0S- 一 9 の すべ て の ユー ティ リティ ・ コ マン ド に は 「-?」 オ プシ ョ ン が あり ます 。 コ マン ド 名 
が 分 か っ て いる 場合 は , コマ ンド 名 に 「-?」 を つけ る と 直接 表示 で きま す 。 


うつ う 。 7 正 豆 三 nm 下 克 ユー アニ ンド 


フォ ー マ ッ ト の 過程 で ディ スク は それ ぞ れ , あら か じ め 設 定 さ れ た バイ ト 数 の デー タ ・ セ ク 
タ に 分 割 さ れ ま す 。 こ れ ら の セク タ は , 次 に クラ スタ と 呼ば れる グル ー プ へ 割り 当て られ ます 。 
各 ク ラス タ の セク タ 数 は , その ディ スク の 記憶 容量 と デバ イス の 物理 的 特性 に よっ て 決ま り ま 
すす 


free コ マン ド は , 未 使用 の つの ディス ク 容 量 を セク タ 数 と バイ ト 数 で 表示 し ます 。 ディ スク 名 , 
作成 日 , デバ イス の 容量 も 同時 に 表示 し ます 。 使用 例 を 1 つ 示 し ます 。 


$? free /h0g 
は 1992 年 


ボリ ュー ム "0S-9/X68000 V2.4" 1 月 
全容 量 : 40496 セ クタ NE の 2 
35822 セ クタ が 未 使用 で す 最大 の 連続 プ ブロック! 
9170432 プ 10366976 バ イト (8.74/9.88 メ ガバ イト ) 
最大 の 連続 ブロ ッ ク は 8993792 バ イト (8.57 メ ガバ イ 


free は , デフ ォ ル ト 時 で 4 K バ イト の バッ ファ を 使用 し ます 。 バッファ ・ サ イズ を 増やす に 
は 「-b」 オプ ショ ン を 使用 し ます 。 た と えば , 10K バ イト の バッ ファ を 使用 する 場合 に は , 次 
の よう に 入力 し ます 。 


$ free -b=10 加 また は $ free -b10 加 


一 方 , mfree コ マン ド は , 割り 当て る こと の で きる 未 使用 メモ リ の アド レス と サイ ズ を 表示 し 
ます 。 表示 例 を 次 に 示し ます 。 


ed 紀 
現在 の トー タル ・ フ リーRAM: 4982.00 キロ バイ ト 
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未 使用 メモ リ に つい て より 詳細 に 調べ る に は , mfree コ マン ド の 「-e」 オプ ショ ン を 使い ます 。 


表示 例 を 次 に 示し ます 。 


ドーーー 
$ mfree -ek 


プリ ー メ 和 モ 恨 ・ マ w プ 」 
ト アト 以 


$5B000 
$5F000 
$99000 
$29C000 
$2A1000 
$2C5000 


セグ メン ト ・ メ モリ の 数 
スタ ー ト アッ プ 時 の トー 
現在 の トー タル ・ フ リーR AM: 


MM キロ バイ ト 


タル R AM: 8192.00 キロ バイ ト 


2084.00 キロ バイ ト 


だ 光 メト ッ サ イズ 


$1000 4.00 キロ バイ ト 
$2000 8.00 キロ バイ ト 
$1E3000 1932.00 キロ バイ ト 
$3000 12.00 キロ バイ ト 
$1F000 124.00 キロ バイ ト 
$1000 4.00 キロ バイ ト 
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人 。 エエ 有一 の の) ジン ゴイ カン < キト テレ ーー ミン 


プロ グラ ム , デー タ , テキ スト な ど を きち ん と 管理 する た め に , 0S 一 9 上 の 情報 は すべ て 
ファ イル と ディ レク トリ に まとめ られ て いま す 。 ファ イル に は プロ グラ ム 。 デ ー タ , チキ スト 
その 他 何 で も 記録 で きま す 。 デ ィ レ クト リ は , その 中 に ある ファ イル や ディ レク トリ の 名 前 と 
位置 を 含ん だ ファ イル で す 。 こ れ に よっ て , ファ イル を 内 容 別 や 仕事 グル ー プ 別 な ど に 分 類 す 
る こと が で きま す 。 


情報 は , 決ま っ た 順序 で バイ ト 単 位 に ファ イル と し て 記録 され ます 。 こ れ ら の バイ ト を セク 
タ と し て まとめ ます 。 セ クタ と は , 決ま っ た バイ ト 数 の 集まり で す 。 た と えば , 256 バ イト か ら 
な る セク タ の 場合 , 情報 を 256 バ イト ご と の セク タ に 分 け ま す 。 


フォ ー マ ッ ト を 行っ て いる 間 , 各 セ クタ は 未 使用 状態 で ある と 記録 され ます 。 アロ ケー ショ 
ン ・ マ ッ プ が 各 セ クタ の 記録 を 取り ます 。 あ る セク タ が 使用 され る と , アロ ケー ショ ン ・ マ ッ 
プ に 使用 中 で ある と 記録 され ます 。 フ ァイル を 作っ た り 拡 張 し た りす る 場合 は , シス テム は 情 
報 を で きる だ け 多 く の 連 続 し た セク タ 内 に 記録 し よう と し ます 。 アロ ケー ショ ン ・ マ ッ プ で す 
で に 使用 中 と マー ク さ れ た セク タ に 到達 する と , 0S 一 9 は それ を 飛ば し て 次 の 使用 可能 な 連 
続 し た セク タ へ 移っ て 情報 の 記録 を 続け ます 。 


テキ スト ・ フ ァイル 中 の 1 バイ ト は , 英文 字 1 文字 に 相当 し ます 。 デー タ は , その まま の 形 
式 で ファ イル に 書き 込ま れ , 読み 出さ れ ま す 。 


ファ イル が 作成 , また は オー プン され る と , ファ イル ・ ポ イン タ も 同時 に 作成 また は 更新 さ 
れ ま す 。 ファ イル ・ ポ イン タ は , 次 に 読み 書き する バイ ト の アド レス を 指し ます ( 図 1 参照 ) 。 
ファ イル 中 の デー タ が 読み 書き され る と , ファ イル ・ ポ イン タ は 自動 的 に 移動 し ます 。 し た が 
っ て , 連続 し た 読み 書き に より , デー タ は 次 々 と 転送 され ます ( 図 2 参照 ) 。 
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0S 一 9 の シー ク ・ シ ステ ム ・ コ ー ル を 使っ て , ファ イル ・ ポ イン タ を ファ イル の 任意 の 位 
置 へ 移動 する こと に より , ファ イル の どの 部 分 へ で も 直接 アク セス する こと が で きま す 。 シー 
ク ・ シ ステ ム ・ コ ー ル に は , マク ロ ・ ア セン プラ の 1$Seek シ ステ ム ・ コ ー ル を 使っ て アク セス 
する こと が で きま す 。 


6 | O ls | s | Te | 
: ファ イル を 作成 また は オー プン し た と き , ファ イル ・ ポ イン タ は 最初 に 読ま れる 
(書か れる ) 部 分 を 指し ます 。 


| 
1 
| 


1 2 .3 4 5 


ま | 9 | De ll で 


1 
図 2 : ファ イル の 最初 の 部 分 を 読む (書く ) と , ファ イル ・ ポ イン タ は 2 番目 の 部 分 を 
指し ます 。 


人 二 5) 
rlolblel ェ 


1 

図 3 : ファ イル ・ ポ イン タ が エン ド ・ オ ブ ・ フ ァイル を 指し て いま す 。 こ こ で 読も うと 
する と , エラ ー と な り ま す 。 ここ で 書き 込み を 行う と , ファ イル の サイ ズ が 大 き 
2 まり まう 5 


1 2 3 4 5 6 
Flelslelrlt| 


1 
図 4 : 次 の 書き 込み は ファ イル に 新た な 部 分 を 追加 し て , ファ イル ・ ポ イン タ は 新しい 
エン ド ・ オ ブ ・ フ ァイル を 指し ます 。 


ファ イル の 最後 の バイ ト へ 達する と , エン ド ・ オ ブ ・ フ ァイル の ステ ー タ ス を 返し ます ( 図 
3 参照 ) 。 エ ンド ・ オ プ ・ フ ァイル の マー ク を 越え て 読み 込 も うと する と , エラ ー と な り ま す 。 
ファ イル を 広げ る に は , 前 の エン ド ・ オ ブ ・ フ ァイル か ら 続 け て 書き 込み ます ( 図 4 参照 ) 。 


すべ て の 0S-ー9 フ ァイル は 物理 的 に 同じ 構成 に な っ て いま す 。 し た が っ て , ファ イル 操作 
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の 機能 は , どの よう な ファ イル で も 論理 的 使い 方 に 関係 な く , 一 般 的 に 使う こと が で きま す 。 
0S-9 で 使わ れる 主 な ファ イル の 論理 形式 を 次 に 示し ます 。 


テキ スト ・ フ ァイル 

実行 可能 な プロ グラ ム ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル 
ジー タタ ジテ イル 

ディ レク トリ 


ディ レク トリ ・ フ ァイル は , ほか の も の と 異な り ま す の で , この 項 の 後半 で 別に 説明 し ます 。 


4。 1 。 1 デキ スト トラ ァイル 


テキ スト ・ フ ァイル は , いろ いろ な 長 さ の ASCII 文 字 の 行 で 成り 立っ て いま す 。 そ れ ぞ れ の 行 
は , キャ リッ ジ ・ リ ター ン (carriage return : ASCII コ ー ド $0D) で 区 切ら れ て いま す 。 テ キス 
ト ・ フ ァイル の 代表 的 な も の に は , 文書 , プロ シー ジャ ・ フ ァイル , プロ グラ ム ・ ソ ー ス ・ コ 
ー ド な ど が あり ます 。 テキ スト ・ エ ディ タ や build コ マン ド な ど で , テキ スト ・ フ ァイル を 作る 
こと が で きま す 。 


4.1.2 実行 可能 な プロ グラ ム ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル 


実行 可能 な プロ グラ ム ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル は , アセ ンプ ラ や コン パイ ラ に よっ て 作ら れ 

る オプ ジェ クト ・ フ ァイル で す 。 そ れ ぞ れ の ファ イル は , 1 つま た は 複数 の 標準 の OS-9 モ 
ジュ ー ル 形式 に よる モジ ュー ル を 持っ て いま す 。 モ ジュ ー ル に 関す る 詳し い 説 明 は , 別売 の 
「 テ クニ カル ・ デ ベロ ッ プ メン ト ・ キ ッ ト 」 に 付属 の 「O0Sー9 テク ニカ ル ・ マ ニュ アル 」 
に 記述 され て いま す 。 


人 4。 も 。 ②③ ラジ ラ シグ ム ・ チ ナク セス ・ デ ー タ プア ィ イル 


主 に C や PASCAL の よう な 高級 言語 が . ラン ダム ・ ア クセ ス ・ デ ー タ ・ フ ァイル を 作っ 
た り , 使っ た り し ます 。 フ ァイル は , 様々 な サイ ズ の 一 連 の レコ ー ド に 編成 され ます 。 そ れ ぞ 
れ の レコ ー ド が まっ た く 同 じ 長 さ で あれ ば , 任意 の 順序 で レコ ー ド を アク セス で きる よう に フ 
ァイル の 中 の 開始 アド レス を 計算 で 求め あこ と が で きま す 。OS-9 は , 直接 レコ ー ド を 扱う 
の で は な く , ラン ダム ・ ア クセ ス ・ レ コー ド を サポ ー ト する 高級 言語 に 必要 な 基本 ファ イル 操 
作 の 機能 を 提供 し ます 。 
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4. 1. 4 ファ イル の 所 有 者 


ファ イル また は ディ レク トリ を 作る と , グル ー プ . ユ ー ザ ID が 自動 的 に 記録 され ます 。 グ ルー 
プ . ユ ー ザ ID は ユー ザ の グル ー プ 番号 と ユー ザ 番 号 か ら 形 成 さ れ ま す 。 グル ー プ 番号 に よっ て , 
共通 の グル ー プ 番号 を 持っ た 多く の 人 た ち が 1 つの プロ ジェ クト に 取り 組ん だ り , 同じ 部 署 で 
作業 を する こと が で きま す 。 ユー ザ 番 号 は 特定 の ユー ザ を 区 別 し ま す 。 し た が っ て , グル ー プ . 
ユー ザ ID に よっ て 特定 の グル ー プ また は 部 署 の 特定 ユー ザ を 指定 で きま す 。 


グル ー プ . ユ ー ザ ID を , ファ イル の 所 有 者 を 決め る の に 使い ます 。0 S 一 9 の ユー ザ は , 次 の 
2 種類 に 分 ける こと が で きま す 。 


@⑯ オー ナ (所 有 者 ) 
⑯ パブ リッ ク (ほか の ユー ザ ) 


オー ナ と は , その ファ イル を 作成 し た 個人 と 同じ ユー ザ 番 号 を 持っ て いる ユー ザ を 指し ます 。 
グル ー プ は , その ファ イル を 作成 し た 個人 と 同じ グル ー プ 番号 を 持つ あら ゆる ユー ザ の こと で 
す 。 そ の ファ イル を 作成 し た 個人 と グル ー プ . ユ ー ザ ID の 異な る 人 た ち は す べ て パブ リッ ク に な 
り ま す 。 

パプ ブリック と は , ファ イル を 作成 し た 人 と は 異な る グル ー プ . ユ ー ザ ID を 持つ ユー ザ の こと で 
す 。 


【 ポ イン ト 】 
グル ー プ . ユ ー ザ ID が 0.0 の ユー ザ は スー パ ・ ユ ー ザ と な り ま す 。 ス ー パ ・ ユ ー ザ は , フ 


ァイル の 所 有 者 に か か わら ず , シス テム 上 の あら ゆる ファ イル や ディ レク トリ に アク セス 
し , 操作 する こと が で きま す 。 


マル チ ユ ー ザ ・ シ ステ ム で は は 通常, シス テム 管理 者 は 各 ユ ー ザ に グル ー プ . ユ ー ザ ID を 割り 当 
て ます 。 こ の 番号 は パス ワー ド ・ フ ァイル と 呼ば れる 特別 な ファ イル に 記録 され ます 。 マ ル チ 
ユー ザ ・ シ ステ ム 上 で は 通常 , スーパ ・ ユ ー ザ に は シス テム 管理 者 が な り ま す が , グル ー プ 管 
理 者 や プロ ジェ クト ・ リ ー ダ と いっ た ほか の 人 た ち も ス ー パ ・ ユ ー ザ に な る こと が で きま す 。 

通常 シン グル ・ ユ ー ザ ・ シ ステ ム で は , シス テム 起動 時 の 状態 が スー パ ・ ユ ー ザ と な り ま す 。 

【 メ モ 】 


パス ワー ド ・ フ ァイル に つい て は , 第 5 章 で 説明 し ます 。 
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4. 1. 5 アト リ ビ ュ ー ト (属性 ) と ファ イル ・ セ キュ リティ ・ シ ステ ム (機密 保護 ) 


ファ イル の 使用 と セキ ュ リ ティ は , ファ イル の アト リ ビ ュ ー ト を も と に し て いま す 。 ファイ 
ル に は , それ ぞ れ 8 個 の アト リ ビ ュ ー ト が あり ます 。 こ れ ら の アト リ ビ ュ ー ト は , 8 文字 を 1 
行 に まとめ て 表示 され ます 。 


8 文字 の アト リ ビ ュ ー ト の 内 の 1 文字 が セッ ト さ れる と き に は , 「 パ ー ミ ッ シ ョ ン (アク セ 
ス 許 可 ) 」 と 言う 用 語 を 使用 し ます 。 パー ミッ ショ ン は , 誰が ファ イル や ディ レク トリ を アク 
セス で きる か , また , どの よう に 使う こと が で きる か を 決め ます 。 アク セス し よう と し て いる 
ファ イル や ディ レク トリ の パー ミッ ショ ン が な い 場 合 は , dir ま た は attr コ マン ド に よっ て ファ 
イル の パー ミッ ショ ン が 表示 され る 際 に , アト リ ビ ュ ー ト の その 箇所 が 「-」 で 表わさ れ ま す 。 


次 の 例 は , すべ て の パー ミッ ン が 有効 な ファ イル で す 。 
| dSewrewr 国 


アト リ ビ ュ ー ト は 右 か ら 左 へ 読む 規則 に な っ て いま す 。 次 の 意味 が あり ます 。 


オー ナ は , ファ イル を 読む こと が で きる 。 オ フ の 場合 , 
この アト リ ビ ュ ー ト は ファ イル に 対す る アク セス を すべ て 


し _ | ys 


オー ナ は , ファ イル に 書き 込む こと が で きる 。 オフ の 場 


合 , この アト リ ビ ュ ー ト は 誤っ て ファ イル を 消去 また は 変 
更 し て し まう こと を 防止 する こと が で きる 


本 ナ ェ ゲト オー ナ は ファ イル を 実行 する こと が で きる 
2% グ リック ・ リ ー ド 臣 すべ て の ユー ザ は ファ イル を 読む こと が で きる 

パプ リッ ク ・ ラ イト すべ て の ユー ザ は ファ イル に 書き 込む こと が で きる 
パブ リッ クー グセ セー ト すべ て の ユー ザ は ファ イル を 実行 する こと が で きる 
ジン グル ・ ユ ー ザ 1 人 だ けが アク セス 可能 。 こ れ が セッ ト さ れ て いる と , 
同時 に 2 名 以上 の ユー ザ が 使用 する こと は 禁止 され る 
ディ ル グ ド リ セッ ト さ れ て いる 場合 , ディ レク トリ で ある こと を 示す 
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の うう ジン テイ ルル. ・ を ンー デザ か 


0S 一 9 は, ディ スク ・ シ ステ ム の よう な マス ・ ス トレ ー ジ (大 容量 記憶 装置 ) 上 の ファ イ 
ル ・ シ ステ ム の た め に , 「 ツ リー 構造 (階層 化 構造 ) 」 の 構成 を 使用 し ます ( 図 5 参 照 ) 。 そ 
れ ぞ れ の マス ・ ス トレ ー ジ に は , ルー ト ・ デ ィ レ クト リ と 呼ば れる ディ レク トリ が あり ます 。 


ルー ト ・ デ ィ レ クト リ は , 新しい ディ スク が フォ ー マ ッ ト さ れる と 自動 的 に 作成 され ます 。 
ルー ト ・ デ ィ レ クト リ の 下 に ファ イル や サ プ デ ィ レ クト リ が あり ます 。 それ ぞ れ の ファ イル は , 
ディ レク トリ 内 に 固有 の 名 前 で 存在 し ます 。 


1 つの 0S 一 9 ディ レク トリ は , ファ イル と サブ ディ レク トリ の 両方 を 持つ こと が で きま す 。 
それ ぞ れ の サブ プ デ ィ レ クト リ は , さら に サブ ディ レク トリ と ファ イル を 持つ こと が で きま す 。 
これ を 制限 する の は , ディ スク の 使用 可能 な 容量 だ け で す 。 


ルト ・ テ 化 外 リ 


1 
| | 


file1 9 テ 作 外 中 サテ 作 外 り 2 ETC 


ーー 


fi1e2 97 チ テ 人 外 3 file3 file4 97 チ テ 偽 外 り 4 fi1e5 


ETC EIC 
図 5 : ファ イル ・ シ ステ ム 


ルー ト ・ デ ィ レ クト リ を 除く シス テム 中 の 各 フ ァイル や ディ レク トリ は , 親 デ ィ レ クト リ を 
持っ て いま す 。 親 デ ィ レ クト リ と は , 対象 に な っ て いる ファ イル や ディ レク トリ の すぐ 上 に あ 
る ディ レク トリ の こと で す 。 た と えば 図 5 で は , file2 の 親 デ ィ レ クト リ は , 「7 テ デ 礼 外 り 1」 
に な り ま す 。 同様 に 「97 デ イル 外 り 1」 の 親 デ ィ レ クト リ は , 「 ル ト デ 人 外 り 9」 で す 。 
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性 。 3 レシ ンド ーー ピピ ィ ピピ デ ャ ジジ 


2 つの ワー キン グ ・ デ ィ レ クト リ が , 常に 各 ユ ー ザ や プロ セス に 関係 し て きま す 。 こ れ ら の 
ディ レク トリ を , 「 カ レン ト ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ 」 と 「 カ レン ト 実 行 デ ィ レ クト リ 」 と 呼 
び ま す 。 


【 ポ イン ト 】 
デー タ ・ デ ィ レ クト リ は , テキ スト ・ フ ァイル を 作成 し た り 格 納 し た りす る ディ レク ト 
リ で す 。 実行 ディ レク トリ は , コマ ンド や 自分 が 作っ た プロ グラ ム の よう に 実行 可能 な フ 
ァイル を 格納 する 場所 で す 。 


カレ ント ・ デ ィ レ クト リ の 概念 に に っ て , シス テム 上 で ほか の ユー ザ の ファ イル と 区 別して 

自分 の ファ イル を 組織 だ て る こと が 可能 に な り ま す 。 カ レン ト と いう 言葉 を 使う の は , shel1 の 
ビル トイ ン ・ コ マン ド の chd を 使っ て , 0S-ー9 フ ァイル ・ シ ステ ム の ツリ ー 構 造 を 通っ て 違う 
ディ レク トリ へ 移動 する こと が で きる か ら で す 。 こ の 場合 , 新しい ディ レク トリ が その 時 点 で 
の カレ ント ・ デ ィ レ クト リ に な り ま す 。 


【 メ モ 】 


shel1 の chd ビ ルト イン ・ コ マン ド に つい て は , この 章 の 後半 で 説明 し ます 。 


通常 」。 シ ング ル ・ ユ ー ザ ・ シ ステ ム で は , シス テム ・ デ ィ ス ク の ルー ト ・ デ ィ レ クト リ が 最 
初 の カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ に な り ま す 。 一 方 , シス テム ・ デ ィ ス ク 上 の CMDS と 呼ば 
れる ディ レク トリ が , 最初 の カレ ント 実行 ディ レク トリ に な り ま す 。 


マル チュ ユー ザ ・ シ ステ ム で は , カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ と カレ ント 実行 ディ レク ト 
リ は 初期 ログ イン ・ シ ー ケ ンス の 過程 で 設定 され ます 。 ロ グイ ン す る 際 に , 最初 の ディ レク ト 
リ が , パス ワー ド ・ フ ァイル の 中 の パス ワー ド 登 録 に よっ て 決定 され ます 。 パス ワー ド 登 録 は 
マル チュ ユーザ ・ シ ステ ム の ユー ザ 各 人 に つい て 行わ れ , ユー ザ の パス ワー ド や カレ ント ・ デ ィ 
レク トリ な ど を リス ト ア ッ プ し ます 。 パ スワ ー ド ・ フ ァイル の 詳細 は , 別 民 「 リ ファ レン ス ・ 
マニ ュ ア ル 」 の 1ogin の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


通常 は マル チュ ユー ザ ・ シ ステ ム で の 実行 ディ レク トリ は 「CMDS」 デ ィ レ クト リ で す 。 CMDS 


ディ レク トリ は , ほか の ユー ザ と 共有 に な り ま す 。 CMDS デ ィ レ クト リ に は , 0S 一 9 の ユー テ 
ィ リ ティ ・ コ マン ド や その ほか の 実行 可能 な ファ イル が 含ま れ て いま す 。 仮に すべ て の ユー ザ 
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が 自分 専用 の OS 一 9 コマ ンド 一 式 の コピ ー を 持つ と し た ら , 大 部 分 の ディ スク ・ ス ペー ス が 
ムダ 使い に な っ て し まい ます 。 個 人 用 の 実行 ディ レク トリ を 持つ こと も 可能 で す が , これ に つ 
いて は この 章 の 後半 で 説明 し ます 。 pd コマ ンド を 使っ て カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ を 見 
つけ る こと が で きま す 。 こ の コマ ンド に つい て も この 章 の 後半 で 説明 し ます 。 


4 き 。 1 ホー ム ・ デ ィ レ クト リ 


一 般 に マル チ ユ ー ザ ・ シ ステ ム で は , すべ て の ユー ザ が デー タ ・ デ ィ レ クト リ を それ ぞ れ 独 
和 目 に 持ち ます が , 実行 ディ レク トリ を 共有 し ます 。 個人 別 の デー タ ・ デ ィ レ クト リ を 使う と , 
ほか の ユー ザ の ファ イル に 影響 を 与え ず に , 自分 の ファ イル を プロ ジェ クト 別 , 機能 別 な ど に 
都合 よく 管理 する こと が で きま す 。 パ スワ ー ド ・ フ ァイル 登録 で 指定 され る デー タ ・ デ ィ レ ク 
トリ を , 「 ホ ー ム ・ デ ィ レ クト リ 」 と 呼び ます 。 最初 に シス テム に ログ イン する と , この ディ 
レク トリ に 入り ます 。 パ ラメ ー タ を 付け ず に chd コ マン ド を 使用 し て も , この ディ レク トリ に 
戻る こと に な り ま す 。 chd コ マン ド に つい て の 説明 は , この 章 の 後半 に あり ます 。 


シン グル ・ ユ ー ザ ・ シ ステ ム で は , 環境 変数 「HOME」 を 設定 する こと に よっ て ホー ム ・ デ ィ 
レク トリ が 指定 で きま す 。 環境 変数 HOME の 設定 に つい て は , 「 第 5 章 shell」 の 解説 を 参照 し 
て くだ さい 。 


4. 3. 2 ディ レク トリ の 特徴 


ディ レク トリ ・ フ ァイル の 使用 に 関す る 大 き な 特長 を まとめ る と , 次 の よう に な り ま す 。 


⑯ ディ レク トリ に つい て も , 所 有 者 と アト リ ビ ュ ー ト は 普通 の ファ イル の 場合 と ほとん 
ど 同 様 で す 。 た だ し , ディ レク トリ で は 「d」 ア トリ ビュ ー ト が 常に 設定 され て いま す 。 

@ ディ レク トリ 中 の 各 フ ァイル の 名 前 は 重複 し て は いけ ませ ん 。 た と えば , 同じ ディ レ 
クト リ に 「tria1」 と いう 名 前 の ファ イル を 2 つ 保 存する こと は で きま せん 。 逆 に , それ 
ぞ れ 異な る ディ レク トリ に 保存 する 限り , 複数 の ファ イル が 同じ 名 前 を 持っ て いて も か 
まい ませ ん 。 

@ すべ て の ファ イル は , その ファ イル が 存在 する ディ レク トリ と 同じ デバ イス 上 に 保存 
され ます 。 

@ 1 つの ディ レク トリ に 保存 で きる ファ イル の 数 を 制約 する の は , ディ スク の フリ ー・ 
スペ ー ス の 量 だ け で す 。 
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2 、。 シセ ク デー ルン ジラ イイ ユル ンー ンー リウ マラ ーー ズ 
= し NN ラベ 1 ナリ シベ に 


カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ の 中 の すべ て の ファ イル や ディ レク トリ は , 適当 な コマ ン 
ド の あと に , ファ イル や ディ レク トリ 名 を 与え る だ け で アク セス で きま す 。 フ ァイル や ディ レ 
クト リ 名 だ け で は , 0S-ー 9 は カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ 以 外 を 探し て 見 つけ る こと は 
あり ませ ん 。 


カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ に な い フ ァイル に アク セス し た り カ レン ト 実 行 デ ィ レ クト 
リ に な い プ ログ ラム を 実行 し た いと き は , カレ ント ・ デ ィ レ クト リ を 変更 し ます 。 ま た は 0 S 
ー9 が ファ イル ・ シ ステ ム を 通し て 探し 出せ る パス リス ト を , 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 


パス リス ト に は , 次 の 2 つの 型 が あり ます 。 


⑯ フル ・ パ スリ スト 
@ 相対 パス リス ト 


フル ・ パ スリ スト は , ルー ト ・ デ ィ レ クト リ か ら 始 まっ て , ツリ ー 構 造 に そっ て パス リス ト 
を 下り て , 目的 の ファ イル また は ディ レク トリ まで の リス ト を 省略 せ ず に 記述 し ます 。 フル ・ 
パス リス ト は , スラ ッシュ 「/」 で 始め な く て は な り ま せん 。 パ スリ スト の 中 の それ ぞ れ の 名 前 
も スラ ッシュ で 区 切ら れ ま す 。 


フル ・ パ スリ スト 
カレ ント ・ デ ィ レ クト リ が どこ に ある か に 関係 な く , フル ・ パ スリ スト は ルー ト ・ デ ィ レ ク 
トリ か ら 始 まり ます 。 フ ル ・ パ スリ スト は ルー ト ・ デ ィ レ クト リ と 目的 の ファ イル また は サブ 


ディ レク トリ の 間 に あ る ディ レク トリ を すべ て 記述 し ます 。 


た と えば , 次 の ファ イル 構造 で ,」 デー タ ・ デ ィ レ クト リ が RESEARCH の 場合 , cunrrent へ の フル 
・ パ スリ スト は 「/h0/work/current」 で す 。 
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人 の 例 は ,. ルー ト ・ デ ィ レ クト リ 「/d1」 か ら , 2 つの サブ ディレク ト リ PASCA と TESTS を 経 
て ファ イル futurevald ま で の フル ・ パ スリ スト を 示し ます 。 


ay pascal/tests/futureva1 還 


ルー ト ・ デ ィ レ クト リ 「/h0」 か ら サ ブ デ ィ レ クト リ USR を 通っ て サブ ディ レク トリ NICHOLLE 
まで の フル ・ パ スリ スト は , 次 の よう に な り ま す 。 


Aoes/michoue 


相対 パス リス ト 


相対 パス リス ト は , カレ ント ・ デ ィ レ クト リ が ファ イル 構造 全体 の どこ に 位置 し て いて も カ 
レン ト ・ デ ィ レ クト リ か ら 始 まり ます 。 


た と えば , デー タ ・ デ ィ レ クト リ が RESEARCH の 場合 , current へ の 相対 パス リス ト は 「.. 5/O 
urrent」 で す 。 


| 」 


oldstuff current 
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相対 パス は , カレ ント ・ デ ィ レ クト リ か ら 始 まり , ツリ ー 構 造 に 沿っ て 上 が っ た り , 下り た 
り し て , 目的 の ファ イル や ディ レク トリ まで 進み ます 。 相対 パス リス ト は , スラ ッシュ で は 始 
まり ませ ん 。 し か し パス リス ト 中 の それ ぞ れ の ファ イル や サ プ デ ィ レ クト リ な どの 名 前 は , ス 
ラッ シュ で 区 切り ます 。 


相対 パス リス ト を 使用 する 場合 に , 目的 の ディ レク トリ が ツリ ー 構 造 の 上 の 方 に ある と き は , 
パス リス ト 中 を より 簡単 に 動き 回 れる よう に 特別 な 表示 法 を 用 いま す 。 ピ リオ ド 1 つ 「.」 は カ 
レン ト ・ デ ィ レ クト リ を 示し ます 。 ピ リオ ド 2 つ 「..」 は カレ ント ・ デ ィ レ クト リ の 親 デ ィ レ 
クト リ を 指し ます 。1 つ 上 に 登る ご と に ピリ オド を 1 つ 加 えま す 。 た と えば , カレ ント ・ デ 
ィ レ クト リ の 2 つ 上 の ディ レク トリ を 指し 示す に は , ピリ オド を 3 つ 打 ち ま す 。4 つ ピリ オド 
を 並べ れ ば , カレ ント ・ デ ィ レ クト リ の 3 段 上 に ある ディ レク トリ を 指し ます 。 


【 メ モ 】 


名 前 の 代わ り に ピリ オド を 使っ て も , 実際 の ディ レク トリ 名 は 変化 し ませ ん 。 


次 に 示す の は 相対 パス リス ト で , ユー ザ が 現在 使っ て いる カレ ント ・ デ ィ レ クト リ か ら 始 ま 
り , 2 つの サブ ディレク トリ doc と letters を 通っ て ファ イル jim ま で 到達 し ます 。 


doc/1etters/jim | 


次 の パス リス ト は , カレ ント ・ デ ィ レ クト リ の 上 に ある ディ レク トリ に 登っ て か ら サ ブ デ ィ 
レク トリ CHAP を 通っ て ファ イル page へ 行き ます 。 


../chap/page 


次 に 示す パス リス ト は , ユー ザ の カレ ント ・ デ ィ レ クト リ 中 の ファ イル を 指し 示し て いま す 。 
カレ ント ・ デ ィ レ クト リ 以 外 の ディ レク トリ は 検索 し ませ ん 。 


acCCounts 
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まま 。 5 シン ゴン ・ ミン ニニ テン の う ) う 大 モ シ ド ニ ミィ テー テニ ン だ 


ここ で は , ファ イル ・ シ ステ ム を 操作 する 0 S 一 9 ユー ティ リティ ・ コ マン ド の うち , いく 
つか に つい て 説明 し ます 。 コ マン ド に は 次 の も の が あり ます 。 


dir, chd, chx, pd, build, makdir, 1ist, copy, dsave, del, deldir, attr 


この あと の 例 は すべ て , 図 6 で 示す ファ イル ・ シ ステ ム 図 を 使い ます 。 


ルト イク トリ り : /hO 


DEFS CMDS SYSMODS CGC 


1ist CODy etc. CHRIS 


TEXT 1etter PROG map gee ick.cfall ice green 


manual funct nmain 


図 6 : ファ イル ・ シ ステ ム の 例 


4. 5. 1 dir : ディ レク トリ の 内 容 を 表示 する 


dir コ マン ド は , ディ レク トリ の 内 容 を 表示 し ます 。 dir と だ け 入 力 す る と , カレ ント ・ デ ィ 


レク トリ の 内 容 を 表示 し ます 。 次 の 例 で は , 図 6 中 の 「/h0」 が カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト 
リ で す 。 


$ dir 加 


ディ レク トリ . 13:56:58 
C CMDS DEFS 10 LIB 
MACROS SYS SYSMODS USR startup 


カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ 以 外 の ディ レク トリ を 見 る に は , 目的 の ディ レク トリ へ の 
パス リス ト を 与え る か , ある い は カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ を 変更 し ます 。 デ ィ レ クト 
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リ の 変更 に つい て は , この 章 の 後半 で 説明 し ます 。 


【 ポ イン ト 】 
カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ を 変更 し な いで 別 の ディ レク トリ の 内 容 を 表示 する に 
は , dir の あと に その ディ レク トリ へ の パス リス ト を 続け て 入力 し て くだ さい 。 


た と えば , ルー ト ・ デ ィ レ クト リ に いて , DEFS デ ィ レ クト リ に 何 が ある か 知り た いと き は 次 
め の め よ うに 和信 力 じ ます 。 


ls dir defskg 還 


dir は , DEFS デ ィ レ クト リ の 中 の ファ イル 名 を 表示 し ます 。 DEFS と いう 名 前 は , 相対 パス リス 
ト で す 。 DEFS は カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ 中 に ある の で , この よう に 入力 する こと が で 
きる わけ で す 。 も ちろ ん フル ・ パ スリ スト で 入力 し て も 同じ 結果 が 得 ら れ ま す 。 次 の よう に な 
内 事 ま 。 


| sw /h0/defskg _」 


カレ ント 実行 ディ レク トリ の 内 容 を 表示 する に は , 次 の よう に 入力 し て く だ さい 。 
| w -xkg 


ワイ ルド カー ド も dir コ マン ド と 併用 で きま す 。 ま た , その 他 の ユー ティ リティ ・ コ マン ド に 
つい て も 同様 で す 。0S- 9 は , 2 種類 の ワイ ルド カー ド を 認識 し ます 。 一 方 は アス タリ スク 
「*」 で , も う 一 方 は ク ェ ス ショ ン ・ マ ー ク 「?」 で す 。 ア スタ リス ク は 1 つ で 0 個 以上 の 文字 , 
数 字 や 特殊 な 文字 に 置き 換え られ ます 。 し た が っ て , 範囲 を 拡張 し て , アス タリ スク 1 つが 号 
えら れ た ディ レク トリ 中 の すべ て の ファ イル を 含ん で し まう こと も あり ます 。 ク ェ ス ショ ン ・ 
マー ク は 1 つ で 文字 , 数 字 ま た は 特別 な 文字 1 字 に 当たり ます 。 


いく つか 例 を 示し て み ま し ょ う 。 


皿 補 四 


この コマ ンド は , カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ 中 に 位置 する すべ て の ディ レク トリ の 内 
容 を 表示 し ます 。 


- 49 - 


上 dir /h0/cmds/d* 加 ] 


この コマ ンド は , CMDS デ ィ レ クト リ 中 の , 名 前 の 先頭 が 「d」 で 始ま る すべ て の ファ イル と デ 
ィ レ クト リ を 表示 し ます 。 


上 dir prog.? 加 ] 


この コマ ンド は , カレ ント ・ デ ィ レ クト リ 中 の 「prog.」 の あと に 文字 が 1 つ 続 く よ う な ファ 
イル 名 の ファ イル を すべ て 表示 し ます 。 


詳細 に つい て は 5 章 の ワイ ルド カー ド の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


di 評 コ マン ド の オプ ショ ン 


dir コ マン ド に は , いく つか オプ ショ ン が あり ます 。 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 に , 
全 オ プシ ョ ン が まとめ られ て いま す が , ここ と で は いく つか に つい て 説明 し まし ょ う 。 オ プシ ョ 
ン を 1 つ ず 実際 に 試し て みて , どの よう な 情報 が 表示 され る か 確か め て みて くだ さい 。 


「-e」 オプ ショ ン に よっ て , 拡張 ディ レク トリ 表示 が 行わ れ ま す 。 拡張 ディ レク トリ 表示 は , 
指定 し た ディ レク トリ 内 の すべ て の ファ イル を アト リ ビ ュ ー ト , ファ イル ・ サ イズ と その ファ 
イル が 保存 され て いる プロ ッ ク な ど を 詳細 に 表示 し ます 。 次 の 例 は , 図 6 で 示し た ファ イル 構 
造 に よる も の で す 。 


$ dir usr/chris -e 加 


トリ usr/chris 12:30:00 
性 セク タ バイ ト 数 名 前 


12.4 89/06/17 1601 3458 5744 1etter 
12.4 89/07/03 1148 104A0 15944 PROG 
12.4 89/05/13 1417 DODO 11113 TEXT 


オプ ショ ン 「-r」 は , 指定 され た ディ レク トリ の 内 容 と , その ディ レク トリ 中 の 各 サ ブ デ ィ 
レク トリ の 含む ファ イル を 順に 表示 し ます 。 図 6 を 使っ た 例 を 示し て み ま し ょ う 。 


| 中 usr/chris -rtd 


この よう に 入力 する と , 次 の よう に 表示 され ます 。 
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イィ レク トド トリ 。 秘 :808d5 


1etter PROG TEXT 
ディ レク トリ PROG 12:30:15 
funct main 


ディ レク トリ TEXT 12:30:15 
manual 


dir の オプ ショ ン は , まとめ て 使用 する こと が で きま す 。 例 を 1 つ 示 し ます 。 
$1 dir -e 


この よう に 入力 する と , カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ 内 の すべ て の ファ イル と サブ デ ィ 
レク トリ 内 の すべ て の ファ イル を アト リ ビ ュ ー ト , サイ ズ な ど を 表示 し た 拡張 形式 で 表示 し ま 
入 


4. 5. 2 chd と chx : ファ イル ・ シ ステ ム 内 を 移動 する 


shel1 コ マン ド の chd と chx コ マン ド に よっ て , ユー ザ は ファ イル ・ シ ステ ム 内 を 自由 に 移動 す 
る こと が で きま す 。 


【 ポ イン ト 】 
@⑱ chd に よっ て , カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ を 変更 する こと が で きま す 。 


⑯ chx に よっ て , カレ ント 実行 ディ レク トリ を 変更 する こと が で きま す 。 


カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ を 変更 する に は , chd コ マン ド に 続け て フル ・ パ スリ スト か 
相対 パス リス ト を 入力 し ます 。 た と えば , カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ を 「/h0」 か ら USR 
に 変更 し た いと し ます 。 相対 パス リス ト を 使っ て , 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 


ド 呈 ma _ 


フル ・ パ スリ スト を 使う 場合 は , 次 の よう に 入力 し ます 。 


$ chd /h0/usr 加 


これ で , カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ は USR に 変更 され まし た 。 
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Es 「 


この よう に 入力 する と , ディ レク トリ USR の 内 容 を 次 の よう に 表示 し ます 。 


ディ レク トリ . 14:04:32 
CHRIS ELLEN PAUL 


ディ レク トリ CHRIS の 内 容 を 知り た い 場 合 は , 次 の よう に 入力 し ます 。 
h dir chris 加 | 


また は , 次 の コマ ンド で ディ レク トリ を 変更 し ます 。 


$ chd chriskgd 


新しい プロ ンプ ト が 出 た ら 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 
$ dir 加 


ホー ム ・ デ ィ レ クト リ に 戻り た い 場 合 は (ここ で は 「/h0」 が ホー ム ・ デ ィ レ クト リ で す が ) 
パス リス ト を 付け ず に 入力 し て くだ さい 。 


? chdg | 


ディ レク トリ を 変更 し た あと の dir は , 「/h0」 の 内 容 を 表示 し ます 。 


chx コ マン ド を 使う と , すでに 存在 する ディ レク トリ を プラ イベ ー ト な 実行 ディ レク トリ と し 
て 使用 する こと が で きま す 。 ほ か の 人 に 使わ れ た く な い プ ログ ラム を 持っ て いる 場合 な ど に , 
これ は た い へ ん 便利 で す 。 こ の コマ ンド を 使う に は , chx に 続い て その ディ レク トリ の フル ・ パ 
スリ スト また は 相対 パス リス ト を 入力 し ます 。 chx コ マン ド と 相対 パス リス ト を 使う 場合 , パス 
リス ト は カレ ント 実行 ディ レク トリ に 対す る 相対 パス リス ト に な り ま す 。 


カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ が USR で , カレ ント 実行 ディ レク トリ を CMDS か ら PAUL に 変更 
し た い 場 合 は , 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 


隊 ../usr/paul の リス ト ) 
$ chx HI フル ・ パ スリ スト ) | 
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カレ ント 実行 ディ レク トリ を 変更 し て か ら 何 か コマ ンド を 入力 する と , 今 ま で 実行 ディ レク 
トリ だ っ た CMDS デ ィ レ クト リ の か わり に PAUL デ ィ レ クト リ が 検索 され ます 。 


次 の よう に 入力 する と , カレ ント 実行 ディ レク トリ PAUL の 内 容 を 表示 し ます 。 


[ dir -xkd | 
ディ ルク トリ ,。20:54:J6 


map gee 1ck.c 


4. 5、 き ディ レク タ ト ・ ツ リー を 登る 


ファ イル ・ シ ステ ム 中 を 移動 する た め に , 0 S-ー9 の ファ イル や ディ レク トリ 名 の 特別 な 表 
記法 が 使え ます 。 こ れ ら の 表記 法 で は , カレ ント ・ デ ィ レ クト リ や ファ イル 構造 で より 上 位 に 
ある ディ レク トリ を 示す の に ピリ オド を 使用 し ます 。 こ こ で も う 一 度 確認 し て お きま し ょ う 。 
た と えば 次 の よう に な り ま す 。 


「.』 : ピリ オド 1 個 は . カ レン ト ・ デ ィ レ クト り を 示し ます 。 
「..」 : ピリ オド 2 個 は , 1 つ 上 の ディ レク トリ を 示し ます 。 
「。。。] : ピリ オド 3 個 は 2 つ 上 の ディ レク トリ を 水 し ま す 。 


パス リス ト の 最初 に 出 て くる 場合 , これ ら の 表記 法 は 相対 パス リス ト に 組み 込ん で 使う こと 
が で きま す 。 


【 メ モ 】 
ほとん どの オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム で は , カレ ント ・ デ ィ レ クト リ と 親 デ ィ レ クト 
リ を 参照 する 表記 法 だ け 使 用 する こと を 覚え て お いて くだ さい 。 た と えば , 2 つ 上 の ディ 


レク トリ を 参照 する に は , 「...」 で は な く 「../..」 を 使わ な けれ ば ぱ ば ならない オペ レー テ 
ィング ・ シ ステ ム も あり ます 。 


次 に 示す 例 は , 図 7 の ファ イル 構造 に よる も の で す 。 こ の 例 で は , カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ 
レク トリ は PRO0G で ある と し まし ょ う 。 


談 の 例 は , PROG の 内 容 を 表示 し て いま す 。 機能 的 に は 「dir」 の み で 実行 し た の と 同じ で す 。 


$ dir . 
ディ レク トリ り 。14:04:32 
funct main 
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次 の コマ ンド は , PROG の 親 デ ィ レ クト リ で ある CHRIS の 内 容 を 表示 し て いま す 。 


$ dir .. 回 


ディ レク ト り .. 14:05:58 
PROG TEXT 1etter 


次 の 例 で は , 親 デ ィ レ クト リ 「..」 で 始ま る パス リス ト を 指定 する こと に よっ て TEXT の 内 容 
を 表示 し て いま す 。 


$1 dir ../text 加 
ディ レク トリ ../text 14:06:47 
manua1 


次 の コマ ンド は カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ を PROG か ら ELLEN に 変更 し て いま す 。 


$ chd .../ellenkg 


相対 パス 「.../e11en」 を 使っ て 
PRO0G か ら ELLEN に アク セス し ます 


| | 


CMDS SYSMODS C startup LIB 


TEXT 1etter PROG map gee ick.cfall1 ice green 


manual funct main 


図 7 : 相対 パス を 使っ て ディ レク トリ に アク セス する 
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より 上 位 の ディ レク トリ に アク セス する の に , ピリ オド は いく つ で も 続け て 使う こと が で き 
ます 。1 つ 上 に 上 る こと に ピリ オド を 1 つ ず つ 追 加 し ます 。 実際 に 存在 する より も , 多く の デ 
ィ レ クト リ ・ レ ベル を 上 る よう に 指定 し て も , エラ ー は 発生 し ませ ん 。 代わ り に , シス テム の 
ルー ト ・ デ ィ レ クト リ を 示し ます 。 た と えば , 次 の コマ ンド は ルー ト ・ デ ィ レ クト リ の 内 容 を 
表示 し ます 。 


し 王 _ 


ディ レク トリ 構造 の び こ まで 下り て きた の か 分 か ら な く な っ た 場合 に , この 方 法 が 役に立ち 
ます 。 次 の 例 で は , カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ を PROG か ら MACROS に 変更 し ます 。 


ト cli 半生 P /macroskgd 


4 . 5. 4 pd コマ ンド を 使用 する 


ファ イル ・ シ ステ ム が 複雑 に な る と , 現在 作業 を し て いる ディ レク トリ が ファ イル ・ シ ステ 
ム 全 体 の どの あたり に 位置 する の か 分 か ら な く な る こと が あり ます 。 


【 ポ イン ト 】 
pd コマ ンド は , ルー ト ・ デ ィ レ クト リ か ら カ レン ト ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ ま で の 完全 


な パス リス ト を 表示 し ます 。 


カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ が PAUL の 場合 の 例 を 示し ます 。 
$ 
1 


同様 に . どの ディ レク トリ が カレ ント 実行 ディ レク トリ な の か 忘れ た 場合 に は , 次 の よう に 
入力 し て , カレ ント 実行 ディ レク トリ へ の パス リス ト を 表示 し ます 。 


皿 叶 一 
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4. 5. 5 makdir を 使っ て 新しい ディ レク トリ を 作る 


新しい ディ レク トリ は , makdir コ マン ド を 使っ て 作り ます 。 た と えば , BUS.DEPT と いう ディ 
レク トリ を 作る に は , 次 の よう に 入力 し ます 。 


$ makdir BUS. DEP1Tkg 国 


これ で BUS.DEPT が カレ ント ・ デ ィ レ クト リ 内 に 加わ り ま す 。 


カレ ント ・ デ ィ レ クト リ 以 外 の と ころ に 新しい ディ レク トリ を 作り た い 場 合 は , パス リス ト 
を 指定 し ます 。 た と えば , USR 中 に 新しい ディ レク トリ を 作る に は 次 の よう に 入力 し ます 。 


$ makdir /h0/usr/BUS.DEPTg 


【 ポ イン ト 】 
コマ ンド 「makdir /h0/usr/MARKET」 は , 
USR デ ィ レ クト リ 中 に MARKET と いう 新しい デ 


ィ レ クト リ を 作り ます 。 CMDS 


MARKET 


4. 5. 6 ファ イル 名 の 規則 


ファ イル や ディ レク トリ に 名 前 を 付け る 場合 に , 守ら な けれ ば な ら な い 規 則 が あり ます 。 す 
べ て の ファ イル 名 に は , 大 文字 , 小文字 , 数 字 , 特別 な 文字 を , 1 文字 か ら 28 文 字 ま で 使う こ 
と が で きま す 。 フ ァイル 名 は , 次 に 示す どん な 文字 や 数 字 で 始め て も か まい ませ ん が , 文字 ま 
た は 数 字 を 少な く と も 1 字 含 ん で いな く て は な り ま せん 。 こ れ ら の 制限 を 満た せ ば , 次 の 文字 
を どの よう に 組み 合わ せる こと も で きま す 。 


大 文字 AcZ アン ダー スコ ア (下線 ) 
小文字 acz ピリ オド 
数 字 0 9 ドル 記号 $ 
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【 注 意 】 
0S-ー9 ノ /X68000 で は ファ イル ・ シ ステ ム を 拡張 し て , 全角 文字 (シフ ト J ゴ IS 
コー ド ) と 2 バイ ト 半 角 文 字 「 ア ー〉」 が 使用 で きま す ( 1 バイ ト の 半角 カナ 文字 は 使用 
で きま せん ) 。 し か し , これ ら の 文字 を 使用 し た ファ イル は , 一 般 の 0S 一 9 で は アク セ 
ス で き な く な り ま す の で , ご 注意 くだ さい 。 


ファ イル 名 に スペ ー ス は 使え な い の で , 読み や すい よう に 代わ り に アン ダー スコ ア や ピリ オ 
ド を 使用 し ます 。0S- 9 は , 大 文字 と 小文字 の 区 別 は し ませ ん 。 FRED と fred は 同じ も の と し 
て 取り 扱い ます 。 


EE 4 
0S- 9 で は 慣習 的 に , ディ レク トリ 名 は 大 文字 で , ファ イル 名 は 小文字 で 記述 し て い 
ます 。 こ れ に よっ て , ディ レク トリ と ファ イル を 簡単 に 見 分 ける こと が で きま す 。 し か し 
これ も 使い や すさ を 考え て いる だ け の こと で す 。 ユ ー ザ の 皆さん が 自分 な り の や り 方 を し 
て も か まい ませ ん 。 


正しい ファ イル 名 の 例 を 示し ます 。 

raw. data.2 project_rewiew_backup 
X68000 $ship.Dir 

いい] 12345 


誤っ た ファ イル 名 の 例 を 示し ます 。 


Max*min だ ALNNS MA 
open orders スペ ー ス が 含ま れ て いて は いけ ませ ん ) 


this.name.obviously.has.more.than.28.characters ( 長 す ぎ ま す ) 


【 メ モ 】 
ピリ オド 「.」 で 始ま る ファ イル 名 お よび ディ レク トリ 名 は , dir コ マン ド で 「-a」 オプ 
ショ ン を 使っ た と き 以 外 表示 され ませ ん 。 こ れ に よっ て , ユー ザ は ディ レク トリ の 中 に 隠 
し ファ イル を 作る こと が で きま す 。 


4. 5. 7 ファ イル を 作成 する 


0 S 一 9 で は , いろ いろ な 方 法 で ファ イル を 作成 で き ます 。 通常 , テキ スト ・ フ ァイル は , 
build ま た は edt コ マン ド , また は テキ スト ・ エ ディ タ MACS (別売 り ) で 作成 し ます 。 
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通常 buildd コ マン ド は , 短い テキ スト ・ フ ァイル を 作る た め に 使い ます 。 build コ マン ド を 使 
用 する に は , コマ ンド 名 build に 続い て , 作成 し た い フ ァイル の 名 前 を 入力 し て くだ さい 。 bui 
1d コ マン ド は , 次 の よう な プロ ンプ ト を 返し ます 。 


| 


これ は bui1d が 入力 待ち で ある こと を 示し て いま す 。 build を 終了 する に は , プロ ンプ ト 「3?」 
に 対し て キャ リッ ジ ・ リ ター ン ・ キ ー を 押し て くだ さい 。 例 を 示し て み ま し ょ う 。 


$ build testd 

? Some programmers have been known to 加 
? howl at ful1 moons. 

M 


$ 


【 注 意 】 


build コ マン ド で は , ファ イル を 編集 で きま せん 。 


edt コ マン ド も テキ スト ・ フ ァイル を 作る の に 使う こと が で きま す 。 edt は ライ ン ・ エ ディ タ 
で , ユー ザ は これ を 使っ て ソー ス ・ フ ァイル を 作成 し 編集 で きま す 。edt コ マン ド を 使用 する に 
は , コマ ンド 名 edt と 目的 の パス リス ト を 入力 し て くだ さい 。 フ ァイル が 新 し か っ た り 見 つか ら 
な か っ た り し た 場合 , edt は 新た に ファ イル を 作成 し て オー プン し ます 。 それから edt は , プロ 
ンプ ト 「E:」 を 表示 し て , 編集 の 指示 を 待ち ます 。 フ ァイル が 見 つか っ た 場合 は , edt は その フ 
ァイル を オー プン し て , 最初 の 行 の あと に プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 edt に つい て は , 別冊 「 リ 
ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 に 説明 が あり ます 。 


MACS を 使用 する こと で , テキ スト ・ フ ァイル を 簡単 に 編集 で きま す 。 ぃ MACS は , 
テキ スト ・ フ ァイル や プロ グラ ム を 作成 お よび 変更 する た め に 作ら れ た スク リー ン ・ エ ディ タ 
で す 。uMACS は 複数 の バッ ファ を 使っ て , 複数 の 異な る ファ イル や その 一 部 を 1 つの 画面 
上 に 表示 する こと が で きま す 。 さら に , 拡張 フォ ー マ ッ ト ・ コ マン ド に よっ て , 次 の よう な 作 
業 を 行え ます 。 

@ 自分 の 決め た マー ジン で パラ グラ フ を リフ ォ ー マ ッ ト す る 
@ 文字 を 並べ 換え る 

@ 単語 を 大 文字 に 変え る 

@ 単語 や 領域 内 の 文字 を 大 文字 に し た り 小 文字 に し た りす る 

MACS の 詳細 に つい て は , 0S-ー9X68000 用 「C&Professional Pack.」 
(別売 り ) の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 
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4. 5. 8 attr コ マン ド を 使っ て ファ イル ・ ア トリ ビュ ー ト を 確認 する 


build や MACS を 使っ て ファ イル を 作成 する 場合 は は , オー ナ ・ リ ー ド と オー ナ ・ ラ イト 
だ け を 設定 し ます 。 makdir に よっ て ディ レク トリ を 作成 する 場合 に は , シン グル ・ ユ ー ザ ・ パ 
ー ミ ッ シ ョ ン 以 外 の すべ て の パー ミッ ショ ン を 設定 し ます 。 


ファ イル ・ ア トリ ビュ ー ト を 確認 する に は , attr コ マン ド を 使用 し ます 。 コ マン ド 名 attr に 
続け て , ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 。 例 を 示し ます 。 


$ attr newtestkd 
ニー ニニ wr newtest 


この ファ イル newtest は , オー ナ ・ リ ー ド と オー ナ ・ ラ イト の パー ミッ ショ ン が 設定 され て い 
ます 。 こ の ファ イル へ の アク セス は , 同じ グル ー プ ID 以外 の ユー ザ は , で きま せん 。 


【 メ モ 】 
ファ イル の 作成 者 と 同じ グル ー プ . ユ ー ザ ID を 持つ ユー ザ を , オー ナ と 呼び ます 。 とく 
に , グル ー プ 番号 0 の メー ザ が ファ イル を 作成 し た 場合 は , スー パ ・ ユ ー ザ の グル ー プ の 
み が そ の ファ イル を 読み 書き し た り 実 行 す る こと が で きま す 。 


attr コ マン ド を , 1 つま た は それ 以上 の アト リ ビ ュ ー ト の 省略 形 と 共に 使用 し た 場合 , ファ 
イル の アト リ ビ ュ ー ト は それ に し た が っ て 変更 され ます 。 た だ し , 変更 する ファ イル の オー ナ 
以外 の 場合 は , その ファ イル に アク セス する た め の ラ イト ・ パ ー ミ ッ シ ョ ン を 持っ て いな けれ 
ば な り ま せん 。 ア トリ ビュ ー ト の 省略 形 は どの よう な 順序 で 書い て も か まい ませ ん 。 省略 形 の 
前 に 「n」 を 付け る と , その パー ミッ ショ ン は 不可 に な り ま す 。 


次 の 例 は , パブ リッ ク ・ リ ー ド と パプ リッ ク ・ ラ イト ・ パ ー ミ ッ シ ョ ン を 可能 に し て , オー 
ナ , パブ リッ ク の 両方 と も エグ ゼ キ ュー ト ・ パ ー ミ ッ シ ョ ン を 不可 と し ます 。 


| ake newtest -pr -pw -ne -nped ] 


ファ イル の オー ナ や 同じ グル ー プ ID を も つ ユ ー ザ で あれ ば , 現在 パー ミッ ショ ン が どの よう 
に 設定 され て いる か に か か わら ず , パー ミッ ショ ン を 変更 し て ファ イル を 削除 し た り , ユー ザ 
の 利用 可能 範囲 を 変更 する 権利 を 持っ て いま す 。 
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ディ レク トリ の アト リ ビ ュ ー ト は , ほか の アト リ ビ ュ ー ト と 少し 違っ た 働き を し ます 。 ディ 
レク トリ ・ フ ァイル を 普通 の ファ イル に 変更 し た り , 普通 の ファ イル を ディ レク ト が グイ 
ル に 変更 する こと は 危険 で す 。 この た め , attr コ マン ド は ディ レク トリ (d) アト リピ ビ ュー ト を 
設定 する の に は 使え ませ ん 。 makdirm コ マン ド だ けが , この アト リ ビ ュ ー ト を 設定 する こと が で 
きま す 。 さら に , ディ レク トリ 内 に 何 も フ ァイル が な い 場 合 だ け に か ぎり , attr は ディ レク ト 
リ ・ ア トリ ピュ ー ト を 取り 過 る こと が で きま す 。 


4. 5. 9 ファ イル を リス ト す る 
list コ マン ド は テキ スト ・ フ ァイル の 内 容 を 表示 する た め に 使わ れ ま す 。 デ フォ ルト で は ., 


1ist コ マン ド は 端末 の 画面 上 に テキ スト の 各行 の 内 容 を 表示 し ます 。 フ ァイル の 内 容 を 表示 す 
る に は , コマ ンド 名 1ist に 続け て , ファ イル の 名 前 を 入力 し ます 。 次 に 例 を 示し ます 。 


$) ]ist testk 
Some prOgrammers have been known to 
0 at ful1 moons. 


ここ で 注意 し な けれ ば な ら な い の は , ディ レク トリ は リス ト で き な い と いう こと で す 。 
「1ist USR」 と 入力 する と , 0S 二 9 は エラ ー・ メ ッ セ ー ジ と エラ ー 番 号 を 返し ます 。 


$ 1ist USRd | 


list: "USR' が オー プン で きま せん . Frror #000:214 


これ は , USR が ディ レク トリ な の で アク セス で き な い と いう 意味 で す 。 


list コ マン ド は , テキ スト ・ フ ァイル の 内 容 を 表示 し ます 。 CMDS デ ィ レ クト リ 中 の ファ イル 
は すべ て , 実行 可能 な プロ グラ ム ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル で す 。 ラ ンダ ム ・ ア クセ ス ・ デ ー タ 
・ フ ァイル や 実行 可能 な プロ グラ ム ・ モ ジュ ー ル ・ フ ァイル の 内 容 を リス ト し よう と する と . 
画面 上 に は で た ら め な デー タ が 表示 され ます 。 ま た , エス ケー プ ・ コ ー ド , コン トロ ー ル ・ コ 
ー ド な ど 通 常 端末 の 画面 に 表示 で き な い 文字 も ファ イル に 含ま れ て いる た め , 端末 の 表示 モー 
ド や 設定 な ど が 前 と 変わ っ て し まう 可能 性 も あり ます 。 端末 が コン ピュ ー タ 木 体 と 独立 し て い 
る 場合 は , 端末 の 電源 を 一 度 切 っ て か ら 入 れ 直 す の が , 一 番 簡 単に 端末 を 元 に 戻す 方 法 で す 。 
パー ソナ ル ・ コ ンピュータ の よう に , 端末 が 独立 し て いな い 場 合 は , 付録 B の 「B. 1 エス 
ゲー ディ シー が ジス 表 」 を ど 覧 く 混 さい 。 
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人 4。 玉 、10 ファ イル を コピ ー す る 


copy コ マン ド は , ファ イル の コピ ー を 作る た め に 使い ます 。 フ ァイル を コピ ー す る に は , コ 
マン ド 名 copy に 続け て コピ ー さ れる ファ イル 名 , コピ ー 先 の ファ イル 名 を 入力 し ます 。 例 を 示 
し ます 。 


copy test newtestkg 


newtest を リス ト し て くだ さい 。test と 同じ コピ ー が で き て いる は ず で す 。 


コピ ー し よう と し て いる ファ イル も コピ ー 先 の ファ イル も , どの ディ レク トリ に 位置 し て い 
て も か まい ませ ん 。 カ レン ト ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ に ある 必要 は な い の で す 。 こ れ は , カレ 
ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ の 外 に ある ファ イル に 対し て は , フル ・ パ スリ スト また は 相対 パ 
スリ スト が 使用 で きる か ら で す 。 次 の 例 は 図 8 を 用 いて いま す 。 最初 の コマ ンド が , PAUL デ ィ 
レク トリ 内 の ファ イル gee を , ディ レク トリ TEXT 内 の new.info と いう ファ イル に コピ ー し ます 。 


| sw /h0/usr/pau1/gee /h0/usr/chris/text/new. infokgd 」 


カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ が USR な ら ば , この 例 を 次 の よう に 省略 で きま す 。 


$ copy /h0/usr/pau1/gee chris/text/new. infokgd 
$ copy paul/gee chris/text/new. の 


「copy paul/gee chris/text/new. info] コマ ンド を 用 いて , gee を 「PAUL/gee」 か ら 
「CHRIS/TEXT/new. info]」 に コピ ー し ます 。 
/h0 


DEFS CMDS SYSMODS C startup USR SYS 10 MACROS LIB 


| 1 | 


1ist CODyY etc. CHRIS PAUL ELLEN 


[ビオ コー 


TEXT letter PROG map gee ick.cfal11 ice green 


F コ エロ 


new.info manual funct main 
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ある ファ イル の 内 容 を 既に 存在 し て いる ファ イル に コピ ー し よう と する と , 次 の エラ ー・ メ 
ッ セ ー ジ を 返し ます 。 


| ファ ィ ル 名 "は すでに 存在 し て いま す . Error #000:218 


ファ イル が 存在 する こと が 分 か っ て お り , それ に 上 書き し た い 場 合 は 「-r」 オプ ショ ン を 使 
っ て くだ さい 。 た と えば , 次 の コマ ンド は , ファ イル green の 内 容 を ファ イル fal1 の 内 容 に 書き 
換え ます 。 


E copy fall green -rg 


両方 の ファ イル の 内 容 を 表示 する と , 同じ に な っ て いる の が わか り ま す 。 


と き に は , 一 度 に 複数 の ファ イル を 別 の ディ レク トリ に コピ ー し た いり い 場合 が あり ます 。 copy 
コマ ンド の 「-w=< く ディレク トリ >」 オ プシ ョ ン を 使う こと に よっ て , 1 つの コマ ンド で 複数 の フ 
ァイル を コピ ー す る こと が で きま す 。 た と えば , カレ ント ・ デ ィ レ クト リ が PROG で , PROG の 中 
の すべ て の ファ イル を ディ レク トリ TEXT に コピ ー し た いと き は 次 の よう に 入力 し ます 。 


$ copy * -w=../textkd 


この オプ ショ ン は , コピ ー が 成功 する た びに , コピ ー し た ファ イル 名 を 表示 し ます 。 エ ラー 
が 起き る と , 次 の プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 


| 務 行 し ます か (⑦/n) ? 」 


「y (yes) 」 と 管 え る と , 次 の ファ イル に 進み ます 。「n (no) 」 と 答え る と コピ ー を そこ で 
中 止 し ます 。 


アス タリ スク は ワイ ルド カー ド で ある こと を 覚え て お きま し ょ う 。 ワ イル ドカ ー ド に 関す る 
詳細 は , 「 第 5 章 shel1」 の ワイ ルド カー ド の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


【 ポ イン ト 】 


コピ ー は , デフ ォ ル ト で 4K バ イト の メモ リ ・ バ ッ フ ァ を 使用 し ます 。 こ れ は , 一 度 に 
4 K バ イト だ け の 情報 を 元 の ファ イル か ら 読 み 取 り , 新しい ファ イル に 書き 込む こと を 意 
味 し ます 。 


大 き な フ ァイル の 場合 , シス テム は 複数 の リー ド お よび ライ ト 動 作 を 実行 し な けれ ば な ら な 
い の で , コピ ー 処 理 の 速度 が 遅く な り ま す 。 バッ ファ の サイ ズ を 大 きく する に は , 「-b」 オプ 
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ショ ン を 使い ます 。 こ れ は 大 き な フ ァイル の コピ ー 処 理 を 速く し ます 。「-b」 オプ ショ ン を 使 
うに は , も と の ファ イル 名 , 新しい ファ イル 名 に 続け て 「-b=< 数 値 >k」 と 入力 し ます 。 た と え 
ば , 次 の 例 は ファ イル gee か ら フ ァイル mine に コピ ー を 行う た め に , 20K バ イト の バッ ファ を 割 
り 当 て ます 。 


| mr ge mine -b=20kd 


【 メ そ モ 】 
ファ イル を コピ ー す る に は , パー ミッ ショ ン (読み 込み 許可 ) を 持っ て いな けれ ば な り 
ませ ん 。 つ まり , ある ファ イル を コピ ー す る に は , その ファ イル の オー ナ で な けれ ば な り 
ませ ん 。 あ る い は , その ファ イル に グル ー プ ・ リ ー ド ・ パ ー ミ ッ シ ョ ン ま た は パブ リッ ク 
・ リ ー ド ・ パ ー ミ ッ シ ョ ン が 設定 され て いる こと か が 必要 で す 。 ま た , 指定 し た ファ イル に 
書き 込み を 行う パー ミッ ショ ン も 持っ て いな けれ ば な り ま せん 。 ど ちら の 場合 で も , コピ 
ー 処 理 が うまく いけ ば , スー パ ・ ユ ー ザ で な い 限 り , 新しい ファ イル は コピ ー し た 人 の グ 
ルー プ . ユ ー ザ ID を 持ち ます 。 ス ー パ ・ ユ ー ザ が コピ ー し た , 新しい ファ イル は , も と の 
ファ イル と 同じ グル ー プ . ユ ー ザ ID に な り ま す 。 


copy コ マン ド の 詳細 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


4.5. 1 1 dsave : プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 使っ て ファ イル を コピ ー す る 


dsave コ マン ド は , 指定 し た ディ レク トリ 以下 の すべ て の ファ イル と ディ レク トリ を , コピ ー 
する た め の プ ロ シ ー ジ ャ ・ フ ァイル を 生成 し ます 。 プロ シー ジャ ・ フ ァイル は 実際 に コピ ー を 
行う た め に あと か ら 実 行 し ます 。 ま た , 「-e」 オプ ショ ン を 指定 し た 場合 に は , プロ シー ジャ 
・ フ ァイル の 生成 と 同時 に 実行 し ます 。 


【 メ モ 】 
プロ シー ジャ ・ フ ァイル 自身 は 普通 の OS-9 の テキ スト ・ フ ァイル で す が , 特別 な 意 
味 を 持っ た ファ イル で , OS 一 9 の コマ ンド を 含ん で いま す 。 各 コ マン ド は 行 ご と に , 1 
行 に コマ ンド を 1 つ ず つ 指 定 し ます 。 プ ロ シ ー ジ ャ ・ フ ァイル を 実行 する と , その 中 に 含 
まれ る 0 S 一 9 の コマ ンド を , ファ イル 内 に リス ト さ れ た 順序 で 実行 し ます 。 プ ロ シ ー ジ 
ャ ・ フ ァイル に つい て は , 「 第 5 章 shel1」 で 詳し く 説 明 し ます 。 
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【 ポ イン ト 】 
dsave コ マン ド を 使う に は , dsave に 続け て , ファ イル を コピ ー す る ディ レク トリ の パス 


リス ト と 使用 し た い オ プシ ョ ン を 入力 し ます 。 


行き 先 の パス リス ト を 指定 し な いと , ファ イル は プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 実行 する 時 点 の 
カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ に コピ ー さ れ ま す 。「-e」 オ プシ ョ ン を 指定 し な いか , 出力 
を ファ イル に リダイレクト する と , dsave は 出力 を 端末 に 送り ます 。 リ ダイ レク ト に つい て は , 
「 第 5 章 shell」 を 参照 し て くだ さい 。 


この 項 の 例 は , 次 に 示す ディ レク トリ 構造 を 用 いて いま す 。 


CONVERSION 


temp.c tally.c progl test.c 


PROGMS が カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ の 場合 に , 次 の コマ ンド を 入力 し ます 。 


| wewe ../noteskgd 


する と , 次 の よう に 画面 に 表示 し ます 。 


= も 

chd ../notes 

tmode -w=1 nopause 

1oad copy 

Makdir MY.PROJ 

Chd MY.PROJ 

Copy -b=10 /h0/PROGMS/MY.PR0J/prog1 
Copy -b=10 /h0/PROGMS/MY.PROG/test.c 
Chd 。。 

Makdir CONVERSION 

Chd CONVERSION 

Copy -b=10 /h0/PROGMS/CONVERSION/temp.c 
-b=10 /h0/PROGMS/CONVERSION/tal1y.c 


unlink copy 
0 -W=] pause 
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出力 を プロ シー ジャ ・ フ ァイル に リダイレクト せ ず , 「-e」 オプ ショ ン を 指定 し な い の で , 
この コマ ンド に 実行 し ませ ん 。 単に 画面 上 に 表示 し て いる だ け で す 。 


| wew ../notes -e 紀 四 


ここ で この よう に 入力 する と , コマ ンド を 再び 画面 に 表示 し ます 。 し か し , 今度 は ディ レク 
トリ PROGM の 内 容 を ディ レク トリ NOTES に コピ ー し ます 。 


dsave の 出力 も ファ イル に リダイレクト する こと が で きま す 。 出力 を リ ダ イ レ ク ト す る 場合 , 
dsave か ら の 出力 で ある コマ ンド を ファ イル に 書き 込み ます 。 あ と か ら 実 際 に dsave の 作業 を 行 
うた め に , この ファ イル を 実行 する こと が で きま す 。 


dsave か ら の 出力 を ファ イル に リダイレクト する た め に は , 標準 出力 の た め の リ ダイ レク ト 修 
飾 子 を 使い ます 。 標準 出力 の リダイレクト は , シン ボル 「>」 で す 。 


た と えば , ディ レク トリ PROGM で , dsave か ら の 出力 を make.bckp と いう ファ イル に リ ダ イ レク 
ト す る に は 次 の よう に 入力 し ます 。 


| we >make.bckpkg _ 


この コマ ンド は , カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ の 中 に , make.bckp を 作成 し ます 。dsave 
を 実行 する に は , コマ ンド ・ ラ イン に make.bckp と 入力 し て くだ さい 。 


出力 ファ イル に リダイレクト する こと は , 保存 し よう と する ディ レク トリ の ファ イル の 一 
部 だ け を 保存 し た い 場合 , ある い は 構成 を 変更 し た いと き な ど に 役立ち ます 。dsave を 実行 する 
前 に , ファ イル を 編集 する こと が で きま す 。 こ れ に よっ て , 保存 し た い フ ァイル だ け を コピ ー 
する こと が で きま す 。 


デフ ォ ル ト で は , dsave が ディ レク トリ ・ フ ァイル に 到達 する と , dsave は 自動 的 に 新しい デ 


ィ レ クト リ を 作成 し , サブ ディ レク トリ 内 に ある ファ イル の た め に copy コ マン ド を 生成 する 前 
に , その ディ レク トリ に 移 動 し ます 。 
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この dsave の 使用 例 で は , dsave 終 了 後 の ディ レク トリ 構造 は 次 の よう に な り ま す 。 


CONVERSION 。 CONVERSION 


temp.c tally.c progl test.c temp.c tally.c progl test.c 


カレ ント 作業 ディ レク トリ が ディ スク の ルー ト ・ デ ィ レ クト リ の 場合 , dsayve に よっ て ディ ス 
ク 全 体 を ファ イル ご と に バッ クア ッ プ する ファ イル を 作成 し ます 。 こ れ は , フォ ー マ ッ ト の 上 異 
な る ディ スク や フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク や ハー ド ・ デ ィ ス ク な どか ら ,。 た くき ん の ファ イル を コ 
ピー する と き に 便利 で す 。 


dsave の 作業 中 に エラ ー が 発生 する と , 次 の プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 


| 科 行 し ます か ns.g ? 


「y」 は dsave 作 業 を 続け る こと を 示し ます 。「n」 な ら ば 作業 の 中 断 を 指示 し ます 。「a」 を 
選ぶ と , すべ て の コピ ー 可 能 な ファ イル を コピ ー し , エラ ー が 起こ っ て も プロ ンプ ト を 表示 し 
な いよ う 指 定 し ます 。「q」 な ら ば dsave 処 理 か ら 抜け 出し ます 。 


この プロ ンプ ト を 表示 し た く な い 場 合 は , 「-s」 オプ ショ ン を 使用 し ます 。 こ れ を 選ぶ と , 
コピ ー で き な い ファ イル は 飛ば し , エラ ー を 無視 し て dsave の 実行 を 継続 し ます 。 


サブ プ デ ィ レ クト リ を いく つか コピ ー す る 際 に , ディ レク トリ ・ レ ベル に イン デン ト ( 字 下 げ ) 
を つけ る た め に 「-i」 オプ ショ ン を 使う こと が で きま す 。 これ は , どの ファ イル が どの ディ レ 
クト リ に 位置 する か 確認 する の に 役立ち ます 。 


カレ ント ・ デ ィ レ クト リ の バッ クア ッ プ を 取る た め に も , dsave を 使う こと が で きま す 。 オプ 
ショ ン 「-d」 か 「-d=< 日 付 >」 を 使う と , dsave は コピ ー す る ファ イル の 日 付 を , それ が コピ ー 
され る ディ レク トリ 中 の 同じ 名 前 の ファ イル と 比較 し ます 。「-d」 オ プシ ョ ン で は 日 付 の 新 し 
い フ ァイル 全部 を コピ ー し ます 。「-d=< 日 付 >」 で は 指定 し た より も 新しい 日 付 の ファ イル を 全 
部 コピ ー し ます 。 次 の 例 で は 「-d」 オ プシ ョ ン を 付け て dsave コ マン ド を 使用 し て いま す 。 
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$ chd CPAN 
$? dir - 
ディ レク トト り 、14:14:32 


オー ナ 最終 更新 日 属 性 セク タ バイ ト 数 名 前 
12.4 90/I/121417 ーーー wr 200C0 11113 program.c 
2.4 9010/65 2105 ーーー- wr 313D 5744 prog.2 


$1 chd /d0/WORKFILES 
$ dir 2 
ディ レク トド ト 『 。14:14:32 


オー ナ 最終 更新 日 属 性 セク タ バイ ト 数 名 前 


12.4 906/11/12 1417  -- 一 -- WT DODO 11113 prOgTam.C 
12.4 90/11/12 1601  -- 一 -- WT 3458 5780 prOg. 2 

$? dsave -deb32 /d0/BACKUPkg 

$1 chd /d0/BACKUP 


$ dir - 
ディ レク トリ . 14:14:32 
オー ナ 最終 更新 日 属 性 セク タ バイ ト 数 名 前 
90/11/12 1417 ------ wr 20C0 11113 DrOgTam.C 
90/11/12 1601  ------ 5780 prog.2 


WORKFILES デ ィ レ クト リ 中 の prog.2 フ ァイル の 方 が 日 付 が 新 し か っ た の で , BACKUP デ ィ レ クト 
リ 3 le ( ピー され て いま す 。 


dsave に 関す る 詳細 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


4.5. 12 del と deldir : ファ イル と ディ レク トリ の 削除 


de1 と deldir コ マン ド は , 不要 な ファ イル や ディ レク トリ を 消去 する た め に 使用 し ます 。 あ る 
ファ イル が 必要 な く な っ た ら 消 去 す れ ば , ディ スク の スペ ー ス が 解放 され ます 。 ファ イル や デ 
ィ レ クト リ を 削除 する に は , それ に 書き 込み を 行う パー ミッ ショ ン を 持っ て いな けれ ば な り ま 
せん 。 


【 ポ イン ト 】 
信 del は ファ イル を 削除 し ます 。 
借 deldir は ディ レク トリ を 含め た すべ て の ファ イル を 削除 し ます 。 


ファ イル を 消去 する に は , コマ ンド del1 に 続け て 消去 し た い フ ァイル の 名 前 を 入力 し て くだ さ 
い 。 た と えば , build コ マン ド で 作っ た ファ イル test を 消去 し て み ま し ょ う 。 


$ del test 加 | 
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dir コ マン ド を 実行 し て みて くだ さい 。 test が 消去 され て いる こと が 確認 で きま す 。 

ファ イル を 消去 する 際 に は ワイ ルド カー ド を 使う こと も で きま す 。 た と えば , 1 つの ディ レ 
クト リ 中 に trial , trial1 , trial.c の 3 つの ファ イル が あっ て , ワイ ルド カー ド を 使っ て tria 
1 と tria11 を 削除 し た いり 場合, 一 見 次 の よう に 入力 すれ ば 良い よう に 思え ます 。 


$ del trialx 選 | 


し か し , これ で は 保存 し て お きた い tria1.c ま で 削除 され て し まい ます 。 ワ イル ドカ ー ド を , 
del や deldir の よう な ユー ティ リティ ・ コ マン ド と 使用 する と き に は 十分 注意 し て くだ さい 。 不 
注意 で , 保存 し て お きた い フ ァイル も 削除 し て し まう こと が あり ます 。 


del の 「-p」 オプ ショ ン を 使う と , ファ イル を 削除 する 前 に 次 の プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 


| < ファ イル 名 を 削除 し ます か ? On.a.@) 


ファ イル を 削除 する に は 「y」 を , 削除 し た く な けれ ば 「n」 を 入力 し て くだ さい 。 こ の あと 
プロ ンプ ト を 表示 せ ず に , 指定 し た ファ イル を すべ て 削除 し た い 場 合 は 「a」 を 入力 し ます 。 削 
除 を 終了 する と き は 「q」 を 入力 し ます 。 こ れ で , 保存 し た い フ ァイル を 削除 し て し まう の を 防 
ぐことができます 。 

ディ レク トリ の 削除 は 少し 異な り ま す 。 deldir コ マン ド は , ディ レク トリ の 消去 に 使わ れる 
コマ ンド で す 。 deldir コ マン ド は 最初 に , 指定 され た ディ レク トリ 内 の すべ て の ファ イル と デ 
ィ レ クト リ を 消去 し ます 。 そ し て , エラ ー が な けれ ば 最後 に , 指定 され た ディ レク トリ を 消去 
し ます 。 例 を 示し ます 。 


$ deldir USER2 加 
削除 する ディ レク トリ : USER2 
削除 (D) . リ スト (L) . 終 了 (Q) (d, 1. or q) ? 


プロ ンプ ト の あと に , 「1」 を 入力 する と ディ レト クリ の 内 容 を 表示 し ます 。「d」 は ディ レ 
クト リ の 消去 , 「q」 は 中 止 ( 何 も 消去 し ませ ん ) で す 。 


【 メ モ 】 
不要 だ と 確か め な いで , ファ イル や ディ レク トリ を 安易 に 削除 し な いよ うに 注意 し て く 


だ さい 。 削除 する 前 に も う 一 度 確認 し て お きま し ょ う 。 
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9 きき 1 1 の 各 宙 寺 


Shell は , 0Sー9 の コマ ンド ・ イ ンタ プリ タ ・ プ ログ ラム で す 。 shel1 は 入力 し た コマ ンド 
を 受け 取り , オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム が 理解 し 実行 する コマ ンド に 翻訳 し ます 。 こ れ に よ 
っ て , 0S 一 9 が 理解 で きる 複雑 な 機械 語 を 知ら な く て も , dir, copy, procs の よう な コマ ン 
ド を 利用 する こと が で きま す 。 


shel1l は , 各 ユ ー ザ が 0Sー 9 を 自分 に 合わ せ た シ ステ ム に 構成 で きる よう な 環境 を 提供 し ま 
す 。 shel11 プ ロン プ ト を 変更 し た り , ファ イル に エラ ー・ メ ッ セ ー ジ を 送っ た り , ログ アウ ト す 
る 前 に ディ スク を バッ クア ッ プ し た りす る の に shel1 を 使用 する こと が で きま す 。 


shel1 コ マン ド は , shel1 プ ログ ラム を 起動 し ます 。 この コマ ンド は , シス テム の スタ ー ト ア 
ッ プ 時 また は タイ ムシ ェアリング 端末 へ の ログ イン 時 に , 自動 的 に 実行 され ます 。 shel1 か が 入力 
待ち の と き は , 通常 次 の プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 


ト 」 


この プロ ンプ ト は , she11 が 動作 し て いて , キー ボー ド か ら の コマ ンド 入力 を 待っ て いる 状態 
で ある こと を 示し ます 。 この 状態 で コマ ンド ・ ラ イン を 入力 し , キャ リッ ジ ・ リ ター ン ・ キ ー 
を 押し て くだ さい 。 


shel1l に は いく つか の オプ ショ ン が あり ます 。 い くつ か の オプ ショ ン は , 起動 後 ま た は ログ イ 
ン の 後 , 自動 的 に デフ ォ ル ト で オン に な っ て いま す 。 shell の オプ ショ ン に は , 次 の よう な も の 
が あり ます 。 
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【 オ プシ ョ ン 】 
-e= く ファ イル > 
エラ ー が 発生 し た 時 に , エラ ー・ メ ッ セ ー ジ を 指定 し た ファ イル か ら 取 り 出 し て 表示 し 
ます 。 フ ァイル が 指定 され て いな けれ ば , ファ イル 「/dd/sys/errmsg] を 使用 し ます 。 こ 
の オプ ショ ン が な いと , shel1 は 短い エラ ー・ メ ッ セ ー ジ と エラ ー 番 号 だ け を 表示 し ます 。 
0S-9 の 各 エ ラー に つい て は 「 付 録 D エラ ー・ コ ー ド 表 」 で 説明 し て あり ます 。 


~-ne 


ラー < メ ツ セー ジ を 表示 し ませ ん 。 デフ ォ ル ト 時 の 設定 で す 。 


| 
ログ イン shel1 (1ogin か ら 起動 され た 最初 の she11) を 終了 させ る た め に は , 1ogout ビ ル 
トイ ン ・ コ マン ド を 実行 する 必要 が あり ます 。 <eof> で は shel1 が 終了 し ませ ん 。 


-nl 
<eof> で , ログ イン shel1 が 終了 し ます 。 通常 , <eof> を 入力 する に は <ESC> キ ー を 押し ま 


す 。 デ フォ ルト 時 の 設定 で す 。 


-p 
プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 デフ ォ ル ト 時 の プロ ンプ ト は ドル マー ク 「$」 で す 。 


-p= く 文字 列 > 
使用 中 の she11 の プロ ンプ ト を 指定 され た 文字 別に し ます 。 


-np 
プロ ンプ ト を 表示 し ませ ん 。 


ー セ 
入力 ライ ン を エコ ー・ バ ッ ク し ます 。 


ー-nt 
入力 ライ ン を エコ ー・ バ ッ ク し ませ ん 。 デフ ォ ル ト 時 の 設定 で す 。 
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-V 
コマ ンド を 実行 し た と き , サー チ し た すべ て の ディ レク トリ を 示す メッ セー ジ を 表示 し 
ます (バー ボー ズ ・ モ ー ド ) 。 


-HV 


バー ボー ズ ・ モ ー ド を 解除 し ます 。 デ フォ ルト 時 の 設定 で す 。 


- 文 


エラ ー が 発生 し た ら shel1 を 中 止 し ます 。 デフ ォ ル ト 時 の 設定 で す 。 


-nX 
エラ ー で she11 を 中 止 し ませ ん 。 


あら か じ め 設 定 さ れ て いる デフ ォ ル ト 時 の オプ ショ ン も 含め て , 各 オ プシ ョ ン は 次 の 2 つの 
方 法 の どちら か を 使っ て オン プ オ フ で きま す 。 


第 1 の 方 法 は , コマ ンド ・ ラ イン 上 の 先頭 , また は オプ ショ ン を つけ た shel1 を 実行 し ます 。 


$ -np 加 | 


この 例 は 現在 の she11 の プロ ンプ ト を 消し ます 。 


$ shell -np 加 


この 例 は , プロ ンプ ト を 表示 し な い 新 し い shel1 を 作り ます 。 新しい she1l1 か ら 元 の she11 へ 戻 
る と , 元 の shel11 の プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 


第 2 の 方 法 は , shel11l の ビル トイ ン ・ コ マン ド 「set」 を 使い ます 。 shel1 の オプ ショ ン を 設定 
する に は , set と 入力 し て , 続け て オプ ショ ン を 指定 し ます 。 set コ マン ド を 使う 場合 は ,. オプ 
ショ ン の 文字 前 の ハイ フン 「-」 は 必要 あり ませ ん 。 


$ set np 回 


この 例 は , 現在 の shell1 の プロ ンプ ト を 消し ます 。 
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$ shel1 set np 加 ] 


この 例 は , プロ ンプ ト を 表示 し な い 新 し い shel1 を 作り ます 。 新しい shel1 か ら 元 の shel1 へ 戻 
る と , 元 の shel1 の プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 


この 例 の よう に , 2 つの 方 法 は 全く 同じ 働き を し ます の で , 使い や すい 方 を お 選び くだ さい 。 


事 。 用 互 台 1 1 の うお 末 圧 


0S-9 で は , 各々 の ユー ザ に 対し て , she11 が ユー ザ 固 有 の 「 環 境 変数 」 を サポ ー ト し て い 
ます 。 この 変数 に より , shel1 や , そこ か ら 実 行 さ れる プロ グラ ム の 動作 が 異な り ま す が , これ 
ら の 変数 は ユー ザ の 好み に 応じ て 設定 する こと が で きま す 。 


すべ て の 環境 変数 は , その she11 お よび 子供 の shel1 か ら 実 行 し た 任意 の プロ セス より アク セ 
ス で きま す 。 こ れ に よっ て , 環境 変数 を 大 域 変数 の よう に 使用 で きま す 。 


【 ポ イン ト 】 
環境 変数 が 子供 の she11 で 再 設定 され た 場合 , その 再 設定 は その shel1 と 衝 以 降 の shel1 


で の み 有 効 で す 。 親 she11 の 環境 変数 へ は 反映 され ませ ん 。 


タイ ムシ ェアリング ・ シ ステ ム に ログ イン し た と き , 次 の 4 種類 の 環境 変数 が 自動 的 に 設定 
きれ ます 。 


PORT 
PORT は , 端末 用 の ポー ト の 名 前 を 指定 し ます 。 有効 な 名 前 の 例 と し て は 「/t1」 な ど が あ 
り ま す 。PORT は , tsmon コ マン ド が 自動 的 に 設定 し ます 。 


HOME 

HOME は , ホー ム ・ デ ィ レ クト リ を 指定 し ます 。 ホー ム ・ デ ィ レ クト リ は , パス ワー ド ・ 
ファ イル の 中 に 指定 され て いて , シス テム に 最初 に ログ イン する と き の カ レン ト ・ デ ー タ 
・ デ ィ レ クト リ に な り ま す 。 ま た , パラ メー タ な し の chd コ マン ド を 実行 し た と き に 使用 す 
る ディ レク トリ で す 。 
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SHELL 
シス テム に ログ イン し た と き に , 最初 に 実行 され た プロ セス で す 。 


USER 
1ogin コ マン ド の プロ ンプ ト を 受け た と き に 入力 し た ユー ザ 名 で す 。 


tsmon を 使用 し な い シ ング ル ・ ユ ー ザ ・ シ ステ ム で は , これ ら の 変数 は she11 の ビル トイ ン ・ 
コマ ンド の 「setenv」 コマ ンド で 設定 し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ ら の 変数 を 設定 する た め の , 
プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 用 意 し て お く と, 端末 を スタ ー ト アッ プ す る た びに, この プロ シー 
ジャ ・ フ ァイル を 実行 し て 環境 変数 を 設定 する こと が で きま す 。 


これ 以外 に も , 次 の 5 種類 の 重要 な 環境 変数 が あり ます 。 
COUNTRY 
コマ ンド の メッ セー ジ 表 示 形 式 を 選択 し ます 。「JAPN」 が 設定 され る と 日 本 語 で 表示 し 


ます 。 そ れ 以 外 の 場合 は , 英語 表示 と な り ま す 。 


【 注 意 】 


これ は , 0S-9 プ X68000 の 付属 コマ ンド の み が 対 応 し て いま す 。 


PATH 
任意 の 数 の ディ レク トリ を 指定 し ます 。 各 デ ィ レ クト リ ・ パ ス は コロ ン 「:」 で 区 切ら な 
けれ ば な り ま せん 。 PATH は , コマ ンド を 実行 する 際 に shel1 が その 中 か ら コ マン ド を 探す コ 
マン ド ・ デ ィ レ クト リ の リス ト と し て 使用 され ます 。 カ レン ト 実 行 デ ィ レ クト リ に , 実行 
する ファ イル や モジ ュー ル が な けれ ば , その ファ イル や モジ ュー ル が 見 つか る まで また は 
ディ レク トリ の リス ト が 終了 する まで , PATH で 指定 され た ディ レク トリ を 順番 に 探し て い 


きま す 。 


PROMPT 
現在 の プロ ンプ ト を 指定 し ます 。 プロ ンプ ト の 最初 の 文字 と し て 「@」 を 指定 する こと に 
より , 自分 自身 で 現在 いく つの shel1 を 実行 し て いる か を 簡単 に 追い か ける こと が で きま す 。 
「@」 は, shel1l の レベ ル 番 号 を 表す 置換 可能 な マク ロ と し て 使用 し ます 。 ベー ス ・ レ ベル 

は , 環境 変数 「_sh」 で 設定 する こと が で きま す 。 
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_sh 
shel1 レ ベル の 番号 を 数 える 基準 の 数 字 (ベー ス ・ レ ベル ) を 指定 し ます 。 例え ば shel1 
の プロ ンプ ト を 「e@howdy:」 に し て ベー ス ・ レ ベル を 0 に 設定 する に は , 次 の よう に 入力 し 


$ setenv _sh 0 回 


1.howdy: shel1 
2.howdy: eof <ESC> キ ー を 押す 
1.howdy: eof く <ESC> キ ー を 押す 
howdy: 


TERM 

現在 使用 され て いる 端末 の 種類 を 指定 し ます 。 TERM に よっ て , ワー ド ・ プ ロ セ ッ サ , ス 
クリ ー ン ・ エ ディ タ な と 画面 に 依存 し た プロ グラ ム は , どの よう な タイ プ の 端末 構成 を 使 
用 すれ ば よい の か 分 か り ま す 。 


【 メ モ 】 
環境 変数 は 大 文字 , 小文字 で 意味 が 異な り ま す 。 正しい 文字 を 使わ な いと , 0Sー9 は 


変数 を 認識 で きま せん 。 


5. 2. 1 shell の 環境 を 変更 する 


環境 変数 を 取り 扱う た め に , 3 つの ユー ティ リティ ・ コ マン ド が あり ます 。 


Setenv 環境 変数 を 宣言 し て , 値 を 設定 し ます 。 
unsetenv 環境 変数 の 値 を クリ ア し て , 記憶 領域 か ら 削 除 し ます 。 
printenv 環境 変数 と その 値 を 標準 出力 に 出力 し ます 。 


setenv は , 環境 変数 を 宣言 し て , 値 を セッ ト し ます 。 そ の 後 , この 環境 変数 を , she11l か ら ア 
クセ ス す る 環境 記憶 領域 に 記録 し ます 。 例 えば 次 の よう に 実行 し ます 。 


$ seteny PATH ..:/h0/cmds:/d0/cmds :/dd/cmds 加 
$ setenv sh 0 加 


これ ら の 変数 は , それ が 定義 され た she1l1 と その 子供 の プロ セス に だ け 有 効 で す 。 こ の コマ ン 
ド は , setenv を 使用 し た she1l1 の 親 プ ロ セ ス の 環境 に は 影響 し ませ ん 。 
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unsetenv は , 環境 変数 を 削除 し て 環境 記憶 領域 を 開放 し ます 。 例 を 次 に 示し ます 。 
$ unsetenv PATHg 
$ unsetenv _shkg 


printenv は , 環境 変数 と その 値 を 標準 出力 に 出力 し ます 。 例え ば 次 の よう に 表示 し ます 。 


$ te 

PATH=. . :/h0/cmds:/d0/cmds:/dd/cmds 
PROMPT=howdy 

_sh=0 


に こ | 


これ ら の コマ ンド に つい て の 詳し い 説 明 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て 
くだ さい 。 


5。 3 玉 忌 1 ユ 1 1 ュ 16 うつ ビラ フレ トー シー ヨー ニシ ンド 


shell に は , shel1 自 体 に 組み 込ま れ て いる 特別 の コマ ンド や オプ ショ ン ・ ス イッ チ が あり ま 
す 。 こ れ ら の コマ ンド は , プロ グラ ム を ロー ド し た り , 新しい プロ セス を 作っ た り し な いで 実 
行 す る こと が で きま す 。 こ れ ら の コマ ンド は shel1l の ビル トイ ン ・ コ マン ド な の で , カレ ント 実 
行 デ ィ レ クト リ に は 存在 し ませ ん 。 注意 し て くだ さい 。 


ビル トイ ン ・ コ マン ド と その 機能 は 次 の よう に な り ま す 。 


* く 文字 列 > 
コメ ント に な り ま す 。 < 文字 列 > は 処理 し ませ ん 。 こ れ は , 特に プロ シー ジャ ・ フ ァイル 
の 中 で 役に立ち ます 。 


chd < パス > 
カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ を , < パス > で 指定 し た ディ レク トリ に 変更 し ます 。 
< パス > を 省略 し た 場合 は , 環境 変数 HOME が 示す ディ レク トリ に 変更 し ます 。 


chx < パス > 


カレ ント 実行 ディ レク トリ を , < パス > で 指定 し た ディ レク トリ に 変更 し ます 。 
< パス > は , 省略 で きま せん 。 
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ex < プロ グラ ム 名 > 
旧 定 し た プロ グラ ム を 直接 実行 し ます 。 新しい 実行 モジ ュー ル が she11 プ ロ セ ス と 入れ 替 
わり , shel11 は 自分 自身 の プロ セス を 終了 し ます 。 


kil1 < プロ セス TI1D> 
指定 し た く < プロ セス ID> を 持つ プロ セス を 終了 させ ます 。 


10gout 
現在 の shel1 を 終了 し ます 。 ログ イン shel1 を 終了 する 場合 は , まず ホー ム ・ デ ィ レ クト 
リ に ある 「.1ogout」 ファ イル を 実行 し た 後に 終了 し ます 。 


profile < ファ イル > 
指定 し た < く フ ァイル > か ら コ マン ド ・ ラ イン を 読み 込ん で 実行 し , 元 の she11 の 入力 ソー ス 


に 戻り ます 。 


set < オプ ショ ン > 
Shel1 の オプ ショ ン を 設定 し ます 。 


setenv < 環境 変数 名 > < 値 > 
指定 し た 環境 変数 を 設定 し ます 。 


setpr く < プ ロ セ ス ID> < プラ イオ リティ > 
指定 し た プロ セス の プラ イオ リティ を 変更 し ます 。 


unsetenv < 環境 変数 名 > 
指定 し た 環境 変数 を 削除 し ます 。 


L/ 


子 プ ロ セ ス が 終了 する の を 待ち ます 。 


wait 


すべ て の 子 プ ロ セ ス が 終了 する の を 待ち ます 。 
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ほ 。 品 ち ょ 1 の 5 コニー デー ンド ~- 字 ゴ ニン 2 


shel1 は , 入力 パス (通常 は キー ボー ド ) か ら の コマ ンド ・ ラ イン を 一 度 に 1 行 ずつ 読み 込み 
実行 し ます 。 まず, 次 の 項目 を 確認 し て 処理 する た め に , 各行 に つい て 構文 解釈 を 行い ます 。 


キー ワー ド プロ グラ ム 名 , プロ シー ジャ ・ フ ァイル 名 , ビル トイ ン ・ コ マン ド 名 , パ 
スリ スト 


バ パラメータ ファ イル 名 , プロ グラ ム 名 , 数 値 , 変数 , 定数 な ど 実 行 す る プロ グラ ム に 
渡す も の 


実行 修飾 項 IT/0 リ ダイ レク ト , プラ イオ リティ の 変更 , プロ セス へ の メモ リ の 割り 当て 
な ど , プロ グラ ム の 実行 方 法 を 変更 する も の 


セパ レー タ 複数 の コマ ンド が 同一 の コマ ンド ・ ラ イン 上 に 書か れ た 場合 に , 導 次 実行 
する べき か 並列 実行 する べき か 指定 する も の 


コマ ンド ・ ラ イン を 処理 する た め に 必ず 必要 な も の は キー ワー ド だ け で , パラ メー タ , 実行 
修飾 頂 お よび セパ レー タ は オプ ショ ン で す 。 shel11 は キー ワー ド を 識別 し た 後 , 実行 修飾 項 と セ 
パレ ー タ の 処理 を すべ て 実行 し ます 。 そ の 他 の 処理 し て いな い 文 字 列 は パラ メー タ と みな され , 
呼び 出さ れる プロ グラ ム へ 渡さ れ ま す 。 


キー ワー ド は コマ ンド ・ ラ イン の 一 番 最初 に な けれ ば な り ま せん 。 キ ー ワ ー ド が ビル トイ ン 
・ コ マン ド で あれ ば , た だ ち に 実行 し ます 。 


キー ワー ド が ビル トイ ン ・ コ マン ド で な い 場 合 , she11 は それ を プロ グラ ム 名 と みな し て , ロ 
ケー ト し よう と 試み ます 。 she11 は 次 に 示す 手順 に よっ て コマ ンド を 探し ます 。 


1. shell は , 最初 に 目的 の プロ グラ ム が すでに ロー ド さ れ て いる か どう か , モジ ュー ル ・ 
ディ レク トリ を 調べ ます 。 す で に メモ リ 内 に 存在 し て いれ ば , 新た に プロ グラ ム を ロー 


ド す る 必要 は あり ませ ん 。 そこ で she11 は 実行 する プロ グラ ム を 呼び 出し ます 。 


2. shell1 は , プロ グラ ム が メモ リ 内 に 存在 し な い 場 合 , ユー ザ の カレ ント 実行 ディ レク ト 
リ を 調べ ます 。 プロ グラ ム が 見 つか る と , ロー ド を 試み ます 。 ロ ー ド に 失敗 し た 場合 は , 
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ぞ で の ファ イル を プロ シー ジャ ・ フ ァイル と も て 実行 し よう らし ます 。 プロ シー ジャ ・ フ 
ァイル と し て も を 実行 で き な い 場合 は , 環境 変数 PATH で 指定 し た その 次 の ディ レク トリ に 
対し て , 同じ 手順 を 行 お うと し ます 。 コ マン ド の 実行 が 成功 する か , 一 連 の ディ レク ト 
リ の 最後 まで 試し て し まう まで , これ を 繰り 返し ます 。 


3. ユー ザ の カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ を 調べ ます 。 目的 の ファ イル を 見 つけ る と , 
プロ シー ジャ ・ フ ァイル と し て 処理 し ます 。 プロ シー ジャ ・ フ ァイル の 中 に は , 1 つま 
た は 複数 の コマ ンド ・ ラ イン が 書か れ て いる と 想定 し て いま す 。 これら の コマ ンド ・ ラ 
イン を , 新しく 起動 し た 子供 の she11 に よっ て , あたかも キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た か の 
よう に 処理 し ます 。 プ ロ シ ー ジ ャ ・ フ ァイル か ら の すべ て の コマ ンド を 実行 し た 後 , 元 
の 親 の she11 に 制御 を 戻し ます 。 コ マン ド は 子供 の shel1 に よっ て 実行 され る の で , chd や 
chx な どす べ て の ビル トイ ン ・ コ マン ド は , その 子供 の she11 に の み 有 効 で す 。 


次 に プロ グラ ム を 呼び 出す コマ ンド の 例 を 示し ます 。 


$ prog #12k sourcefile -1 -j>/pkg 


ここ で , それ ぞ れ の 意味 は 次 の と お り で す 。 


Dr0g 


#12K 


Sourcefile -] -j 


/p 


キー ワー ド 


実行 修飾 項 。 こ の プロ セス で 割り 当て られ る メモ リ ・ サ イズ を 指 
定 し ます 。 こ の 場合 は , 12K バ イト を 追加 メモ リ と し て 使用 し ます 。 


prog へ 渡す パラ メー タ 


実行 修飾 項 。 出 力 を ファ イル また は デバ イス ヘリ ダイ レク ト し ま 
す 。 こ の 場合 は , 出力 を プリ ンタ (/p) に リダイレクト し ます 。 


ジス テム の プリ ンタ ・ デ パイ ス 


ー 78 - 


5. 4. 1 コマ ンド ・ ラ イン の 特殊 機能 


shel1 は 。 基本 的 な コマ ンド ・ ラ イン 処理 に 加え て , 次 の よう な 機能 を 持っ て いま す 。 


メモ リ ・ サ イズ 割り 当て 

I/0 リ ダイ レク ト (フィ ル タ も 含む ) 
プロ セス ネス ・ プ ライ オリ ティ 

ヴイ ルド カー ド ・ パ ター ン ・ マ ッ チ ング 
マル チタ スク (並列 処理 ) 


実行 修飾 項 。 セパレータ , ワイ ルド カー ド を 使っ て , これ ら の 機能 に アク セス し ます 。 組み 
合わ せ 方 に は , 特に 制 良 は あり ませ ん 。 


コ ュ マ ンド ・ ラ イン 上 の 実行 修飾 項 。 セパ レー タ , ワイ ルド カー ド な どの 文字 は , プロ グラ ム 
へ 渡す パラ メー タ か ら 除 外さ れ ま す 。 こ れ ら の 特別 な 文字 を パラ メー タ と し て プロ グラ ム へ 渡 
す に は , ダ ブル ・ ク ォ ー テ ーション ・ マ ー ク 「“」 ま た は , シン グル ・ ク ォ ー テ ーション ・ マ ー 


ク 「'」 で 半 み ます 。 


実行 修飾 項 # 
> 
< 
>> 
選 レ ー タ 
& 


ワイ ルド カー ド  * 


【 注 意 】 


del や deldir な どの ユー ティ リティ ・ コ マン ド と 一 緒 に ワイ ルド カー ド を 使用 する 場合 
は , 十分 に 注意 し て くだ さい 。 


(メモ リ ・ サ イズ 割り 当て ) 
(プロ セス ・ プ ライ オリ ティ ) 
(出力 リダイレクト ) 
(入力 リダイレクト ) 
(エラ ー 出 力 リ ダイ レク ト ) 


(シー ケン シャ ル 実 行 ) 
(コン カレ ント 実行 ) 
(パイ プラ イン シン) 


( 0 文字 以上 の 任意 の 文字 列 ) 
(任意 の 1 文字 ) 
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5. 4. 2 実行 修飾 項 


shel1 は , プロ グラ ム を 実行 する 前 に 実行 修飾 項 を 処理 し ます 。 修飾 項 の 中 に エラ ー を 発見 す 
る と , 実行 を 中 止 し て エラ ー を 報告 し ます 。 


5. 4. 3 メモ リ ・ サ イズ 割り 当て 修飾 項 


すべ て の 実行 可能 な プロ グラ ム は ., 機械 語 へ 変換 され ます 。 こ の 変換 過程 で 「 モ ジュ ー ル ・ 
ヘッ ダ 」 が 作ら れ ま す 。 モ ジュ ー ル ・ ヘ ッ ダ は , すべ て の 実行 可能 プロ グラ ム の 一 部 で , プロ 
グラ ム 名 , サイ ズ , 必要 な メモ リ 容 量 な ど が 定義 され て いま す 。 モジ ュー ル ・ ヘ ッ ダ に つい て 
の 詳し い 説 明 は , 別売 り の 「 テ クニ カル ・ デ ベロ ッ プ メン ト ・ キ ッ ト 」 に 付属 の 「0S-9 

テク ニカ ル ・ マ ニュ アル 」 を ご 覧 くだ さい 。 


Shel11 が 実行 可能 プロ グラ ム を 処理 する 場合 , その プロ グラ ム の モジ ュー ル ・ ヘ ッ ダ 内 に 定義 
され て いる 最小 の 必要 メモ リ ・ サ イズ を 割り 当て ます 。 デ フォ ルト の メモ リ ・ サ イズ を 増やす 
に は , 実行 修飾 子 「#」 と それ に 続く 数 字 に よっ て , 1 K バ イト ご と に 割り 当て る メモ リ を 増 や 
すこ と が で きま す 。 例え ば , 10K バ イト 増やす 場合 に は , 「#10K」 また は 「#10」 の よう に 指定 
し ます 。 


【 メ モ 】 
C で 作成 し た プロ グラ ム で は 追加 され た メモ リ を , スタ ッ ク ・ ス ペー ス 用 の メモ リ と し 


て 使用 し ます 。 


5 . 4. 4 1/0 リ ダイ レク ト 修 飾 項 

リダイレクト 修飾 項 は , プロ グラ ム の 標準 {/0 パ ス ヘ ファ イル や デバ イス を 割り 当て る た め に 
使い ます 。 プ ログ ラム は , 通常 特定 の ファ イル や デバ イス 名 は 使い ませ ん 。 し た が っ て , プロ 
グラ ム 自 身 を いっ さい 変更 する こと な く , I/0 リ ダイ レク ト で あら ゆる ファ イル や デバ イス に 対 
し て , 簡単 に 入出 力 装置 の 変更 が で きま す 。 


通常 , 端末 か ら 入 力 し た り , 端末 へ 出力 する プロ グラ ム は , 次 に 示す 標準 L(/0 パ ス の うち 1 つ 
また は それ 以上 を 使い ます 。 


@⑯ 標準 人 力 パス 通常 は 端末 の キー ボー ド か ら デ ー タ を プロ グラ ム に 渡し ます 。 
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@ 標準 出力 パス 通常 は 端末 の ディ スプ レイ に デー タ を 出力 し ます 。 


@ 標準 エラ ー・ パ ス 使用 する プロ グラ ム に よっ て , 入力 に も 出力 に も 使う こと が で 
きま す 。 と の パス は 。 プ ロン プ ト や エラ ー な ど , 定め られ た ステ 
ー タ ス ・ メ ッ セ ー ジ を 端末 の ディ スプ レイ に 出力 する た め に 使わ 
れ ま す 。 デ フォ ルト 時 は , 標準 出力 パス と 同じ デバ イス を 使用 し 
ま :9。 


すでに 存在 する プロ セス だ けが , 新しい プロ セス を 生成 する こと が で きま す 。 新しい プロ セ 
ス は 「 子 プロ セス 」 と 呼ば れ ま す 。 子 プ ロ セ ス を 生成 し た プロ セス を 「 親 プロ セス 」 と 呼び ま 
す 。 新しい プロ セス は 親 プ ロ セ ス の 標準 1/0 パ ス を 受け 継ぎ ます 。 


shell が 新しい プロ セス を 生成 する と , 新しい プロ セス は shel1 の 標準 1/0 パ ス を 受け 継ぎ ます 。 
shel1 が スタ ー ト アッ プ ま た は ログ イン で 起動 し た 場合 ., その 標準 入力 は 端末 の キー ボー ド で あ 
り , 標準 出力 お よび 標準 エラ ー は 端末 の ディ スプ レイ に 向け られ ます 。 し た が っ て , その 子 プ 

ロ セ ス の 標準 人 力も 端末 の キー ボー ド に な り , 標準 出力 お よび 標準 エラ ー は 端末 の 画面 に な り 

まま の e 


リダイレクト 修飾 項 が she11 の コマ ンド ・ ラ イン で 用 いら れ た 場合 , she11 は 指定 し た パス を 
オープン し , 新しい プロ セス に 対し て その パス が 標準 {/0 パ ス と な る よう に 引き 渡し ます 。 


【 ポ イン ト 】 
リダイレクト 修飾 子 に は 次 に 示す 3 つの 種類 が あり ます 。 
4 標準 入力 パス の リ ダ イ リ クト 


> 標準 出力 パス の リ ダ イ リ クト 
>> 標準 エラ ー・ パ ス の リダイレクト 


リダイレクト 修飾 子 を f コ マン ド ・ ラ イン で 使う 場合 , その 直後 に 1/0 が リダイレクト され る フ 
ァイル , また は デバ イス の パス を 書か な く て は な り ま せん (スペ ー ス を 空け て は いけ ませ ん ) 。 


シス テム で サポ ー ト し て いる すべ て の 物理 的 な 入出 力 パ ス は , それ ぞ れ 異な っ た 名 前 を 持っ 
て いな けれ ば な り ま せん 。O0S- 9 で 使用 する シス テム 上 の 各 デ バイ ス 名 は 任意 に つけ られ ま 
す が , 慣習 的 に マイ クロ ウェ ア 社 で 決め た 0S-ー9 の 中 の 標準 デバ イス 名 を 使い ます 。 次 に そ 
の 例 を 示し ます 。 
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デバ イス 名 


term シス テム 本 体 の 端末 

机 。 拉 な ど その 他 の シリ アル ・ 端 末 

p パラ レル ・ プ リン タ 
シリ アル ・ も 4 


で 4 
nul1 (5 に デパ イス 


hOfmt や h1fmt の よう な デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ に は , その 上 で format と os9gen コ マン 
ド を 使用 で きる よう な ビッ ト が セッ ト さ れ て いま す 。 間 違え て ハー ド ・ デ ィ ス ク を フォ ー 
マッ ト し て し まう の を 防ぐ た め に , 通常 は は 0O や hl な どの デバ イス 名 を 使っ て くだ さい 。 


デバ イス 名 は , それ が I/0 デ バイ ス 名 で ある こと を 示す た め に , スラ ッシュ 「/」 に 続け て パ 
MR 
リ 構造 を 持つ こと が で きる マス ・ ス トレ ー ジ ・ デ バイ ス で な い 場 合 , デバ イス 名 は , その パス 
較 RODBNtOHHIGBRDE に お 2 こら 
ん 。 こ の 制限 は 端末 や プリ ンタ の よう な デバ イス で も 有効 で す 。 


炊 の 例 で は , 1ist コ マン ド の 標準 出力 は , 端末 の 代わ り に シス テム の プリ ンタ ヘリ ダイ レク 
ド し ます 。 


| $ ]ist correspondence >/pkd | 


1/0 リ ダイ レク ト 修 飾 項 が 使用 する ファ イル は , shel1 が 自動 的 に オー プン また は 作成 し , ク 
ロー ズ し ます 。 次 に 示す 例 で は , dir コ マン ド の 出力 が パス 「/d1/savelisting」 ヘリ ダイ レク 
ト し ます 。 


E dir >/d1/savelistin _ 


ここ で , 1ist コ マン ド を パス 「/qd1/savelisting] に 対し て 実行 する と , dir コ マン ド の 出力 
を 次 の よう に 表示 し ます 。 
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$ 1ist 回 還 ae 
4 10:15:00 
file1 ュ 1 savelisting 


リダイレクト 修飾 項 は , プロ グラ ム の パラ メー タ の 前 後 両 方 , また は どちら か 一 方 に 使用 で 
きま す 。 し か し , それ ぞ れ の 修飾 項 は コマ ンド ・ ラ イン 1 行 で 一 度 し か 使え ませ ん 。 1 以上 
の 標準 パス を 一 緒 に リダイレクト する に は , 複数 の リダイレクト 修飾 項 を 同時 に 使い ます 。 
例 を 示し ます 。 


$ shell >>/t1 加 


これ を 実行 する と , 3 つの 標準 パス を すべ て 「/t1」 に リダイレクト し ます 。 


「+」 と 「-」 文字 を リダイレクト 修飾 項 と 共に 使用 で きま す 。「>-」 は , ファ イル ヘリ ダイ 
レク ト 出 力 す る こと を 意味 し ます 。 す で に ファ イル が 存在 する と , これ に よっ て その ファ イル 
は 書き 換え られ ます 。「:+」 は , ファ イル の 最後 に 出力 を 付け 加え る こと (アペンド ) を 意味 
し ます 。 次 の 例 は , 実行 ディ レク トリ の リス ト に ファ イル dirfile を 書き 換え て いま す 。 


世 dir -x >-dirfileg | 


oldfile の 後に newfile の リス ト を 付け 加え ます 。 


$ list newfile >+oldfile 回 | 


【 メ モ 】 
リダイレクト 記号 と 目的 の デバ イス 名 , また は ファ イル 名 の 間 に ス ペー ス (空白 ) 文字 


は 許さ れ ま せん 。 リ ダイ レク ト 記 号 の 直後 に ファ イル 名 , また は デバ イス 名 を 記述 し て く 
を さい 。 例え ば , 「dir > savefile] は エラ ー と な り ま す 。 
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5. 4.5 プロ セス ・ プ ライ オリ ティ 修飾 項 


マル チ ユ ー ザ ・ シ ステ ム や , マル チタ スク で プロ グラ ム を 実行 し て いる と き は , た くさ ん の 
プロ セス が 同時 に 実行 され て いる か の よう に 見 えま す 。 実際 は 0S 一 9 は , スケ ジュ ー リ ング 
・ ア ル ゴ リ ズム を 使用 し て , アク ティ ブ ・ プ ロ セ ス に 実行 時 間 を 割り 当て て いま す 。 

すべ て の アク ティ ブ ・ プ ロ セ ス は , プロ セス の エイ ジ を 基準 に し て キュ ー (待ち 行列 ) に 並 
べら れ ま す 。 


【 ポ イン ト 】 
エイ ジ は , 0 か ら 65,535 ま で の 数 字 で , プロ セス が 実行 を 待た され て いる 時 間 の 長 さと 


その プロ セス の 初期 プラ イオ リティ の 2 つの 要素 に よっ て 決ま り ま す 。 


タイ ムシ ェアリング ・ シ ステ ム で は , シス テム 管理 者 が 各 ユ ー ザ の 開始 し た プロ セス の 初期 
プラ イオ リティ を 割り 当て ます 。 こ の 初期 プロ セス の プラ イオ リティ は , パス ワー ド ・ フ ァ イ 
ル に 書か れ て いま す 。 通常 は , 初期 プロ セス は she11 に な り ま す 。 シ ング ル ・ ユ ー ザ ・ シ ステ ム 
で は , プロ セス は init モ ジュ ー ル に 設定 され て いる プラ イオ リティ を 持っ て いま す 。 子 プ ロ セ 
ス の プラ イオ リティ は , すべ て 親 プ ロ セ ス の プラ イオ リティ と 同じ に な り ま す 。 


【 メ モ 】 


パス ワー ド ・ フ ァイル に つい て は , この 章 の 後半 で 説明 し ます 。 


プロ セス が アク ティ ブ ・ キ ュー に 入る と き , 初期 プラ イオ リティ に 設定 され た エイ ジ を 持っ 
て いま す 。 新しく アク ティ ブ ・ プ ロ セ ス が 実行 に 移 され る た びに , それ 以外 の すべ て の プロ セ 
ス の エイ ジ は 増加 し ます 。 エイ ジ の 最も 高い プロ セス を 最初 に 実行 し ます 。 


ある プロ グラ ム を 高い プラ イオ リティ で 動か し た い 場 合 は , 「 (サー カム フレ ックス ) 」 と 
いう 修飾 子 を 使い ます 。 よ り 高 い プ ライ オリ ティ を 与え る こと に よっ て , プロ セス は 実行 キュ 
ー の より 高い 位置 へ 置か れる こと に な り ま す 。 


$ format /dl 255 加 


この 例 で は , プロ セス format に , ここ で 指定 し た 255 と いう プラ イオ リティ を 与え る こと に な 
り ま す 。 低い 数 値 を 指定 すれ ば , 初期 プラ イオ リティ より 低い プラ イオ リティ を 与え る こと が 
で きま す 。 
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【 注 意 】 
ある プロ セス に 高 す ぎる プラ イオ リティ を 指定 する と , その ほか の プロ セス は エイ ジ が 
高く な る まで ずっ と 待た な けれ ば な ら な く な っ て し まい ます 。 た と えば , 何 か 長 い プ ログ 
ラム の プラ イオ リティ を 2000 に 指定 し て , ほか の プロ グラ ム の エイ ジ が すべ て 100 以 下 で 
ある 場合 , この プロ グラ ム が 停止 する か ほか の プロ セス の エイ ジ が 2000 に 達する まで , こ 
の プラ イオ リティ を 2000 に 指定 され た プロ グラ ム だ けし か シス テム 上 で 実行 され ませ ん 。 
別 の プロ セス の エイ ジ が 2000 に な る と , その プロ セス は すぐ に 実行 され て か ら 初 期 プ ライ 
オリ ティ で キュ ー に 戻り ます 。 そ うす る と 再び , 最初 の プロ グラ ム が , それ が 停止 する か 
別 の プロ セス の エイ ジ が 2000 に 達する まで , 実行 する こと に な り ま す 。 


5. 4. 6 ワイ ルド カー ド ・ マ ッ チ ング 


shel1l に は , ファ イル 名 や ディ レク トリ 名 を 特定 する た め に ., 便利 な 代替 手段 が あり ます 。 そ 
れ は , コマ ンド ・ ラ イン に ワイ ルド カー ド を 使う こと で す 。 shel11 に は , 2 つの ワイ ルド カー ド 
が あり ます 。 ア スタ リス ク 「*」 と ク ェ ス ショ ン ・ マ ー ク 「?」 で す 。 


「*」 は 0 個 以上 の 文字 数 の 任意 の 文字 列 , 「?」 は 任意 の 1 文字 と し て 使え ます 。 she11 は , 
カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ , また は 指定 され た ディ レク トリ の 中 か ら フ ァイル 名 と 一 致 


する ファ イル を 探し 出し ます 。 


これ か ら 説 明 する 使用 例 で は , 次 の よう な ファ イル を 含ん だ ディ レク トリ を 使用 し ます 。 


ディ レク トリ FILES 14:45:20 
diary diary2 form form.backup forms 
1ogin.nameSs 10giStics 1ogs ol1d oldstufF 
Setime.C shellfacts S1ZeS Sizes. backup utils1 


この ディ レク トリ 内 で , 1ist コ マン ド を 実行 し ます 。 


肛 list 1og*kd _ 


この 場合 は 1ogin.names, 1ogistics, 1ogs の 内 容 が リス ト さ れ ま す 。 つ まり , パタ ー ン 1og* 
は 1og で 始ま る 文字 列 す べ て に 一 致し ます 。 


「*」 文字 を 使っ た 例 と し て 次 の よう な も の が あり ます 。 
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$1 ]ist s*kg 


Shel1facts , setime.c, sizes な ど カ レン ト ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ 中 の 「s」 で 始ま る ファ 
イル を すべ て リス ト し ます 。 


Fa ーー 


ディ レク トリ FILE 内 の すべ て の ファ イル を 削除 し ます 。 


| -./*.backupkd ] 


親 デ ィ レ クト リ 内 の 「.backup」 で 終る ファ イル を すべ て 表示 し ます 。 


「?」 は , この 文字 を 置い た 位置 の 任意 の 一 文字 と し て 使う こと が で きま す 。 次 に その コマ ン 
ド 例 を 示し ます 。 


$ ]ist log? 加 」 


ファ イル 1logs の 内 容 だ け を 表示 し ます 。 


$1 del form? 回 


この 場合 は , ファ イル forms を 消去 し ます が , form は 消去 し ませ ん 。 


| $ list s222? 回 国 


この 場合 は , sizes の 内 容 を リス ト し ます が , setime.c や shellfacts の 内 容 は リス ト し ませ ん 。 


「 


前 の 2 つの 例 で は , she11 は 5 文字 の ファ イル 名 だ け を 探し ます 。 


ワイ ルド カー ド は 組み 合わ せ て 使用 する こと も で きま す 。 例 を 示し ます 。 


| js *. 2? 回 男 
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ピリ オド の あと に , 1 文字 で 終わ る ファ イル を すべ て リス ト し ます 。 ピ リオ ド の 前 の 文字 の 
種類 , 数 に は こだわ り ま せん 。 こ こ で の 例 で は , ファ イル setime.c の 内 容 を リス ト し ます 。 


ワイ ルド カー ド が 展開 され て 一 致す る 文字 の 範囲 は , パス リス ト で 使用 で きる 文字 の み で す 。 
she11 は , コマ ンド ・ ラ イン の キー ワー ド で 使用 され た ワイ ルド カー ド は 展開 し ませ ん 。 た と え 
ば , she11 は 次 の 例 の アス タリ スク を 展開 し ませ ん 。 


d* formSs 時 


【 メ モ 】 
ワイ ルド カー ド の 文字 を ダブ ル ・ ク ォ ー テ ーション ・ マ ー ク 「"」 で 囲ん で 用 いる と , 
she11 は ワイ ルド カー ド と し て 扱い ませ ん 。 


| $ echo "* 回 」 

この 例 で は , echo コ マン ド が アス タリ スク 「*」 を 標準 出力 (通常 は 端末 ) に 出力 し ま 
す 。 ア スタ リス ク が ダブ ル ・ ク ォ ー テ ーション 「"」 で 囲ま れ て いな けれ ば , shell は ワイ 
ルド カー ド を カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ 内 の すべ て の ファ イル 名 に 展開 し て , 端末 
に 出力 し ます 。 試し て みて くだ さい 。 


【 注 意 】 


de1l や deldirm コ マン ド な ど で ワ イル ドカ ー ド を 使用 する 場合 に は 注意 が 必要 で す 。 ほ と 
ん どの コマ ンド の 「-x」 ま た は 「-z」 オプション と ワイ ルド カー ド を 一 緒 に 使用 し て は い 
け ま せん 。 大 切な ファ イル まで 削除 し て し まう こと に な り ま す 。 


5. 4. 7 コマ ンド ・ セ パレ ー タ 

1 行 の shel1 へ の 入力 行 で 複数 の プロ グラ ム を 実行 する こと が で きま す 。 こ れ ら の プロ グラ ム 
は , シー ケン シャ ル (逐次 ) , また は コン カレ ント (並列 ) で 実行 し ます 。 シ ー ケ ン シ ャ ル 実 
行 で は , ある プロ グラ ム の 仕事 が 完了 し て か ら , 次 の プロ グラ ム を 実行 し ます 。 コン カレ ント 


実行 で は , いく つか の プロ グラ ム を 同時 に 起動 し , 実行 し ます 。 


プロ グラ ム の シー ケン シャ 人 ル 実行 で は , コマ ンド ・ ラ イン は セミ コロ ン 「:」 で 区 切ら れ , コ 
ンカ レン ト 実 行 の 場合 は , アン パサ ンド 「&」 で 区 切ら れ ま す 。 
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5. 4.8 シー ケン シャ ル 実 行 ( 導 次 実行 ) 


キー ポー ド た から 1 行 に コマ ンド 1 つ ず つ 入 力 す る と 。 プロ グラ ム を 1 っ ずつ 突 行 し ます 。 つ 
まり シー ケン シャ ル 実 行 し ます 。 シーケンシャル 実行 する プロ グラ ム は , それ ぞ れ shel1 に よっ 
て 作ら れ た 個別 の プロ セス と な り ま す 。 シ ー ケ ン シ ャ ル 実 行 す る プロ グラ ム を 実行 する よう 初 
期 化 し た あと , shel1 は 生成 し た プロ グラ ム が 終了 する まで 待機 状態 へ 入り ます 。 プ ログ ラム が 
終了 する まで , コマ ンド ・ ラ イン に プロ ンプ ト を 表示 し ませ ん 。 


た と えば , 次 に ボ す コマ ンド ・ ラ イン は 順番 に 実行 し ます 。 最 初 に coppy コ マン ド を 実行 し , 
次 に dir コ マン ド を 実行 し ます 。 


$ copy myfile /d1/newfilek 
$1 dir > 


各 プ ログ ラム 名 と パラ メー タ を セミ コロ ン で 区 切る こと に よっ て , 1 つ 以 上 の プロ グラ ム を 
1 行 の she11 コ マン ド ・ ラ イン 上 で 指定 し て シー ケン シャ ル 実 行 で きま す 。 例 を 示し ます 。 


上 copy myfile /d1/newfile: dir >/p 加 目 


shel1 は , 始め に copy コ マン ド を 実行 し て , 次 に dir コ マン ド を 実行 し ます 。copy コ マン ド と , 
dir コ マン ド の 実行 の 間 で プロ ンプ ト は 表示 され ませ ん 。 こ の コマ ンド ・ ラ イン は , エラ ー が 発 
生 し な い 限 り , 上 の 2 行 の コマ ンド と 全く 同じ こと を 実行 し ます 。 


エラ ー が 起こ る と , 「-nx」 オプション の 有無 に か か わら ず , 同一 コマ ンド ・ ラ イン 上 の それ 
以降 の コマ ンド は 実行 し ませ ん 。 そ れ 以 外 の 場合 は , 「:」 と キャ リッ ジ ・ リ ター ン は セパ レー 


タ と し て まっ た く 同 じ 意 味 を 持ち ます 。 


次 に いく つか の 例 を 示し ます 。 


$ copy oldfile newfile: del oldfile: list newfilek 」 


ファ イル oldfil1e の 内 容 を ファ イル newfile に コピ ー し ます 。 コ ピー が 完了 する と , oldfile は 
削除 され ます 。 そ の あと , newfile の 内 容 を リス ト 表 示し ます 。 
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$ dir >/d1/myfile : 1ist temp >/p: del temp 加 」 


ファ イル dir か ら の 出力 を , d1 デ ィ レ クト リ の ファ イル myfile に リダイレクト し ます 。 ファイ 
ル 1ist か ら の 出力 を プリ ンタ に 出力 し ます 。 最後 に temp を 削除 し ます 。 


5. 4. 9 コン カレ ント 実行 (並列 実行 ) 


セパ レー タ の アン パサ ンド 「&」 を 使う こと に より , プロ グラ ム は コン カレ ント 実行 (並列 実 
行 ) され ます 。 こ れ に より , she11 を 含め て 複数 の プロ グラ ム を 同時 に 実行 する こと が で きま す 。 
shel1 は , 次 の コマ ンド の 処理 を 前 の プロ セス の 終了 を 待た ず に 実行 で きま す 。 コ ンカ レン ト 実 
行 ど と は, パック グラ ウン ド ・ プ ロ セ ス を スタ ー ト する 方 法 の こと で す 。 


マル チタ スク は , コン カレ ント 実行 セパ レー タ に よっ て 実現 され ます 。 同 時 に 走ら せる こと 
の で きる プロ グラ ム の 数 は 決ま っ て いま せん が , シス テム 上 の 使用 可能 な メモ リ の 容量 と プロ 
グラ ム が 必要 と する メモ リ の 大 き さ に よっ て 決ま り ま す 。 次 に 例 を 示し ます 。 


$ dir >/p& list filel& copy filel file2 : del temp 加 」 


dir, 1ist お よび copy の 3 つの プロ グラ ム は , 「&」 で 区 切ら れ て いる の で コン カレ ント 実行 
され ます 。 de1 プ ログ ラム は , シー ケン シャ ル 実 行 が 指定 され て (「:」 で 区 切ら れ て ) いる の 
で , copy プ ログ ラム が 完了 する まで は に 実行 され ませ ん 。 


コマ ンド ・ ラ イン の 最後 に 「&」 を 付け 加え る こと に よっ て , 指定 し た 実行 方 法 に 関係 な く , 
shell は た だ ち に 制御 を キー ボー ド に 返し て プロ ンプ ト 「$」 を 表示 し , 新しい 入力 を 待ち ます 。 
これ に より , ユー ザ は プロ セス の 終了 を 待た ず に すみ ます 。 


この 機能 は , 長い テキ スト ・ フ ァイル を プリ ンタ に リス ト す る 場合 に 特に 便利 で す 。 プリ ン 
ト が 終了 する まで 待つ か わり に , コン カレ ント 実行 セパ レー タ を 使う こと で 時 間 を も っ と 有効 
に 使用 で きま す 。 


いく つか の プロ セス を 同時 に 実行 し て いる と き に , procs コ マン ド を 使っ て それ ぞ れ の プロ セ 
ス の 状態 を 表示 で きま す 。procs コ マン ド は , 現在 実行 し て いる 全 プ ロ セ ス の 完全 な リス ト と 各 
プロ セス に 関す る 情報 を 表示 し ます 。 procs コ マン ド に つい て は , この 章 の 後半 を 参照 し て くだ 
さい 。 
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5. 4. 10 パイ ブ と フィ ル タ 


3 つ 目 の セパ レー タ は , パイ プラ イン を 作る た め に 使用 する エク スク ラメ ーション ・ マ ー ク 
「!」 で す 。 パ イプ ライ ン は , 標準 和信 出力 パス を 「 パ イプ 」 を 使っ て 互い に 接続 され た , 2 つま 
た は それ 以上 の 同時 に 実行 する プロ グラ ム で 構成 され ます 。 


パイ プ は ある プロ セス の 出力 と ほか の プロ セス の 入力 を 接続 し ます 。 し た が っ て , 2 つの プ 
ロ セ ゼス は 1 つの 続い た プロ セス , つま り パ イプ ライ シ と し て 実行 し ます 。 パイ プ は , デー を 
プロ セス か ら プ ロ セ ス へ 転送 し て プロ セス 間 通信 する た め の 重 要 な 手段 で す 。 パ イプ は , ファ 
ー ス ズ スト ・ イ ン ,。 ファー スト ・ ア ウト (PIEO : 先 入 れ 先 貞 し) の パッ ファ で す 。 通常 。 パ イプ に 
は 一 度 に 90 バ イト の デー タ を 蓄え る こと が で きま す 。 


パイ プラ イン 中 の すべ て の プロ グラ ム は , 同時 に 並行 し て 実行 し ます 。 パイ プ は , プロ グラ 

ム を 自動 的 に 同期 させ ます 。 し た が っ て , ある プロ グラ ム の 出力 が パイ プラ イン 中 の ほか の プ 
ログ ラム の 入力 の 要求 を , 追い 越し て し まう こと は 決し て あり ませ ん 。 つま り , 最も 遅い プロ 
グラ ム が 処理 する より 速く , デー タ が パイ プラ イン か ら 流 れ 出す こと は あり ませ ん 。 


標準 人 力 か ら デ ー タ を 読み 込む すす べ て の プロ グラ ム は , パイ プ か ら デ ー タ を 読み 込む こと が 
で きま す 。 標準 出力 に デー タ を 書き 出す すべ て の プロ グラ ム は , パイ プ ヘ デー タ を 書く こと が 
で きま す 。 ユ ー テ ィ リ ティ ・ プ ログ ラム の いく つか は , ある 標準 出力 を 別 の 標準 人 力 ヘ パイプ 
で つなぐ こと が で きる よう に 作ら れ て いま す 。 


hh dir -e ! pr 回 ] 


この 例 で は , dir コ マン ド の 標準 出力 を , 端末 の 画面 に 出力 する 代わ り に , pr コマ ンド の 標準 
人 入力 へ パイ プ で 接続 し て いま す 。 デ フォ ルト 時 は 標準 入力 を 読み 取る の で す が , ここ で は pr は 
dir の 出力 を 読み ます 。 そ の あと pr は , その 結果 を 表示 し ます 。 


dir -e ee 1 つの の oO の の の の の 0 の /pipe の の の つの の の の の の き 。DT | 
(書き 込み ) | (読み 込み ) 


ldir -e] コマ ンド の 標準 出力 が . アン ネー ム ド ・ パ イプ を 通じ て pr コマ ンド の 標準 入 
力 に 連結 し ます 。 pr コマ ンド は 「dir -e」 コマ ンド の 結果 を 表示 し ます 。 
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0S-9 で 使用 する パイ プ に は , ネー ム ド ・ パ イプ と アン ネー ム ド ・ パ イプ の 2 種類 が あり 
ます 。 


R。 4。1 1 アン ネー ム ド ・ パ イプ 


アン ネー ム ド ・ パ イプ は , 入力 行 に 1 つま た は 複数 の セパ レー タ 「!」 が ある 場合 に , shel1 
に よっ て 作ら れ ま す 。 それ ぞ れ の 「!」 に つい て , 「!」 の 左側 の プロ グラ ム の 標準 出力 パス が 
「!」 の 右側 の プロ グラ ム の 標準 入力 へ , パイ プ に よっ て リダイレクト され ます 。 それぞれ の 
「!」 に つい て 別々 の パイ プ が 作ら れ ま す 。 


層 update <master.file ! qsort ! writereport >/pkg 


この 例 は , プロ グラ ム update へ パス master.file か ら 入 力 が リダイレクト され ます 。 update の 
標準 出力 は , プロ グラ ム qsort の 標準 入力 に な り ま す 。 また, sort の 出力 は , プロ グラ ム write 
report の 標準 入力 と な り , その 標準 出力 は プリ ンタ ヘリ ダイ レク ト さ れ ま す 。 


5. 4. 12 ネー ム ド ・ パ イプ 


ネー ム ド ・ パ イプ は , ほか の プロ セス が あと で オー プン で きる 以外 は , アン ネー ム ド ・ パ イ 
プ と まっ た く 同 様 に 働き ます 。 つま り , ネー ム ド ・ パ イプ は 一 時 的 な バッ ファ の よう に 使用 で 
きま す 。 


ネー ム ド ・ パ イプ は , 出力 を 「/pipe/< フ ァイル 名 >」 に リダイレクト する こと に より 生成 さ 
れ ま す 。 < ファ イル 名 > は 0 S-ー9 の 正しい ファ イル 名 な ら 何 で も か まい ませ ん 。 た と えば , 次 
の よう に 和信 力 し て くだ さい 。 


$1 list letters >/pipe/1etters 加 | 


1ist コ マン ド の 出力 は ネー ム ド ・ パ イプ 「/pipe/1etters」 に リダイレクト され ます 。 こ の 情 
報 は , リス ト , コピ ー, 削除 また は その ほか の 方 法 で 使用 する まで パイ プ の 中 に 残っ て いま す 。 
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merge this that >/pipe/these | 只 Q①Q の の oo の の の /pipe/these の qoo の mo の 


merge コ マン ド か ら の 出力 は ,. ネー ム ド ・ パ イプ 「/pipe/these」 に リダイレクト され ま 
す 。「/pipe/these」 は, その 内 容 が 何 か の 方 法 で 使用 され る まで , オー プン し た まま で 
す 。 次 は , あと で 別 の ユー ザ が 「/pipe/these」 ファ イル の ワー ド の た め に grep を 実行 す 
る 例 で す 。 


hh grep newone /pipe/these -nc 加 | 


ファ イル 「/pipe/these」 を コピ ー す る と , ネー ム ド ・ パ イプ は 削除 され ます 。 


0 〇 の 0 つの 0Q つ の Q① /pipe/these の 0 つの の 呈 | grep newone /pipe/these -nc 


プロ グラ ム か ら ネ ー ム ド ・ パ イプ に 書き 込む こと に よっ て , ネー ム ド ・ パ イプ を 作り だ すこ 
と も で きま す 。 ネ ー ム ド ・ パ イプ は , マス ・ ス トレ ー ジ (大 容量 記憶 装置 ) 上 の ファ イル と 同 
じ よ うに 使う こと が で きま す 。 ネー ム ド ・ パ イプ に は , アト リ ビ ュ ー ト と オー ナ が あり ます 。 
ネー ム ド ・ パ イプ は , ファ イル を 削除 , コピ ー, リス ト す る の と まっ た く 同 じ 方 法 で , 削除 , 
コピ ー, リス ト で きま す 。 フ ァイル の アト リピ ビュ ー ト を 変更 する よう に , ネー ム ド ・ パ イプ の 
アト リピ ビュート を 変更 する こと も で きま す 。 


dir コ マン ド を 「/pipe」 デ バイ ス に 対し て 用 いる こと が で きま す 。 こ れ は , その と き に 存在 
する ネー ム ド ・ パ イプ の 名 前 を 出力 し ます 。「dir -e」 コ マン ド で は , パイ プ が ファ イル を 使 
用 し て いる と いっ た 誤解 を 生む か も し れ ま せん 。 copy コ マン ド 以 外 の コマ ンド で 作ら れ た ネー 
ム ド ・ パ イプ の パイ プ ・ サ イズ は , デフ ォ ル ト で 90 バ イト で す 。 copy コ マン ド は , パイ プ ・ サ 
イズ を コピ ー す る ファ イル の サイ ズ ま で 拡張 し ます 。 こ れ は , 出力 の 最初 の 90 バ イト が ネー ム 
ド ・ パ イプ の 中 に 存在 し て いる と いう こと を 表わし て いま す 。 し か し , procs コ マン ド を 実行 す 
る と , パス が 「/pipe」 に 開き 続け て いる の が わか り ま す 。 こ こ で コピ ー し た り , リス ト し た り 
し よう と する と , パイ プ は 入力 プロ セス が 終了 する まで デー タ を 入力 し 続け , それ を 出力 パス 
に 出力 し 続け ます 。 パイ プ の 中 味 が 空 に な っ た と き に , この ネー ム ド ・ パ イプ は 削除 され ます 。 


パイ プラ イン の 最も 有効 な 応用 法 は ,. キャ ラク タ ・ セ ッ ト 変 換 . デー タ 圧 縮 ・ 復 元 , テキ ス 


ト ・ フ ァイル の 整形 な ど で す 。 パイ プラ イン の 構成 部 品 と し て , デー タ を 処理 する た め に 作ら 
れ た プロ グラ ム は , 通常 「 フ ィ ル タ 」 と 呼ば れ ま す 。 
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5 。 まま で で ニー だ = アフ レーー ビー ミン ラン 


shel1 の 入力 行 の 一 部 分 を カッ コ 「( ) 」 で 囲っ て , 修飾 項 や セパ レー タ が カッ コ 内 の コマ ン 
ド ・ ラ イン 全体 に 適用 され る よう に する こと が で きま す 。shel1 は , 自分 自身 を 再帰 的 に 新しい 
プロ セス と し て 呼び 出し , この カッ コ で 凍 まれ た コマ ンド を 処理 し ます 。 


$ (dir /d0: dir /dl) >/p 加 
$ dir /d0 >/p: dir /d1 >/pg 
この 2 つ に は 違い が あり ます 。 つ まり , 上 の 例 で は 2 つの dir コ マン ド が 完全 に 終了 する まで 


続け て プリ ンタ を 使用 し ます が , 下 の 例 の 場合 は 2 つの dir コ マン ド 実 行 の 合間 に , ほか の ユー 
ザ が プリ ンタ を 使用 する こと が で き て し まい ます 。 


コマ ンド ・ グ ルー ピン グ は , いく つか の プロ グラ ム を プロ グラ ム 相 互 の 中 で は 逐次 に 実行 し , 
その プロ グラ ム の グル ー プ 全体 と she11 で は 同時 に 実行 し て いる よう に する こと も で きま す 。 


|* ea *.backup: list stuff.* >p) &g 較 


この 例 で は , 末尾 が 「.backup」 で 終る すべ て の ファ イル を 削除 し た あと , 次 に 「stuff.」 で 
始ま る すべ て の ファ イル の 内 容 を プリ ンタ に リス ト し ます 。 同時 に プロ ンプ ト 「$」 が 現れ , s 
hel1 が 新しい コマ ンド の 入力 を 待っ て いる こと を 示し ます 。 


この 方 法 を 応用 し て , シー ケン シャ ル お よび コン カレ ント , また は その どちら か 一 方 の プロ 
グラ ム の パイ プラ イン を 作る の に 便利 に 使用 する こと が で きま す 。 


$ (dir CMDS: dir SYS) ! makeuppercase ! transmitkgg 


この コマ ンド ・ ラ イン は , CMDS と SYS の ディ レク トリ の リス ト 出 力 を , この 順番 に パイ プラ イ 
ン を 通し て プロ グラ ム 「makeuppercase」 へ 送り ます 。 そ し て この プロ グラ ム 「makeuppercase」 
か ら の すべ て の 出力 は , プロ グラ ム 「transmit」 へ パイ プ で 渡さ れ ま す 。 


0 Sー9 は 一 連 の コマ ンド を 左側 か ら 右 へ 順に 実行 し て いき ます 。 こ れ は 大 事 な ポ イン ト で 
す の で , 覚え て お きま し ょ う 。 次 の 例 で は , カッ コ 内 の procs お よび de1l コ マン ド か ら で は な く , 
最初 に dir コ マン ド か ら 実 行 し ます 。 


$ dir& (procs: del whatever) 思 ] 
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5 ら 。 ら 6 互 怠 ュ 1 ュ デ 事 シ ーー ジラ テー ーー ラテ ーー 了 イラ フレ 


プロ シー ジャ ・ フ ァイル は , 1 つま た は 複数 の コマ ンド ・ ラ イン か ら な る テキ スト ・ フ ァ イ 
ル で , この コマ ンド ・ ラ イン は キー ボー ド か ら 入 力 さ れる コマ ンド と まっ た く 同 じ よ うに 働き 
ます 。 she11 は プロ シー ジャ ・ フ ァイル で 与え られ た と お り の シー ケン ス で 各 コ マン ド ・ ラ イン 
を 実行 し ます 。 


た と えば , 最初 の ライ ン に は dir コ マン ド が 書か れ て いて , 次 の ライ ン に date コ マン ド が 書か 
れ て いる 2 行 だ け の 簡単 な プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 作っ た と し ます 。 この プロ シー ジャ ・ フ 
ァイル の 名 前 を 入力 する と , dir コ マン ド に 続い て date コ マン ド を 実行 し ます 。 


プロ シー ジャ ・ フ ァイル は 次 の よう な 便利 な 使い 方 が で きま す 。 


氏 よく 使う コマ ンド 手順 を , その つど 手 で 入力 し な く て 済み ます 。 

@ コン ピュ ー タ の そば に 誰 も いな いと き で も , いく つも の プロ グラ ム を 「 バ ッ ク グ ラウ 
ンド 」 と し て 続け て 実行 で きま す 。 ま た , その 間 に 「 フ ォ ア グラ ウン ド 」 で 別 の プロ グ 
ラム を 走ら せる こと も で きま す 。 

@⑯ 最初 に ログ イン する 際 に , 環境 を 初期 化し ます 。 


さら に , プロ グラ ム や ユー ティ リティ か ら の 標準 入力 , 標準 出力 お よび 標準 エラ ー 出 力 パス 
を プロ シー ジャ ・ フ ァイル に リダイレクト する こと も で きま す 。 こ れ は いろ いろ な ね 目的 に 役 立 
ち ま す 。 た と えば , shell の メッ セー ジ を 不定 期 に 端末 に 表示 され る と 面倒 な と きも あり ます が , 
プロ シー ジャ ・ フ ァイル の shel1 の 出力 を リダイレクト すれ ば , 都合 の よい と き に まとめ て 見 直 
すこ と が で きま す 。 


次 の 例 の よう に 「&」 を つけ る と , プロ シー ジャ ・ フ ァイル を バッ ク グ ラウ ンド で 実行 する こ 
どど が 閣 ます 。 


| eeea 」 
14 


【 注 意 】 


プロ シー ジャ ・ フ ァイル を バッ ク グ ラウ ンド で 実行 する 場合 , 端末 に 対し て の I/0 処 理 
が あっ て は いけ ませ ん 。 バ ッ ク グ ラウ ンド に よる 端末 に 対し て の I/0 処 理 は , 混乱 を 引き 
起こ し ます 。 こ れ は 2 つ 以 上 の プロ セス が 同じ I/0 パ ス を 制御 する こと に な る か ら で す 。 
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前 述 の 例 で は , shel1 が 「+4」 と メッ セー ジ を 返し て いる こと に 注目 し て くだ さい 。 こ れ は , 
procfile を 実行 し て いる she11 に 割り 当て た プロ セス 番号 で す 。 次 の 例 の よう に <CIRL>C イ ン 
タラ プ ト を 使用 し て も 同じ 効果 が 得 ら れ ま す 。 


$ procfilekg 
E 4 mt <CTRL>C を 入力 する 四 


<CTRL>C キ ー を 押し て プロ シー ジャ を バッ ク グ ラウ ンド に する 方 法 は , その プロ シー ジャ が ま 

を 端末 へ の 1/0 を 開始 し て いな いり 場合 だ け 機能 し ます 。 ま た , shel1 が コマ ンド を 実行 する た め 
セッ ト ア ッ プ する 時 間 が な か っ た 場合 も , この 方 法 は 機能 し ませ ん 。she11 が , ディ スク や パイ 
プラ イン な どか ら フ ァイル を まだ 読み 込ん で いな いう ち に <CTRL>C キ ー を 押す と , she11 は 作業 
を 中 断 し て she11 の プロ ンプ ト に 戻っ て し まい ます 。 こ の た め , プロ シー ジャ を バッ ク グ ラウ ン 
ド に 置く た め に は 「&」 を 使う 方 が 良い で し ょ う 。 


0 S--9 で は , 使用 可能 な メモ リ が ある 限り 同時 に 実行 で きる プロ シー ジャ ・ フ ァイル の 数 
に 制限 は あり ませ ん 。 


【 メ モ 】 
プロ シー ジャ ・ フ ァイル 自身 も , さら に 追加 し た プロ シー ジャ ・ フ ァイル を シー ケン シ 
ャ ル ま た は コン カレ ント 実行 する こと が で きま す 。 


5 . 6. 1 ログ イン shel1 と 特殊 プロ シー ジャ ・ フ ァイル : 「.1ogin]」 と 「.1ogout」 


ログ イン shel1l と は , ログ イン し た と き に login コ マン ド に よっ て 実行 され る いち ば ん 最初 の 
she11 の こと で す 。 


【 ポ イン ト 】 
「.1ogin」 と 「.1ogout」 の 2 つ は , シス テム に ログ イン 時 と , ログ アウ ト 時 に 自動 的 
に 実行 する プロ シー ジャ ・ フ ァイル で す 。 


これ ら の ファ イル は , 「 ホ ー ム ・ デ ィ レ クト リ 」 に な けれ ば な り ま せん 。 
「.1oginj」 ファ イル は , 1oginm コ マン ド が 実行 され る た びに 毎回 実行 し ます 。 し た が っ て , ユ 


ー ザ は , ログ イン する た びに 初期 化 プ ログ ラム を 思い 出し て 毎回 自分 で 実行 する 必要 は あり ま 
せん 。 ロ グイ ン が 成功 する と , shell1 は た だ ち に 「.1ogin」 を コマ ンド ・ フ ァイル と し て 実行 し 
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ます 。「.1ogin」 の 実行 が 終了 し た あと , shel1 は プロ ンプ ト を 表示 し て ユー ザ の コマ ンド 入力 
を 待ち ます 。 普通 の プロ シー ジャ ・ フ ァイル と 「.1oginj」 ファ イル と の 違い は , 「.1ogin|」 は 
ログ イン shel1 が 直接 実行 し 。 プロ シー ジャ ・ フ ァイル と し て 実行 する た め の 新しい shel1 を 起 
動 し な い 点 で す 。 


その た め , 「.1oginj」 フ ァイル の 中 で , set や seteny の よう な コマ ンド を 実行 し て 。 ロ グイ ン 
She11 の 設定 を 変え る こと が で きま す 。 こ れ は 特に , PATH, PROMPT, TERM, _sh な どの 環境 変数 
を 設定 する た め に 役に立ち ます 。「.1ogin」 ファ イル の 例 を 示し ます 。 


Setenv PATH ..:/h0/cmds: /d0/cmds: /dd/cmds:/h0/doc/spex 
Setenv PROMPT " '@what next: 

setenv _sh 0 

setenv TERM abm85h 

date 

dir 


【 メ モ 】 
この login プ ロ シ ー ジ ャ は , パス ワー ド ・ フ ァイル 「SYS/password」 中 で 適切 な エン ト 


リ が 作成 され る まで 作動 し ませ ん 。 


「.1ogout 上 」 ファ イル は , ログ イン shel1 を 終了 し て , シス テム か ら 離 れる た め に 1ogout コ マ 
ンド を 実行 し た と き に 自動 的 に 実行 され ます 。「.1ogout」 は , ログ イン shel1 が 終了 する 直前 
6 
され , she11 は 終了 し ます 。 こ の 「.1ogout」 は , 定期 的 に 実行 され る クリ ー ン ・ ア ッ プ ・ プ ロ 

50 KWSNN 和 RM 
し た り , や る べき こと の 覚書 を 作っ た りす る こと な ど が 考え られ ます 。「.1ogoutk」 フ ァイル の 
例 を 示し ます 。 


DrOcS 
wait 

echo "すべ て の プロ セス を 終了 

* コメ ント : 必要 な ら ば , 7 パウ プチッ プ する 情報 ま ジ ログ ラ 朱 科す る * 
disk_backup 

echo "バッ クア ッ プ が 完了 し まし た " 
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5. 6. 2 profile コ マン ド 


shell の ビル トイ ン ・ コ マン ド の profile を 使用 する と , 現在 の she11 に 指定 し た ファ イル を 人 入 
力 さ せ て か ら , 元 の 入力 ソー ス (通常 は キー ボー ド ) に 戻る よう に 指定 する こと が で きま す 。 
profile コ マン ド を 使用 する に は , profile に 続け て ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 。 


世 profile setmyenvironk 


指定 する ファ イル (この 例 で は setmyenviron) は , 環境 変数 を 設定 (また は 取り 消し ) する 

も の や , ディ レク トリ を 変更 する も の な ど , 任意 の コマ ンド また は shel1l の ビル トイ ン ・ コ マン 
ド を 含ん で いて も か まい ませ ん 。 こ れ に よっ て 変更 され た も の は , コマ ンド を 実行 し た あと も 
効力 が あり ます 。 プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 名 前 だ け で 呼び 出し た 場合 に , 子供 の she11 に よっ 
て 実行 され る の と は 対照 的 で す 。 子 she11 に よる プロ シー ジャ ・ フ ァイル で の 変更 は , 呼び 出し 
元 の she11 の 環境 変数 や カレ ント ・ デ ィ レ クト リ に は 影響 し ませ ん 。 


profile コ マン ド を ネス ト (入れ 子 ) する こと も で きま す 。 つま り , ファ イル 自体 が , さら に 
別 の ファ イル に 対す る profile コ マン ド を 含ん で いて も か まい ませ ん 。 2 番目 の profile コ マン 
ド が 完了 する と , 最初 の profile コ マン ド の 実行 を 再開 し ます 。 


シス テム ・ ユ ー ザ の 「.1ogin」 お よび 「.1ogout」 ファ イル 中 で profile コ マン ド を 使う の が , 
アプ リケーション と し て 特に 有用 で す 。 た と えば , それ ぞ れ の ユー ザ の 「.1ogin」 ファ イル 中 
に 次 の 行 が 含ま れ て いれ ば , シス テム ・ ワ イド の コマ ンド (共通 の 環境 , ニュ ー ス 告示 な ど ) 
を 「/dd/SYS/1ogin_sysj」 ファ イル な ど に 含め る こと が で きま す 。 


profile /dd/SYS/1ogin_sys 


「.1ogout」 ファ イル で も この 方 法 を 使う こと が で きま す 。 
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うう 。 7 ツー キテ エ ウー リミニ ー ジ  ・- シン ーー デー みぃ 


通常 . タイ ムシ ェアリング で 使用 する 0S 一 9 の シス テム は , 1 つの 単純 な コマ ンド を 用 い 
る か シス テム ・ ス ター ト ア ッ プ ・ フ ァイル を 使用 する こと に よっ て , シス テム を 起こ す プ ロ シ 
ー ジ ャ ・ フ ァイル を 持っ て いま す 。 こ の プロ シー ジャ ・ フ ァイル は , 各 端 末 を 見 張る タイ ムシ 
ェアリング ・ モ ニタ を 起動 し ます 。 シ ステ ム ・ ク ロッ ク を スタ ー ト させ る こと と , タイ ムシ ェ 
アリ ング 端末 の 各々 に I/0 を リダイレクト する 複数 の プロ セス を 並列 実行 させ る こと に よっ て , 
これ を 開始 し ます 。 


【 ポ イン ト 】 


tsmon コ マン ド は , シス テム と 接続 し て いる 端末 を 監視 する 特別 な (プロ グラ ム で す 。 シ 
ステ ム を 最初 に 起動 する と き に スタ ー ト アッ プ ・ プ ロ シ ー ジ ャ の 一 部 と し て 実行 され , シ 
ステ ム が シャ ッ ト ・ ダ ウン され る まで 活動 し 続け る の が , 典型 的 な tsmon の 例 で す 。 


通常 tsmon は , CRT 端 末 の よう な 双方 向 通信 が 可能 な 1/0 デ バイ ス を 監視 し ます が , ネー ム ド ・ 
パイ プ を 監視 する た め に も tsmon を 使用 する こと が で きま す 。 こ れ は , tsmon が ネー ム ド ・ パ イ 
プ を 作り 出し , ほか の プロ セス か ら パ イプ に デー タ が 書き 込ま れる の を 待ち ます 。 


いく つか の tsmon プ ロ セ ス を 並列 実行 させ て , それ ぞ れ が 別 の デバ イス 群 を 監視 する こと も で 
きま す 。 tsmon は 28 個 まで の デバ イス 名 パス リス ト を 監視 する こと が で きま す が , 28 個 以上 の デ 
バイ ス が 監視 され る 場合 に は 複数 の tsmon プ ロ セ ス を 使用 し な く て は な り ま せん 。 複数 の tsmon 
プロ セス は , ほか の 理由 で も 役に立ち ます 。 た と えば , ハー ドウ ェ ア に 間 題 が ある 可能 性 が あ 
る モデ ム や 端末 を , ほか の デバ イス か ら 分 離し て 管理 する 場合 な ど に 有効 で す 。 


端末 term, t1, t2, t3, t71 が 使用 する タイ ムシ ェアリング ・ シ ステ ム の た め の プ ロ シ ー ジ ャ 
・ フ ァイル の 例 を 次 に 示し ます 。 


* SysStem startup procedure file 

echo Please Enter the Date and Time 

Setime 

tsmon /t1 /t2 /t3& 

tsmon /t71 i* この 端末 は 誤動作 し て いま す 


tsmon コ マン ド に 関す る 詳細 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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。 7 。 まま ワード ャ チャ ァイル 


パス ワー ド ・ フ ァイル は SYS ディ レク トリ 内 に あり ます 。 パ スワ ー ド ・ フ ァイル の 各行 は ユー 
ザ の ログ イン ・ エ ント リ に な っ て いま す 。 行 に は , コン マ で 区 切ら れ た いく つか の フィ ー ル ド 
が あり ます 。 フ ィ ー ル ド に は 次 の よう な も の が あり ます 。 


1. ユー ザ 名 
ユー ザ 名 に は 空白 を 含め て 32 文 字 ま で 使え ます 。 こ の フィ ー ル ド が 空き だ と , どの 名 前 
で も 適合 する こと に な り ま す 。 


2. パス ワー ド 
パス ワー ド も 空白 を 含め て 最大 32 文 字 で す 。 こ の フィ ー ル ド を 省略 する と , 指定 され た 
ユー ザ に 対し て パス ワー ド が 不要 に な り ま す 。 


3. グル ー プ . ユ ー ザ ID 番号 

グル ー プ 番号 の 部 分 も ユー ザ 番 号 の 部 分 も 0 か ら 65535 ま で の 数 値 が 使え ます 。 グル ー プ . 
ユー ザ 番 号 0.0 は スー パ ・ ユ ー ザ で す 。 こ の 番号 は , ユー ザ が 行なえ る 処理 を 限定 させ る た 
め に シス テム を 通し て の ユー ザ ID と し て , ファ イル ・ セ キュ リティ ・ シ ステ ム に よっ て 使 
用 され ます 。 シ ステ ム 管 理 者 は , 存在 する 各 ユ ー ザ に それ ぞ れ 異な る 番号 を 割り 当て な け 
れ ば な り ま せん 。 


4. 初期 プロ セス ・ プ ライ オリ ティ 
この 番号 は 1 か ら 65535 ま で で す 。 こ れ は 初期 プロ セス の プラ イオ リティ を 示し ます 。 


5. 初期 実行 ディ レク トリ 

この フィ ー ル ド は , 通常 「/h0/CMDS」 に 設定 され て いま す 。 こ の フィ ー ル ド を ピリ オド 
「.」 で 指定 する と , デフ ォ ル ト で シス テム ・ ド ライ ブ の CMDS デ ィ レ クト リ が 初期 実行 ディ 
レク トリ に な り ま す 。 


6. 初期 デー タ ・ デ ィ レ クト リ 


通常 , 特定 の ユー ザ ・ デ ィ レ クト リ で す 。 ピ リオ ド 「.」 で 指定 する と , デフ ォ ル ト で カ 
レン ト ・ デ ィ レ クト リ が 初期 デー タ ・ デ ィ レ クト リ に な り ま す 。 
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7. 初期 プロ グラ ム 
この フィ ー ル ド は , 最初 に 実行 する プロ グラ ム の 名 前 と パラ メー タ か ら な り ま す 。 通常 , 
初期 プロ グラ ム は she11 で す 。 


パス ワー ド ・ フ ァイル の 例 は 次 の よう に な り ま す 。 


SuperuSser, Secret, 0.0,255, .,., shel]1 -p="@howdy" 
Suzy, morning, 1.5,128, . ,/d0/SUZY,shel1 
paul, dragon,3.10,100,../d0/PAUL,Basic 


パス ワー ド ・ フ ァイル に つい て は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 の 1ogin の 項 で も 説明 
され て いま す 。 


5。 ラ 一 - 晴 PO 寺 デシ ーー ジジ ンマ ーー ジン テー イフ レ 衝 - 
イ 世 玉 怒 す - 宮 


一 連 の コマ ンド が 必要 な タス ク を 処理 する た め に , 一 時 的 な プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 生成 
する こと が で きま す 。 cfp コ マン ド は , カレ ント ・ デ ィ レ クト リ 内 に 一 時 的 な プロ シー ジャ ・ フ 
ァイル を 生成 し て , それ を 実行 する she11 を 呼び 出し ます 。「-nd」 オ プシ ョ ン を 使っ て その プ 
ロ シ ー ジ ャ ・ フ ァイル を 削除 し な いよ うに 指定 し な いか ぎり , cfp は タス ク の 終了 後 で 自動 的 に 
プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 削除 し ます 。 


cfp コ マン ド の 形式 例 を 次 に 示し ます 。 


cfp [< オプ ショ ン 名 >] [< パス 名 1 >] < パス 名 2>] < オプ ショ ン 名 >] 


cfp コ マン ド を 使用 する に は , cfp に 続け て , プロ シー ジャ ・ フ ァイル の 名 前 く < パス 名 1 >, プ 
ロ シ ー ジ ャ ・ フ ァイル が 使用 する ファ イル 名 < パス 名 2 > を 入力 し て くだ さい 。 
「-s=< コ マン ド 文 字 列 >」 オプ ショ ン を 使用 し た 場合 は , < パス 名 1 > は 省略 で きま す 。 


プロ シー ジャ ・ フ ァイル 内 に アス タリ スク 「*]」 が 出 て くる と , 前 に ティ ル ダ [~] が つい て 
いな い 限 り , すべ て 指定 し た パス リス ト に 置き 換え られ ます 。「*」 は 「*」 そ の も の を 表わす 


NHU0 = 


も の と 見 な され ます 。 入力 ファ イル を すべ て 読み 取る まで , コマ ンド 処理 は 実行 され ませ ん 。 


た と えば , カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ 内 に copyit と いう ファ イル が あっ て , 次 の 1 行 
だ け で 成り 立っ て いる と し ます 。 


四 X | 


この 場合 , 次 の よう に 入力 する こと に よっ て , PROGMS と MISC.JUNC の 2 つの ディ レク トリ か ら 
すべ て の C プ ログ ラム を , カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ に 移動 する こと が で きま す 。 


$⑪ cfp copyit ../progmS/*.c ../misc. Junk/*.c 


プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 持た な い 場 合 は , 「-s」 オプ ショ ン を 使う こと が で きま す 。「-s」 
オプ ショ ン は , cfp コ マン ド に , プロ シー ジャ ・ フ ァイル の 代わ り に クォーテーション ・ マ ー ク 
「"」 で 囲ま れ た 文字 列 を 読み 取ら せま す 。 例 を 示し ます 。 


$ cfp "-s=copy *"”../progms/*.c ../misc. junc/*.ckd | 


上 の 例 で は , cfp コ マン ド は , PROGMS と MISC.JUNK 内 の 末尾 が 「.c」 で 終る ファ イル を すべ て 
カレ ント デー タ ・ デ ィ レ クト リ に コピ ー す る た め に , 一 時 的 な プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 作り 
出し ます 。 フ ァイル を すべ て コピ ー し て し まう と , cfp が 生成 し た プロ シー ジャ ・ フ ァイル は 削 
除 さ れ ま す 。 


「-s」 オ プシ ョ ン を 使う と , コピ ー 手 続き を 変更 し た い 場 合 に プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 編 
集 し な く て すむ の で 便利 で す 。 たとえば, 長い C プ ログ ラム を コピ ー し て いる 場合 に , 処理 束 
度 を 速め る た め に メモ リ 割 り 当 て を 増やし た いと 思う こと が あり ます 。 次 の よう に cfp の コマ ン 
ド ・ ラ イン 上 で , 追加 の メモ リ を 割り 当て る こと が で きま す 。 


$ cfp "-s=copy -b100 *"../progms/*.c ../misc.junk/*.c 加 ] 


ファ イル 名 を , 標準 入力 また を は ファ イル か ら 読 み 込む た め に , 「-z」 また は 「-z=< フ ァイル 
名 >」 オ プシ ョ ン を 使用 する こと が で きま す 。「-z」 オプ ショ ン は , 標準 入力 か ら フ ァイル 名 を 
読み 込む た め に 使い ます 。 た と えば プロ シー ジャ ・ フ ァイル 名 が count. em で , その 内 容 が コマ 
ンド 「count -1 *|」 か ら 成 り 立 っ て いる と し ます 。 


ミュ]10W = 


ここ で プロ グラ ム を コピ ー す る 前 に , プロ グラ ム が どれ ぐら い の 長 さ な の か 知る た め に , 各 
ファ イル が 何 行 あ る か 数 えた い 場 合 , 次 の コマ ンド ・ ラ イン を 入力 し ます 。 


h cfp -z count.em 加 男 | 


cfp コ マン ド は 入力 を 待っ て いる の で , コマ ンド ・ ラ イン の プロ ンプ ト は 表示 し ませ ん 。 別 の 
コマ ンド ・ ラ イン に ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 。 た と えば , 次 の よう に 入力 し ます 。 


$ cfp -z count. em 


ファ イル 名 の 入力 を 終え た ら , 回 キー を 2 回 押せ ば , shel1 プ ロン プ ト を 表示 し ます 。 


コピ ー し た い フ ァイル の リス ト を 含む ファ イル が ある 場合 , 次 の よう に 入力 する こと が で き 
まま 


$ cfp -z=files "-s=copy *" 


詳細 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 の cfp コ マン ド の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
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すべ て の 0S-ー9 の ユー ティ リティ と 同様 に , shel1 は 1 つ 以 上 の プロ セス を 同時 に 実行 する 
こと が で きま す 。 こ れ は , 各 ユ ー ザ が 自分 の shel1 を 持っ て いる の に 加え て , 個々 の ユー ザ が さ 
ら に 複数 の she11 を 持つ こと が で きる と いう こと を 意味 し ます 。 


プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 使っ て , 新しい she1l1 を 作る こと が で きま す 。 た と えば , 標準 入力 
を procfile か ら 取 る she11 を 実行 する に は , 次 の よう に 入力 し ます 。 


上 shell <procfile 回 ' ] 


新しい she11 は 自動 的 に , 端末 の キー ボー ド の 代わ り に プロ シー ジャ ・ フ ァイル か ら コ マン ド 
・ ラ イン を 受け 取り , 実行 し ます 。 こ の 方 法 を , し ば し ば バッ チ 処 理 と 呼び ます 。 


= ID2 


単に プロ シー ジャ ・ フ ァイル 名 だ け を 入力 し て も , 新しい shel1 を 作る こと も で きま す 。 
$1 procfilekd 


基本 的 に は , 上 の どちら の コマ ンド も procfile フ ァイル 内 で 見 つか る コマ ンド を 実行 し ます 。 


新しい shel1 を 作る こと に よっ て , ファ イル ・ シ ステ ム の 中 を より 効果 的 に 動き 回 る こと が で 
きま す 。 こ こ で は , この アプ リケーション の 説明 に は , 図 9 の ディ レク トリ 構造 を 使用 し ます 。 


テ チル 伯 /d0 の ルト - テ 意 外 り 


DIRECTORY.1 DIRECTORY.2 DIRECTORY.3 


DIR.4 file.1 DIR.5 DIR.6 file.2 file.3 file.4 DIR.7 DIR.8 


fi1e.5 DIR.9 file.6 file.7 file.8 


図 9 : ディ レク トリ 例 


カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ が DIR. 9 で, file.8 の 作業 を 行い た い 場 合 , 通常 は 次 の よう 
に 入力 し て , カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ を DIR.8 に 変更 し ファ イル に アク セス し ます 。 


$ chd /d0/DIRECTORY.3/DIR.8 加 


DIR.9 に 戻る た め に も , 同様 に コマ ンド を 入力 し ます 。 こ の 方 法 は , 各 デ ィ レ クト リ の パス を 
いつ も 知っ て お か な く て は な ら な い の で , な に か と 不便 で す 。 


上 記 の コマ ンド の か わり に , 下 の よ うに 新しく she1l1 を 作り , ディ レク トリ を 変更 で きま す 。 


$ (chd /d0/DIRECTORY.3/DIR.8) 


これ で , ディ レク トリ DIR.8 へ 移る こと が で きま す 。 そ し て , エス ケー プ (<ESC>) キー を 押 
す だ け で , ディ レク トリ DIR.9 へ 戻る こと が で きま す 。 こ の 方 法 で . どの ディ レク トリ も ベー ス 
・ デ ィ レ クト リ と し て 使う こと が で き , どこ の ディ レク トリ へ で も 。 ベ ー ス ・ デ ィ レ クト リ か 
ら shel1 を 起動 し て , 移動 する こと が で きま す 。 


ー OS 一 


shel1 は , 何 レ ベル で も 繰り 返し て 実行 する こと が で きま す 。 そ し て , いつ で も エス ケー プ ・ 
キー を 押す こと に よっ て , 1 つ 前 の she11 へ 戻る こと が で きま す 。 こ の 方 法 で , DIRECTORY.3 か 
ら DIR.8, DIR.6, DIR.9 へ と 自由 に 移動 する こと が で きま す 。 


【 メ モ 】 

shel1 か ら shel1 へ と 飛び 回 っ て いる と , 位置 が 分 か ら な く な り 迷 子 に な っ て し まう こと 
が よく あり ます 。 pd コマ ンド を 使う と , ルー ト ・ デ ィ レ クト リ か ら カ レン ト ・ デ ィ レ クト 
リ まで の 完全 な パス リス ト を 表示 する こと が で きま す 。 同 様 に ., た くさ ん の she11 を 実行 
し て いる と , 現在 いく つの she11 を 実行 し て いる の か 分 か ら な く な る こと が あり ます 。 環 


境 変 数 「_sh」 を 1 に 設定 し て , shell の プロ ンプ ト 中 に 「@」 を 使用 し て いる と , 「@|」 を 
現在 の shet11 の レベ ル 数 に 置き 換え て プロ ンプ ト 中 に 表示 し ます 。 た と えば , 3 レベ ル の 
she11 を 実行 し て いる と き に , 次 の よう に 表示 させ る こと が で きま す 。 


3.what next: (プロ ンプ ト 設 定 は 「@what next:」) 


【 ポ イン ト 】 


0S-ー9 を フル に 活用 する た め に , ぜひ マル チ she1l1 を 使っ て みる こと を お 勧め し ます 。 


5. 9. 1 procs コ マン ド 


0 SS 一 9 は マル チタ スク な の で , ユー ザ が 一 度 に 複数 の プロ セス を 実行 し て いる こと が よく 
あり ます 。 こ の 場合 , どの プロ セス が まだ 実行 途中 で , どの プロ セス が 最後 まで 実行 され た の 
か 混乱 し が ち で す 。 procs コ マン ド は , この コマ ンド を 実行 し た ユー ザ の 持つ シス テム 上 で 処理 
し て いる プロ セス の リス ト を 表示 し ます 。 これ に よっ て , ユー ザ は カレ ント ・ プ ロ セ ス を 把握 
で きま す 。 


【 ポ イン ト 】 
プロ セス は 通常 , 1 秒間 に 何 十 回 も の 速 さ で 切り 替え られ て いま す 。 よ っ て , procs コ 


マン ド は , コマ ンド 実行 時 の 瞬間 に 実行 され て いた プロ セス 情報 だ け を 表示 し ます 。 


= 上 染 = 


procs コ マン ド は , 各 プ ロ セ ス に つい て 次 の 10 種 類 の 情報 を 表示 し ます 。 


1d 
プロ セス TID 


Pld 
親 プ ロ セ ス の プロ セス ID 


ェ ザ 1D 
その プロ セス を 所 有する ユー ザ の グル ー プ 番号 と ユー ザ 番 号 


Prior 


その プロ セス の 初期 プラ イオ リティ 


才 り 7 
その プロ セス が 使用 し て いる メモ リ ・ サ イズ 


S1g 
その プロ セス が 受信 し て まだ 処理 し て いな い シ グ ナ ル の コー ド 


状態 
プロ セス の 現在 の 状態 
w ウェ イト 状態 
s スリ ー プ 状態 
a アク ティ ブ 状 態 
e イベ ント ・ ウ ェ イ ト 状 態 
* 現在 実行 中 


CPU 時 間 
その プロ セス が 消費 し た CPU 時 間 の 総計 


時 間 
その プロ セス を 起動 し て か ら , 現在 まで の 時 間 


= HO5 - 


ゼー ェ ル & 1I/0 
プロ セス 名 と , その プロ セス の 標準 入出 力 パス 
く 標準 出力 
> 標準 入力 
>> 標準 エラ ー 
パス が 同じ パス リス ト を 使用 し て いる 場合 , パス の 識別 子 は まとめ られ ます 。 


procs コ マン ド の 例 を 次 に 示し ます 。 


$ procs 加 
Id Pld ェ ザ ID Prior 名 思 信 Sig 状態 CPU 時 間 時 間 t ェ ル & 1/0 
2 1 0.0 128 0.25k 0Ow 0.01 227 susgo >>>term 
3 当 0.0 128 4.75k 0Ow 4.11 1:13 shell >>term 
4 3 0.0 5 4.00k 0a 12:42.06 0.14 xhog ぐ >>term 
5 。 3 00.0 128 8.50k 0* し 0:00 procs >>>term 
6 0 0.0 128 4.00 0 s 0.02 1:12 tsmon >>>t1 
7。 U 0.0 128 4.00k Os 0:01 1:12 tsmon 心 >>ts 


「-a」 オプ ショ ン を 使用 する と , 次 の 9 項目 を 表示 し ます 。 プ ロ セ ス TD, 親 プ ロ セ ス の ID, 
プロ セス 名 , 標準 入出 力 パ ス は オプ ショ ン な し の 場合 と 同一 で す 。 


Td 
プロ セス TID 


PId 
親 プ ロ セ ス の プロ セス ID 


イジー 
プロ セス の 現在 の エイ ジ 。 そ の プロ セス の 初期 プラ イオ リティ と , どれ くら い の 間 処理 


を 待っ て いた か で 決ま り ま す 。 


F$+ ル 数 
その プロ セス が 現在 まで に 発行 し た サー ビス ・ リ クエ スト の 回 数 


1$+- ル 数 
その プロ セス が 現在 まで に 発行 し た I/0 リ クエ スト の 回 数 


ミ 106 = 


最終 テル 
その プロ セス が 最後 に 発行 し た シス テム ・ コ ー ル 


リー ド 
その プロ セス が 現在 まで に 読み 込ん だ バイ ト 数 


ライ ト 
その プロ セス が 現在 まで に 書き 込ん だ バイ ト 数 


ゼ ェ テル & 1/0 
プロ セス 名 と , その プロ セス の 標準 入出 力 パス 
く < 標準 出力 
> 標準 人力 
>> 標準 エラ ー 


「procs -a」 コマ ンド の 例 を 示し ます 


$ procs -a 加 
Id Pld エイ ジ F$+/ 数 1$-/ 数 最終 エル リー ド ライ ト ぜ ェ ル & 1/0 
) 129 5 1 Wait 0 


2 0 sysgo < ぐ ②>>term 
3 交 MS32 116 127 Wait 282 129 she11 ぐ >>term 
4 3 11 1 0 TLink 0 0 xhog >>term 
5 3 128 7 4 GPrDsc 0 0 procs やめ >>term 
6 0 130 2 7 ReadLn 0 0 tsmon や >>t1 
7 利 29 2 7 ReadLn 0 0 tsmon >>t2 


「-b」 オプ ショ ン は , 「procs」 と 「procs -al」 両方 の すべ て の 情報 を 表示 し ます 。「-e」 オ 
プシ ョ ン は , シス テム 内 の すべ て の プロ セス の 情報 を 表示 し ます 。 


procs コ マン ド に 関す る 詳細 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


5。 9。 2 バッ ク グ ラウ ンド ・ プ ブ プロシージャ の 終了 を 待つ 
0 SS 一 9 の マル チタ スク 機能 を 使用 し て いて , いく つも の プロ シー ジャ を バッ ク グ ラウ ンド 


で 実行 し て いる こと が あり ます 。 新しい プロ シー ジャ を 実行 する 前 た これら の タス ク が 終了 す 
る の を 待つ 必要 が ある 場合 は , shel1 の w ま た は wait ビ ルト イン ・ コ マン ド を 使用 し ます 。 


=。 0 = 


【 ポ イン ト 】 


w コ マン ド は , 最後 に 生成 し た 子 プ ロ セ ス が 終了 する の を 待ち ます 。 
wait コ マン ド は , バッ ク グ ラウ ンド で 実行 中 の すべ て の 子 プ ロ セ ス の 終了 を 待ち ます 。 


【 メ モ 】 


子 プ ロ セ ス と は , 現在 の she11 が 実行 し て いる プロ セス , また は 子供 の she11 で す 。 


た と えば , 作ろ うと し て いる 文書 が 3 つの ファ イル で 構成 され て いて , 各 フ ァイル を 別々 の 
キー で ソー ト す る 場合 は , 次 の 2 つの プロ シー ジャ ・ フ ァイル は 同じ 結果 を 生み ます 。 


* 最 初 の プロ シー ジャ ・ フ ァイル の 始ま り * 
qsort -f=] fi]e1& 

qSort -f=2 ffi]1e2& 

qsort -f=3 file3& 

wait 

merge file] file2 file3 >report 


*2 番 目 の プ ロ シ ー ジ ャ ・ フ ァイル の 始ま り * 
qSort -f=] ffile1 

qSort -f=2 全 1e2 

qsort -f げ =3 fle3 

merge file] file2 file3 >report 


マル チ ユ ー ザ も し く は , この プロ シー ジャ 以外 の プロ セス も 実行 され て いる 場合 は , 最初 の 
例 の 方 が ソー ト を 並行 し て 行う た め , 早く 終了 し ます 。 


5. 9. 3 プロ シー ジャ を 終了 させ る 


バッ ク グ ラウ ンド で 実行 され て いる プロ シー ジャ を 終了 させ る に は , 2 つの 方 法 が あ り ま す 。 
第 1 の 方 法 は , <CTRL2C と また は <CTRL>E で アボ ー ト ・ シ グ ナ ル を キー ボー ド か ら 送 信 し ます 。 第 
2 の 方 法 は , kil1 コ マン ド を 実行 する こと で す 。 


shel1l は , キー ボー ド か ら 発 生 し た アボ ー ト ・ シ グ ナ ル を , 次 の よう な 方 法 で 取り 扱い ます 。 
Shel1 が キー ボー ド か ら 入 力 を 待っ て いる と き に , これ ら の シグ ナル を 受信 する と , 次 の よう な 
メ ッ セ ー ジ を 表示 し まま 9 


$ リー ド 1/0 エラ ー - Error #000:002 。 ……… <CTRL>E が 押さ れ た 場合 
$ リー ド 1/0 エラ ー - Error #000:003 。 ……… <CTRLXC が 押さ れ た 場合 


= 00. 


これ ら は ,。 コ マン ド ・ ラ イン か ら デ ー タ を 読み 込ん で いる と き に エラ ー が 発生 し た 場合 の 標 
準 メ ッ セ ー ジ で す 。 これ ら の キー ボー ド ・ シ グ ナ ル は , shel1 が プロ セス の 終了 を 待っ て いる と 
き に , shel1 の 入力 を 開始 する の に 便利 で す 。 


<CTRL>E を 押す と , shell1 は キー ボー ド ・ ア ボー ト ・ シ グ ナ ル を カレ ント ・ プ ロ セ ス に 送信 し , 
た だ ち に コマ ンド 入力 が で きる よう に プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 


0 


| sleep 500 問 0 ……… ここ で , <CTRL>E を 押す ] 


abort の メッ セー ジ は , シグ ナル を 受け 取っ た 確認 の た め に she1l1 が 表示 し ます 。 


<CTRL>C を 押す と , shell1 は カレ ント ・ プ ロ セ ス が 終了 する まで 待機 する の を や め , た だ ち に 
コマ ンド 入力 が で きる よう に プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 こ の 動作 は , コマ ンド ・ ラ イン に 「&」 
を 付け て 使っ た と き に 似 て いま す 。 


$ sleep 500 加 0 ……… ここ で , <CTRL>C を 押す 
B 
$ 


この 操作 が 可能 な の は , 実行 し た コマ ンド が 端末 の 画面 に 対し て 入出 力 を 開始 する 前 に 限る 
と いう こと を 覚え て お く こ と が 大 切 で す 。 入出 力 を 行っ た プロ セス の うち , 一 番 最後 の も の だ 
けが シグ ナル を 受信 し ます 。 she11 が コマ ンド の 実行 準備 を 終了 する 前 に シグ ナル を 送信 する と , 
she11 は 実行 を 中 止 し て プロ ンプ ト を 返し ます 。 


【 ポ イン ト 】 
<CTRL>C を 押す と , she11 は プロ セス の 終了 を 待つ の を 中 止 し て , コマ ンド 待ち の プロ ン 
プ ト を 返し ます 。 

<CTRL>EF を 押す と , キー ボー ド ・ ア ボー ト ・ シ グ ナ ル を 子 プロ セス に 送信 し て すぐ に 人 
力 待ち の プロ ンプ ト を 返し ます 。 


kil11 コ マン ド を 使っ て , プロ セス 番号 を 指定 し て バッ ク グ ラウ ンド の プロ セス を 終了 させ る 
こと も で きま す 。 終了 させ よう と し て いる プロ セス の プロ セス 番号 は , procs コ マン ド で 調べ る 
こと が で きま す 。 ki1l1 コ マン ド は , 次 の よう に 使用 し ます 。 


上 kil1 < プロ セス 番号 > | 


呈 09) ニ 


た と えば , xhog と いう プロ セス を 終了 させ た い 場 合 , まず 最初 に procs を 実行 し ます 。 


$ procs 加 
Id Pld ュ ザ 1ID Prior 考 サ 人 7 Sig 状態 el 8 t ゲ ェ ル & 1/0 

3 2 7.08 128 475k 0OW 11 shel1 >>term 
4 3 7.08 5 4.00k 0a 1 が 06 00: 14 xhog >>term 
5 3 7.03 128 8.50k 0* 0.08 00:00 procs 必 >term 


procs か ら xhog の プロ セス 番号 は 4 で ある こと が わか り ま す 。 そこで, 次 の よう に 入力 し ます 。 
| sn 4 加 _ 


も う 一 度 procs を 実行 する と , xhog を 表示 し な く な っ た の が わか り ま す 。 


【 ポ イン ト 】 
kil1 コ マン ド を 使用 する に は , 次 の 2 つの こと を 実行 し ます 。 


信 procs コ マン ド を 使っ て プロ セス 番号 を 調べ る 
@ 「kill < プロ セス 番号 >」 を 入力 する 


以上 の どの 方 法 を 用 いて も , バッ ク グ ラウ ンド で 実行 し て いる 任意 の プロ セス を 終了 させ る 
こと が で きま す 。 た だ し , これ に は 例外 が あり ます 。 ある プロ セス が TI/0 処 理 を 待っ て いる 状態 
の 場合 は , その I/0 処 理 が 終了 する まで プロ セス が 死な な いこ と が あり ます 。 し た が っ て , プロ 
セス を 終了 させ た あと に procs コ マン ド を 実行 し て も , まだ 実際 に は 終了 し て いな い プ ロ セ ス を 
表示 する こと が あり ます 。 こ の 場合 は , プロ セス が 終了 する 前 に フラ ッシュ すべ き 出 力 バ ッ フ 
ァ な ど が ある と 考え られ ます 。 


ほ 。 ユ O ニー エ ラー = ュ ユン コミ ーー ト 
Shel1 を 含む 多く の プロ グラ ム が , 0S- 9 の 標準 エラ ー・ レ ポー ト 機 能 を 利用 し ます 。 こ の 
機能 は , エラ ー の 簡単 な 説明 と , エラ ー 番 号 を 標準 エラ ー・ パ ス に 表示 し ます 。 エ ラー 番号 と 


その 意味 の 詳細 は , 「 付 録 D エラ ー・ コ ー ド 表 」 を 参照 し て くだ さい 。 


より 詳し い エ ラー の 説明 が 必要 な 場合 , shell の 「-e」 お よび 「-v」 オプ ショ ン を 使用 し て く 
だ さい 。「/dd/SYS/errmsg」 か ら の エラ ー・ メ ッ セ ー ジ を 標準 エラ ー・ パ ス に 表示 し ます 。 


= 0 = 


ほら 。1 1 ユン ノイ フレ さす オン た と 鬼 問 コーー ド ビ < 
ーー デ テロ グ ラム の 詩 行 


shell が プロ グラ ム を 実行 する 前 に , プロ グラ ム ・ モ ジュ ー ル の 言語 タイ プ を 調べ ます 。 プロ 
セッ サ が 理解 で きる 機械 語 で な い 場 合 , she11 は その モジ ュー ル に 合う ラン タイ ム ・ シ ステ ム を 
呼び 出し ます 。 さま ざま な シス テム に 合わ せ た shel1t の バー ジョ ン は , いろ いろ な ラン タイ ム ・ 


シス テム を 呼び 出す こと が で きま す 。 


た と えば , adventure と いう MWー BAS IT C の エコ ー ド ・ モ ジ ュー ル を 走ら せ た い 場合 , 次 
に 示す 2 つの コマ ンド の どちら の 形 で も 入力 で きま す 。 ど ちら で も , 動作 は 全く 同じ で す 。 


$ BASIC adventure 加 
$1 adventure 


ce 0 細 


= 山 2 っ = 


ら 。1 mm に ら コ ーママ ンド 


多く の ファ イル は , それ 自体 が その 他 の 複数 の ファ イル か ら 作 られ て いま す 。 つま りほ か の 
ファ イル に 「 依 存 」 し て いま す 。 最終 結果 の ファ イル を 構成 する ファ イル を 1 つ で も 変更 し た 
場合 は , 当然 結果 の ファ イル も 変更 する 必要 が あり ます 。 make コ マン ド を 使う と , これ ら の フ 
ァイル の 保守 , 変更 な ど を 自動 的 に 行う こと が で きま す 。 


貞 体 的 に は , 複数 の ソー ス ・ コ ー ド ・ フ ァイル で 構成 され た プロ グラ ム に お いて , その うち 
の どれ か の ファ イル が 更新 また は 再 作成 され た 場合 . 各 フ ァイル の 依存 関係 に し た が っ て , そ 
れ 以外 の ファ イル も 更新 する 必要 が あり ます 。 こ の よう な 場合 , すべ て の ファ イル を 更新 する 
の は 非 効率 的 で すし , また 必要 な ファ イル だ け に リコ ン パ イル や 再 ア セン ブル を 正確 に 実行 す 
る の は 大 変 で す 。 こ の よう な 場合 に , make は すべ て の ファ イル の 中 か ら 更 新 の 必要 な ファ イル 
を 自動 的 に 検索 し , それ ら だ け の コン パイ ル や アセ ンプ ブル で きる プロ グラ ム で す 。 


make は , 「 メ イク ファ イル (デフ ォ ル ト で makefile) 」 と 呼ば れる 特別 な が プロ シー ジャ ・ フ 
ァイル を 使用 し て , ファ イル の 保守 を 行い ます 。 メ イク ファ イル に は 最終 結果 と , それ を 構成 
する ファ イル 間 の 依存 関係 が 記述 され て いま す 。 こ われ 以降 の 説明 で は , 最終 結果 の ファ イル の 
こと を 「 タ ー ゲ ッ ト ・ フ ァイル 」 と 呼び , それ を 構成 する ファ イル を 「 ソ ー ス ・ フ ァイル 」 と 
呼び ます 。 


【 ポ イン ト 】 
メイ ク フ ァ イル は , 次 の 3 つの 部 分 で 構成 され て いま す 。 
1. 依存 関係 定義 行 (dependency) 


2. コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ (command entry) 


3. コメ ント 行 (comment entry) 


US = 


1. 依存 関係 定義 行 
ター ゲッ ト ・ フ ァイル と その 構成 要素 で ある ソー ス ・ フ ァイル の 依存 関係 を 定義 し ます 。 


この 部 分 は , 次 の 形式 で す 。 


< ダー ゲッ ト ・ フ ォ イ ル >K ウ ー ス ヌー ララ ァイル 男 


「< く ター ゲッ ト ・ フ ァイル >:」 の 右側 の 部 分 を , 「 ソ ー ス ・ フ ァイル ・ リ スト 」 と 呼び ま 
す 。 ソー ス ・ フ ァイル ・ リ スト に は , ソー ス ・ フ ァイル が いく つ あ っ て も か まい ませ ん 。 
また , メイ ク フ ァ イル の 中 に は , 依存 関係 定義 行 が 何 行 あ っ て も か まい ませ ん 。 あ る 依存 
関係 定義 行 の ソー ス ・ フ ァイル が , ほか の 行 の ター ゲッ ト ・ フ ァイル で あっ て も か まい ま 
せん 。 し か し , メイ ン の ター ゲッ ト ・ フ ァイル は 1 つ だ け で す 。 通常 は 。 メイ ン の ター ゲ 
ッ ト ・ フ ァイル を , メイ ク フ ァ イル 中 の 一 番 初 め の 依存 関係 定義 行 で 指定 し ます 。 


2。 コマ ンド ・ ラ イン ・ エ シト リ 

ター ゲッ ト ・ フ ァイル の 更新 が 必要 な 場合 に 実行 する コマ ンド を 定義 し ます 。 make は , 
ソー ス ・ フ ァイル が ター ゲッ ト ・ フ ァイル より 新しい 場合 に の み , ター ゲッ ト ・ フ ァイル 
を 更新 し ます 。 タ ー ゲ ッ ト ・ フ ァイル の 更新 の た め の コ マン ド が メイ ク フ ァ イル の 中 に ま 
っ た く 含 まれ て いな けれ ば , make は 推論 こよ り コ マン ド ・ ラ イン ・ エ ント リ を 自分 で 作り 
出し て 実行 し よう と し ます 。 


コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ は , 1 文字 以上 の スペ ー ス (空白 ) また は タプ で 開始 し ま 
す 。 この あと に 実際 の コマ ンド を 記述 し ます 。0S 一 9 の コマ ンド ・ ラ イン と し て 有効 な 
も の な ら ば 何で も か まい ませ ん 。 1 行 の 依存 関係 定義 行 に 対し て , 複数 の コマ ンド ・ ラ イ 
ン ・ エ ント リ を 定義 むる こと が で きま す 。 それ ぞ れ の コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ は , 
「\」 記 号 で 1 行 前 か ら の 継続 行 と する こと も で きま す が , それ 以外 の 場合 は , 別々 に 実行 
し ます 。 コ マン ド の 間 に コ メン ト を 置く こと は で きま せん 。 コ マン ド ・ ラ イン ・ エ ント リ 
は , 次 の よう に 使用 し ます 。 


< ター ゲッ ト ・ フ ァイル >: (< ソー ス ・ フ ァイル う >} 
0S--ー9 の 有効 な コマ ンド ・ 3 
0S--9 の 有効 な コマ ンド ・ 


に レン 
ン \ 
………… 前 に 「\] が ある の で この 行 は 継続 行 と な り ま す 


3。 コメ ント 行 

コメ ント 行 は , アス タリ スク 「*」 で 始ま る 行 で す 。 ま た , シャ ー プ 「#」 に 続く 文字 も 
すべ て コメ ント と 見 な し , 無視 し ます 。 た だ し , 「# の 直後 に 数 値 が ある 場合 は , コメ ン 
ト で は な く , コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ の 一 部 と 見 な され ます 。 空白 の 行 も 無視 し ます 。 


ニッ 14 = 


ター ゲッ ト ・ フ ァイル >: KK ソー ス ・ フ ァイル う ツ } 
ッ イル が , ソー ス ・ フ ァイル より 古い 場合 は , コマ ンド ・ ラ イン が 


4 
す 
有効 な コマ ンド ・ ラ イン # これ も コメ ント で すず 


依存 関係 定義 行 , コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ , コメ ント 行 の どの 種類 の 行 で も , 行末 に ス 
ペー ス と 「\」 記号 を 置く こと に より , 次 の 行 に 継続 で きま す 。256 文 字 を 超え る 行 は 継続 行 を 
使用 し て 分 割 し な けれ ば な り ま せん 。 ま た , 画面 の 幅 を 超え る 行 も , この よう に し て 分 割 する 
こと が で きま す 。 継 続行 は , その 種類 に 応じ た 規則 に 従わ な く て は な り ま せん 。 た と えば , コ 
マン ド ・ ラ イン ・ エ ント リ を 継続 する 場合 , 次 の 行 (継続 行 ) は 先頭 に スペ ー ス また は タブ を 
置く 必要 が あり ます 。 


FILE: aaa.r bbb.r ccc.r eee.r \ 
Fir 8ggT 
touch aaa.r bbb.r ccc.r \ 
ddd.r eee.r fff.r ggg.r 


【 メ モ 1】 
継続 行 の 先頭 の スペ ー ス や タブ は , 行 が コマ ンド 


・ ラ イン で な けれ ば 無視 し ます 。 


【 メ モ 2】 
make を 実行 する と き に , make に 続け て 生成 する ター ゲッ ト ・ フ ァイル 名 と オプ ショ ン を 
入力 する こと も で きま す 。 


make は メイ ク フ ァ イル に 3 種類 の 処理 を 加え ます 。 


まず 始め に , make は メイ ク フ ァ イル 全体 を 読み 込ん で , 各 フ ァイル の 依存 関係 を 示す 表 を 作 
成 し ま す 。 こ の 依存 関係 表 は , ター ゲッ ト ・ フ ァイル と ソー ス ・ フ ァイル を 完全 に メイ ク フ ァ 
イル 中 に リス ト さ れ て いる と お り に 記録 し ます 。 make が この メイ ク フ ァ イル を 解析 中 に , 「:」 
の ある ファ イル 名 が 出 て くる と , その ファ イル 名 が 前 に も 出 て きた ファ イル 名 で ある か どう か 
を 調べ ます 。 前 に 出 て きた こと が あれ ば , お 互い を 関連 付け ます 。 


メイ ク フ ァ イル の 読み 込み が 終了 する と , ター ゲッ ト ・ フ ァイル が 依存 関係 家 の ど こ に ある 
か を 調べ ます 。 そ れ か ら , 依存 関係 表 を 使っ た 第 2 の 作業 で ある パス 2 を 行い ます 。 こ の 作業 
の 間 , 暗黙 の 依存 関係 が 見 つか る と , それ を 解決 し よう と し ます 。 暗黙 の 依存 関係 に つい て は 
「6. 1. 1 暗黙 の 定義 」 の 項 で 説明 し ます 。 

パス 3 で は , 依存 関係 家 を も と に , 各 フ ァイル の 最終 変更 日 時 を 読み 取り , 比較 し ます 。 ソ 
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ー ス ・ フ ァイル ・ リ スト 中 に , ター ゲッ ト ・ フ ァイル より 新しい ファ イル が 見 つか る と , 指定 
され た コマ ンド を 実行 し ます 。 コ マン ド ・ ラ イン ・ エ ント リ が 存在 し な けれ ば , あと で 説明 す 
る 暗黙 の 生成 規則 に も と づき , コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ を 生成 し て 実行 し ます 。0S-9 
で は , ファ イル の 最終 変更 日 時 を 「 分 」 の 単位 まで し か 記録 し て いな いた め , ター ゲッ ト ・ フ 
ァイル の 最終 変更 日 時 が ソー ス ・ フ ァイル の 最終 変更 日 時 と 一 致し た 場合 は , ファ イル が 何 度 
か 再生 成 さ れる こと が あり ます 。 


実行 する コマ ンド を 標準 出力 に 表示 (エコ ー) し ます 。 通常 , コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ 
を 実行 中 に エラ ー が 発生 し た 場合 , make は 終了 し ます 。 


ター ゲッ ト ・ フ ァイル , ソー ス ・ フ ァイル , ター ゲッ ト ・ フ ァイル を 更新 する た め に 必要 な 
コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ の 関係 を 正確 に 理解 する た め に , メイ ク フ ァ イル の 構成 は 注意 深 
く 確 認 し な く て は な り ま せん 。 


6. 1. 1 暗 稚 の 定義 


コマ ンド ・ ラ イン を 生成 する 場合 , make は ター ゲッ ト ・ フ ァイル を コン パイ ル す る プロ グラ 
ム で ある と 仮定 し ます 。 し た が っ て , ター ゲッ ト ・ フ ァイル が コン パイ ル さ れる プロ グラ ム で 
な い 場 合 は , 各々 の ソー ス ・ フ ァイル ・ リ スト ご と に コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ を 記述 し な 
けれ ば な り ま せん 。 make は , コマ ンド ・ ラ イン を 生成 する 場合 , 以下 の よう な 定義 と 規則 を 使 
用 し ます 。 


オプ ジェ クト ・ フ ァイル 

サフ ィ ッ クス を 持た な い フ ァイル で す (サフ ィ ッ クス と は , た と えば 「sample.c」 の 
「.c」 の 部 分 の こと で す ) 。 オ ブ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル は , 必要 な と き に リロ ケー タブ ル ・ 
ファ イル を リン ク し て 作ら れ ま す 。 


リロ ケー タブ ル ・ フ ァイル 
「.r」 の サフ ィ ッ クス を 持つ ファ イル で す 。 リ ロケ ー タ ブル ・ フ ァイル は , ソー ス ・ フ 
ァイル を アセ ン ブ ル ま た は コン パイ ル し て 作ら れ ま す 。 


ソー ス ・ フ ァイル 


「.a」 (アセ ンプ リ 言 語 ) , 「.c」 (C 言 語 ) , 「. 角 (Fortran 言 語 ) , 「.p」 (P 
ascal 言語 ) の サナ サフィックス を 持つ ファ イル で す 。 
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暗黙 の ユン パイ ラ 
「cc」 (C と コンパ イラ ・ ド ライ バ ) を 使用 し ます 。 


暗黙 の アセ ン ブ ラ 
「r68」 (リロ ケー タブ ル ・ ア セン プラ ) を 使用 し ます 。 


暗黙 の リン カ 
「cc」 (C じ コン パイ ラ ・ ド ライ バ の リン ク 機 能 ) を 使用 し ます 。 


全 フ ァイル の 暗黙 の ディ レク トリ 
「.」 (カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ヂ ディレクトリ) を 使用 し ます 。 


6 . 1. 2 マク ロ 修 飾 


make で は 暗黙 の 定義 と 生成 規則 に 加え て , アセ ンプ ブリ 言語 で の マク ロ 命 令 に 似 た マク ロ を 使 
用 する こと が で きま す 。 make は , 名 前 の 前 に ドル ・ マ ー ク 「$」 が ある と , これ を マク ロ で ある 
と 認識 し ます 。 マク ロ 名 が 2 文字 以上 の 場合 は , 全体 の 名 前 を カッ コ 「( ) 」 で 囲ま な く て は な 
り ま せん 。 た と えば , 「$R」 は マク ロ 「R]」, 「$(PFLAGS) 」 は マク ロ 「PFLAGS」, 「$ (8) 」 お 
よび 「$B」 は マク ロ 「B」 と し て 取り 扱い ます 。 また , 「$BR」 は マク ロ 「B」 に 続い て 文字 「R」 
が ある も の と し て 取り 扱い ます 。 


マク ロ を メイ ク フ ァ イル 中 で 使用 する と , 入力 の 手間 が は ぶ け て 便利 で す 。 また , コマ ンド 
・ ラ イン 上 で 使用 し た 場合 は , 変更 が 簡単 で と て も 柔軟 に 使用 で きま す 。 マク ロ は , 次 の よう 
に 定義 し ます 。 


マク ロ 名 展開 する 文字 列 」 


メイ ク フ ァ イル 中 で マク ロ が 使わ れ て いる と ころ は , すべ て 「 展 開 す る 文字 列 」 に 置き 換え 
られ ます 。 


【 ポ イン ト 】 
メイ ク フ ァ イル 内 で 定義 され た マク ロ が コマ ンド ・ ラ イン で 再 定義 され た 場合 は , コマ 
ンド ・ ラ イン で の 定義 が 優先 し ます 。 こ の 機能 は , 特別 な オプ ショ ン で コン パイ ル す る と 
き に 役立ち ます 。 
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特殊 マク ロ 


make を より 自在 に 活用 する た め に , 特殊 マク ロ が 定義 され て いま す 。 make は , コマ ンド ・ ラ 
イン ・ エ ント リ を 生成 し た り , ファ イル の 指定 が な い 場 合 に 捜し た りす る 場合 に これ ら の マク 
ロ を 使用 し ます 。 た と えば , ター ゲッ ト ・ フ ァイル が program.r で , ソー ス ・ フ ァイル が 指定 さ 
れ て いな いと き は , make は SDIR で 指定 され た ディ レク トリ また は カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ ク 
トリ か ら , program.a (また は program.c, program.p, program.f) を 探し ます 。 


make で は , 次 の よう な 特殊 マク ロ が 使用 で きま す 。 


ODIR= パ ス 名 

make は , パス 名 で 指定 し た ディ レク トリ か ら , サフ ィ ッ クス や 相対 パス リス ト を 持た な 
い オ ブ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル を 検索 し ます 。 メイ ク フ ァ イル 内 で ODIR を 指定 し な い 場 合 , デ 
フォ ルト は カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ で す 。 


SDIR= パ ス 名 

make は , パス 名 で 指定 し た ディ レク トリ か ら , フル ・ パ スリ スト で 指定 され て いな いす 
べ て の ソー ス ・ フ ァイル を 探し ます 。SDIR を 指定 し な い 場 合 は , デフ ォ ル ト で カレ ント ・ 
デー タ ・ デ ィ レ クト リ か ら 探 し ます 。 


RDIR= バ パス 名 

make は , パス 名 で 指定 し た ディ レク トリ か ら , フル ・ パ スリ スト で 指定 され て いな いす 
べ て の リロ ケー タブ ル ・ フ ァイル を 探し ます 。 RDIR を 指定 し な い 場 合 は , デフ ォ ル ト で カ 
レン ト ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ か ら 探 し ます 。 


CFLAGS= オ プシ ョ ン 

C コ ン パ イラ を 呼び 出す コマ ンド ・ ラ イン を 作成 する と き に 付加 する オプ ショ ン を 指定 
し ます 。 
RFLAGS= オ プシ ョ ン 

アセ ンプ ラ を 呼び 出す コマ ンド ・ ラ イン を 作成 する と き に 付加 する オプ ショ ン を 指定 し 
ます 。 


LFLAGS= オ プシ ョ ン 
リン カ を 呼び 出す コス マン ド ・ ラ イン を 作成 する と き に 付加 する オプ ショ ン を 指定 し ます 。 
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CC= コ ン パ イラ 名 
コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ を 生成 する と き に , 使用 する コン パイ ラ を 指定 し ます 。 
「cc」 を 使用 し ま S9 8 


RC= ア セン プラ 名 
コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ を 生成 する と き に , 使用 する アセ ンプ ラ を 指定 し ます 。 
「r68」 を 使用 し ます 。 


LC= リ ンカ 名 
コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ を 生成 する と き に , 使用 する リン カ を 指定 し ます 。「cc」 
を 使用 し ます 。 


予約 マク ロ 


予約 マク ロ は , ファ イル の 依存 関係 に 基づき コマ ンド ・ ラ イン が 実行 され る と き に 展開 され 

る マク ロ で す 。 こ れ ら の 予約 マク ロ は , コマ ンド ・ ラ イン 上 で の み 使 用 する こと が で きま す 。 
これ ら は , コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ を 明確 に し た い が , ター ゲッ ト ・ フ ァイル が いろ いろ 
な 依存 関係 を 持っ てい る と いう 場合 に 役立ち ます 。 具体 的 に は , 予約 マク ロ は 次 の よう な 意味 
を 持つ ワイ ルド カー ド と し て 使用 し ます 。 


$@ 
コマ ンド ・ ラ イン が 生成 され た (つま り 更 新 の 必要 の あっ た ) ファ イル の 名 前 


$* 
作成 され る ファ イル 名 か ら サ フィ ックス を 除い だ た 部 分 


$7 
ター ゲッ ト ・ フ ァイル より も , 新しい ファ イル (あと に 作成 また は 更新 され た ファ イル ) 
の リス ト 


6. 1. 3 make が 生成 する コマ ンド ・ ラ イン 


make は , 3 通り の コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ を 生成 する こと が で きま す 。 つ まり , コン パ 
イラ ウラ ・ コ マシ ドッ ライ ツジ 。 ア セン プラ ・ コ マッ ド ・ ラ イン , リン カ ・ コ マヤ ンド ・ ラ イン で す 。 
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1。 ヨコ ジン パイ ラ ・ コ マジ ドッ ライ シ 

el 。「。g] 。 「. 有 の サフ ヴィ ックス を 持っ た ソー ・ フ ァイル を リコ ヨッ パイ ル す ずる 
必要 が ある 場合 に 生成 し ます 。 make が 生成 する コン パイ ラ ・ コ マン ド ・ ラ イン は , 次 の よ 
うな 形式 で す 。 


$ (CC) 、$(CFLAGS)  -r=$(RDIR) $(SDIR)/ バ ファ イル >[.c, .f ま た は .pl 


の アセ シン グラ ・ コ マン ド ュ マラ イシ ン 
アセ ンプ ブリ 言語 の ソー ス ・ フ ァイル を 再 ア セン ブル する 必要 が ある 場合 に 生成 し ます 。 
make が 生成 する アセ ンプ ラ ・ コ マン ド ・ ラ イン は , 次 の よう な 形式 で す 。 


$ (RC) $(RFLAGS)  $(SDIR)/< フ ァイル >.a -o=$ (RDIR) /< フ ァイル >.r 


3. リン カ ・ コ マン ド ・ ラ イン 

プロ グラ ム ・ モ ジュ ー ル を 再生 成す る た め に , オプ ジェ クト ・ フ ァイル を 再 リ ンク する 
必要 が ある 場合 に 生成 し ます 。 make が 生成 する リン カ ・ コ マン ド ・ ラ イン は , 次 の よう な 
形式 で す 。 


$ (LC) $(LFLAGS)  $(RDIR)/< フ ァイル >.r -E=$ (0DIR) /< フ ァイル > 


【 注 意 】 

make が リン カ の た め に コマ ンド ・ ラ イン を 生成 する 場合 , リス ト を 見 て 最初 に 見 つけ た 
リロ ケー タブ ル ・ フ ァイル し か 使い ませ ん 。 し た が っ て , リン カ ・ コ マン ド ・ ラ イン を 暗 
黙 の 生成 規則 に よっ て 生成 する 場合 , 異常 な 動作 を する こと が あり ます 。 た と えば , 


DrYOg: X.T Y.T Z.Y 


れ で , リン ク を 行う 際 に 生成 され る の は , 次 の コマ ンド ・ ラ イン で す 。 


CC X.T 


談 の 2 種類 の コマ ンド ・ ラ イン は , どちら も 生成 され ませ ん 。 


@6 まま が 下 
cc DrOg.T 


これ は , 暗黙 の 規則 で は , 「prog: x.c y.c z.c 」 と 上 記 の 記述 と を 区 別 で き な い か ら 
で す 。 し た が っ て , リン ク を 行う た め の コ マン ド ・ ラ イン を 明記 する の が 良い で し ょ う 。 
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6. 1. 4 make コ マン ド の オプ ショ ン 


より 多様 な ファ イル や モジ ュー ル の 保守 が 行え る よう に , make に は いく つか の オプ ショ ン が 
あり ます 。 オ プシ ョ ン は , make を 実行 する と き に コマ ンド ・ ラ イン か ら 指 定 す る こと も , 使い 
や すい よう に メイ ク フ ァ イル の 中 で 指定 する こと も で きま す 。 


make は 通常 , どの よう な コマ ンド ・ ラ イン が 作成 され 実行 され て いる か を , 標準 出力 パス に 
エコ ー (画面 に 表示 ) し な が ら 処理 を 行い ます 。 サイ レン ト ・ オ プシ ョ ン の 「-s」 を 指定 する 
と , エコ ー し ませ ん 。 また , メイ ク フ ァ イル 中 の コマ ンド ・ ラ イン が 「@」 で 始ま っ て いる 場合 
は , 「-s」 オプ ショ ン の 有無 を 問わ ず , その コマ ンド ・ ラ イン を エコ ー し ませ ん 。「-n」 オ プ 
ショ ン を 指定 する と , コマ ンド を 標準 出力 に エコ ー し ます が , 実際 に 実行 は し ませ ん 。 こ れ は , 
独自 の メイ ク フ ァ イル を 作成 する 場合 に 便利 で す 。 


make は , 実行 し た コマ ンド ・ ラ イン で エラ ー が 発生 し た 場合 , 通常 は そこ で make の 処理 を 中 
断 し ます 。「-i」 オプ ショ ン を 指定 する か , コマ ンド ・ ラ イン を ハイ フン 「-」 で 始め る と , コ 
マン ド ・ ラ イン の 実行 で エラ ー が 生じ て も , それ を 無視 し て make 処 理 を 続行 し ます 。 


ファ イル の 依存 関係 や リス ト 内 の 各 フ ァイル の 日 付 の 表示 が で きる と , 役に立つ 場合 が あり 
ます 。「-d」 オ プシ ョ ン を 指定 する と , make は デバ ッ ク ・ モ ー ド に な り , マク ロ 定 義 の 内 容 や 
各 フ ァイル の 最終 更新 日 時 な どの 各種 の 情報 を 出力 し ます 。 最終 更新 日 時 を 調べ よう と し た フ 
ァイル が 見 つか ら な か っ た 場合 は , その 最終 更新 日 時 は 「-1/00/00 00:00」 で ある と 仮定 し ま 
す 。 こ の 場合 , この ファ イル が 更新 を 必要 と する の は いう まで も あり ませ ん 。 


コン パイ ル な どの ファ イル の 再生 成 を 実行 せ ず に , 最終 更新 日 時 の 更新 の み を 実行 し た い 場 
合 は 「-t」 オプション を 指定 し ます 。 make は , 単に ファ イル を 更新 モー ド で オー プン し て , ク 
ロー ズ し ます 。 こ れ に よっ て , 関連 する ファ イル の 最終 更新 日 時 の み が 更 新 さ れ ま す 。 こ れ は , 
ヘッ ダ ・ フ ァイル に , ター ゲッ ト ・ フ ァイル と は まっ た く 関 係 の な い 定 義 を 加え た 場合 な ど に 
使用 し ます 。 


メイ ク フ ァ イル を 明示 し て 作成 し て お り , 暗黙 の 生成 規則 を 適用 する 必要 が な い 場 合 は 「-b」 


オプ ショ ン を 使用 し ます 。 こ の オプ ショ ン を 指定 する と , make は ファ イル の 依存 関係 を 解析 す 
る 際 に , 暗黙 の 生成 規則 を 適用 し ませ ん 。 


= 2 


オプ ショ ン の 形式 と 定義 は 次 の と お り で す 。 
【 オ プシ ョ ン 】 
_9 


使用 法 を 表示 し ます 。 


-b 
暗黙 の 生成 規則 を 適用 し ませ ん 。 


-bo 
オプ ジェ クト ・ フ ァイル に 対し て 暗黙 の 生成 規則 を 適用 し ませ ん 。 


-d 
メイ ク フ ァ イル 内 の ファ イル の 日 時 を 出力 し ます 。 デバ ッ グ ・ モ ー ド を 指定 し ます 。 


-dd 
ダブ プル ・ デ バッ グ ・ モ ー ド (より 詳し い デ バッ グ ・ モ ー ド ) で す 。 


-f= く パス > 
メイ ク フ ァ イル と し て 指定 し た パス (ファ イル ) を 使用 し ます 。 


ーf=ー 
メイ ク フ ァ イル を 標準 入力 パス か ら 読 み 込 み ま す 。 


= 


実行 し た コマ ンド の エラ ー を 無視 し ます 。 


-In 


作成 し た コマ ンド ・ ラ イン を 実行 せ すず に , 標準 出力 パス に 出力 し ます 。 


人 


サイ レン ト ・ モ ー ド 。 make コ マン ド の 実行 過程 を 表示 し ませ ん 。 
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て 
ファ イル の 内 容 は 更新 せ ず に , 最終 更新 日 時 の み 更 新 し ま す 。 


ーU 


各 フ ァイル の 最終 更新 日 時 に か か わら ず コ マン ド ・ ラ イン ・ エ ント リ を 実行 し ます 。 


琉 


クロ ス の コン パイ ラ や アセ ンプ ラ を 使用 し ます 。 


ー-Z 


ター ゲッ ト ・ フ ァイル 名 を 標準 入力 パス か ら 読 み 込み ます 。 


-Z= く パス > 
ター ゲッ ト ・ フ ァイル 名 を 指定 し た パス (ファ イル ) か ら 読 み 込 み ま す 。 


らら 。 つ mmak ら コン ンド の 便 有 人 イ 鉛 


これ か ら 説 明 す る いく つか の 使用 例 は , make が 使っ て プロ グラ ム を 保守 する いろ いろ な 方 法 
を 示し て いま す 。 make の 機能 を 完全 に 示す た め の も の で は な いこ と を ご 理解 くだ さい 。 


6. 2. 1 使用 例 1 : 文書 の 更新 


次 の メイ ク フ ァ イル は , いく つか の 章 に 別れ て いる 文書 を make を 使っ て どう 管理 する か を 紹 
介する た め の 例 で す 。 


utils.man: chapl chap2 apdx 
del utils.man.o1d:rename utils.man utils.man.old 
chapl: cla clb clc cld 


del chapl.o1d rename chapl chapl.old 

1ist cla clb clc ! 1xfi1ter >chap1 
chap2: c2a c2b c2c 

del chap2.o1d rename chap2 chap2.o1d 

1ist cla clb clc ! lxfilter >chap1 
apdx: functions header footer 

del] apdx.o1d rename apdx apdx.o1d 

qsort functions >/pipe/func 

1ist header /pipe/func footer ! lxfilter >apdx _I 


上 の メイ ク フ ァ イル は ファ イル utils.man を 作成 し ます 。 フ ァイル utils.man は chap1, chap2 , 
apdx の 3 つの ファ イル で 構成 され て いま す 。 こ れ ら の ファ イル は , 順番 に ソー ス ・ フ ァイル ・ 


ー 23 = 


リス ト に 書か れ て いる ファ イル か ら 作 られ て いま す 。 


chap1l, chap2, apdx の ソー ス ・ フ ァイル ・ リ スト の 中 に 1 つ で も より 新しい ファ イル が あれ 
ば ぱ ば, その ター ゲッ ト ・ フ ァイル で ある chap1 な ど を 更新 する た め に その コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ン 
トリ を 実行 し , その 結果 と し て utils.man を 更新 し ます 。 


6. 2.2 使用 例 2 : C じ プロ グラ ム の コン パイ ル 


次 の メイ ク フ ァ イル は , 高級 言語 の モジ ュー ル を コン パイ ル す る 場合 に , どの よう に make を 


使用 する か を 紹介 する た め の 例 で す 。 こ の メイ ク フ ァ イル の 例 で は , コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ン 
トリ と ソー ス ・ フ ァイル ・ リ スト を 完全 に 記述 し て いま す 。 


DrOgTam: XXX.T yyy.T 
CC XXX.T yyy.T -xf=program 
xxx.T: XXX.C /d0/defs/oskdefs.h 


CC XXX.C -T 
yyy.r: yyy.C /d0/defs/oskdefs.h 
CC yyy.C -r 


この メイ ク フ ァ イル は , program が xxx.r と yyy.r の 2 つの 「.r」 フ ァイル で 生成 され る こと を 
定義 し て いま す 。 そ れ ら は , xxx.c と yyy.c に それ ぞ れ 依存 し て いて , 両方 と も oskdefs.h フ ァ イ 
ル に 依存 し て いま す 。 


xxx.c ま た は 「/d0/defs/oskdefs.h]」 が xxx.r よ り 新 し けれ ば , コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ 
「cc xxx.c -r」 を 実行 し ます 。 同 様 に , yyy.c ま た は 「/d0/defs/oskdefs.h」 が yyy.r よ り 新 し 
けれ ば , コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ 「cc yyy.c エ 」 を 実行 し ます 。 ど ちら か 一 方 で も 実行 し 
た 場合 は , メイ ン の コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ 「cc xxx.r yyy.r -xf=program] も 実行 し ま 
す 。 


上 の 例 で は , make が 必ず 実行 し な けれ ば な ら な い コ マン ド を 指定 し て いま す 。 多く の 場合 , 


make 自 身 が 実行 すべ き コ マン ド を 自分 で 生成 する の で , これ は 必要 あり ませ ん 。 make は , プロ 
グラ ム の コン パイ ル を 容易 に する た め に , 特有 の 規則 , マク ロ , 暗黙 の 生成 規則 を 使用 し ます 。 
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6. 2.3 使用 例 2 を 改良 する 


make が どの よう に 働く か を 知り , 暗黙 の 生成 規則 を 理解 する と , メイ ク フ ァ イル の 記述 を 簡 
略 化 する こと が で きる よう に な り ま す 。 


DrOgTaMm: 員 T yyy.r 
(CC,9.9.6 yy.r -xf=prOgTam 
隊 Tr yy ツ 。 培 7defs/oskdefs. h ] 
この メイ ク フ ァ イル は , まさ に make の ファ イル の 依存 関係 に 関す る 知識 の 成果 で す 。C 言 語 
の ファ イル で ある こと の 記述 は いっ さい あり ませ ん 。 し た が っ て , make は マク ロ 定 義 「SDIR= パ 


ス 名 」 で 指定 され た ディ レク トリ を 調べ , 依存 関係 家 を 整え ます 。 こ の 場合 は , デフ ォ ル ト 時 
の 設定 で カレ ント ・ デ ィ レ クト リ を 調べ ます 。 make は , xxx.r と yyy.r の ど ち ら か 一 方 で も 更新 


する 必要 が あれ ば , それ ら を コン パイ ル す る コマ ンド ・ ラ イン ・ エ ント リ も 生成 し ます 。 


この 例 以上 に メイ ク ・ フ ァイル を 簡略 化す る こと も で きま す 。 program が た っ た 1 つの ソー ス 
・ フ ァイル で 構成 され て いる な ら ば , 次 の よう な メイ ク フ ァ イル も 可能 で す 。 


DrTOBTaI: ] 


この 簡略 化 さ れ た メイ ク フ ァ イル か ら , make は 次 の よう な 推論 を 進め て コマ ンド ・ ラ イン を 
生成 し ます 。 


@ program は , サフ ィ ッ クス を 持っ て いな い の で , オプ ジェ クト ・ フ ァイル と 認識 し , リ 
ロケ ー タ ブル ・ フ ァイル が 必要 と 考え ます 。 
⑱ ソー ス ・ フ ァイル ・ リ スト が 与え られ て いな い の で , make は program.r を 依存 関係 表 に 


登録 し ます 。 
答 program.r を 依存 関係 表 に 登録 し た あと , この リロ ケー タブ ル ・ フ ァイル を 生成 する た 


め の ソ ー ス ・ フ ァイル を 登録 し ます 。 


program.a を 発見 する と , make は その ファ イル や 関連 する その 他 の ファ イル の 最終 更新 日 時 を 
調べ て , それ ら の 中 に 現在 の program よ り 新しい も の が あれ ば , 次 の コマ ンド の 1 つま た は 両方 


を 生成 し ます 。 


r68 program.a -0=DTOgTam.T 
cc prOgTam.T -f=prOgTam 
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6. 2. 4 使用 例 3 : マク ロ を 使用 し た 例 


この make 本 来 の 特長 は , make を 使っ て チェ ッ ク し た い オ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル が た くさ ん あ 
る 場合 に 特に 便利 で す 。 


* beginn1ing 


UTILS = attr copy 1oad dir backup dsave 
SDIR = ../utils/sources 

utils.files: $ (UTILS) 

touch utils. 皇 1es 

* end 


make は , RELS デ ィ レ クト リ か ら attr.r,copy.r, 1oad.r な ど を 探し , 「../UTILS/SOURCES」 
ディ レク トリ か ら attr.c, copy.c な ど を 探し ほす 。 それから , 必要 で ある プロ グラ ム を コン パ 
イル , ある い は リン ク す る 適切 な コマ ンド を 生成 し 実行 し ます 。「UTILS」 の 中 の ファ イル の フ 
ァイル が 1 つ で も 更新 され た ら , 現在 の 日 付 を 管理 する た め に コマ ンド 「touch utils.files」 
を 実行 し ます 。 


6. 2.5 使用 例 4 : すべ て を 一 緒 に する 


次 の 例 は , make プ ログ ラム 自身 を 生成 する た め の メ イク ファ イル で す 。 


* beginning 
ODIR = /h0/cmds 
RDIR = rels 
CFILES = domake.c doname.c dodate.c domac.c 
RFILES = My r doname.r dodate.r 
PFLAGS = -p64 -nh1 
R2 = ・/test/domac. ぜ 
RFLAGS = 
make: $(RFILES) $ $ (R2) getfd.r 
1inker 
$ (RFILES) : defs.h 
$ (R2) : defs.h 
CC $*.C -r=../te 
print.file: 3(CFTLES 
pr $2 $(PFLAGS) >-/p1 
touch print.file 
* end 


この メイ ク フ ァ イル は , マク ロ 「RDIR」 で 指定 し た ディ レク トリ RELS で , RFILES で 指定 し た 
「.r」 フ ァイル を 探し ます 。 「../test/domac.r] だ け は フル ・ パ スリ スト が 指定 され て いる の 
で 。 「.…/test] ディ レク トリ か ら 探し ます (make は , ほか の ディ レク トリ を 探し ませ ん ) 。 
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また , た と え フ ァイル getfd.r に 明確 な ソー ス ・ フ ァイル ・ リ スト が な い 場 合 で も , getfd.a 
(も し く は , getfd.c) を 使用 し ます 。 特に 指定 の あっ た ソー ス ・ フ ァイル 以外 は , カレ ント ・ 
デー タ ・ デ ィ レ クト リ に 存在 する も の と 仮定 し ます 。 


この メイ ク フ ァ イル は , 更新 し た ファ イル を リス ト す る た め に も 使用 で きま す 。 


$ make print.file 加 時 


これ を 実行 する と , make は 最後 に 「print.file」 を 更新 し て か ら , 更新 され た すべ て の ファ 
ィ ル を 意味 する マク ロ 「$?」 を 展開 し ます 。 この よう に し て 日 付 を 記録 する た め だ け の ダミ ー 
・ フ ァイル を 作っ て お く と , 更新 され た ファ イル だ け を 出力 する こと が で きま す 。 
「print.file」 が 存在 し て いな けれ ば , すべ て の ファ イル を 出力 し ます 。 


【 注 意 】 
0S--9 ノ /X68000 専 用 の コン パイ ラ や アセ ンプ ブラ ブリ ンカ な ど は , 別売 り の 
マイ クロ ウェ ア ・ シ ステ ムズ 株 式 会 社 


「C& Professional Pack.」 が あり ます 。 
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ZZ 。 生 イニ ン ン アリ リュ エニ ンー アリ レ ェ フン シン ピ デ ッ ジジ 


記憶 し た デー タ が 消失 する と いう こと は , 原因 が シス テム の 故障 で あれ 不 注意 で あれ , プロ 

グラ マ に と っ て 悪夢 の よう な で き ご と に 違い あり ませ ん 。 そ の た め に , ファ イル , プロ グラ ム 
お よび ディ スク の バッ クア ッ プ を 作成 し て お く の が 常識 で す 。 一 般 に ハー ド ・ デ ィ ス ク の バッ 
クア ッ プ を 作成 する の は , 時 間 が か か る 面倒 な 作業 で す 。 その 理由 は , シス テム 全体 を バッ ク 
アッ プ す る か ら で す 。 


イン クリ メン タル ・ バ ッ ク ア ッ プ と は , 最後 に バッ クア ッ プ し た 時 点 か ら 変 更 の あっ た ファ 
イル だ け を コピ ー す る こと で す 。 つ まり , シス テム 全体 の バッ クア ッ プ を 取る と いう 事実 に は 
変わ りあ り ま せん が , その 回 数 を 削減 で きる こと に な り ま す 。 


【 ポ イン ト 】 
0S-- 9 に は , テー プ ま た は ディ スク 媒体 の いずれ で も , イン クリ メン タル ・ バ ッ ク ア 
ッ プ を 簡単 ( め の 次 の 2 つの コマ ンド が 提供 され て いま す 。 
信 fsave 
価 frestore 


テク ー 


2 


イン クリ メン タル ・ バ ッ ク ア ッ プ の 説明 を 始め る 前 に , いく つか の 用 語 を 説明 し て お か な け 
れ ば な り ま せん 。 フ ル シ ス テム ・ バ ッ ク ア ッ プ の こと を , 「 レ ベル 0 バッ クア ッ プ 」 と 呼び ま 
す 。 その後 の イン クリ メン タル ・ バ ッ ク ア ッ プ は それ ぞ れ , 異な る レベ ル 番 号 で 表 さ れ ま す 。 
た と えば , レベ ル 5 バ ッ ク ア ッ プ に は , レベ ル が 5 より 小さ い , 最も 新しい バッ クア ッ プ の 時 
点 か ら 変更 が 加え られ た 全部 の ファ イル が 含ま れ ま す 。 こ の 説明 は 複雑 に 聞こ える か も し れ ま 
せん が , 実際 は と て も 使い や すく 便利 で す 。 
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ほか の 2 つの 定義 も 明確 に し て お く 必 要 が あり ます 。 デ ィ レ クト リ 構 造 , また は 実際 に バッ 
クア ッ プ し て いる ファ イル を , 「 ソ ー ス ・ デ バイ ス 」 と いい ます 。 ま た , バッ クア ッ プ し た デ 
ー タ を 保存 する た め の テ ー プ また は ディ スク を , 「 タ ー ゲ ッ ト ・ デ バイ ス 」 と いい ます 。 


アフ 。 ジ フッ ンー デン ッ デ c の UE 恋 : 
下 玉 ふ a ユ マン コー アン ンド 


fsave コ マン ド は , ディ スク の ディ レク トリ 構造 の イン クリ メン タル ・ バ ッ ク ア ッ プ を テー プ 
また は ディ スク に 行い ます 。 fsave コ マン ド を 使用 する た め の 形 式 は , 次 の と お り で す 。[ ] で 
囲ま れ た 部 分 は 省略 可能 で す 。 


| fsawe KK オプ ショ シンジ | |K パ スッ >] 


コマ ンド ・ ラ イン に fsave と だ け 入 力 し た 場合 は , カレ ント ・ デ ィ レ クト リ の レベ ル 0 バッ ク 
アッ プ が , 「/mt0」 と いう 名 前 の ター ゲッ ト ・ デ バイ ス 上 に 作成 され ます 。 


【 ポ イン ト 】 
「/h0]」 が ハー ド ・ デ ィ ス ク を 表す デバ イス 名 で ある の と 同様 に , 
デバ イス を 表す 0 S 一 9 上 の デバ イス 名 で す 。 


「/mt0」 は テー プ ・ 


「/h0/sys/backup_dates」 は , fsave に よっ て 保守 され る バッ クア ッ プ ・ ロ グ ・ フ ァイル で す 。 
fsave を 実行 する た びに , バッ クア ッ プ ・ ロ グ が 更新 され ます 。 この バッ クア ッ プ ・ ロ グ は , バ 
ッ ク ア ッ プ の 名 前 と 作成 日 付 を 記録 する ファ イル で す が , さら に 重要 な の は バッ クア ッ プ の レ 
ベル を 記録 する 点 で す 。fsave を 実行 する と , この バッ クア ッ プ ・ ロ グ が 現在 の バッ クア ッ プ の 
指定 され た レベ ル と , 過去 に 同じ 名 前 の バッ クア ッ プ が な いか を 調べ ます 。 バック ア ッ プ が 終 
わる と , ファ イル に 現在 の バッ クア ッ プ の 日 付 , 名 前 ,. レベ ル な ど を 新しく 記録 し ます 。 


実際 に fsave の 手順 に つい て 述べ る 前 に , fsave コ マン ド の オプ ショ ン を 説明 し ます 。[ ] で 
囲ま れ た 部 分 は , 省略 可能 で す 。 


【 オ プシ ョ ン 】 
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fsave の 使用 法 を 表示 し ます 。 
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[に] < 整数 > 
ソー ス ・ デ ィ ス ク か ら フ ァイル を 読み 込む た め の バ ッ フ ァ ・ サ イズ を 指定 し ます 。 単位 
は , キロ バイ ト (KByte) で す 。 


-d[=]< く デバイス > 
バッ クア ッ プ を 格納 する ター ゲッ ト ・ デ バイ ス を 指定 し ます 。 デフ ォ ル ト 時 の デバ イス 
は 「/mt0」 で す 。 


ーB 
ター ゲッ ト ・ デ バイ ス に ファ イル を セー ブ す る と き , ファ イル の パス リス ト を 出力 し な 
が 上 う 信 し ます 。 


-f[=] マ パ ス > 
指定 し た パス の ファ イル に セー プ し ます 。 


-g[=] < 整数 > 
指定 し た グル ー プ 番号 の ユー ザ が 所 有する ファ イル だ け を バッ クア ッ プ し ます 。 


に ] < 数 値 > 
シス テム の メモ リ ・ リ クエ スト の 最小 値 を 指定 し ます 。 


-1[=] < 整数 > 
実行 する バッ クア ッ プ の レベ ル を 指定 し ます 。 


- 匠 [| く マ パ ス > 
使用 すべ き 日 付 バ ッ ク ア ッ プ ・ ロ グ の パス リス ト を 指定 し ます 。 
デフ ォ ル ト 時 は 「/h0/sys/backup_dates」 で す 。 


-p 
最初 の ボリ ュー ム を 要求 する プロ ンプ ト を 表示 し ませ ん 。 


る 


バッ クア ッ プ ・ プ ロ シ ー ジ ャ を 実際 に 実行 せ ず に , セー ブ プ す る 全 フ ァイル の パス リス ト 
と バッ クア ッ プ 全体 の サイ ズ を 表示 し ます 。 
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に 1< く ディ レク トリ ・ パ ス > 
一 時 的 な イン デック ス ・ フ ァイル の ディ レク トリ を 指定 し ます 。 


っ [に] < 整数 > 
指定 し た ユー ザ 番 号 の ユー ザ が 所 有する ファ イル だ け を バッ クア ッ プ し ます 。 


ーW ザ 


ディ スク を マウ ント し た と き 、。 ディ スク ・ ボ リュ ー ム を べり ファ イィ イ し まぜ ん 。 


-x =] < 整数 > 
一 時 的 な ファ イル を 拡張 し ます 。 整数 で キロ バイ ト 単 位 で 指定 し ます 。 


7. 2. 1 fsave の 手順 


fsave を 開始 する と , 最初 の ボリ ュー ム を マウ ント する よう 指示 する プロ ンプ ト が 表示 され ま 
す 。 こ の 場合 の ボリ ュー ム と は , バッ クア ッ プ を 格納 する ディ スク また は テー プ を 意味 し ます 。 


fsave: ボリ ュー ム を マウ ント し て くだ さい . 
(マウ ント し た ら リ ター ン ・ キ ー を 押し て くだ さい ) . 


バッ クア ッ プ 媒体 と し て ディ スク を 使用 する 場合 , その ディ スク を ベリ ファ イ し ます 。 


バッ クア ッ プ ・ デ バイ ス に ファ イル を セー ブ す る た びに , その ファ イル の パス リス ト を 端末 
に 表示 し ます 。 そ の た め の 時 間 を 節約 し た い 場 合 に は , 「-e」 オ プシ ョ ン を 使用 し て くだ さい 。 
この オプ ショ ン を 指定 する と , パス リス ト を 表示 し ませ ん 。 


ファ イル の バッ クア ッ プ 中 に エラ ー を 検出 する と 次 の メッ セー ジ を 表示 し , fsave の 処理 を 続 
ば ます 。 


< ファ イル 名 > を セー ブ 中 に エラ ー が 発生 し まし た < エラ ー 番 号 >, ファ イル は 不 完全 で す . 


【 メ モ 】 
fsave の 実行 中 , 最も 頻繁 に 発生 する エラ ー は , レコ ー ド ・ ロ ッ ク ・ エ ラー で す 。 こ れ 


は , エラ ー の 発生 し た ファ イル を , ほか の ユー ザ が オー プン し て いる こと が 原因 で す 。 
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【 ポ イン ト 】 
レコ ー ド ・ ロ ッ ク ・ エ ラー を 防ぐ た め に , ほか の ユー ザ が 誰 も シス テム を 使っ て いな い 


と き に だ け , fsave を 実行 する よう に し て くだ さい 。 


バッ クア ッ プ の た め に 追加 の O の ボリューム が 必要 な 場合 は , fsave は 次 の ボリ ュー ム を マウ ント 
する よう に プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 


バッ クア ッ プ が 完了 する と , 次 の 情報 を 出力 し ます 。 


fsave: イン デック ス 構 造 を セー プ し て いま す . 


論理 バッ クア ッ プ 名 : /h0/usr/micro 
バッ クア ッ プ 日 時 : 91/11/11 19:31 
バッ クア 2 ー ナ : 0.0 

人生 0 4 512 バイ ト 
バッ クア ッ プ ・ サ 3139 パイ トド 
書き 込ん だ デー 0 4 ト 数 : 2 

ファ イル 数 : 

ボリ ュー ム 数 : 1 

イン デック ス ・ ボ リュ ー ム : 。 1 


バッ クア ッ プ の イン デック ス は , 最後 に 使用 し た ボリ ュー ム 上 に セー プ し ます 。 


コマ ンド ・ ラ イン に 1 個 な いし 複数 の ディ レク トリ を 指定 する と , それ ら の パス リス ト に 対 
し て 再帰 的 に バッ クア ッ プ を 行い ます 。 1 コマ ンド ・ ラ イン に ., 最高 32 デ ィ レ クト リ を 指定 す 
る と と が で きま す 。 


以下 の オプ ショ ン が , よく 使用 され ます 。 
【 オ プシ ョ ン 】 
-d[=] < デバ イス > 
ター ゲッ ト ・ デ バイ ス を 指定 し ます 。 デフ ォ ル ト 時 の デバ イス は 「/mt0」 で す 。 
- 面 =] く < パ ス > 
リフ ァ レ ンス ・ フ ァイル を 指定 し ます 。 デフ ォ ル ト 時 の パス リス ト は 「/h0/sys/backup 
_dates」 で す 。 
-1 [=] < 整数 


いく つか の 異な る バッ クア ッ プ ・ レ ベル を 指定 し ます 。 高い レベ ル の バッ クア ッ プ に は , 
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2 番目 に 高い レベ ル 以 後に 変更 し た ファ イル だ け を 記録 し ます 。 た と えば , レベ ル 1 バッ 
クア ッ プ は , 最後 の レベ ル 0 バ ッ ク ア ッ プ 以後 に 変更 し た 全 フ ァイル を セー ブ し ます 。 


【 注 意 】 


バッ クア ッ プ の 目的 で ディ スク を 使用 する 場合 , ター ゲッ ト ・ デ ィ ス ク 上 に ファ イル を 
セー プ す る た め に , fsave は RBF の ファ イル 構造 を 使用 し な い 点 に 注意 し て くだ さい 。 fsay 
e は , 独自 の ファ イル 構造 を 作成 し ます 。 そ の た め , バッ クア ッ プ に 使用 し た ディ スク は 
再 フ ォ ー マ ッ ト し な い 限 り , fsave お よび frestore 以 外 の 目的 に は 使用 で きま せん 。fSsave 
は 使用 する 前 に 記録 し た デー タ は すべ て , バッ クア ッ プ 処理 に よっ て 破壊 され ます 。 


7. 2. 2 fsave コ マン ド の 実行 例 


$1 fsavek 


カレ ント ・ デ ィ レ クト リ の レベ ル 0 バ ッ ク ア ッ プ を 実行 し ます 。 デフ ォ ル ト 時 は , デバ イス 
「/mt0」 を 使用 し ます 。 こ の バッ クア ッ プ の リフ ァ レ ンス ・ フ ァイル と し て , 「/h0/sys/back 
up_dates」 を 使用 し ます 。 


$ fsave -1=2 -d=/mt1 -m=/h0/misc/my_dateskd 


カレ ント ・ デ ィ レ クト リ の レベ ル 2 バッ クア ッ プ を 実行 し ます 。 こ の バッ クア ッ プ は デバ イ 
ス 「/mt1」 を 使用 し ます 。 リ ファ レン ス ・ フ ァイル は 「/h0/misc/my_dates」 を 使用 し ます 。 


$ fsave -pb=32 -g=0 -u=O -d=/dO CMDSg | 


CMDS デ ィ レ クト リ が カレ ント ・ デ ィ レ クト リ 内 に 存在 する 場合 , CMDS デ ィ レ クト リ 内 の ユー 
ザ ID が 0.0 の ユー ザ が 所 有する 全 フ ァイル の レベ ル 0 バッ クア ッ プ を 実行 し ます 。 こ の バッ クア 
ッ プ は , ター ゲッ ト ・ デ バイ ス と し て 「/qd0」 を 使用 し ます 。 リ ファ レン ス ・ フ ァイル と し て は 
「/h0/sys/backup_dates」 を 使用 し ます 。 最初 の ボリ ュー ム を 要求 する 「mount volume」 プロ 
ンプ ト は 表示 し ませ ん 。 32K バ イト の バッ ファ を 使っ て , CMDS デ ィ レ クト リ か ら フ ァイル を 読 
み 込 み ま す 。 
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2 この | フラ ラン ジー マル ラン の つう リリ スス に デミ 


下 王 - G 所 @ エ = モア ニン だ 


frestore は , テー プ ま た は ディ スク 媒体 の 複数 の ボリ ュー ム か ら デ ィ レ クト リ 構 造 を リス ト 
ア し ます 。frestore コ マン ド を 使用 する た め の 形 式 は 次 の と お り で す 。[ ] で 囲ま れ た 部 分 は 
省略 可能 で す 。 


frestore [< オプ ショ ン >] [< パス >] [< オプ ショ ン >] 


コマ ンド ・ ラ イン に frestore と だ け 入 力 し た 場合 は , デバ イス 「/mt0」 か ら カ レン ト ・ デ ィ 
レク トリ へ , ディ レク トリ 構造 を リス ト ア し ます 。 


ディ レク トリ の パス リス ト を 指定 する と , 指定 し た ディ レク トリ に ファ イル を リス ト ア し ま 
す 。 デ ィ レ クト リ 構 造 と その イン デック ス は , fsave コ マン ド に よっ て 作成 し た も の で す 。 


fsave で 複数 の テー プ や ディ スク に バッ クア ッ プ し た 場合 に は , それ ぞ れ の テー プ や ディ スク 

を 別個 の 「 ボ リュ ー ム 」 と 見 な し ます 。 ボ リュ ー ム 番号 は 1 か ら 始 まり ます 。 frestore 処 理 を 
開始 する と き , 最後 に バッ クア ッ プ し た ボリ ュー ム を 最初 に 使用 し な けれ ば な り ま せん 。 こ の 
最後 の ボリ ュー ム は , バッ クア ッ プ 全体 の イン デック ス を 含む か ら で す 。 


frestore は まず , リス ト ア の 元 と な る デバ イス (ソー ス ・ デ バイ ス ) か ら , ディ レク トリ 構 
造 の イン デック ス を 見 つけ 出し , それ を 読み 込み ます 。 そ の 後 , ユー ザ と の 対話 形式 の セッ シ 
ョ ン を 通じ て , バッ クア ッ プ 中 の どの ファ イル お よび ディ レク トリ を カレ ント ・ デ ィ レ クト リ 
に リス ト ア すべ きか を 決定 し ます 。 


実際 の frestore の 手順 に つい て 説明 する 前 に , frestore コ マン ド の オプ ショ ン を 説明 し て お 
きま す 。[ ] で 囲ま れ た 部 分 は 省略 可能 で す 。 


オジ ショ ン 】 
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frestore の 使用 法 を 表示 し ます 。 


EANSO ニ 


人) 
すでに 存在 する ファ イル に 上 書き する た め に , アク セス ・ パ ー ミ ッ シ ョ ン を 変更 し ます 。 
この オプ ショ ン を 実行 する に は , ファ イル の オー ナ で ある か , スー パ ・ ユ ー ザ で な けれ ば 


[=] < 整数 > 
ファ イル を リス ト ア する た め に 使用 する バッ ファ ・ サ イズ を 指定 し ます 。 


ia の 


対話 型 の shel1 を 用 い ず に ファ イル の 有効 性 を 確認 し ます 。 


-d[=] パス > 
ソー ス ・ デ バイ ス を 指定 し ます 。 指定 省略 時 の デバ イス は 「/mt0」 で す 。 


ンコ 
ソー ス ・ デ バイ ス か ら イ ン デ ックス が 読み 込ま れ た と き に , イン デック ス 中 の 全 フ ァ イ 
ル の パス リス ト を 表示 し ます 。 


-f[ に =] マツ パ スッ > 
ファ イル か ら リ スト ア し ます 。 


ご こす 

バッ クア ッ プ 名 , 作成 日 付 , バッ クア ッ プ の オー ナ の グル ー プ . ユー ザ 番 号 , ディ スク や 
テー プ の ボリ ュー ム 番 号 , そし て ボリ ュー ム 内 に イン デック ス が ある か どう か を 表示 し ま 
す 。 こ の オプ ショ ン を 使用 する と , ファ イル の リス ト ア は 行い ませ ん 。 一 連 の 情報 を 表示 
し た 後 , frestore は 終了 し ます 。 


-j[=] < 整数 > 
シス テム ・ メ モリ ・ リ クエ スト の 最小 値 を 設定 し ます 。 


~-D 
最初 の ボリ ュー ム の プロ ンプ ト を 表示 し ませ ん 。 
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ョ 
「-s」 オ プシ ョ ン と 同時 に 使用 する と , すでに 存在 する ファ イル に 上 書き し ます 。 


3 寺 
対話 型 の shel1 を 利用 せ ず に , ソー ス ・ デ バイ ス か ら 全 部 の ファ イル を 強制 的 に リス ト ア 
し まず 。 


デーW: 

「-i」 と 同様 の 情報 を 表示 し ます が , イン デック ス の 有無 に つい て は チェ ッ ク し ませ ん 。 
この オプ ショ ン を 使用 する と , ファ イル の リス ト ア を 行い ませ ん 。 一 連 の 情報 を 表示 し た 
後 , frestore は 終了 し ます 。 


-x[=] < 整数 
一 時 的 な ファ イル を 先 に 拡張 し ます 。 < 整数 > で キロ バイ ト 数 を 指定 し ます 。 


7.3. 1 対話 形式 の リス ト ア 手順 


frestore コ マン ド を コマ ンド ・ ラ イン か ら 呼 び 出す と , 次 の プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 


(準備 が で きた ら リ ター ン キ ー を 押し て くだ さい ) 


| 上 最後 の ボリ ュー ム を マウ ント し て くだ さい . | 


ュー ザ が 該当 する ボリ ュー ム を マウ ント し リタ ー ン ・ キ ー を 押す と , frestore は イン デック 
ス を 読み 込み , バッ クア ッ プ の ディ レク トリ 構造 を 作成 し ます 。 そ し て , 次 の プロ ンプ ト を 表 
の Eo の 


| restore 国 


この プロ ンプ ト は , 対話 型 操作 モー ド に 入っ た こと を 示す も の で す 。 マ ウン ト し た ボリ ュー 
ム の 中 に イン デック ス が な か っ た 場合 に は エラ ー・ メ ッ セ ー ジ を 表示 し , ボリ ュー ム ・ マ ウン 
ト の プロ ンプ ト を 再び 表示 し ます 。 


対話 型 操作 モー ド に 入り , プロ ンプ ト に 対し て リタ ー ン ・ キ ー を 押す と , frestore の コマ ン 
ド お よび オプ ショ ン を 表示 し ます 。 
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frestore> 

コマ ンド : 

add [< パス >] [-g=<#> -u=<#> -r -a]l -- リス ト ア の ファ イル に マー ク す る 

del [< パス >] [-g=<#> -u=<#> -r -al -- ファ イル の マー ク を 取り 消す 

dir [< ディ レク トリ 名 >] [-e] -- ディ レク トリ を 表示 する 

chd < パス > ーー リス ト ア する ファ イル 構造 の ディ レク トリ を 変更 する 

pwd -- リス ト ア ・ フ ァイル 構造 の カレ ント ・ ・ デ ィ レ クト リ 多 を 表示 する 

cht < パス > -- ター ゲッ ト ・ シ ステ ム 中 の ディ レク トリ を 変更 する 

rest [< パス >] [-f で タレ ント ディ レク トリ MT の の マー ク され た ファ イル を 
check[-f] -- カレ ント ・ デ ィ レ クト リ 以 下 の の マー ク さ れ た ファ イル を チェ ッ ク す る 
mp< フ ァイル 21 一 標準 遇 力 に ファ イル 内 容 を ダン プ す る 

$1 -- shel11 を 起動 す 

quit -- frestore を 終了 する 

オプ ショ ン :_ 


で 本 本 対 に ディ レク ト リド を マー ク す る 
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-f -- すでに リス ト ア され た ファ イル を 竣 制 的 に 再 リ スト ア す る 
-q -- 問い 合わ せな し に , すでに 存在 する ファ イル に 上 書き する 
すす で に リス ト ア され た ファ イル ディ レク ト り を 強制 的 に マー ク プ アン マー ク 
*ー- 任意 の 文字 , 長 さ の ワイ ルド カー ド ("add "コマ バ ~ , "de1 ' バ マット ~ の み ) 
ニニ 人 計 の 1 文 の ワイ ル レ ド カ ー ド ("add' コ マット" , "de1 "コマ ルト の み ) 
reStore 


ソー ス ・ デ バイ ス か ら 読 み 込 ん を だ イン デック ス に より , 一 般 の 0S-ー9 フ ァイル ノン デ ィ レ ク 
トリ 構造 と 同様 の リス ト ア ・ フ ァイル 構造 を 設定 し ます 。 こ の ファ イル 構造 は , 対話 型 操 作 モ 
ー ド の コマ ンド 「dir」 お よび 「chd」 を 使っ て 表示 で き ます 。 次 の 例 を 見 て くだ さい 。 


frestore> dir 回 
ウド 0) 
DIR1 filel 皇 1e2 file3 


ソー ス ・ デ バイ ス に バッ クア ッ プ され た ファ イル は , どの ボリ ュー ム に ある か に か か わら ず , 
すべ て リス ト ア ・ フ ァイル に 現れ ます 。 dir コ マン ド に 「-e」 オプ ショ ン を 指定 する こと に よっ 
て , ファ イル 構造 に つい て の 詳し い 情 報 を 調べ る こと が で きま す 。 


frestore> dir -e 加 


ディ レク ト り 。 隔 
オー ナ 最終 更新 日 属 性 が おり:- ム アゲ my ク 2 わ t ト バイ ト 数 名 前 
1.23 89/08/22 16/14 ----r-wr 1 0 0 CF12 file1 
1.23 89/08/25 11/00 ----r-wr 1 2 0 A356 file2 
1.23 89/08/21 11/12 ----r-wr 1 4 0 45FO file3 
1.23 89/08/24 10/57 d-ewrewr 0 5 0 120 DIR1 


対話 型 操作 モー ド で , add コ マン ド を 使っ て リス ト ア する ファ イル を マー ク し ます 。 add コ マ 
ンド で は , 次 の オプ ショ ン を 使っ て ファ イル の グル ー プ を マー ク す る こと が で きま す 。 
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-g く < グル ー プ 番号 > 
グル ー プ 番号 に よっ て ファ イル を マー ク し ます 。 


-u= く ユー ザ 番 号 > 
ュー ザ 番 号 に よっ て ファ イル を マー ク し ます 。 特定 の ディ レク トリ 内 の 全 デ ィ レ クト リ 
を マー ク す る に は , 「-r」 オ プシ ョ ン を 使用 し ます 。 


【 ポ イン ト 】 

@⑱ ファ イル は , リス ト ア ・ フ ァイル 構造 に お ける 相対 パス リス ト ま た は フル ・ パ スリ ス 
ト を 使っ て , 一 度 に 1 個 ず つ マ ー ク する こと が で きま す 。 

⑱ ディ レク トリ 全体 を マー ク す る に は , ディ レク トリ の パス リス ト を 指定 し ます 。 


ファ イル を マー ク し た だ け で は , リス ト ア は 行わ れ ま せん 。 単に リス ト ア すべ き フ ァイル で 
ある こと を 指定 し た に 過ぎ な いか ら で す 。 マー ク の 結果 は , dir コ マン ド の 実行 に より 視覚 的 に 
確認 で きま す 。 リ スト ア す べき ファ イル の リス ト に 加え られ た 各 フ ァイル に は , その ファ イル 
名 の 前 に プラ ス せ ) が つい て いま す 。 


た と えば , 次 の ディ レク トリ で , 「filel」 お よび 「file2」 を リス ト ア する た め に マー ク し 。 
「file3」 は マー ク し な り い 場 合 を 考え て み ま し ょ う 。 デ ィ レ クト リ DIR1 と DIR2 に も , マー ク し た 
ファ イル が あり ます 。 


frestore> add filel file2 dir1/file5 dir1/file6 dir2/file7 較 
frestore> dir 加 
ディ レク トリ 、 
+DIR1 +DIR2 +file1 +file2 
file3 
frestore> dir dirlkg 
ディ レク トリ DIR1 
file4 +file5 +file6 
frestore> dir dir2 加 
ディ レツ トド ト DIR2 
+file7 file8 


del1 コ マン ド は ファ イル の マー ク を 解除 し ます 。 デ ィ レ クト リ 全 体 の マー ク を 解除 する に は , 
コマ ンド ・ ラ イン に その ディ レク トリ 名 を 指定 し ます 。「-r」 オ プシ ョ ン も 使用 し た 場合 は , 
指定 し た ディ レク トリ 内 の 全部 の ファ イル お よび ディ レク トリ の マー ク が 解除 され ます 。 次 の 
例 を 見 て くだ さい 。 
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frestore> del -r file2 回 
frestore> dir 
ディ レク トリ . 10:42:32 
+DIR DIR2 +fi]e1 +ffi1e2 
file3 
frestore> dir dir2 加 
ディ レク トリ DIR2 
file7 file8 


ゴゴ 


ファ イル を マー ク し た 後 は , rest コ マン ド の 使用 に より , それ ら の ファ イル を ター ゲッ ト ・ 
デパ イス の カレ ント ・ デ ィ レ クト リ に リス ト ア し ます 。 


この コマ ンド で 「rest -q」 オプション を 指定 する と , ター ゲッ ト ・ シ ステ ム に 存在 する 同名 
の ファ イル に , ブ プロ ンプ ト な し で 上 書き し ます 。 こ の オプ ショ ン を 指定 し な い 場 合 は , 次 の プ 
ロン プ ト を 表示 し ます 。 


frestore> file1l は , すでに 存在 し ます . 
『 上 書き (wm / ス キッ プ (s) (w/s) ? 」 


cht コ マン ド に よっ て , ター ゲッ ト ・ デ バイ ス の ディ レク トリ を 変更 で きま す 。 こ の コマ ンド 
に より , 特定 の ディ レク トリ を 選ん で ファ イル を リス ト ア で きま す 。 


ファ イル を リス ト ア し た 後 , 続け て ファ イル の マー ク や マー ク の 解除 を 行う こと が で きま す 。 
この 場合 , リ スト ア ・ フ ァイル 構造 を 見 る と , すでに リス ト ア し た ファ イル 名 の 前 に は ハイ フ 
ン 「-」 が つい て いま す 。 


frestore> dir 回 
デイ レク ホリ 。 
-DIR1 DIR2 -file1 -fi]e2 
file3 ) 
frestore> dir dir1 加 
ディ レク トリ DIR1 
file4 -file5 -file6 


【 ポ イン ト 】 
dir に よる リス ト で ファ イル 名 の 前 に アス タリ スク 「*」 が つい て いる 場合 は , その ファ 
イル の バッ クア ッ プ 中 に エラ ー が 発生 し た こと を 意味 し ます 。 こ の ファ イル は 不 完全 な の 
で , リス ト ア すべ き で は あり ませ ん 。 
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同じ ファ イル を 何 回 も リス ト ア する に は , 2 通り の 方 法 が あり ます 。 第 1 の 方 法 は , add コ マ 
ンド で 「-a」 オプ ショ ン を 使用 する こと で す 。 そ の 場合 , すでに リス ト ア 済み と マー ク さ れ て 
いた ファ イル が , リス ト ア すべ き フ ァイル と し て マー ク さ れる よう に な り ま す 。 第 2 の 方 法 は , 
rest コ マン ド で 「-f」 オプ ショ ン を 使用 する こと で す 。 そ の 場合 , すでに リス ト ア 済み と マー 
ク さ れ て いる ファ イル を , カレ ント ・ デ ィ レ クト リ に リス ト ア し ます 。 


「-s」 オ プション を 使用 する と , frestore は 対話 型 操作 モー ド を 使わ ず に , ソー ス ・ デ バイ 
ス か ら バ ッ ク ア ッ プ の 全部 の ファ イル ディレク トリ を リス ト ア し ます 。 


「-d」 オ プシ ョ ン を 使用 する と , 「/mt0」 以外 の ソー ス ・ デ バイ ス を 指定 する こと が で きま 
す 。 た と えば , ソー ス ・ デ バイ ス 「/mt1」 上 の すべ て の ファ イル や ディ レク トリ を , 対話 型 操 
作 モ ー ド を 使わ ず に ディ レク トリ BACKUP 上 に リス ト ア する に は , 次 の よう に 入力 し ます 。 


世 frestore -d=/mt1 -s BACKUPg 


「-vY」 オ プシ ョ ン を 使用 する と , frestore は ソー ス ・ デ バイ ス に マウ ント され た バッ クア ッ 
プ の 名 前 お よび ボリ ュー ム 番 号 を 識別 し ます 。 さ ら に , バッ クア ッ プ の 作成 日 時 と , バッ クア 
ッ プ を 作成 し た ユー ザ の グル ー プ . ユ ー ザ 番号 も 表示 し ます 。 こ の オプ ショ ン で は , ファ イル の 
リス ト ア は 行い ませ ん 。 例 を 示し ます 。 


$? frestore -v 加 


バッ クア ッ プ : DOCUMENTATION 
日 付 : 1/16/91 10:10 
オー ナ : 0.0 


ポ ボリューム: 0 


「-i」 オプ ショ ン を 指定 し た 場合 は , さら に ボリ ュー ム 内 に イン デック ス が ある か どう か も 
表示 し ます 。 ど ちら の オプ ショ ン を 使っ た 場合 も , frestore は 該当 する 情報 を 表示 し た 後 , 終 
了 し ます 。 何 か の 理由 で 混乱 が だ 生じ て , バッ クア ッ プ の 最後 の ボリ ュー ム が どれ か 分 か ら な く 
な っ た 場合 に ., これ ら の オプ ショ ン を 使う と 便利 で す 。 


「-e」 オプ ショ ン を 使用 する と , ソー ス ・ デ バイ ス か ら イ ン デ ックス を 読み 込む と き に , 各 
ファ イル の パス リス ト を 表示 し ます 。 
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7。 凍 、 飲 コマ ンド ・ ラ イッ 例 


対話 型 操作 モー ド を 使っ て , ソー ス ・ デ バイ ス 「/ 叶 0]」 か ら カ レン ト ・ デ ィ レ クト リ ヘ ファ 
イル や ディ レク トリ を リス ト ア し ます 。 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 


[ frestore 回 


ソー ス ・ デ バイ ス 「/d0」 か ら カ レン ト ・ デ ィ レ クト リ へ , ファ イル や ディ レク トリ を リス ト 
ア し ます 。 こ の と き 32K バ イト の バッ ファ に リス ト ア し た ファ イル を 書き 込み ます 。 イン デ ッ 
クス か ら 各 ファ イル を 読み 込む と き , その ファ イル の パス リス ト を 端末 に 表示 し ます 。 


| gestere -eb=32 -d=/d0 加 四 


アア 。 オオ イン ワリ メン フ レー ラバ エッ デン ーー デ c つ プラ テ 金 寺 


定期 的 に 行う バッ クア ッ プ 作業 に 関し て は 多く の 方 針 が 考え られ , コン ピュ ー タ 関連 書籍 や 
誌 で を たび たび 紹介 され て いま す 。 こ こ で は , 例 と し て 2 種類 の 方 針 を 説明 し ます 。 


7. 4. 1 小 規 模 な 毎日 の バッ クア ッ プ の 方 針 


この 方 針 で は , 4 週間 に 1 回 すず つ レ ベル 0 バッ クア ッ プ を 行う こと が 必要 で す 。 レベ ル 0 バ 
ッ ク ア ッ プ 以後 の 各 週 の バッ クア ッ プ は , レベ ル 1 4 と な り ま す 。 こ れ ら の 主要 バッ クア ッ 
プ の 間 に , 4 回 の デイ リー・ バ ッ ク ア ッ プ (レベ ル 5 8 ) を 行い ます 。 


この 方 針 は , フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク を 使っ て バッ クア ッ プ を 行う パソ コン な どの 小型 の マイ 
クロ コン ピュ ー タ ・ シ ステ ム に 最適 で す 。 ディ スク を マウ ント (交換 ) する の は , テー プ よ り 
も は る か に 簡単 で 迅速 で す 。 毎日 の バッ クア ッ プ は , 一 般 に 1 枚 の ディ スク に 保存 で きる の で 
保管 場所 も と り ま せん 。 こ の 方 針 は 小 規模 な タイ ムリ ー な バッ クア ッ プ に は 最適 で あり , バッ 
クア ッ プ の 手間 が 非常 に 少な く て 済み ます 。 


この 方 式 の 主 な 欠点 は , シス テム で ハー ド ・ デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト , 消去 また は 破壊 な ど 
の 障害 が 発生 し た 場合 , リ スト ア 時 間 が か な り 必 要 と な る 点 で す 。 手間 が か か ら な いか わり に , 
シス テム ・ フ ァイル 構造 を 再 作成 する 時 , より 多く の frestore 処 理 が 必要 と な り ま す 。 テ ー プ 
・ バ ッ ク ア ッ プ を 使う 大 規模 な シス テム で は , この 点 に つい て よく 検討 し な けれ ば な り ま せん 。 


= ミ 


7. 4.2 シン グル ・ テ ー プ ・ バ ッ ク ア ッ プ の 方 針 


ほとん どの 方 針 は , 定期 的 に バッ クア ッ プ ・ レ ベル を 変更 し て いく の が 基本 で す が , シン グ 
ル ・ テ ー プ ・ バ ッ ク ア ッ プ は , バッ クア ッ プ の サイ ズ を 基本 と し て 実施 し ます 。 こ の 方 針 の 基 
本 概念 は ., バッ クア ッ プ が 1 本 の テー プ に 入り 切ら な く な っ た 場合 に の み バ ッ ク ア ッ プ の レベ 
ル を 増やす , と いう こと で す 。 つ まり , 何 日 か 続け て 同じ レベ ル の バッ クア ッ プ を 取り 続け る 
わけ で す 。 ス ケ ジ ュ ー リ ング され る バッ クア ッ プ ・ レ ベル は , レベ ル 0 バッ クア ッ プ だ け で す 。 
レベ ル 0 バ ッ ク ア ッ プ は , より 高い レベ ル の バッ クア ッ プ が 1 本 の テー プ に 入り 切ら な く な っ 
た 場合 ., また は 月 に 1 回 の 期日 に 達し た 場合 に の み 行い ます 。 


この 方 針 は , 大 型 の シス テム に お ける テー プ ・ バ ッ ク ア ッ プ 用 で あり , テー プ を 効率 的 に 使 
用 し ます 。 何 本 の テー プ が 必要 か と いう 問題 が 起こ り ま せん 。 こ の 方 針 は , 人 間 の 作業 時 間 , 
テー プ の マウ ント 回 数 , お よび テー プ の 保管 場所 を 節約 する よう 設計 され て いま す 。 重複 し て 
いる 部 分 が ある の で , シス テム 全体 を リス ト ア する 場合 の 手間 も さほど か か り ま せん 。 


し か し , 欠点 もち も あり ます 。 バッ クア ッ プ を 行う た びに , 「fsave -s」 を 実行 し て バッ クア ッ 
プ の サイ ズ を 調べ な けれ ば ぱ ば なり ませ ん 。 デ ー タ が テー プ 1 本 分 の 量 に 近づく につれて, この 作 
業 に 必要 な 時 間 が だ ん だ ん と 長く な り ま す 。 


7. 4. 3 使用 する ディ スク の 数 


どの 方 針 を 採用 する 場合 に も , 使用 する ディ スク の 数 を 判断 し な けれ ば な り ま せん 。 こ の 判 
断 は , 手間 , リソー ス , 作業 時 間 ., お よび 保管 場所 に 基づい て 行う 必要 が あり ます 。 また, デ 
ィ ス ク に 障害 が 発生 し た 場合 や , シス テム を リス ト ア する 場合 に つい て も 考慮 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 


第 1 の 方 針 で は , 重複 し て いる 部 分 が な い の で , 毎日 の バッ クア ッ プ を 個別 の ボリ ュー ム に 
作成 する 必要 が あり ます 。 各 週 の 始ま り に より 低い レベ ル の バッ クア ッ プ を する の で , 4 つの 
デイ リー・ ボ リュ ー ム を 毎週 デイ リー・ バ ッ ク ア ッ プ ・ ボ リュ ー ム と し て 使用 する こと が で き 
ます > 


第 2 の 方 針 で は 理論 上 , 新しい バッ クア ッ プ ・ レ ベル に 達する まで , 毎日 同じ テー プ を 使用 


する こと が で きま す 。 そ の た め , 手間 が まっ た く か か ら ず 保管 場所 も 最小 限 で 済み ます 。 た だ 
し テー プ に 障害 が 発生 し た 場合 に は , 大 変 に 危険 で す 。 各 レ ベル に つい て いく つか の 代替 テー 
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プ を 使用 すれ ば , 保管 場所 も 節約 で き , テー プ 障 害 が 発生 し た 場合 に も 安全 で す 。 また , レベ 
ル 0 テ ー プ の 代替 テー プ を 使用 する こと も 考え られ ます 。 
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シス テム 管理 者 に は , 考慮 の 対象 と な る 幅広 い 選 択 が め あり ます 。0S-ー9 に よっ て , シス テ 
ム 管理 者 は シス テム ・ モ ジュ ー ル を 交換 し た り , シス テム ・ デ フォ ルト を 設定 し た り し て ユー 
ザ の ニー ズ に シス テム を 合わ せる こと が で きま す 。 ま た , 0S 二 9 に よっ て , シス テム 管理 者 
は RAM デ ィ ス ク を 使用 し た り , ブー ト ・ フ ァイル や スタ ー ト アッ プ ・ フ ァイル を 作成 し た り し て 
シス テム を 最大 限 に 活用 する こと も で きま す 。 


この 剖 で は , シス テム 管理 者 が 熱 知 し て お か な けれ ば な ら な い , 次 の よう な 項目 に つい て 述 
べべ 本 す 。 


init モ ジュ ー ル を 使っ て シス テム の デフ ォ ル ト 値 を 設定 する 
カス タム 拡張 モジ ュー ル を 付け 加え る 

シス テム ・ モ ジュ ー ル を 変更 する 

ブー ト ・ フ ァイル を 作成 する 

RAM デ ィ ス ク を 使用 する 

スタ ー ト アッ プ ・ フ ァイル を 作成 する 

シス テム を シャ ッ ト ・ ダ ウン する 

リア ル タ イ ム 環 境 で の 処理 を 管理 する 
tmode お よび xmode コ マン ド を 使用 する 

termcap を 使用 する 
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る 。 エキ ミン ネネ テ テム ら つ ウラ デン ォ フ レト 人 信幸 - モ ッッ ャ トッ ンー ビデ 
す づつ : ミ ュ モー ミジュ ーー テレ 


init モ ジュ ー ル は , コン フィ グレ ーション ・ モ ジュール と も 呼ば れ ま す 。 こ れ は , 0S9Boot フ 
ァイル 中 か ROM メ モリ 中 に ある 実行 不可 能 な モジ ュー ル で す 。 init モ ジュ ー ル は , 起動 時 に 0 S 
ー9 を 構成 する た め の シ ステ ム ・ パ ラメ ー タ が 含ま れ て いま す 。 パ ラメ ー タ は , 初期 テー ブル 
の サイ ズ と シス テム の デバ イス 名 を 設定 し ます 。 た と えば , 内 部 テー ブル に 割り 当て られ る メ 
モリ の 分 量 , 最初 に 起動 する プロ グラ ム 名 (通常 は sysgo か shel1) , 初期 ディ レク トリ な ど を 
決定 し ます 。 init モ ジュ ー ル 内 に 定め られ た シス テム の 設定 値 は , いつ で も 確認 で きま す 。 


【 ポ イン ト 】 
0S-9 を 動作 させ る た め に は , init モ ジュ ー ル が シス テム 内 に 存在 し な けれ ば な り ま 


せん 。 


init モ ジュ ー ル ・ テ ー ブ ル 内 の 数 値 が . シス テム の デフ ォ ル ト 値 に な り ま す 。 こ れ ら の デフ 

ォ ル ト 値 は , moded コ マン ド を 使っ て init モ ジュ ー ル を 変更 する こと が で きま す 。 こ の 方 法 に つ 
いて は , 本 章 の 後半 で 詳し く 説 明 し ます 。 変更 し て シス テム を 再 構成 する と , 再起 動 後 の シ ス 
テム の デフ ォ ル ト 値 と な り ま す 。 


次 に 示す の は , 一 般 の 0S 一 9 の init モ ジュ ー ル に 定義 され て いる シス テム の デフ ォ ル ト 値 
の 一 覧 で す 。 オフセット は , モジ ュー ル の スタ ー ト ・ ア ドレ ス か ら の 相対 で , モジ ュー ル 領 域 
を 指定 し ます 。 オフ セッ ト の 名 前 は , リロ ケー タプ ブル ・ ラ イプ ブラリ ・ フ ァイル 中 の シン ボル 名 
で す 。 
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機 能 


reSer'ved 


将来 使用 する た め 予 約 済み の フィ ー ル ド 


M$Pol1sz 


割り 込み ポー リン グ ・ テ ー ブ ル の エン トリ 数 

割り 込み ポー リン グ ・ テ ー ブ ル の エン トリ 数 を 示す 。 各 割 り 込 み 
が 生成 する デバ イス ・ コ ント ロー ル ・ レ ジス タ に つい て , 1 エント 
リ が 必要 。 割り 込み ポー リン グ ・ テ ー ブ ル は , デフ ォ ル ト で 32 エ ン 
トリ 。 割り 込み ポー リン グ ・ テ ー ブ ル の エン トリ に は , 各 18 バ イト 
必要 


M$DevCnt 


デバ イス ・ テ ー ブ ル ・ サ イズ 

シス テム の デバ イス ・ テ ー ブ ル の エン トリ 数 を 示す 。 シ ステ ム の 
各 デ バイ ス に つい て , 1 エン トリ が 必要 。 デバ イス ・ テ ー ブ ル は , 
デフ ォ ル ト で 32 エ ント リ 。 エ ント リ に は 各 18 バ イト 必要 


M$Procs 


M$Paths 


プロ セス ・ テ ー ブ ル の 初期 サイ ズ 

シス テム の アク ティ ブ ・ プ ロ セ ス の 初期 数 を 示す 。 こ の テー ブル 
は , 一 杯 に な る と 自動 的 に 拡張 され る 。 デ フォ ルト で 64 個 の アク テ 
ィ ブ ・ プ ロ セ ス が 許さ る 。 プ ロ セ ス ・ テ ー ブ ル の 初期 エン ト リ は , 
各 4 バ イト 必要 
パス の 初期 サイ ズ 

シス テム の オー プン ・ パ ス の 初期 値 。 こ の テー ブル は , 一 杯 に な 
る と 自動 的 に 拡張 され る 。 デ フォ ルト で 64 個 の オー プン ・ パ ス が 許 
され る 。 初期 パス ・ テ ー ブ ル の エン トリ は , 各 4 バ イト 必要 


M$SParam 


スタ ー ト アッ プ ・ モ ジュ ー ル の た め の パ ラメ ー タ 文字 列 へ の オフ セ 
ッ ト 

最初 の 実行 可能 モジ ュー ル に 渡さ れる パラ メー タ 文 字 列 が 存在 す 
る 場合 , その 文字 列 へ の オフ セッ ト 。0 の オフ セッ ト は , パラ メー 
タ 文 字 列 が 必要 な いこ と を 示す 。 パ ラメ ー タ 文字 列 自体 は 別 の と こ 
ろ に あり , 通常 は init モ ジュ ー ル の 終わ り 近 くに ある 


最初 の 実行 可能 モジ ュー ル 名 の オフ セッ ト 
最初 の 実行 可能 モジ ュー ル (通常 は sysgo ま た は she11) の , モジ 
ュー ル 名 の 文字 列 へ の オフ セッ ト 
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名 前 


機 能 


M$SysDev 


デフ ォ ル ト の ディ レク トリ 名 の オフ セッ ト 

デフ ォ ル ト の ディ レク トリ 名 の 文字 列 の 初期 値 へ の オフ セッ ト 。 
通常 は 「/d0」 ま た は 「/h0」。kerne1 は , 初期 デバ イス を 起動 する 
前 に , 通常 , これ に 対し て chd ま た は chx を 実行 する 。 シ ステ ム が デ 
ィ ス ク を 使わ な いり 場合 は , この オフ セッ ト は 0 で な けれ ば な ら な い 


M$Conso1 


初期 {/0 パ スリ スト 文字 列 の オフ セッ ト 

この オフ セッ ト は , 通常 「/term」 文 字 列 を 示す 。 こ の パス リス 
ト は, 初期 プロ セス の た め の 標 準 1/0 パ ス と し て オー プン され る 。 
通常 , これ は , 端末 と の 間 の 初期 {/0 パ ス を 設定 する た め に 使用 す 
る 。 使用 中 の コン ソー ル ・ デ バイ ス が な い 場 合 , この オフ セッ ト は 
0 で な けれ ば な ら な い 


M$Extens 


カス タム 拡張 モジ ュー ル 名 の オフ セッ ト 

カス タム 拡張 モジ ュー ル が 存在 する 場合 , その リス ト の モジ ュー 
ル 名 の 文字 列 へ の オフ セッ ト 。 カ スタ ム 拡 張 モ ジュ ー ル は , OS 一 
9 が 使用 する 既存 の 標準 シス テム ・ コ ー ル を , 変更 また は 補完 する 
た め に 使う 。 起動 時 に これ ら の モジ ュー ル を 探す が , 通常 は ブー ト 
・ フ ァイル 内 に ある 。 見 つか る と シス テム ・ ス テー ト で 実行 する 。 
文字 列 の 各 モ ジュ ー ル 名 は , スペ ー ス で 区 切る 。 デフ ォ ル ト 時 に 検 
索 す る カス タム 拡張 モジ ュー ル は 0S9P2 。 カ スタ ム 拡 張 モ ジュ ー ル 
が 存在 し な い 場 合 は , この 値 を 0 に する 

【 メ モ 1 】 

カス タム 拡張 モジ ュー ル で は , d0, d1 ま た は ccr レ ジス タ の み の 
変更 は か まわ な い 

【 メ モ 2 】 

カス タム 拡張 モジ ュー ル に つい て の 詳細 は , 次 の 項 を 参照 


M$Clock 


クロ ッ ク ・ モ ジュ ー ル 名 の 文字 列 へ の オフ セッ ト 

クロ ッ ク ・ モ ジュ ー ル 名 の 文字 列 へ の オフ セッ ト 。 ク ロッ ク ・ モ 
ジュ ー ル の 名 前 の 文字 列 が 存在 し な い 場 合 , この 値 は 0 で な けれ ば 
な ら な い 


MS1ice 


タイ ム ス ラ イス 
タイ ム ス ラ イス ご と の クロ ッ ク の ティ ッ ク 数 。 こ の 数 値 は , デフ 
ォ ル ト で 2 に 設定 され る 
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将来 使用 する た め 予 約 済み の フィ ー ル ド 
MSSite | イン スタ レー ショ ン の サイ ト ・ コ ー ド へ の オフ セッ ト 。 こ の 値 は 
通常 0 に 設定 され る 。 現在 , この 値 は 使用 し て いな い 

$50 srmata イン スタ レー ショ ン 名 へ の オフ セッ ト 

還 較 イン スタ レー ショ ン 名 を 示す 文字 列 へ の オフ セッ ト 

$52 | M$CPUTyp | CPU の 種類 

CPU の 種類 で , 68000, 68008 , 68010, 68020, 68030, 68040, 
68070 ま た は 683XX。 デフ ォ ル ト は 68000 


reServed 


トー 
$56 | M$0S9Lv1 


レベ ル , バー ジョ ン , エディ ショ ン 
この 4 バイ ト は , 次 の 3 つの 部 分 に 分 か れる 
: 1 バイト 
・2 バ イト 
イジ ジョ ジン パイ トド 
た と えば , レベ ル 1 , バー ジョ ン 2.4 で エディ ショ ン が 1 の 場合 
は 01020401 に な る 
M$0S9Rev は ン ・ オ フ セ ッ ト 
0S 一 9 の レベ ル ま た は リビジョン を 示す 文字 列 へ の オフ セッ ト 
MS$SysPri | プラ イオ リティ (優先 権 ) 

最初 の モジ ュー ル (通常 sysgo ま た は shel1) を 実行 する シス テム 
の プラ イオ リティ 。 一 般 的 に , この 値 が すべ て の プロ セス の 起動 時 
の 基本 プラ イオ リティ と な る 。 デ フォ ルト は 128 
最小 プラ イオ リティ 

シス テム の 最小 実行 可能 プラ イオ リティ の 初期 値 。 デ フォ ルト は 
0 。 M$MinPty に つい て は , この 章 の 後半 の 説明 . お よび 「0S-ー9 
テク ニカ ル ・ マ ニュ アル 」 を 参照 
最大 エイ ジ 
シス テム の 最大 エイ ジ の 初期 値 。 デ フォ ルト は 0 。 M$MaxAge に つ 
いて も , この 章 の 後半 の 説明 . お よび 「O0S 一 9 テク ニカ ル ・ マ 
ニュ アル 」 を 参照 
将来 使用 する た め に 予約 済み の フィ ー ル ド 


レベ ル 


メー ジグ 当 ゲ 


MMinPty 


reserved 
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2 当 攻 [ 還 


$66 NEeente | イベ ント ・ テ ー プ ブル に 認め られ る エン トリ 数 

イベ ント ・ テ ー ブ ル に 認め られ る エン トリ 数 の 初期 値 。 こ の テー 
ブル は , 一 杯 に な る と 自動 的 に 拡張 する 。 デフ ォ ル ト は 0 。 こ の テ 
ー ブ ル の エン ト リ に は , 各 32 バ イト 必要 。 イベ ント の 名 項 目 に つい 
て の 説明 は 「0S 一 9 テク ニカ ル ・ マ ニュ アル 」 を 参照 。 現在 , 
この 値 は 使用 し て いな い 

リビジョン の 互換 性 

この バイ ト は , リビジョン の 互換 性 用 に 使う 。 デ フォ ルト は 0 で 
次 の ビッ ト が 定義 され て いる 


ビー コ 定 義 
。, 割 り 込 み ル ー チ ン で すべ て の レジ スタ を セー プ す る よう に 


する 

Kernel が stop 命 令 を 使用 し な いよ うに 設定 す 

モジ ュー ル ・ ヘ ッ ダ の ステ ィ ッ キー・ ピッ ト を 無視 する よ 
うに 設定 する 

キャ ッシュ の バー スト ・ オ ペレ ーション (68030 シ ステ ム ) 
を お さえ る よう に 設定 する 


ター ト さ せな いよ うに 設定 する 
M$Compat2 | 第 2 互換 性 用 ビッ ト 
この バイ ト は , リビジョン の 互換 性 用 に 使う 。 現在 , 次 の ビッ ト 
が 定義 され て いる 


誠人 08 ン 化 する よう に 設定 
kernel の コー ルド ・ ス ター ト で , シス テム ・ ク ロッ ク を ス 


ッシュ は スヌープ し な い *1 

ッシュ は スヌープ する #2 

ャ ッシュ は スヌープ し な い 

ャ ッシュ は スヌープ する 

キャ ッシュ は スヌープ し な い 

3 キャ ッシュ は スヌープ する 

ー タ ・ キ ャ ッシュ は スヌープ し な い 

・ デ ー タ ・ キ ャ ッシュ は スヌープ する 
, kernel は デー タ ・ キ ャ ッシュ の 使用 不可 
, kernel は デー タ ・ キ ャ ッシュ の 使用 可能 


*1 スヌープ と は , ソフ トウ ェ ア の 介入 な し に , 完全 に 保管 する 
キャ ッシュ 


*2 。 キャ シェ が 存在 し な い 場合 に は , 「 ス ヌー プ す る 」 に 疫 定 す 


テー の どー の どの ロロ の どの ど テ の は の 
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M$MemLis も t | カラ ー ド ・ メ モリ ・ リ スト 


メモ リ ・ セ グ メ ント ・ リ スト へ の オフ セッ ト 。 カ ラー ド ・ メ モリ 
・ リ スト は , シス テム の メモ リ の 各 タ イプ の エン ト リ を 含む 。 リ ス 
ト は 0 の ロン グ ワ ー ド で 終了 する 。 こ の 領域 に 0 を 設定 する と , カ 
ラー ド ・ メ モリ を シス テム 内 で 使用 し な い 。 カ ラー ド ・ メ モリ に つ 
いて の 詳細 は , 「OS 一 9 テク ニカ ル ・ マ ニュ アル 」 を 参照 


M$IROStk この 領域 は , kerne1 の 割り 込み スタ ッ ク の ロン グ ワ ー ド 単位 の サ 
イズ を 示す 。 値 は , 0 また は 256 か ら $fFff ま で の 間 に な る 。 値 が 0 
の 場合 は , kernet は デフ ォ ル ト で 小さ い 割 り 込 み ス タッ ク を 使用 す 
る 。 よ り 大 きい 割り 込み スタ ッ ク の 方 が 望ま し い 。 デ フォ ルト 値 は 
256 ロ ング ワー ド ( 1 K バ イト ) 

M$ColdTrys | kerne1 の 初期 化 で , シス テム ・ デ バイ ス へ の chd を 失敗 し た 場合 
の リト ライ 数 を 示す 。 デ フォ ルト 値 は 0 


【 ポ イン ト 】 
この 章 を 通じ て , 特に ほか の 指定 が な い 限 り , 取り 扱う シス テム ・ デ ィ レ クト リ は init 


モジ ュー ル の デフ ォ ル ト で す 。 


こ 5 = 


SS。 選 カニ ネム スム 抜 に 8 長 - モ ジジ テキ ーー フレ 


0S-9 の 機能 を 高め る た め , シス テム の コー ルド ・ ス ター ト 処 理 中 に カス タム 拡張 モジ ュ 
ー ル を 0Sー9 に 追加 する こと が で きま す 。 ま た , 特殊 な バス ・ ア ー ビ ト レー ショ ン ・ モ ー ド 
と いっ た ハー ドウ ェ ア の カス タマ イズ も で きま す 。 これ ら カ スタ ム 拡 張 モ ジュ ー ル が 機能 を 拡 
張 中 , 0S 一 9 自体 は 変更 され ませ ん 。 


【 メ モ 】 


カス タム 拡張 モジ ュー ル で , d0, d1 ま た は ccr レ ジス タ の み の 変 更 は か まい ませ ん 。 


init モ ジュ ー ル 内 の M$Extens オ フ セ ッ ト が , モジ ュー ル 名 の リス ト を 指示 し ます 。 デ フォ ル 
ト で は リス ト 名 は 0S9P2 で す 。 コ ー ル ド ・ ス ター ト 中 に モジ ュー ル が 見 つか っ た 場合 に 呼び 出し 
ます 。 エ ラー を 返す と シス テム は 停止 し ます 。 こ れ ら の モジ ュー ル の うち の 2 つ を 次 に 説明 し 
まず 。 


@ syscache 

Syscache モ ジュ ー ル に よっ て , あら ゆる ハー ドウ ェ ア ・ キ ャ ッシュ 操作 が 可能 に な り ま 
す 。 マ イク ロウ ェ ア 製 品 の 標準 の syscache モ ジュ ー ル は , 68020 お よび 68030 プ ロ セ ッ サ 用 
の オン チッ プ ・ キ ャ ッシュ を 操作 し ます 。 シス テム に つい て いる あら ゆる 外部 (オフ チッ 
プ ) キャ ッシュ ・ ハ ー ド ウェ ア を 活用 する た め に , この モジ ュー ル を カス タマ イズ する こ 
と が で きま す 。 syscache モ ジュ ー ル は , F$CCt1 シ ステ ム ・ コ ー ル の ルー チン を 登録 し ます 。 
Syscache モ ジュ ー ル が 設置 され な い 場 合 , シス テム ・ キ ャ ッシュ は 行い ませ ん 。 


人 で ssm 
シス テム ・ セ キュ リティ ・ モ ジュ ー ル (SSMJ) に よっ て メモ リ の 保護 が で きま す 。 SSM は 


メモ リ 管 理 ユ ニッ ト (MMU) ハー ドウ ェ ア を 使っ て , ユー ザ が メモ リ に アク セス する こと を 
認め た り 禁 止 し た り し ます 。 
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らら 。 ララ ミシン ニニ テム 、- 考 ジュ ョ ュー フラレ の 2 村 


製品 に 含ま れ て いる シス テム ・ モ ジュ ー ル は , た いて い の ユ ー ザ の 要求 を 満た す よ うに 設定 

され て いま す 。 し か し , 既存 の モジ ュー ル を 変更 し た り 新しい モジ ュー ル を 作り 出し た い 場合 
も ある か も し れ ま せん 。 moded コ マン ド を 使っ て , デフ ォ ル ト の 設定 を 変更 し て , 新しい モジ ュ 
ー ル を 作っ た り 既 存 の モジ ュー ル を 変更 し た りす る こと が で きま す 。 い ちば ん よく 変更 され る 
シス テム ・ モ ジュ ー ル は , デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ と init モ ジュ ー ル で す 。 


8. 3. 1 moded コ マン ド を 使う 
moded コ マン ド は , 特定 の 0 S- 9 モジ ュー ル ・ タ イプ の 個々 の フィ ー ル ド を 編集 する の に 使 
いま す 。 moded は init モ ジュ ー ル と , あら ゆる デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ ・ モ ジュ ー ル を 変更 す 


る の に 使う こと が で きま す 。 


moded コ マン ド を 使用 する に は , moded と 入力 し て , 続け て 目的 の デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ 
科 と オプ ショ ン を 人 力 じ し ます 。 


moded の プロ ンプ ト は , エディ タ の コマ ンド ・ モ ー ド が 入力 され た こと を 示し ます 。 
moded を 起動 する と , moded は moded.fields フ ァイル を 読も うと 試み ます 。 こ の ファ イル は , 
編集 し よう と し て いる 各 モ ジュ ー ル の モジ ュー ル ・ フ ィ ー ル ド の 種類 を 含み ます 。 こ の ファ イ 


ル が な いと moded は 機能 し ませ ん 。 


moded.fields フ ァイル と 共に , 標準 の RBF, SCF, PIPE , NETWORK, UCM, GFM の モジ ュー ル ・ デ 
ィ ス クリ プ タ を 用 意 し て いま す 。 ま た , init モ ジュ ー ル の 説明 も 含み ます 。 


カレ ント ・ モ ジュ ー ル を 編集 する に は 「e」 コ マン ド を 使っ て くだ さい 。 カ レン ト ・ モ ジュ ー 
ル が な い 場 合 に は , モジ ュー ル 名 を エディ ッ ト す る よう に エディ タ が プロ ンプ ト を 出し ます 。 


エディ タ は フィ ー ル ド 名 , 現在 の 値 , 新しい 値 の プロ ンプ ト を 表示 し ます 。 


次 の エディ ッ ト ・ コ マン ド が 入力 可能 で す 。 


= UID35ー 


フィ ー ル ド の 新しい 値 
5 に 12 


フィ ー ル ド の 定義 に つい て よく 分 か ら な いと き は , 「??」 コ マン ド を 使い ます 。 こ の コマ ン 
ド は , カレ ント ・ フ ィ ー ル ド の 短い 説明 を 表示 し ます 。 


必要 な モジ ュー ル の 変更 が 済む と , モジ ュー ル の 最後 に 到達 する か , ピリ オド 「.」 を 入力 す 
る こと に よっ て エディ ッ ト を 終了 する こと が で きま す 。 こ の 時 点 で モジ ュー ル に 行っ た 変更 は , 
メモ リ 上 に の み 存 在 し ます 。 実際 の ファ イル に 書き 換え る 場合 は 「w」 コ マン ド を 使用 し ます 。 
また , この コマ ンド は , モジ ュー ル ・ ヘ ッ ダ ・ パ リティ と CRC を 更新 し ます 。 


【 メ モ 】 


moded は , 主 に 既存 の ディ スク リプ タ を 編集 する の に 使い ます 。 moded は 機能 が 限定 され 
て いる の で , 新しく デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ を 作成 し た り , ファ イル ・ マ ネー ジャ 名 の 
よう な フィ ー ル ド を 変え る の に は 使わ な い 方 が よい で し ょ う 。 


moded に つい て の 詳細 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


8。 人 デー トト - テー- イ フレ と つ イ EE 訪 


プ ブート ・ フ ァイル は , シス テム の プ ブート ストラップ ・ シ ー ケ ンス 中 に メモ リ に ロー ド さ れる 
モジ ュー ル の リス ト か ら な っ て いま す 。 製品 に 含ま れ て いる プー ト ・ フ ァイル は , た いて い の 
ユー ザ の ニー ズ に 合う よう 設定 され て いま す が , 既存 の ブー ト ・ フ ァイル に モジ ュー ル を 追加 
や 削除 し た いと 思う こと が ある か も し れ ま せん 。 


お 。 人 。1 プー ルト リサ スト ・ フ ァイル 


プ ブー ト ・ フ ァイル (059Boot) は 通常 , os9gen コ マン ド の 「-zZ」 オプ ショ ン に プー トリ スト ・ 


ファ イル を 指定 し て 作成 し ます 。 ブ プー トリ スト ・ フ ァイル に は , ブー ト ・ フ ァイル を 作成 する 
の に 使用 する ファ イル 名 の リス ト を, 1 行 に 1 ファ イル ずつ 記述 し ます 。 プ ブー トリ スト ・ フ ァ 
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イル は 分 か りや すい よう に ファ イル 名 を 付け て くだ さい (た と えば ハー ド デ ィ スク か ら ブ ー ト 
する よう な リス ト は 「bootlist.hO]」 と し ます ) 。 ブ プー トリ スト ・ フ ァイル は 簡単 に 編集 で きる 
の で , これ を 用 いる と ブー ト ・ フ ァイル の 内 容 を 保守 する の に 便利 で す 。 


プー トリ スト ・ フ ァイル は 通常 , プー ト ・ フ ァイル を 構築 する の に 用 いる 個々 の ファ イル と 
と も に , ディ レク トリ 「CMDS/B00T0BJS」 に 位置 し ます 。 


8. 4. 2 プー ト ・ フ ァイル の 必要 条件 


ブート ・ フ ァイル の 内 容 と モジ ュー ル の 順序 は 通常 , エン ド ・ ユ ー ザ の シス テム の 構成 と 必 
要 基 準 に よっ て 決ま り ま す 。 し か し な が ら , ブー ト ・ フ ァイル を 構築 する 際 に は 次 の 点 に 注意 
し な けれ ば な り ま せん 。 


@ 。 シス テム 内 (ROM 上 また は ブー ト ・ フ ァイル 中 ) に kernel が 存在 し な けれ ば な り ま せん 。 
kernel が プー ト ・ フ ァイル 内 に ある 場合 に は , 最初 の モジ ュー ル で な けれ ば な り ま せん 。 

@ init モ ジュ ー ル が シス テム 内 (ROM 上 また は ブー ト ・ フ ァイル 中 ) に 存在 し て いな けれ 
ば な り ま せん 。 


その 他 の すべ て の モジ ュー ル は , シス テム の 構成 に よっ て 決ま り ま す 。 
8 . 4. 3 RBF ブ ー ト ・ フ ァイル の 作成 
RBF デ バイ ス (ハー ド ・ デ ィ ス ク ま た は フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク ) 用 に ブート ・ フ ァイル を 作る 


に は , 必要 に 応じ て bootlist フ ァイル を 編集 し て か ら os9gen コ マン ド を 起動 させ る 必要 が あり 
ます 。 


chd /h0/cmds/bootobjs 還 
< ブー トリ スト ・ フ ァイル を 編集 する > 
os9gen < デバ イス 名 > -z=< プ ブー トリ スト > 


指定 する < デバ イス 名 > は , プー ト ・ フ ァイル を イン スト ー ル する ディ スク で な けれ ば な り ま 
せん 。 こ の デバ イス が ハー ド ・ デ ィ ス ク の 場合 に は , フォ ー マ ッ ト 可 能 な デバ イス 名 を 指定 し 
て くだ さい 。 
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フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の ブー ト ・ フ ァイル を 作成 する に は , 次 の よう に 入力 し ます 。 
| egge /d0 -z=bootlist.d0 加 」 


バッ ー ド ・ デ ィ ス ク の プー ト ・ フ ァイル を 作成 する に は 。 炊 の よう に 入力 し ます 。 


層 os9gen /hOfmt -z=bootlist.h0 加 | 


【 ポ イン ト 】 


シス テム に よっ て は , サイ ズ が 64K より 大 きい また は 連続 し て いな い ブ プー ト ・ フ ァイル 
を サポ ー ト し て いな い 場 合 が あり ます 。 


【 メ モ 】 
0S-ー9 グ X680 0 0 で は , 専用 の シス テム ・ ジ ェ ネ レー ショ ン ・ コ マン ド xos9gen 


を 使用 し て くだ さい 。 


うら 世 へ MT ディ ニテ 之 を 便 朋 する 


0 SS 一 9 は , RAM デ ィ ス ク を サポ ー ト し て いま す 。 こ れ ら の ディ スク は , ラン ダム ・ ア クセ ス 
・ メ モリ (RAM) を 使用 し て いま す 。 RAM デ ィ ス ク に 保存 され た 情報 は , 同じ 情報 を ハー ド ・ デ 
ィ ス ク や フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク に 保存 し た と き に 比べ て , か な り 速 く ア クセ ス が で きま す 。 RA 
M デ ィ ス ク に は , あら ゆる ファ イル を 保存 し アク セス で きま す 。 


RAM デ ィ ス ク を 使う に は , デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ , RAM デ ィ ス ク ・ ド ライ バ お よび RBF フ ァ 
イル ・ マ ネー ジャ が な けれ ば な り ま せん 。 そ れ ぞ れ の RAM デ ィ ス ク が 異な る ポー ト ・ ア ドレ ス を 
持て ば , 複数 の RAM デ ィ ス ク を 使用 で きま す 。 RAM デ ィ ス ク の 数 に 対す る 唯一 の 制限 は メモ リ の 
サイ ズ で す 。 し か し , 実際 に は 考慮 すべ き 点 が いく つか あり ます 。 た と えば 大 き な RAM デ ィ ス ク 
を 1 つ 使 用 する 方 が , 小さ な RAM デ ィ ス ク を た くさ ん 使う より る 効率 的 で す 。 


多く の シス テム の 構成 で は , RAM デ ィ ス ク は デフ ォ ル ト ・ シ ステ ム ・ デ バイ ス と し て 用 いら れ 
て いま す 。RAM デ ィ ス ク を デフ ォ ル ト ・ シ ステ ム ・ デ バイ ス と し て 用 いる 場合 , rr で は な く dd デ 
バイ ス と 呼び ます 。 デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ の ファ イル 名 は , 「dd.r0_xxx」 で す 。 こ の ディ 
スク リプ タ を 使う こと に よっ て , コン パイ ラ が 一 時 的 な ファ イル の た め に すばやく アク セス で 
きる デバ イス と し て , RAM デ ィ ス ク を 用 いる こと が で きま す 。 デ フォ ルト の シス テム ・ デ バイ ス 
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と し て 用 いる 場合 に は , 通常 , アク セス 頻度 の 高い SYS ディ レク トリ 内 の ファ イル を 格納 する た 
め に RAM デ ィ ス ク を 使用 し ます 。 SYS ディ レク トリ 中 の initDD プ ロ シ ー ジ ャ ・ フ ァイル は , これ 
を 自動 的 に 実行 し ます 。 


【 ポ イン ト 】 


RAM デ ィ ス ク は 押 発 性 と 不揮発 性 の も の が あり ます 。 押 発 性 の RAM デ ィ ス ク は , シス テム 
を リセ ッ ト す る か 電源 を 切る と 消え て し まい ます 。 不揮発 性 の RAM デ ィ ス ク は , バッ テリ 
・ バ ッ ク ア ッ プ の RAM な どの 場所 に 常駐 し て お り , シス テム が リセ ッ ト さ れ た り 電 源 が 切 
られ て も 消え ませ ん (0S-9/X6 8 0 0 0 で は 不揮発 性 の も の と し て 「sr0」 が あり 
ます ) 。 


揮発 性 の RAM デ ィ ス ク は , フリ ー・ シ ステ ム ・ メ モリ また は 外部 メモ リ を 割り 当て る こと が で 
きま す 。 フ リー・ シ ステ ム ・ メ モリ か ら 割 り 当 て を 受け る 揮発 性 の RAM デ ィ ス ク の 数 は , ポート 
・ ア ドレ ス に よっ て 決定 し ます 。 デ ィ ス ク ご と に ほか と 異な る 0 か ら 1023 ま で の アド レス を 持 
っ た , 1024 枚 の 異な る ディ スク を 設定 で きま す 。 


フリ ー・ シ ステ ム ・ メ モリ か ら 割 り 当 て を 受け て いな い 揮 発 性 の RAM デ ィ ス ク を , シス テム の 
メモ リ ・ リ スト の 一 部 に し て は な り ま せん 。 また , これ ら の ディ スク は , ポー ト ・ ア ドレ ス が 
1024 以 上 で な けれ ば な り ま せん 。 こ の ポー ト ・ ア ドレ ス は , RAM デ ィ ス ク の 実際 の 開始 アド レス 
を 示し ます 。 


不揮発 性 の RAM デ ィ ス ク は , シス テム が 認識 し て いな い 領 域 に 配置 され て いな けれ ば な り ま せ 
ん 。 つ まり , シス テム が 割り 当て で き な い メモ リ 領 域 に 配置 され て いな けれ ば な ら な い の で す 。 
シス テム が 認識 し て いる 領域 に ディ スク が 配置 され て いる 場合 で も , その 領域 は 割り 当て で き 
る も の と 見 な され , あと か ら シ ステ ム が 使用 する か も し れ ま せん 。 そ の 結果 , RAM デ ィ ス ク の 内 
容 が 消さ れ て し まう 可能 性 が あり ます 。 
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る 3 る 。 6 ネー ト デ ッ ピー ジン テ - 了 フラレ と の つの 凶 E 記 茅 


ブート ・ フ ァイル だ けが , 起動 時 に モジ ュー ル や デバ イス を メモ リ に ロー ド す る 方 法 で は あ 
り ま せん 。0S 一 9 を ブー ト し て 標準 sysgo が 実行 され る と , スタ ー ト アッ プ ・ プ ロ シ ー ジ ャ が 
実行 され ます 。 ディスク ・ ベ ー ス の シス テム で は , スタ ー ト アッ プ ・ プ ロ シ ー ジ ャ と し て は 
「startup」 ファ イル を 実行 し ます 。startup フ ァイル は , SYS ディ レク トリ 中 に あり ます 。 


【 ポ イン ト 】 


Startup フ ァイル は 0S 一 9 の プロ シー ジャ ・ フ ァイル で , シス テム を ブー ト し た あと 
すぐ に 使わ れる 0 S 一 9 の コマ ンド を 含ん で いま す 。 
kernel の よう に , 0S9Boot フ ァイル か ら ロ ー ド し な けれ ば な ら な い モ ジュ ー ル や デバ イス も い 
くつ か あり ます が , ほとん どの モジ ュー ル は startunp フ ァイル で ロー ド さ せる と 便利 で す 。 それ 
は , startup フ ァイル を 変更 し て シス テム を 更新 する 方 が 簡単 だ か ら で す 。 こ の ファ イル を 変更 
する た め に は , テキ スト ・ エ ディ タ を 使っ て 変更 を 行う だ け で よい の で す 。 


ルー ト ・ デ ィ レ クト リ か ら startup フ ァイル を 確認 する に は , 次 の よう に 入力 し ます 。 


記 1ist SYS/startupg 」 


炊 の よう な リス ト ( 例 ) を 表示 し ます 。 


ー セ も -HD 
氷 


0S-9/68000 LevelI V2.4 
Copyright 1984 by Microware Systems Corporation 


0S-9/X68000 
Copyright 1991 by Microware Systems K.K 


The commands in this file are highly system dependent and should 
be modified by the user. 


キキ ええ ええ 


来 
1ink shell cio 
1oad math 

※ 


1niz syscon d0 d1 
Setime -S 


* 
SYS/InitDD 
* 


*load -d CMDS/BOOTOBJS/sc8530 CMDS/BOOTOBJS/t1 
*1oad -d CMDS/BOOTOBJS/sckpdrv CMDS/BOOTOBJS/p: pmode -d 
* 


* tsSmon /t1& 


ニョ 69 ニ 


最初 の 実行 可能 な 行 「-t -np」 は , この 手続 き 中 に shellt の エコ ー・ オ プシ ョ ン を オン に , プ 
ロン プ ト ・ オ プシ ョ ン を オフ に し ます 。 エ コー・ オ プシ ョ ン は , 実行 可能 な コマ ンド ・ ラ イン 
を , それ ぞ れ 端末 の ディ スプ レイ に 表示 し ます 。 こ れ に よっ て , どの コマ ンド が 実行 され て い 
る の か が 見 て 分 か り ま す 。 


【 メ モ 】 


プロ シー ジャ ・ フ ァイル に 実行 可能 な コマ ンド で 構成 され ます 。 各 コ マン ド を , ちょ う 
ど shel1 コ マン ド ・ ラ イン か ら 入 力 し た か の よう に 実行 し ます 。 ア スタ リス ク 「*」 で 始ま 
る 行 は コメ ント で す の で 実行 し ませ ん 。 


製品 の startup フ ァイル で は , その 他 の 実行 可能 な 行 に は は その コマ ンド の 目的 を 説明 し た コメ 
ント が つい て いま す 。 標準 コマ ンド の 中 に は コメ ント と し て 与え られ て いる も の も あり ます 。 
起動 手続 き 中 に コマ ンド を 実行 させ た いり 場合 は , テキ スト ・ エ ディ タ を 使っ て コマ ンド の 前 に 
つい て いる アス タリ スク を 取り 除い て くだ さい 。 


た と えば 。, startup フ ァイル が 実行 され て いる 間 に , 1oad コ マン ド を 実行 し た い 場 合 に は , そ 
の コマ ンド の 前 に つい て いる アス タリ スク を 消去 し て くだ さい 。 


【 メ X 〒】 


バッ テリ ・ バ ッ ク ア ッ プ され た クロ ッ ク の つい て いる シス テム で タイ ム ス ラ イ ス を 開始 
する に は , 「-s」 オプション を 使っ て setime を 起動 し て くだ さい 。 日 時 は クロ ッ ク か ら 読 
み 込 み ま す 。 


8. 6. 1 デバ イス の 初期 化 : syscon. d0. を 初期 化す る 


コマ ンド 「iniz syscon d0 d1」 は 次 の 特定 の デバ イス を 初期 化し ます 。 


syscon シス テム の コン トロ ー ル ・ デ バイ ス 
d0 , d1 フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 


0 3 一 9 が パス を オー プン する と き は , 最初 に その デバ イス を 0S 一 9 が 認識 し て いる か ど 


うか を 確認 し ます 。 認識 し て いる た め に は , デバ イス が 初期 化 さ れ て お り , メモ リ が その デバ 
イス ・ ド ライ バ 用 に 割り 当て られ て いな けれ ば な り ま せん 。 リ クエ スト の 時 点 で デバ イス が 認 
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識 さ れ て いな い 場 合 , OS 9 は デバ イス の 初期 化 と メモ リ 割 り 当 て を 行っ て パス を オー プン 
し ます 。 たとえば, d0 が 前 も っ て 初期 化 さ れ て いな か っ た 場合 , 単純 な 「dir /d0」 コマンド は , 
この イベ ント ・ シ ー ケ ンス を 開始 し ます 。 


iniz コ マン ド は デバ イス を 初期 化し ます 。 iniz は , 渡さ れ た 各 デ バイ ス 名 に 1I$Attach シ ステ 
ム ・ コ ー ル を 行い ます 。 こ れ に よっ て , デバ イス を 初期 化し て シス テム に リン ク さ せま す 。 


シス テム が 始動 し た あと に デバ イス を 初期 化す る に は , iniz に 続け て シス テム に 追加 する デ 
バイ ス 名 を 入力 し て くだ さい 。 iniz は デバ イス の 初期 化 手続 き を 終わ り ま で 実行 し て , デバ イ 
ス に 必要 な メモ リ を 割り 当て ます 。 デ バイ ス が すでに 初期 化 さ れ て いる 場合 は , 再 初期 化 は 行 
いま せん が , リン ク ・ カ ウン ト は イン クリ メン ト し ます 。 


た と えば , モジ ュー ル t2 お よび t3 の リン ク ・ カ ウン ト を イン クリ メン ト さ せま す 。 次 の よう 
に 入力 し ます 。 


| jm t2 t3 加 ] 

デバ イス 名 は , 「-zZ」 オプ ショ ン を 使用 し て 標準 入力 か ら 読 み 込 むこ と も , 「-z=< フ ァイル 
名 >」 オ プシ ョ ン を 使っ て ファ イル か ら 読 み 込 むこ と も で きま す 。 フ ァイル 「/h0/add.files」 
に リス ト さ れ て いる デバ イス の リン ク ・ カ ウン ト を イン クリ メン ト す る に は , 次 の よう に 入力 
し まず 。 


h iniz -z=/h0/add.files 加 


deiniz コ マン ド は デバ イス へ の パス を 閉じ る た め に 使う こと が で きま す 。deiniz は , デバ イ 
ス を 領域 か ら 消去 す る 前 に し. リン ク ・ カ ウン ト を チェ ッ ク し ます 。 リ ンク ・ カ ウン ト が 1 以上 
の 場合 , deiniz は リン ク ・ カ ウン ト を 下げ ます 。 リ ンク ・ カ ウン ト が 1 の 場合 , deiniz は リン 
ク ・ カ ウン ト を 0 に 下げ て , デバ イス を シス テム ・ デ バイ ス ・ テ ー ブ ル か ら 消 去 し ます 。 そ う 
する と , その デバ イス は 0 Sー9 で は 認識 され な く な り ま す 。 


deiniz コ マン ド を 使用 する に は , deiniz に 続け て シス テム か ら 取 り 除 く デ バイ ス 名 を 入力 し 
て くだ さい 。 


た と えば , モジ ュー ル p の リン ク ・ カ ウン ト を デ ク リ メン ト し ます 。 


$ deiniz p 加 四 


ご = 出 60A 


deiniz は , 「-z」 オプ ショ ン を 使っ て 標準 入力 か ら デ バイ ス 名 を 読み 込む こと も , 「-z= く < フ 
ァイル 名 >」 オ プシ ョ ン を 使用 し て ファ イル か ら 読 み 込む ひこ と も で きま す 。 フ ァイル 「/h0/not. 
needed」 に リス ト さ れ て いる ファ イル を 取り 除く に は , 次 の よう に 入力 し ます 。 


上 deiniz -z=/h0/not.neededkg | 


【 ポ イン ト 】 
この 初期 化 や 取り 消し の シー ケン ス を 行う と , プロ グラ ム の 実行 が 遅く な り メ モリ が 断 
片 化 し て し まう 場合 が あり ます 。 こ れ ら の 間 題 を 避け る た め に , 起動 時 に シス テム に 接続 
され て いる すべ て の デバ イス に , startup フ ァイル 内 で iniz す る こと を お 勧め し ます 。 
【 メ モ 】 

共用 不可 の デバ イス は , シス テム に 認識 され る た め に は プー ト フ ァイル 中 に 置か な けれ 
ば な り ま せん 。 共用 不可 の デバ イス に iniz を 行う と , リン ク ・ カ ウン ト が イン クリ メン ト 
され て 使用 中 の よう に 見 える た め , その デバ イス を 使う こと が で き な く な り ま す 。 


起動 時 に 接続 され て いる デバ イス に iniz を 行う と , デバ イス を 初期 化し て その デバ イス に メ 
モリ を 割り 当て ます 。 こ れ は 明示 的 に deiniz し な いか ぎり , シス テム が 動い て いる 間 続 きま す 。 
フロ ッ ピ ー・ ド ライ ブ プ 2 つ と ハー ド ・ デ ィ ス ク 1 つが ある シス テム で は , スタ ー ト アッ プ ・ フ 
ァイル で これ ら の デバ イス に iniz を 行い ます 。 


皮 iniz hO dO dl tl pl pg 還 


8. 6. 2 シス テム 時 間 を 設定 する : setime -S 


0 S 一 9 で は , タイ ム ス ラ イス や ファ イル の 日 付 の た め に シス テム 時 間 を 設定 する 必要 が あ 
り ま す 。 setime コ マン ド は , それ を 行う コマ ンド で す 。「-s」 は , シス テム 上 の バッ テリ ・ バ 
ッ ク ア ッ プ ・ ク ロッ ク か ら 現 在 の 時 刻 を 得る を た め の オ プシ ョ ン で す 。 バッテリ ・ バ ッ ク ア ッ プ 
・ ク ロッ ク が 用 意 さ れ て いな い 場 合 は , 手 入 力 で 時 刻 を 設定 し ます 。 


8. 6. 3 モジ ュー ル を メモ リ に ロー ド す る : 1oad > 


startup フ ァイル の コメ ント 行 に な っ て いる 1oad コ マン ド は , 必要 な モジ ュー ル を あら か じ め 


メモ り に だ ロード し まず 。 と こと で は 。 RS 一 2 3 2C と プリ ンタ の 各 ド ライ バ と ディ スク リプ タ 
を ロー ド す る よう に し て いま す 。 


0 


起動 時 に 複数 の モジ ュー ル を メモ リ 上 に ロー ド す る た め に は , ロー ド す る 各 モ ジュ ー ル 名 を 
を 1 行 に 1 つ ず つ 書 いた ファ イル を 作成 し て お く と 便利 で す 。 フ ァイル の 名 前 は 何で も か まい 
ませ ん が , 1oadfile と 名 付け る こと を お 勧め し ます 。 こ の ファ イル は コマ ンド ライ ン で 位置 を 
指定 すれ ば , どの ディ レク トリ に あっ て も ロー ド す る こと が で きま す 。 1oadfile が SYS ディ レク 
トリ に 位置 する 場合 な ら ば , startunp フ ァイル の コマ ンド ・ ラ イン は 次 の よう に な り ま す 。 


le -Z=SyS/1oadfile | 


8S. 6. 4 デフ ォ ル ト の デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ を 初期 化す る : SYS/InitDD 


これ は , スタ ー ト アッ プ ・ フ ァイル か ら 実 行 さ れる プロ シー ジャ ・ フ ァイル で す 。 プ ロ シ ー 
ジャ ・ フ ァイル 中 で は , デフ ォ ル ト ・ シ ステ ム ・ デ ィ ス ク を 初期 化し て 必要 な ファ イル を コピ 
ー し て いま す 。0S 一 9 の アプ リケーション ・ プ ログ ラム の 多く は , デフ ォ ル ト ・ シ ステ ム ・ 
デバ イス に 位置 する ディ レク トリ か ら , 必要 な ファ イル を 探し ます 。 デ フォ ルト ・ シ ステ ム ・ 
デバ イス を 「dd」 と 呼び ます 。dd は あら ゆる ディ スク ・ デ バイ ス と し て 定義 で きま す が , 通常 
は , 次 の うち いずれ か を 定義 し ます 。 


r0 RAM デ ィ ス ク 
h0 ハー ド ・ デ ィ ス ク 
dO フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 


別 の デバ イス を デフ ォ ル ト ・ シ ステ ム ・ デ バイ ス に し た いり い 場合 は , SYS/InitDD フ ァイル を 編 
集 し て を 適当 な デバ イス 名 に な る よう 変更 し て くだ さい 。 プ ー ト ファ イル 内 に dd デバ イス が あ 
る か , デフ ォ ル ト ・ シ ステ ム ・ デ バイ ス を まっ た く 使 用 し な い 場 合 は , この 行 は コメ ント に し 
て も か まい ませ ん 。 


8. 6. 5 マルチ ユー ザ ・ シ ステ ム : tsmon /tl & 


tsmon コ マン ド は , シス テム を マル チュ ユー ザ ・ シ ステ ム に する た め に 使用 し ます 。 こ の コマ ン 
ド は , 休止 し て いる 端末 を 監視 し て マル チ ユ ー ザ ・ シ ステ ム 用 の ログ イン ・ プ ロ シ ー ジ ャ を 起 
動 し ます 。 こ の コマ ンド ライ ン は , シリ アル ・ ポ ー ト 「/t1」 に 対し て タイ ムシ ェアリング ・ モ 
ニタ を 起動 し ます 。 


lm /t1& 男 


= 62 ラ 


tsmon は 28 個 まで の デバ イス 名 パス リス ト を 監視 で きま す 。 し た が っ て , tsmon が 監視 すべ き 
複数 の デバ イス が ある 場合 , 28 個 まで の デバ イス を tsmon の コマ ンド ・ ラ イン 1 行 に 割り 振る こ 
と が で きま す 。 別 の shel1 を 生成 し な いで tsmon を 実行 する に は , she11 の ビル トイ ン ・ コ マン ド 
ex を 使用 し ます 。 こ の コマ ンド を 使用 する こと に より , シス テム ・ メ モリ を 節約 する こと が で 
きま す 。 例 を 示し ます 。 


民 tsmon /term /t1 /t2 /t3 /t4 /t5& | 


指定 し た 任意 の パス の 端末 上 で キャ リッ ジ ・ リ ター ン を 入力 する と , tsmon は 自動 的 に 1ogin 
を 起動 し て , その デバ イス に 対す る 標準 {/0 パ ス を オー プン し ます 。 


1ogin プ ロ シ ー ジ ャ は 個々 の 1ogin の 確認 用 に , SYS ディ レク トリ に 位置 する password フ ァイル 
を 使用 し ます 。 製品 の password フ ァイル は , ログ イン ・ エ ント リ の 例 を 含ん で いま す 。 パ スワ 
ー ド ・ フ ァイル の エン トリ の 各 フ ィ ー ル ド に つい て は , 第 6 章 お よび 別 工 「 リ ファ レン ス ・ マ 
ニュ アル 」 の login の 説明 で 触れ て いま す 。 有 効 な ユー ザ 名 や パス ワー ド を 与え る こと が で きず 
に 1ogin が 失敗 し た 場合 , 制御 は tsmon に 戻り ます 。 


【 メ モ 】 
使用 する コマ ンド に 関す る 詳し い 説 明 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し 


て くだ さい 。 


らら 。 ア プア シシ スネ ステム っ の つう シャ ッ ント ダン ウン = 挫 例 き 


いろ いろ な 理由 で , シス テム を 落と し た い 場 合 が あり ます 。 シ ステ ム を リセ ッ ト し た り 電 源 
を 落と し た りす る 場合 , リセ ッ ト ・ ボ タン を 押す だ け で は いけ ませ ん 。 慎重 に シャ ッ ト ダ ウン 
手続 き を 取ら な けれ ば な ら な い シ ステ ム も あり ます 。 た と えば , ほとん どの ネッ トワ ー ク 通信 , 
プリ ント ・ ス プー ラ や シス テム 内 の 処理 は , 特別 な 注意 が 必要 で す 。 こ れ ら の プロ セス に は オ 
プシ ョ ン や , その 他 の 取り 決め が あり , シス テム を シャ ッ ト ダ ウン する 前 に 考慮 が 必要 で す 。 


特別 な 注意 が 必要 な プロ セス の 面倒 を みる こと に 加え て , シス テム の ユー ザ に シャ ッ ト ダ ウ 
ン の 準備 を させ な けれ ば な り ま せん 。 可能 で あれ ば , ユー ザ に ファ イル を セー ブ し て シス テム 
か ら 離 れる た め に 充分 な 時 間 の 余裕 を 与え る る べき で す 。 シ ステ ム が 落ち よう と し て いる こと を 
ユー ザ に 注意 する 方 法 の 1 つ に , echo お よび tee コ マン ド を 用 いて メッ セー ジ を 表示 する 方 法 が 
あり ます 。 し か し , メッ セー ジ を 送っ た あと で キャ リッ ジ ・ リ ター ン を 押さ な い 限 り , この 方 
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法 で 送っ た メッ セー ジ は 表示 され ませ ん 。 た と えば , shel1 が コマ ンド 入力 を 待っ て いる 場合 , 
キャ リッ ジ ・ リ ター ン を 入力 する まで , メッ セー ジ は 端末 の 画面 上 に 表示 され ませ ん 。 
【 ポ イン ト 】 
上 記 の 場合 に は , 音声 に よる 警告 が 重要 で す 。 つま り , シス テム を 通じ て 警告 の メッ セ 


ー ジ を 送る の に 加え て , シス テム に 接続 し て いる 個々 の ユー ザ に イン タコ ム ・ シ ステ ム か 
電話 を 使っ て , 注意 する わけ で す 。 各 ユ ー ザ に 一 声 か け て お きた い 場 合 ち ある で し ょ う 。 


実際 に シス テム を シャ ッ ト ダ ウン する プロ セス は , プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 生成 する こと 

に よっ て 簡略 化す る こと が で きま す 。 い っ た ん プロ シー ジャ ・ フ ァイル を 生成 すれ ば , she11 コ 
マン ド ・ ラ イン の プロ ンプ ト か ら プ ロ シ ー ジ ャ を 起動 する こと も , シス テム を シャ ッ ト ダ ウン 
する 目的 の た め だ け に 個別 の パス ワー ド ・ エ ント リ を 生成 する こと も で きま す 。 


た と えば , shutdown. sys と いう プロ シー ジャ ・ フ ァイル が ある 場合 , 次 の よう な パス ワー ド 
・ フ ァイル ・ エ ント リ を 作り ます 。 


SyS, Shutdown, 0.0, 128, . , sys, she11 shutdown.sys 」 


ユー ザ を sys と し て パス ワー ド shutdown を 使っ て ログ イン する と , シス テム は すぐ に shel1 に 
ファ イル shutdown.sys を 実行 させ る の で , シャ ッ ト ダ ウン 手続 き が 始ま り ま す 。 


シス テム を シャ ッ ト ダ ウン する た め に 便利 な プロ シー ジャ ・ フ ァイル の 例 を 1 つ 示 し て お き 
83 


こも =nX -np 

* 

* System Shutdown Procedure 

* 

echo 警告 シス テム は 3 分 後に シャ ッ ト ダ ウン し ます ! tee /t1 /t2 /t3 /t4 /t5 


Sleep -S 60 
echo 警告 シス テム は 2 分 後に シャ ッ ト ダ ウン し ます ! tee /t1 /t2 /t3 /t4 /t5 


Sleep -S 115 

echo 警告 シス テム は 5 秒 後に シャ ッ ト ダ ウン し ます ! tee /t1 /t2 /t3 /t4 /t5 
Sleep -S 

Spl -$ : * スプ ー ラ を 停止 させ る 

nmon /n0 -d : * ネネ ットワーク を ダウ ン さ せる 

sleep -s 3 :* 3 秒間 待つ 

break :* ROM デ バッ ガ を 呼ぶ 


プロ シー ジャ の 機能 を 示す コメ ント の あと の 最初 の 6 つの コマ ンド は , シス テム の 端末 に 警 
告 を 3 回 流し ます 。 最初 の 警告 は シス テム が シャ ッ ト ダ ウン され よう と し て いる こと を ユー ザ 
に 注意 し ます 。 残り の 2 回 の 警告 は 再度 確認 の 働き を し ます 。 音声 に よる 注意 も 共に 行わ な け 
れ ば な ら な いこ と も , 思い 出し て お きま し ょ う 。 
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残り の コマ ンド ・ ラ イン が シス テム を シャ ッ ト ダ ウン し ます 。 


Spl -$ 
この コマ ンド は スプ ー ラ を 停止 させ ます 。 ス プー ラ が 停止 する と , 終了 し て いな い ジ ョ 
プ は すべ て 失わ れ ま す 。 


nmon /n0 -d 
この コマ ンド は ネッ トワ ー ク を ダウ ン さ せま す 。 ほ か の ネッ トワ ー ク か ら の ユー ザ は , 
シャ ッ ト ダ ウン され る シス テム に ログ イン する こと が で き な く な り ま す 。 


sleep -S 3 
この コマ ンド は , 次 の コマ ンド ・ ラ イン を 実行 する 前 に 3 秒間 シス テム を 待機 さま せ ます 。 
これ に よっ て , これ より 前 の コマ ンド が 実行 を 完了 する 余裕 が で きま す 。 


break 
この コマ ンド は , ROM デ バッ ガ に break コ ー ル を 送り ます 。 ROM デ バッ ガ が この コー ル を 受 
け 取 る と , シス テム は シャ ッ ト ダ ウン し ます 。 


【 メ モ 】 
0S-9/X68000 で は , フロ ント 電源 スイ ッ チ の オフ 時 に 実行 させ る コマ ンド や 
プロ シー ジャ を 登録 で きま す 。 詳細 は 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 の poweroffproc 
コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。 
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8 ワリ デラ レゴ スム 琶 堪 で デビ ロモ ス を を 管理 する 


リア ル タ イ ム 環 境 で プロ セス を 管理 で きる 能力 は , 0S 一 9 の 利点 の 1 つ で す 。0S-9 に 
は , シス テム 管理 者 が リア ル タ イ ム 環 境 で プロ セス を 管理 する 3 つの 方 式 が あり ます 。 


@ プロ セス の プラ イオ リティ を 操作 する 
@ D MinPty と D_MaxAge を 使っ て シス テム の プロ セス ・ ス ケ ジ ュ ー ル を 変更 する 
倫 ユー ザ ・ ス テー ト ・ プ ロ セ ス だ け で な く シ ステ ム ・ ス テー ト ・ プ ロ セ ス を 実行 する 


8. 8. 1 プロ セス の プラ イオ リティ を 操作 する 


プロ セス を コマ ンド ・ ラ イン か ら 実 行 する 場合 , 第 5 章 の shel1 の 項 で 述べ た プロ セス ・ プ ラ 
イオ リティ を 変更 する 修飾 項 を 使用 し て , その 初期 プラ イオ リティ を 変更 する こと が で きま す 。 
これ に よっ て , 重要 な タス ク を 持つ ユー ザ は プロ セス に 高い プラ イオ リティ を 設定 し て , あま 
り 重 要 で な い プ ロ セ ス よ り も 速く 頻繁 に 実行 する よう に で きま す 。 


【 メ モ 】 
初期 プラ イオ リティ は , フォ ー ク (F$Fork) お よび , チェ イン (F$Chain) シス テム ・ 


コー ル の パラ メー タ で も あり ます 。 


8.8. 2 D MinPty と D MaxAge を 使用 し て シス テム の プロ セス ・ ス ケ ジ ュ ー ル を 変更 する 


0S 一 9 が プロ セス を スケ ジュ ー ル する 方 法 は , シス テム の 大 域 変数 D MinPty と D_MaxAge を 
使っ て 変え る こと が で きま す 。 D_MinPty と D_MaxAge は , F$SetSys シ ステ ム ・ コ ー ル を 使用 し て 
スー パ ・ ユ ー ザ が 利用 で きま す 。 こ れ ら の シス テム 変数 は , プロ セス の エイ ジン グ に 影響 を 与 
えま す 。 

【 メ モ 】 
プロ セス の エイ ジ は 初期 プラ イオ リティ か ら 始 まり , その プロ セス が CPU タイ ム を 待っ 
て いる 間 , ほか の プロ セス が 実行 する た びに 増え て いき ます 。 


D_MinPty は 最小 プラ イオ リティ を 指定 し ます 。 プロ セス の プラ イオ リティ が この 値 以下 で は , 
プロ セス の エイ ジ が 増え ず 実 行 も 考慮 され ませ ん 。 D_MinPty よ り 小 さい プラ イオ リティ を 持つ 
プロ セス は ウェ イト ・ キ ュー に 留まり , D_MinPty を 設定 する 前 に 保存 し て いた シス テム ・ リ ソ 
ー ス を すべ て その まま 保持 し 続け ます 。 


ー。 四 6D' 


【 ポ イン ト 】 
通常 , D MinPty は 0 に 設定 され ます 。 こ の 値 が 0 に 設定 され て いる 場合 , あら ゆる プロ 
セス が エイ ジン グ と 実行 の 対象 と な り ま す 。 な ぜ な ら , プロ セス は すべ て 0 より 大 きい 初 
期 プ ライ オリ ティ を 持っ て いる か ら で す 。 


緊急 に 実行 し な けれ ば な ら な い 重 要 な プロ セス が あり , ほか の ユー ザ も それ ぞ れ 実行 させ た 
い プ ロ セ ス を 持つ 場合 , その 重要 な プロ セス の プラ イオ リティ を 増大 する に は プロ セス ・ プ ラ 
イオ リティ を 変更 する 修飾 項 を 用 いて くだ さい 。 それから , D_MinPty を 重要 な プロ セス に 割り 
当て た プラ イオ リティ より 低く , ほか の プロ セス の プラ イオ リティ より 高い 値 に 設定 し ます 。 
こう する こと で , D_MinPty よ り も 高い プラ イオ リティ を 持つ 別 の プロ セス が アク テイ ブ ・ キ ュ 
ー に 入っ て くる か , 終了 する まで 重要 な プロ セス は CPU を 使用 し 続け る こと に な り ま す 。 


た と えば , D_MinPty が 500 に 設定 され て いて プロ セス の プラ イオ リティ を 600 に 設定 する と , 
D_MinPty を 再 設定 する まで , プラ イオ リティ 600 の プロ セス が CPU を 使用 し 続け プラ イオ リ テ 
ィ が 500 以 下 の プ ロ セ ス は 実行 され ませ ん 。 


【 注 意 】 
D_MinPty に は 危険 な 可能 性 が あり ます 。 最小 シス テム ・ プ ライ オリ ティ を , 実行 し て い 
る すべ て の タス ク の プラ イオ リティ より 高く 設定 し た 場合 , シス テム に 完全 に シャ ッ ト ダ 


ウン し リセ ッ ト に よっ て し か 回 復 で き な く な り ま す 。 重要 な タス ク が 終了 し た ら D_MinPty 
を 0 に 戻す か , 割り 込み 処理 ルー チン で D_MinPty ま た は プロ セス の プラ イオ リティ を 設定 
し 直さ な けれ ば な り ま せん 。 


【 ポ イン ト 】 
D_MaxAge は , プロ セス が それ 以上 エイ ジ を 高く する こと が で き な い 最大 エイ ジ を 指定 し 
ます 。 デフ ォ ル ト で は この 値 を 0 に 設定 し ます 。D_MaxAge を 0 に 設定 し た 場合 , CPU を 使 
用 する た め に 待機 し て いる プロ セス に は 全く 影響 を 与え ませ ん 。 


D_MaxAge が 設定 され る と , 本 質 的 に タス ク を 低い プラ イオ リティ と 高い プラ イオ リティ の 2 
種類 に 分 け ま す 。 低い プラ イオ リティ の タス ク は D_MaxAge の 値 よ り 低 い プ ライ オリ ティ を 持つ 
タス ク す べ て と 考え られ ます 。 低い プラ イオ リティ の タス ク は D_MaxAge の 値 の 上 限 に 達する ま 
で エイ ジン グ を 続け ます が , CPU の 使用 権 を 待っ て いる 高い プラ イオ リティ の タス ク が 1 つも な 
い 場 合 以外 は 実行 し ませ ん 。 
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高い プラ イオ リティ の タス ク は , D_MaxAge の 値 以上 の プラ イオ リティ を 持つ タス ク す べ て で 
す 。 高い プラ イオ リティ の タス ク は , 使用 で きる CPU タイ ム を すべ て 受け 取り , エイ ジン グ し ま 
せん 。 高い プラ イオ リティ の タス ク が アク ティ プ ブ で な い 場 合 は , 低い プラ イオ リティ の タス ク 
を 実行 し ます 。 


た と えば D_MaxAge が 2000 に 設定 され て いて , 初期 プラ イオ リティ が 128 の プロ セス が 3 つ ア ク 
ティ ブ ・ キ ュー に ある 場合 も , まる で D_MaxAge が まっ た く 設 定 さ れ て いな いか の よう に プロ セ 
ス を 実行 し ます 。 こ こ で , 初期 プラ イオ リティ 2500 の プロ セス が アク ティ ブ ・ キ ュー に 入っ て 
きた 場合 , その 時 点 で CPU を 使用 し て いる プロ セス が 中 断 さ れ て , この 新しい プロ セス が CPU タ 
イム を 受け 取り ます 。 い っ た ん CPU を 使用 する と , も っ と 高い プラ イオ リティ の プロ セス が アク 
ティ ブ ・ キ ュー に 入っ て くる か この プロ セス が 終了 する まで , この プラ イオ リティ が 2500 の プ 
ロ セ ス は 中 断 を 受け ず に 実行 を 続け ます 。 こ の プロ セス が 実行 を 終了 する と , 低い プラ イオ リ 
ティ の プロ セス が 再び CPU を 使用 で きま す 。 


【 メ モ 】 
プロ セス が 自発 的 に タイ ム ス ラ イス を 放棄 し な いか ぎり , シス テム ・ コ ー ル を 実行 中 の 
プロ セス は 差し 替え られ る こと は あり ませ ん 。 こ れ ら の プロ セス は , 共用 の シス テム ・ リ 


ソー ス に 影響 を 与え , ほか の 関係 の な い プ ロ セ ス を ブロ ッ ク し て し まう 可能 性 が ある 重要 
な ルー チン を 実行 し て いる こと が ある の で , この 例外 が 設け られ て いま す 。 


る 8 る 。8. 3 シス テム ・ ス テー ト ・ プ ロ セ ス と ユー ザ ・ ス テー ト ・ ブ プロ セス を 使用 する 


0S- 9 がり リアル タイ ム ・ プ ライ オリ ティ 処理 を 管理 する の に 使用 する 2 番目 の 方 法 は , シ 
ステ ム ・ ス テー ト ・ プ ロ セ ス で す 。 シ ステ ム ・ ス テー トド ト ・ プ ロ セ ス と は , スー パ バ イザ また は 
プロ テク ト ・ モ ー ド で 動い て いる プロ セス で す 。 基本 的 に は , シス テム ・ ス テー ト ・ プ ロ セ ス 
は , シス テム ・ メ モリ や その ほか の リソー ス に 制限 な し に アク セス する こと が で きま す 。 シ ス 
テム ・ ス テー ト に ある プロ セス は CPU を 使い た いり 場合 , 最高 の エイ ジ に な る まで 待ち ます 。 CPU 
が 使用 可能 に な る と , シス テム ・ ス テー ト ・ プ ロ セ ス は , 指定 の タイ ム ス ラ イス まで で は な く , 
プロ セス が 終了 する まで 実行 し ます 。 


ユー ザ ・ ス テー ト に ある プロ セス は , すべ て の メモ リ を アク セス で きる わけ で な く , また す 
べ て の コマ ンド に アク セス で きる わけ で も あり ませ ん 。 ユ ー ザ ・ ス テー ト に ある プロ セス が , 
CPU の 時 間 を 得 た 場合 も ., タイ ム ス ラ イス に より 決め られ た 時 間 の 間 だ け 実 行 し ます 。 タ イム ス 
ライ ス を 使い 終る と , その 初期 プラ イオ リティ に し た が っ て ウェ イト ・ キ ュー に 戻り ます 。 
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0S 一 9 を カス タマ イズ する た め に , tmode お よび xmode コ マン ド も 使用 で きま す 。tmode コ マ 
ンド は , ユー ザ の 端末 の 動作 パラ メー タ を 表示 し た り 変 更 す る た め に 使い ます 。tmode は , デバ 
イス ・ デ ィ ス クリ プ タ 自 身 で は な く , オー プン し て いる パス に 対し て 一 時 的 に 変更 を 行い ます 。 
tmode に よる 変更 は , パス を 明確 に オー プン し た 場合 を 除い て , パス を 複写 し た 場合 に は 継続 さ 
れ ま す 。 


xmode コ マン ド も tmode コ マン ド に 似 て いま す 。 xmode コ マン ド は , 端末 . プリ ンタ , RS-232 ボ ポ 
ー ト な ど , あら ゆる SCF タ イプ の デバ イス の 初期 化 パ ラメ ー タ を 表示 し た り 変 更 す る た め に 用 い 
ます 。 xmode は , 直接 デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ を 更新 し ます 。 こ の 変更 は , デバ イス へ の パス 
が 繰り 返し オー プン され た り ク ロー ズ さ れ た り し て も , シス テム が 動作 し て いる 間 は 有効 で す 。 


SSM シ ステ ム で xmode を 使用 する に は , ディ スク リプ タ の モジ ュー ル ・ パ ー ミ ッ シ ョ ン を 「wl 
に 設定 し な く て は な り ま せん 。 モ ジュ ー ル ・ パ ー ミ ッ シ ョ ン を 変更 する に は , fixmod コ マン ド 


を 使い ます 。 
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tmode お よび xmode は , SCF お よび GFM デ バイ ス で の み ゐ 動 作 し ます 。 


8. 9. 1 tmode コ マン ド を 使用 する 


tmode コ マン ド を 使用 する に は , コマ ンド 名 tmode に 続け て 変更 する パラ メー タ を 人 入力 し て く 

だ さい 。 パラメータ 名 を 入力 し な か っ た 場合 は , 各 パ ラメ ー タ の 現在 値 を 表示 し ます 。 パラ メ 
ー タ を 入力 し た 場合 は 。 コマ ンド ・ ラ イン で 与え た パラ メー タ を 処理 し ます 。 コ マン ド ・ ラ イ 

ン で 任意 の 数 の パラ メー タ を 与え る こと が で きま す が , 各 パ ラメ ー タ の 間 に は スペ ー ス を 入れ 
て 区 切り ます 。 

パラ メー タ を 0 に 設定 し た 場合 は , 0 S-9 を 認識 で きる コー ド に 再 設定 する まで , その パ 
ラメ ー タ を 使用 し な く な り ま す 。 た と えば , 次 の コマ ンド は X-ON と X-OFF を 0 に 設定 し て いま す 。 


肛 tmode xon=0 xoff=0kg | 


この 結果 , 値 が 再 設定 され る まで , 0Sー9 は X-ON お よび X-OFF を 認識 し ませ ん 。 
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パラ メー タ の 現在 値 を 確認 する に は , パラ メー タ の 値 を 指定 し な いで 実行 し て くだ さい 。 


変更 する パス 番号 を 指定 する に は , 「-w=< パ ス 名 >」 オ プシ ョ ン を 使い ます 。 パ ス 番 号 を 与え 
な い 場 合 は , 標準 入力 を 変更 し ます 。 


【 メ モ 】 


tmode を she11 プ ロ シ ー ジ ャ ・ フ ァイル で 使用 する 場合 , 標準 パス ( 1 また は 2) の い ず 
れ か を 指定 し て 端末 の オペ レー ティ ング 特性 を 変更 する た め に , 「-ws< パ ス 名 >」 オ プシ 
ョ ン を 使用 し な けれ ば な り ま せん 。 変更 の 結果 は パス が クロ ー ズ され る まで 有効 で す 。 デ 
バイ ス の 特性 を 恒久 的 に 変え る た め に は , デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ を 変更 し な けれ ば な 
り ま せん 。 xmode コ マン ド を 使っ て , デバ イス の 初期 オペ レー ティ ング ・ パ ラメ ー タ を 設 
定 す る こと に よっ て , デパ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ を 変更 する こと が で きま す 。 


type, par, cs, stop, baud の らち 5 つの パラ メー タ を tmode に よっ て 変更 する に は , ドラ イ バ が 
サポ ー ト し て いな けれ ば な り ま せん 。 ド ライ バ が サポ ー ト し て いな い の に , これ ら の パラ メー 
タ を 変更 し よう と し て も , tmode は 機能 し ませ ん 。 


tmode パ ラメ ー タ に つい て の 説明 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 
8 . 9. 2 xmode コ マン ド を 使用 する 


xmode コ マン ド を 使用 する に は , コマ ンド 名 xmode に 続け て 変更 する パラ メー タ 名 を 入力 し て 
くだ さい 。 パ ラメ ー タ を 入力 し な か っ た 場合 は , 各 パ ラメ ー タ の 現在 値 を 表示 し ます 。 パ ラメ 
ー タ を 入力 し た 場合 は , コマ ンド ・ ラ イン で 与え た パラ メー タ を 処理 し ます 。 コ マン ド ・ ラ イ 
ン で 任意 の 数 の パラ メー タ を 与え る こと が で きま す 。 各 パ ラメ ー タ の 間 は , スペ ー ス か コン マ 
で 区 切り ます 。 与え た パラ メー タ を 処理 する に は , デバ イス 名 を 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 

tmode と 同様 に , パラ メー タ を 0 に 設定 し た 場合 , 認識 で きる コー ド に 再 設定 する まで デバ イ 
ス は その パラ メー タ を 使用 し な く な り ま す 。 パラ メー タ の 値 を デフ ォ ル ト に 再 設定 する に は , 
値 を 設定 し な いで パラ メー タ を 指定 し ます 。 これ に よっ て パラ メー タ は , 本 マニ ュ ア ル で 説明 
し た デフ ォ ル ト 値 に 再 設定 され ます 。 


type, par, cs, stop, baud の 5 つの パラ メー タ に つい て 説明 し ます 。 こ れ ら の パラ メー タ は , 


xmode で 変更 し た あと に iniz を 実行 し た 場合 か . ドラ イ バ が これ ら の 変更 を サポ ー ト し て いる 場 
合 に の み 変 更 す る こと が で きま す 。 こ れ ら の 変更 は 通常 , startunp フ ァイル か 最初 に deiniz を 実 


AU 


行 する よう な ファ イル に よっ て 行い ます 。 た と えば , 次 の コマ ンド ・ シ ー ケ ンス は 「/t1」 の ボ 
ー レ ー ト を 9600 に 変更 し ます 。 


$ deiniz も 1 回 
$ xmode /t1 baud=9600 加 
$ 1kg 


iniiz も 


これ ら の コマ ンド ・ シ ー ケ ンス は , シス テム に お いて デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ を 変更 し , 
初期 化し ます 。 前 記 の 5 つの パラ メー タ の み が , 変更 の た め の こ の 特別 な シー ケン ス を 必要 と 
し ます 。 ほ か の すべ て の xmode パ ラメ ー タ は 直ちに 変更 され ます 。 


xmode の パラ メー タ に つい て も , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 に 説明 が あり ます 。 


る る 。 で う セ ほ エ と ュ ェ m ロ ー デー イフ レン つう 
ン ーー で アテ 


termcap フ ァイル と は , 複数 の 種類 の 端末 の 制御 コー ド の 定義 を 含む ナチ キス ト ・ フ ァイル の こ 
と で す 。 各 エ ント リ は , 特定 の 種類 の 端末 用 の 定義 リス ト に な っ て いま す 。 


termcap エ ント リ の 最初 の セク ショ ン は 3 つの 部 分 に 分 か れ て いま す 。 
⑯ 2 文字 に よる 登録 

@ 最も 一 般 的 な 名 前 

@ 長い 名 前 


冬 部 分 が 端末 に , それ ぞ れ 異な る 全部 で 3 つの 名 前 を 与え ます 。 文字 「i」 で termcap の エン 
トリ の 各部 分 を 区 切り ます 。 最初 の 部 分 は 2 文字 に よる 登録 で す 。 こ れ は UN I X の 初期 の 版 
か ら 続 けら れ て いる 方 法 で す 。 2 番目 の 部 分 は 端末 の も っ と も 一 般 的 な 名 前 で す 。 この 部 分 に 
は 空白 が 含ま れ て いて は な り ま せん 。 最後 の 部 分 は 端末 を 完全 に 表わす 長い 名 前 で す 。 この 部 
分 は , 読み や すい よう に 空白 を 含ん で いて も か まい ませ ん 。 例 を 1 つ 示 し ます 。 


Iabm85hlkimtron abm85h: | 


環境 変数 TERM は , 2 番目 の 部 分 に 使わ れ て いる 名 前 を 設定 し な けれ ば な り ませ ん 。 次 の 例 で 
は , TERM は abm85h に 設定 され て いま す 。 


上 setenv TERM abm85hg | 


cb 


【 メ モ 】 
TERM に 格納 し た 値 は , printeny コ マン ド を 使っ て 確か め る こと が で きま す 。 


$ printenvk 
TERM=abm85h 


エン トリ の 残り の 部 分 は , 各 制 御 機能 に 対す る 制御 コー ド で す 。 リ スト の 各 項 目 は , コロ ン 
「:」 で 区 切ら れ て いま す 。 エン トリ は 行末 に 「\」 を 付け る こと に よっ て , 次 の 行 に 継続 する 
こと が で きま す 。「\」 は その 直前 の 項目 の コロ ン の あと に 付け な けれ ば な り ま せん 。 ま た ., 次 
の 行 も コロ ン で 始め な けれ ば な り ま せん 。 た と えば , 次 の よう に な り ま す 。 


kaiabm85ikimtorn abm85:\ 
:Ct=\E3 ... 


各 項 目 は 端末 の 機能 で 始ま っ て いま す 。 こ の 機能 は , それ ぞ れ 2 文 字 の 省略 語 で 表わし て い 
ます 。 各 機 能 は , その 機能 その も の の 有無 を 示す 論理 型 で ある 場合 と , 機能 を 表わす 文字 列 や 
数 字 が あと に つい て いる 場合 お が あり ます 。 論理 型 の 機能 の 表示 が termcap エ ント リ に 存在 する 場 
合 , その 端末 は その 機能 を 持ち ます 。 


数 値 型 の 機能 に は 「#」 と 数 字 が その あと に 続き ます 。 た と えば , 表示 桁 数 が 80 桁 の 端末 の 場 
合 , 桁 数 の 機能 を 次 の よう に 定義 し ます 。 


leo 


文字 型 の 機能 に は 等 号 「=」 と 文字 列 が その あと に 続き ます 。 埋め 込み が 可能 な 機能 の 場合 
遅延 時 間 を ミリ 秒 単位 で 「=」 の あと に 挿入 する こと が で きま す 。 遅延 時 間 を 与え る た め に 文字 
列 の 残り が 伝送 され た あと で , 埋め 込み 文字 が 関数 tpnts () に よっ て 与え られ ます 。 遅延 時 間 は 
整数 か 実数 で , 後ろ うに アス タリ スク 「*」 を 付け る こと が で きま す 。 アス タリ スク は , 埋め 込み 
が 影響 を 受け る 行 数 に 基づい て いる こと を 表わし て いま す 。 


【 メ モ 】 
実数 を 用 いた 遅延 時 間 の 設定 が 便利 な 場合 が よく あり ます 。 た と えば , 次 の エン トリ で 
は 画面 消去 の 機能 が 「~z」 で その 遅延 時 間 が 3.5 ミ リ 秒 で ある こと を 示し て いま す 。 


las 5* Z: 


ニー 


エスケープ ・ シ ー ケ ンス は , エス ケー プ 文 字 を 意味 する 「 玩 」 で 表わし ます 。 制御 文字 は 前 
に サー カム フレ ックス 「~」 を 付け て 示し ます 。 次 の 特殊 文字 定数 も サポ ー ト され て いま す 。 


好 バッ ク ・ ス ペー ス (後退 ) ($08) 
考 フォ ー ム ・ フ ィ ー ド (書式 送り )  ($0C) 
委 ニュ ー・ ラ イン (改行 ) ($0A) 
宮 リタ ー ン ($0D) 
牝 ゲ ($09) 
翌 円 マー ク (バッ ク ・ ス ラッ シュ )  ($50) 
\ サー カム フレ ックス ($5E) 


文字 列 は 「\」 に 続く 3 桁 の 8 進数 字 で 指定 する こと も で きま す 。 た と えば , コロ ン を 機能 の 
定義 の 中 で 使用 する 必要 が ある 場合 は , \072 で 指定 し ます 。 機能 の 定義 の 中 で ヌル 文字 を 置く 
必要 が ある 場合 に は , \200 を 使用 し ます 。termcap を 使用 し て いる C の ルー チン は ., 出力 の 最上 
位 ビ ッ ト を 取り 除い て し まう の で , 200 は \000 と 解釈 し ます 。 


8. 10. 1 termcap の 機能 
次 に 示す の は , termcap が サポ ー ト する termcap 機 能 の 一 覧 で す 。 た いて い の プ ログ ラム で は , 
termcap を 使う た め に これ ら の 機能 が すべ て 存在 し て いる 必要 は あり ませ ん が , 完璧 を 期し て 供 


給 し で あり まず すず 。 叫 ) は , オプ ショ ン で 埋め 込み を 選択 で きる こと を 示し て いま す 。(P*) は 埋め 
込み の オプ ショ ン が , 変更 する 行 数 に 基づく こと を 示し て いま す 。 


= 3 ご 


ーー ンー へ 、 ニー ムーム ーー ンー、 
ca こ ここ) 


(P*) 
(P*) 


(Pi) 


(P*) 


0 林 上 クス ペー ス を 送る と 最終 桁 ま で 戻る 
時 が 3 で ババ ックス ペー ス を と 折 ま 
の 最後 ま で 消去 

の 最 徐 ま 
ー ソ ル を 同じ 行 で 。 水平 方 向 に だ け 移 動 する 
を 洋 消す る 


・ ト 
2 する 


ある 
> の 和 に 必要 な ミ リ 秒 数 
四則 に 内 符 ああ の 刀 延 に 必要 な ミ リ 秒 数 
ッ ン / ッ メ ー ク て 

文字 を 削除 する 

書式 送り の 澤 外 に 必要 な ミリ 秒 数 

行 を 削除 する 

除 モー ド (を る ) 
上 の 和 に 要 な ミリ 
タプ 遅延 に 必要 な ミ に 秒 数 
削除 モー ド 多 級 了 す 
ーー ド を 栗 了 す る 
ic 機能 を 使っ て いる 場合 は 「:ec-:」 と 入力 する 
余分 な 入力 を 空白 で 消去 で * ぶ きる 
ハー ドコ ピー 端末 の 改 ペ ー ジ (デフ ォ ル ト 時 は 「L」) 


半 行 下げ (1/2 行 改行 ) 


カー ソル を ホー ム ・ ポ ジ シ ョ ン に 戻す (cm 機能 が 存在 し な 
い 場 合 ) 
半 行 上 げ 


呈す サ イ ル 「~」 が 出力 で き な い 


年 人 お ファ イル 名 
押入 モー ド (を 開始 する ) 


ic を 人 て いる 場合 は 「:im:」 を 使用 
挿 人 モ ド が 画面 上 の メル 文字 を 認識 する 


0 を 


wt 
の 


内 印 キ ー こら どれ る 壇 
その ほか の キー の 数 
の 1 の ジ ン ・ キ ー 以 外 の ほか の キー の た め の termcap 


和 尊 き 和 后 キー mo か 

ー パ ッ ド 送信 モ を 開始 する 
トキ ー で 送ら れる 
その ほか の ファ ンク ジョ ン ・ キ ー の タラ ベル 
画面 また は ペー ジ 


行 数 
最終 行 の 最初 の 拝 に カー ソル を 移動 (cm の な い 坦 合 ) 


ー が = 


機能 


矢印 キー の マッ プ 
1 ド で 安全 に 移動 で きる 

ーッ ル ょ 9 PO ロッ ク 

下線 モー ド で 安全 に 移動 で きる 
を ・ ロ ッ ク を 解除 する 
ト 机 電 ター ン で 下 へ 移動 し な い 
復帰 改 ? 文字 
才 0/URRDONRG 度 
端末 の 重ね 打ち 
埋め 込み 文字 人生 

・ タ プ 機 能 が ある 


衝 e ツメ: A 和 
を 同 コ ロス 


ive 端 末 (f1=<esc>, f2= C 
80 の 人 gk は 無 され る ( 行 の 後半 を 消去 ) 
キャ ター ン が 「ce 是 殺 」 の よう に する 
半 モード ド が 重ね 打ち に よう て 消去 され な い 


これ ら の 機能 の 中 で 最も 複雑 で 重要 な 機能 は カー ソル 移動 の 「cm」 です 。 カ ー ソ ル 移 動 を 
表す 文字 列 は C 関 数 printf () と 同じ よう な 書式 で す 。 現在 の カー ソル の 行 と 桁 の 位置 決め を 指 
定 す る の に 「%」 に よる 表記 法 を 用 いま す 。 カ ー ソ ル の 移動 先 の 行 と 桁 は , cm 文字 列 に 対す る 引 
数 と 考え られ ます 。 ほか の すべ て の 文字 は , 変更 せ ず に 渡し ます 。eqm 文 字 列 に 使用 で きる 表記 
に は , 次 の も の が あり ます 。 


紀 10 進数 (0 が 始点 ) 

%2  %2d と 同じ (10 進 数 2 桁 ) 

%3  %3d と 同じ (10 進 数 3 桁 ) 

値 に 等 し い ASCII 文 字 

%tx 値 に x を 加え る 

%>xy 値 が x よ り 大 きい と き , y を 加え る 。 出力 は な し 

尋 行 と 桁 の 順序 を 入れ 換え る 。 出力 は な し 

% 行 / 桁 を 増加 させ る ( 1 が 始点 ) 

競 % そ の も の を 1 個 出力 する 

% 各 行 と 桁 を 0140 に 対し て 排他 的 論理 和 を 取る 

% 中 BCD 表 記 に する 。 (16*(x/10) + (x%10) ) 出力 は な し 
呈 。 コー ディ ング を 逆 に する 。 (x-2*(x%16) ) 出力 は な し 


Oi 


人 の 例 は 前 記 の 表記 法 の 使い 方 を 示し て いま す 。 


| ereBereg C%2Y: ] 


この 端末 は カー ソル 移動 に 6 ミリ 秒 の 遅延 時 間 を 必要 と し , 行 と 桁 は 入れ 換え ます 。 行 と 桁 
は 2 桁 の 数 字 で 出力 し ます 。「<esc>&」 と 「Y」 は , 変更 せ ず に 送り ます (HP2645 の 場合 ) 。 


lerswe [%1%d :%dH: | 


この 端末 は カー ソル 移動 に 5 ミリ 秒 の 遅延 時 間 を 必要 と し , 行 と 桁 は セミ コロ ン 「:」 で 区 切 
られ ます 。 始点 が 1 な の で , 行 と 桁 は 増やさ れ て いま す 。「<esc>[」, 「:」, 「H」 は 変更 せ 
ず に 送り ます (VT100 の 場合 ) 。 


Cm=\E=%† %+† ・ 」 


この 端末 は , 行 と 桁 の 指定 に は 空白 文字 で オフ セッ ト を 与え ます (ABM85H の 場合 ) 。 


8. 10. 2 termcap の エン トリ 例 


kaiabm85hikimtron abm85:\ 
:ce=ET:cm= 下 =%+ 好 :c1= Z:\ 
:Se=\Ek: so 疾 :up= K:sg#1 


1 つの termcap で 2 つの エン トリ が よく 似 て いる 場合 , いく つか の 項目 が 異な っ て いる ほか は 
一 方 の 端末 は も う 片 方 と 同一 で ある と 定義 で きま す 。 こ の た め に は , 似 て いる 端末 の 名 前 を 付 
け て tc を 使用 し ます 。 こ の 機能 は その エン ト リ の 最後 で な けれ ば な り ま せん 。 ほ か 方 の 端末 
と の 相 韻 点 は すべ て , tc 項目 の 前 に 指定 し な けれ ば な り ませ ん 。 機能 を キャ ン セ ル す る 必要 が 
ある 場合 は , その 機能 コー ド の あと に 「@」 を 付け ます 。 次 に エン トリ の 例 を 示し ます 。 


khiabm85hikimtron abm85h:\ 
:Se=\EGO : so 琵 G4 :tc=abm85: 


選 凍 06 


3 う 。 ユ 日 に ョ 生 メル 本 甘 育 世 


0S-9 ノ /ZX68000 は , X68000 が 装備 し て いる さま ざま な ハー ドウ ェ ア を サポ ー 
ト し て いま す 。 機種 に 依存 し な い 大 部 分 の 0 S- 9 の プロ グラ ム は , X6 8 0 0 0 上 で 実行 で 
きま す 。 日 本 語 は , プロ グラ ム 中 の デー タ と し て の 文字 列 や コメ ント だけ で な く , ファ イル 名 
や ディ レク トリ 名 に も 日 本 語 を 使用 で きま す 。 漢字 の 内 部 表現 コー ド と し て は , Human68k と 同 
じ よ うに シフ ト J I S コ ー ド を 使用 し て いま す 。 


また 漢字 の 入力 に 関し て は , Human68k の 「 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ 」 (以下 , 日 本 語 FP) 
と ほぼ 操作 の 互換 性 を 持っ た 日 本 語 入 力 機能 を ., オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム の レベ ル で 標準 
< 装備 し て いま す 。 し た が っ て , 0S 一 9 の コマ ンド の 入力 や アプ リケーション ・ プ ログ ラム 
の 実行 中 な ど 自 由 に 日 本 語 を 入力 で きま す 。 具体 的 な 入力 方 法 や 辞書 の 保守 方 法 な ど に つい て 
は , 第 1 0 章 の 「 日 本 語 処理 」 を ご 覧 くだ さい 。 


漢字 の 出力 に 関し て は , ユー ザ が 意識 する 必要 は あり ませ ん 。 画面 は 淀 に 漢字 の 表示 モー ド 


で す 。 シ フト J I S コー ド を 含ん だ ファ イル な ど を リス ト す れ ば , 漢字 を 表示 で きま す 。 


S3 。 有 - ワ サー コマ ーー ト 寺 す ん で て し て いっ つや ビデ ノ で -7 スズ 


0S-ー9/X68000 で は , X68000 の ハー ドウ ェ ア 和 資源 の 中 で 次 の よう な も の を 標 
準 で 管理 し て いま す 。 


@ 内 蔵 フ ロッ ピ ・ デ ィ ス ク 


@ ハードディスク ・ イ ンタ フェ ー ス ハー ド ・ デ ィ ス ク (最大 16 台 ) 
⑱ SCS TI ハー ド ・ デ ィ ス ク (内 蔵 ノ 拡張 ボー ド 対 応 ) 
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キー ボー ド 

メイ ン ・ メ モリ (増設 メモ リ も 含む ) 
テキ スト 画面 (テキ スト RAM) 
グラ フィ ックス 画面 (グラ フィ ックス V RAM) 
スプ ライ ト 画 面 

マウ ス 

ジョ ヨイ 革 デ イッ グ 

ヴ グリ ンタ 

RSI 二 282.6 

ADPCM 

リア ル タ イ ム ・ ク ロッ ク (RTC) 
FM 音源 

We ジグ ト 中 王 北 

SR AM 


これ ら の 中 に は , ユー ザ が 付属 の コマ ンド を 用 いて コマ ンド ・ レ ベル か ら 操 作 で きる も の と , 
0S-9 の 内 部 で 使用 され て いて プロ グラ ミン グ 言 語 な どか ら ア クセ ス で きる も の が あり ます 。 
ユー ザ が ., 一 般 的 に 使用 する こと の で きる デバ イス の アク セス 方 法 に つい て , 次 の 項 か ら 説 
明 し ます 。 


< 。 5 ンー イジ ベン < に シア テテ イフ レー ラーク イニ 


ファ イル や , ディ レク トリ を 作成 で きる デバ イス と し て は , 次 の よう な も の が サポ ー ト され 
て いま す 。 


ブロッ ピ ー・ デ ィ ス ク (/d0./⑪) 

ハー ド ・ デ ィ ス ク (ディ スク リプ タ は , fdisk コ マン ド で 作成 する ) 
RAM デ ィ ス ク (/r0) 

S R AM ディ スク (/sr0) 

テキ スト V R AM ディ スク (/tr0) 

グラ フィ ッ ク VRAM デ ィ ス ク (/gr0) 

デフ ォ ル ト ・ デ ィ ス ク ・ デ バイ ス (/dd) 


2 1 


R AM ディ スク は , 出荷 時 の 設定 で は 256K バ イト の 容量 で 「/r0」 の デバ イス 名 で アク セス 
する こと が で きま す 。 サイ ズ の 変更 方 法 や 使用 方 法 な ど に つい て は , 本 章 の 「 メ モリ の 増設 と 
RAM デ ィ ス ク 」 を ご 覧 くだ さい 。 


S RAM デ ィ ス ク 「/sr0」 は , 標準 装備 の バッ テリ で バッ クア ッ プ され た スタ ティ ッ ク RA 
M の 一 部 を R AM ディ スク と し て 使用 する も の で す 。S RAM デ ィ ス ク の 容量 は , 約 15K バ イ 
ト で す 。 こ の 領域 は , Human68k で の S R AM ディ スク 領域 と 同じ 部 分 を 使用 し て いま す 。 し た 
が っ て , 0Sー9 と Human68k で どちら か 一 方 で し か S R AM と し て 使用 する こと が で きま せん 。 


テキ スト VRAM ディ スク 「/tr0」 は , X68000 が 準備 で 備え て いる 4 プレ ー ン の テキ 
スト VRAM の 中 の 1 て 3 プレ ー ン を 必要 に 応じ て RAM デ ィ ス ク と し て 使用 可能 に する も の 
で す 。 使用 する プレ ー ン の 数 に 応じ し て テキ スト VRAM ディ スク の 容量 は , 128K, 256K, 38 
4K, 512K バ イト に な り ま す 。 テ キス ト VRAM デ ィ ス ク と し て 使用 し て いる プレ ー ン に 文字 
の 書き 込み は で きま せん 。 


グラ フィ ッ ク VR AM ディ スク 「/gr0」 は , X68000 が 備え て いる 512K バ イト の グラ 
フィ ッ ク V R AM 全体 を R AM ディ スク と し て 使用 する も の で す 。 こ の グラ フィ ッ ク VRAM 
ディ スク 使用 中 は , 一 切 の グラ フィ ッ ク 画 面 を 使用 する こと が で きま せん が , プロ グラ ミン グ 
環境 と し て は 便利 に 使用 で きま す 。 


デフ ォ ル ト ・ デ ィ ス ク ・ デ バイ ス (/dd) と は , 論理 的 な デバ イス で 0S 一 9 の ユニ ー ク な 特 
長 の 一 つ で す 。 こ れ は , 0 S-9 で は 1 つの 物理 デバ イス に 対し て , 複数 の デバ イス 名 を 与え 
て 同じ よう に アク セス する こと が で きる と いう 機能 を 使用 し て いま す 。 一 般 的 に , ハー ド ・ デ 
ィ ス ク が ある 場合 は ハー ド ・ デ ィ ス ク を 「/dd」 に , メモ リ に 余裕 が ある 場合 は RAM デ ィ ス ク 
を 「/dd」 に , ハー ド ・ デ ィ ス ク が な く メ モリ に も 余裕 が 無い 場合 に は フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク を 
「/dd」 に 指定 し ます 。 ア プリ ケー ショ ン ・ プ ログ ラム は , 「/dd」 に 対し て 入出 力 を 行う よう 
に 作成 し て お け ば , どの シス テム に 持っ て 行っ て も 最も 効率 的 に 実行 する こと が で きま す 。 出 
荷 時 の 設定 で は , 「startup」 フ ァイル の 中 で 「/r0」 が 「/dd」 に な る よう に し て いま す 。 
ハー ド ・ デ ィ ス ク や RAM デ ィ ス ク を 「/dd」 に する 方 法 は , 本 章 の 「9. 7 スタ ー ト アッ プ 
・ フ ァイル の 変更 」 を ご 覧 くだ さい 。 
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3 。 4 FItarmanmnmn ら た と と プー イラレ ジラ 拓 呈 


0S-ー9 と Human68k は , ディ スク の フォ ー マ ッ ト や 管理 方 法 が 異な る た め に 直接 の 互換 性 が 
あり ませ ん 。 フ ァイル の 交換 に は , 付属 の hufiles ユ ー テ ィ リ ティ ・ コ マン ド を 使用 し ます 。 


hufile コ マン ド は , 0S-ー9〆X68 0 0 0 上 で Human68k の フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク を 読み 書 
きす る ユー ティ リティ ・ コ マン ド で す 。 Human68k の ディ スク は , フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク に 限ら 
れ て お り , ハー ド ・ デ ィ ス ク は サポ ー ト し て いま せん 。0S- 9 側 は , フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 
,・ ハー ド ・ デ ィ ス ク , RAM デ ィ ス ク 共 に 使用 可能 で す 。 起動 時 に , どの フロ ッ ピ ー・ ド ライ 
プ を Human68k の フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 用 に する か を 指定 し ます 。 こ の 指定 は , 0S- 9 方式 の 
ディ スク ・ デ バイ ス 名 で 行い , 省略 する こと は で きま せん 。 


$ hufile /d1 加 ドラ イブ 1 を Human68k 用 に 指定 
hufile: hufile の プロ ンプ ト 表 示 


hufile は , 普通 の OS 一 9 の dir や 1ist な どの ユー ティ リティ ・ コ マン ド と 異な り , shel1 の 
よう な 対話 型 の 動作 を 行う プロ グラ ム で す 。「hufile: 」 の プロ ンプ ト が 表示 され る と , いろ い 
ろ な 組み 込み コマ ンド を 実行 する こと が で きま す 。 hufile に は , 次 の よう な 組み 込み コマ ンド 
が あり ます 。 


chd 

0Sー9 の カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ を 変更 し ます 。 
G: 和 np 

Human68k の カレ ント ・ デ ィ レ クト リ を 変更 し ます 。 


COp マ Y 
Human68k の ディ スク 上 で ファ イル を コピ ー し ます 。 


del (erase) 
Human68k の ディ スク 上 で ファ イル を 削除 し ます 。 
【e 伺 量 
Human68K の ディ スク の ディ レク トリ 情報 を 表示 し ます 。 


et 
Human68k の ディ スク 上 の ファ イル を 0S 一 9 の ディ スク 上 に 転送 し ます 。 


= 由 が 0 = 


makdir (md) 

Human68k の ディ スク 上 に ディ レク トリ を 作成 し ます 。 
pu も 

0S 一 9 の ディ スク 上 の ファ イル を Human68k の ディ スク 上 に 転送 し ます 。 
q ([ESC] キ ー) 

hufile を 終了 し ます 。 
rename (ren) 

Human68k の ディ スク 上 の ファ イル , ディ レク トリ 名 を 変更 し ます 。 
Fmdir (rd) 

Human68k の ディ スク 上 の ディ レク トリ を 削除 し ます 。 
も yp@e 

Human68k の ディ スク 上 の ファ イル の 内 容 を 表示 し ます 。 


0S--9 の shel1 を 呼び 出し , 続く コマ ンド を 実行 し ます 。 


7 を 


hufile の 使用 法 を 表示 し ます 。 


これ ら の コマ ンド の 中 で , 最も 良く 使用 され る コマ ンド は , chd, chdir, get, put で し ょ う 。 
簡単 な 使用 例 を 示し ます 。 注意 し な けれ ば な ら な いこ と は , Human68k の ディ スク 上 の ディ レク 
トリ の 指定 も 「\」 で は な く , OS 一 9 と 同じ よう に 「/」 を 使用 する こと で す 。 各 コ マン ド の 
詳細 な 説明 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 の hufile コ マン ド を 参照 し て くだ さい 。 


$ hufile /d1k ドラ イブ 1 を 指定 し て 起動 
hufile: chd /d0/HUDOS 加 0S-ー9 の ディ レク トリ 指定 
hufile: chdir WORK/CPROG Human68k の 指定 

hufile: get *.c -W=. 0S-ー9 へ コピ ー 

hufile: put /d0/0SK/test.c test.oskkg 0S-ー9 か ら コ ピー 

iiai mm 終了 


61 = 


3 う 。 5 ら っ < メー モビ リン の つの 間 設 と 式 へ MT ディ スン 


0S--ー9 は , モジ ュー ル 構 造 と リエ ント ラン ト 機 能 に よっ て , 大 変 メ モリ 効率 の 良い オペ レ 
ー テ ィング ・ シ ステ ム で す が , メモ リ は 多けれ ば 多い ほど コマ ンド を 常駐 させ た り R AM ディ 
スク と し て 使用 で きる た め 便 利 で す 。 


メモ リ を 増設 し た 場合 は , switch コ マン ド で シス テム の 最大 メモ リ 量 を S RAM に 登録 し て 
お か な けれ ば な り ま せん 。 こ れ は , 0S-9 で も Human68k 側 で も 設定 で きま す 。 例え ば , 4M 
バイ ト に 増設 し た 場合 , OS 9 で は 次 の よう に し ます 。 


層 Switch -b=4Mg | 


この あと , シス テム を 再起 動 し て 「mfree -e」 コマ ンド を 実行 し て , 実際 に メモ リ が 増え た 
か 確認 し て くだ さい 。 mfree や switch コ マン ド の 詳細 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 
参照 し て くだ さい 。 


0S-9〆X680 0 0 で は , 起動 時 に 自動 的 に 実行 され る 「startup」 プロ シー ジャ ・ フ ァ 
イル の 中 で 256K バ イト の RAM デ ィ ス ク を 使用 し て いま す 。 こ の R AM ディ スク は , デバ イ 
ス 名 「/r0」 で アク セス する こと が で きま す 。 こ れ は ., 「startup」 ファ イル の 中 か ら 実 行 さ れる 
プロ シー ジャ ・ フ ァイル 「InitDD」 で. 次 の よう な コマ ンド を 実行 し て いる か ら で す 。 


1oad r0_256k 
iniz r0O 


ディ スク 中 に は , ほか に 1 M バ イト の RAM デ ィ ス ク 用 に 「r0_lm」 が 含ま れ て いま す 。1 行 
目 の フ ァイル 名 を 変更 し て か ら シ ステ ム を 起動 し な お すこ と に より , RAM デ ィ ス ク の サイ ズ 
を 変更 で きま す 。 


シス テム の 使用 中 に RAM デ ィ ス ク の サイ ズ を 変更 する に は , まず RAM デ ィ ス ク を アク セ 
ス す る プロ セス が な いこ と と 必要 な ファ イル の バッ クア ッ プ が と られ て いる こと を 確認 し ます 。 
その あと , 次 の コマ ンド を 何 度 か 繰り 返し て 実行 し ます 。 


hh deiniz r0 回 


ン 。 102 = 


エラ ー 000:221 が 発生 する か , mfree コ マン ド を 実行 し て メモ リ の 空き 領域 が 増加 し て いれ ば , 
古い R AM ディス ク の 取り 外し の 完了 で す 。 1 M バ イト の R AM ディ スク は , 次 の よう に 組み 
込み ます 。 


$ chd cmds/bootobjs r0_1mkg 
$ 1oad -d r0 lm 
$ iniz r0a 


この あと は , サイ ズ の 変化 し た RAM デ ィ ス ク を 同じ 「/r0」 の 名 前 で 使う こと が で きる よう 
に な り ま す 。R AM ディ スク の 容量 を free で 確認 し て くだ さい 。 


$ free /r0g 

ボリ ュー ム "RAM Disk (Caution: Volatile) " は , ME 月 12 日 に 作成 され まし た 。 

全容 量 : 2048 セ クタ (1 セク タ = 256 バ イト , 1 クラ スタ = 1 セク タ 

4091 セ クタ が 未 使用 で す . 最大 の 連続 ブロ ッ ク は 4091 セ 人 
で す 


に の 


1047296 プ 1048576 バ イト (1022.75 プ 1.00 メ ガバ イト ) が 使用 99%) で す . 
最大 の 連続 プロ ッ ク は 1047296 バ イト (1022.75 キ ロバ イト ) 2 


また , ほか の サイ ズ の ディ スク リプ タ は , moded コ マン ド を 使用 し て 作成 で きま す 。 例え ば , 
2 M バ イト の も の を 作成 する 手順 を 以下 に 示し ます 。 


$ chd cmds/bootobjs 加 シス テム ・ モ ジュ ー ル が 格納 され て いる ディ レク トリ に 移動 
cmsrbootob8 し く 作 成す る ディ スク リプ タ の ファ イル を 作成 
$1 attr -aw r0 2m 書き 込み で きる よう に ファ イル の アト リ ビ ュ ー ト を 
$ moded r0 -f=r0_2m 加 moded コ マン ド を 


0S-9/68000 Module Editor 
Copyright 1987 Microware Systems Corp. 
Type ? for editing help message 


moded: ek 編集 を 開始 
ディ スク リプ ブタ 名 TO = 変更 し な い 
ファ イル ・ マ ネー ジャ 名 RBF = 加 変更 し な い 
IS し は らく 玩 し な い ) 
トラ ッ ク 当 た り の セク タ 数 4096 = 8192 回 この 値 を 変更 する (2 倍 
トラ ッ ク 0 の セク タ 数 = . 回 編集 を 終了 
moded: ファ イル に 書き 込む 
IN | moded コ マン ド を 終了 


これ で , 2M バ イト の R AM ディス ク の ディ スク リプ タ が 作成 で きま し た 。 あ と は , シス テ 
ム に 組み 込ん で 使用 で きま す 。 ま た , dd デバ イス が 必要 な 場合 に も , これ と 同じ よう に し て 
「dd.r0_2m」 を 作成 し て くだ さい 。 


moded コ マン ド の 詳細 は , 別 若 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


ご 上 89 - 


3。 らら フ ヘ ューー ド - ディ スズ グ の 便 朋 


X68000 本 体 は , 機種 に よっ て 接続 する ハー ド ・ デ ィ ス ク の 種類 が 違い ます 。 こ の た め 
SCSI イ ンタ ー フ ェ ー ス に 対応 し て いる も の と , そう で な いも の の 区 別 が 必要 で す 。 また , 
SCSI イ ンタ ー フ ェ ー ス の 場合 , 本 体 に 内 蔵 さ れ て いる 機種 と 拡張 ボー ド の 区 別 が 必要 で す 。 


【 メ モ 】 
イン ター フェ ー ス の 種類 や 接続 で きる ハー ド ・ デ ィ ス ク に つい て は , 本 体 の ハー ドウ ェ 


ア ・ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい 。 


これ ら の 対応 の た め , 0S-9 プ X6800 0 で は 専用 の デバ イス ・ ド ライ バ と , fdisk ユ ー 
ティ リティ を 用 意 し て いま す 。 デバ イス ・ ド ライ バ は 「rbxhddrv」 で, ハー ド ・ デ ィ ス ク ・ イ 
ンタ ー フ ェ ー ス の 違い を 吸収 する た め に 2 つの サブ ルー チン ・ モ ジュ ー ル 「sasix68k」 と 「sc 
six68k」 を 使用 し ます (この よう な 構成 の ドラ イ バ を 2 レベ ル ・ ド ライ バ と 呼び ます ) 。 


製品 に は ハー ド ・ デ ィ ス ク 用 の デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ は あり ませ ん 。 こ れ は , fdisk コ マ 
ンド で 作成 し ます 。fdisk コ マン ド は 対話 形式 で ハー ド ・ デ ィ ス ク の 種類 を 選択 し て , パー ティ 
ショ ン の 領域 確保 や 開放 と ディ スク リプ タ ・ モ ジュ ー ル の 作成 が で きま す 。 


別 の ハー ド ・ デ ィ ス ク や パー ティ ショ ン を 使用 する た め に は , fdisk で ディ スク リプ タ を 作成 
し ます 。 ディスク リプ タ 名 は 通常 , 起動 デバ イス を 「h0」 と し て , デバ イス を 追加 する た びに 
「h1」 , 「M2」・・・ と し ます 。 次 に 作成 し た ディ スク リプ タ を ロー ド し て , format コ マン ド 
で フォ ー マ ッ ト し ます 。 こ の と き の デ バイ ス 指 定 は 「fmt」 付 き の も の を 使用 し ます (例え ば 
「h1fmt」) 。 正常 に フォ ー マ ッ ト が 終了 し て アク セス で きる よう で あれ ば , 次 回 か ら の 起動 で 
自動 的 に 使用 で きる よう に , スタ ー ト アッ プ ・ フ ァイル 中 で ロー ド し 初期 化 (iniz) する 用 に 
し ます 。 ス ター ト ア ッ プ ・ フ ァイル の 変更 は , 次 項 を ご 覧 くだ さい 。 


fdisk や format コ マン ド の 詳細 は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


また , ハー ド ・ デ ィ ス ク へ の イン スト ー ル は , 第 2 章 の 「2. 3 シス テム の イン スト ー ル 」 
を ご 覧 くだ さい 。 
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うつ 。 アア ネス ネ ー ト デップ ピ デ ェ ラン テイ ラフ レ の 委 衣 


「startup] ファ イル は , シス テム 起動 時 に 一 度 だ け 実 行 さ れる shel1 プ ロ シ ー ジ ャ ・ フ ァ イ 
ル で す 。 こ の 中 で は , 必要 な モジ ュー ル を メモ リ に 常駐 させ た り , シス テム ・ ク ロッ ク の 設定 
や デフ ォ ル ト ・ デ ィ ス ク 「/qd」 の 設定 な ど を 行っ て いま す 。 


標準 の シス テム で の デフ ォ ル ト ・ デ ィ ス ク は , 256K バ イト の R AM ディスク に 設定 し て いま 
す 。 デ フォ ルト ・ デ ィ ス ク は 頻 抽 。 に アク セス され る の で 高速 の デバ イス が 理想 的 で す が , メモ 
リ の 制限 が ある 場合 な ど ば は , フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク に する こと も で きま す 。 


次 に 示す の は , パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ ・ タ イプ の 「startup」 ファ イル の 例 で す 。 説明 し や 
すい よう に 行 番号 を 付け て あり ます 。 
『 


0S-9/68000 LevelI V2.4 
Copyright 1984 by Microware System Corporation 


0S-9/X68000 
Copyright 1991 by Microware Systems K.K 


The Commands in this file are highly system dependent and shoul1d 
be modified by the user. 


で ら ぐー コ の) の いい で FT ウー 
天守 区 区 区 区 


10 * 

11 1ink shel11 cio 

12 1oad math 

13 * 

14 iniz syscon d0 d1 
15 setime -S 


※ 
17 SYS/InitDD 

も 3 
19 * END OF STARTUP 


アス タリ スク 「*」 か ら 始 まっ て いる 行 は , コメ ント と し て 扱わ れ ま す 。 
11 行 と 12 行 は , she11 と cio, お よび math を メモ リ 上 に 常駐 させ ます 。14 行 は 「/syscon」 デバ イ 
ス を シス テム に 登録 し ます 。 15 行 で セス テム ・ ク ロッ ク を 起動 し て いま す 。17 行 は , プロ シー 
ジャ ・ フ ァイル 「TInitDD」 を 実行 し て いま す 。 


「InitDD」 の 例 を 示し ます 。 説明 し や すい よう に , 行 番 号 を 付け て あり ます 。 


1: (chd CMDS/BOOTOBJS : 1oad -d rbxram r0_256k dd.r0_256k) 
2: iniz dd r0 

3: makdir /dd/SYS 

4: copy-aprw=/dd/SYS SYS/* 

5: del /dd/SYS/PassWord 
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1 行 目 は , RAM デ ィ ス ク ・ ド ライ バ と ディ スク リプ タ お よび デフ ォ ル ト ・ デ ィ ス ク の ディ 
スク リプ タ を メモ リ 上 に 常駐 させ ます 。 こ の 行 の コマ ンド が , か っ こ 「 () 」 で 囲ま れ て いる 
こと か ら , 別 の she11 を 起動 し て コマ ンド を 実行 し ます 。 こ れ は , chd コ マン ド の 結果 が 次 行か 
ら の 処理 に 影響 し な いよ うに する た めで す 。2 行 目 は , デバ イス 「/dd」 と 「/r0」 を シス テム 
に 登録 し ます 。3 行 目 は , デフ ォ ル ト ・ デ ィ ス ク に 必要 な ディ レク トリ を 作成 し て , 4 行 目 で 
その ディ レク トリ に 必要 な ファ イル を コピ ー し て いま す 。5 行 目 は , コピ ー し た ファ イル の う 
ち , 不 必要 な も の を 削除 し て いま す 。3 5 行 は , 揮発 性 の (リセ ッ ト ・ ス イッ チ や 電源 断 で 
内 容 が 破壊 され て し まう ) ディ スク を デフ ォ ル ト ・ デ ィ ス ク に する 場合 の み 必要 で す 。 


デフ ォ ル ト ・ デ ィ ス ク を 1 M バ イト の RAM デ ィ ス ク に する 場合 は , 1 行 目 の 「r0_256k」 と 
「dd.r0_256k」 を それ ぞ れ 「r0_lm」 と 「dd.r0_Im]」 に 変更 し ます 。 この よう に , 揮発 性 の ディ 
スク (「/r0」, 「/gr0」, 「/tr0]」 な ど ) を デフ ォ ル ト ・ デ ィ ス ク に する 場合 は , 1 行 目 を 変 
更 し て くだ さい 。 


デフ ォ ル ト ・ デ ィ ス ク を フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の ドラ イプ 0 に する 場合 は , 1 行 目 の 「dqd.r 
0_256k」 を 「dd.d0」 に 変更 し , 3 て 5 行 目 を 削除 する か , それ ぞ れ の 行頭 に 「*」 を 付け て コ 
メン ト 行 に し ます 。 こ の よう に , 不揮発 性 の ディ スク (「/d0」, 「/h0」, 「/sr0」 な ど ) を 
デフ ォ ル ト ・ デ ィ ス ク に する 場合 は , 1 行 目 の 「dd.r0_256k」 を 「dd.xx」 に 変更 し , 3 て 5 行 
の ディ レク トリ の 作成 や ファ イル の コピ ー お よび ファ イル の 削除 を 行わ な いよ うに し ます 。 


R AM ディ スク を 使用 し な い の で あれ ば ぱ ば, 2 行 目 の 「iniz dd r0」 を 「iniz dd」 に 変更 し ま 
す 。 こ うし て お け ば , あと で RAM デ ィ ス ク が 必要 に な っ た 場合 に 「iniz r0lg」 と 入力 する だ 
け で , すぐ に 使用 で きる よう に な り ま す 。 もし, あと に も 使用 する つも り が な い の で あれ ば , 
1 行 目 の 「rbxram r0_256k」 も 削除 し て 構い ませ ん 。 


【 メ モ 】 
一 般 的 に R AM ディス ク の よう に リセ ッ ト や 電源 断 に よっ て , ディ スク の 内 容 が 初期 化 
(消去 ) され る よう な ディ スク を 「 揮 発 性 の ディ スク 」 と 呼び , これ と は 対照 的 に フロ ッ 


ピー・ デ ィ ス ク や ハー ド ・ デ ィ ス ク の よう に , 内 容 が 初期 化 (消去 ) され な い デ ィ ス ク の 
こと を 「 不 揮発 性 の ディ スク 」 と 呼び ます 。 
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SS 。 る お ウィ ンー ンド ウ 棚 衣 の 和枝 


出荷 時 の 設定 で は , シス テム の 起動 時 に ウィ ンド ウ が 1 面 自動 的 に オー プン され , この ウィ 

ンド ウ で は login が 実行 され て いま す 。 第 2 章 で 説明 し た よう に , マウ ス の 右 ボ タン を クリ ッ ク 
する と , ポッ プ ・ ア ッ プ ・ メ ニュ ー が 表示 され ます 。 こ の メニ ュー か ら 新 し い ウ ィ ン ド ウ で 実 
行 す る プロ グラ ム を 選択 する こと が で きま す 。 こ の ポッ プ ・ ア ッ プ ・ メ ニュ ー に 表示 され る 選 
択 項目 と , 選択 に 応じ て 実行 され る 動作 を 定義 し て いる の が ウィ ンド ウ ・ メ ニュ ー の 構成 ファ 
イル 「Window_Menu」 で す 。 こ の ファ イル は , メニ ュー の 表示 項目 と , その 項目 が 選択 され た 場 
合 に 実行 する コマ ンド を 記述 し た テキ スト ・ フ ァイル で , ウィ ンド ウ ・ シ ステ ム の 起動 時 に 一 
度 だ け 読み 込ま れ ま す 。 こ の ファ イル は , シス テム ・ デ バイ ス (一 般 に ブート し た デバ イス ) 

の 「SYS」 に な けれ ば な り ま せん 。 ま た , この ファ イル を 変更 し て も , ウィ ンド ウ ・ シ ステ ム を 
再起 動 す る か , 「winsrv -r」 コマ ンド を 実行 し な いか ぎり 新しい ポッ プ ・ ア ッ プ ・ メ ニュ ー に 
反映 され ませ ん 。 ウ ィ ン ド ウ 構 成 フ ァイル の 例 を 示し ます 。 


Shel1 
setenv PROMPT 0S9: 
setenv _sh -1 
newwin TERM PWIN 
newwin shell & 
sshe11 
setenv PROMPT WO0S9: 
setenv _sh -1 
setenv TERM PWIN 
newwin -c=75 -r=10 shell & 
eject 0 
eject /d0O 
eject 1 
eject /d1 


選択 項目 は . 1 カラ ム 目 か ら 開 始 し ます 。 実行 内 容 は , 1 カラ ム 目 を 空白 文字 に し て コマ ン 
ド を 記述 し ます 。 行 の 最初 の 文字 (空白 文字 は 除く ) が 「*」 の 行 は , コメ ント と し て 無視 され 
ます 。「#」 に 続く 文字 5 コメ ント と し て 無視 され ます 。 た だ し 「#」 の 直後 に 数 字 が ある 場合 
は , コメ ント で は な く コ マン ド ・ ラ イン の 一 部 と 見 な され ます 。 ま た ., 行 の 最後 に 「\」 また は 
「N (バッ クス ラッ シュ ) 」 を お く こ と で 次 の 行 に 継続 で きま す 。 こ れ に より , 長く 複雑 な コ 
マン ド を 指定 で きま す 。 


newwin コ マン ド に つい て は 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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3 。 らら っ アフ レデ チー ・ スネ ワー ンー ラズ 、 ラー クト 

0S-9 グ X68000 は , パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ ・ シ ステ ム の ほか に , マル チ ・ ス クリ 
ー ン ・ シ ステ ム を 選ぶ こと が で きま す 。 こ れ は , 96 文 字 x32 行 の 画面 を 4 面持ち , それ を キー 
ボー ド で 瞬時 に 切り 換え られ る よう に な っ て いる も の で す 。 ま た , この マル チ ・ ス クリ ー ン ・ 
シス テム は , AV 一 RIDER で も 使用 し て いま す 。 


切り 換え は , キー ボー ド の <OPT.1> キ ー と テン ・ キ ー の <0> て <3> を 同時 に 押し ます 。0, 1 , 
2 , 3 が それ ぞ れ 「/term」, 「/term1l」, 「/term2」 , 「/term3」 に 対応 し て いま す 。 た と え 
ば , <OPT.1>+<1> を 押す と , 画面 は 「/term1」 に 切り 換わり ます 。 


マル チ ・ ス クリ ー ン ・ シ ステ ム で は , パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ に 比べ て 「 複 数 の 画面 を 同時 
に 見 る こと が で き な い 」 と いう 短所 が あり ます が , シス テム が マウ ス を 必要 と し な いた め 「 キ 
ー ボ ー ド だ け で 操作 が で きる 」, 「 マ ウス を フル に 使用 し た アプ リケーション が 使用 で きる 」 
な どの 長所 も あり ます 。 


マル チ ・ ス クリ ー シ ・ シ ステ ム 用 の ディ スク を 作成 する に は , 2 人 凍 の 「2. 3 シス テム の 
イン スト ー ル 」 で 行い ます 。 こ の ディ スク で 立ち 上 が っ た 初期 の 画面 は 「/term」 で す 。 こ こ で 
<OPT.1>+<1> を 押し ます 。 する と . 瞬 時 に 画面 が 切り 換わり 「/term1」 の 画面 に な り ま す 。 ここ 
で リタ ー ン ・ キ ー を 押す と 1ogin コ マン ド が 起動 され , ユー ザ 名 を きい て きま す 。 


3。 1 の ZN W ツ - 一 よ パ 上 5 


AV 一 RIDER は .0S-ー9/X68000 の 特長 を 簡単 に 理解 し て いた だ く た め の サン プ 
ル ・ プ ログ ラム で す 。AVーRIDER は , マウ ス を 使っ た 簡単 な 操作 で X 6 8 000 の オー 
ディ オ 機 能 ., ビジ ュ ア ル 機 能 を 楽し むこ と が で きま す 。 


それ で は . AV 一 RIDER を 実行 し て み ま し ょ う 。 ま ず 最 初 に AV 一 R IDER の シス テ 
ム ・ デ ィ ス ク を 作成 し ます 。2 章 の 「2. 3 シス テム の イン スト ー ル 」 を 参照 し て シス テム 
> ディ スク を 作成 し て くだ さい 。 次 に 、 作 成 し た シス チム ・ デ ィ ス ク フ ロ ッ ピ ー の ドラ イブ 0 
に , 「AV 一 RIDER デー タ ・ デ ィ ス ク 」 と 書か れ た ディ スク の バッ クア ッ プ し た も の を 
を ドラ イブ 1 に いれ て , フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク か ら 再 起動 し ます 。 
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ブート ・ ア ッ プ の メッ セー ジ が 表示 され た あと , 宇宙 戦闘 機 の コッ クビ ピッ ト の グラ フィ ッ ク 
が 表示 され ます 。 この 戦闘 機 は , 型式 TAVーRIDER68 タ イプ 1 」 と 呼ば れる も の で , 
本 機 の ニッ ク ネ ー ム は ジョ ナ (JONAH) で す 。 


画面 は , 上 半分 と 下 半 分 の 2 つの 領域 に 分 か れ て いま す 。 上 半分 は , コッ ク ピ ッ ト か ら シ ー 
ルド 越し に 見 える 宇宙 空間 で , ここ で は シー ルド と 呼び ます 。 下 半分 は , コン ソー ル ・ パ ネル 
で , こと こと で は コン ソー ル と 呼び ます 。 


マウ ス は , マウ ス ・ ポ イン タ が シー ルド 上 に ある と き と , コン ソー ル 上 に ある と き で 機能 が 
異な り ま す 。 シ ー ル ド 上 に ある と き は , ター ゲッ ト ・ ス コー プ を 表示 し , コン ソー ル 上 に ある 
と き は , クロ ス ヘ ア ・ カ ー ソ ル を 表示 し ます 。 こ れ ら は マウ ス の 動き に 連動 し て いま す 。 

マウ ス が シー ドル 上 に ある と き は , マウ ス に 追従 する ター ゲッ ト ・ ス コー プ と , その 中 に タ 
ー ゲ ッ ト ・ マ ー カ ー が 表示 され ます 。 コ ン ソ ー ル 上 の 索 敵 レ ー ダ ー に は , 迫り 来る ター ゲッ ト 
の 位置 が 表示 され て いま す 。 タ ー ゲ ッ ト が 近づく と , シー ルド 越し に ター ゲッ ト が 視認 出来 る 
(タリ ホー と いう ) よう に な り ま す 。 マウ ス を 操作 し , ター ゲッ ト ・ ス コー プ 内 に ター ゲッ ト 
を 捕らえ ます 。 ターゲット が さら に 近づく と , ジョ ナ か ら 見 えな い 追 尾 レ ー ダ ー が 自動 的 に 発 
せら れ , ター ゲッ ト ・ ス コー プ 内 の ター ゲッ ト を 捕らえ る と , ター ゲッ ト ・ マ ー カ ー が ロッ ク 
・ オ ン し て , ター ゲッ ト ・ ス コー プ の 範囲 内 で 追尾 し ます 。 ロ ッ ク ・ オ ン さ れ て いる 間 は , タ 
ー ゲ ッ ト の ファ イル 名 が 表示 され , その 間 に マ ウス の 右 ボ タン を クリ ッ ク す る と 近 距 離 戦 用 空 
空 ミサ イル が 両翼 端 か ら 発射 し ます 。 命中 (スプ ラッ シュ ) する と ター ゲッ ト ・ フ ァイル を 
実行 し , ファ イル の 内 容 に よっ て , グラ フィ ックス と ADPCM や FM 音源 の デー タ を 再生 し 
ます 。 


マウ ス の 左 ボ タン を シン グル ・ ク リッ ク , ある い は 押し 続け る こと に より , バッ ク フ ァ イア 
が 点火 され , 本 機 は 加速 し ます 。 左 ボ タン を 放す と , 推力 が 反転 し 本 機 は 減速 し て いき ます 。 


マウ ス が コン ソー ル 上 に ある と き は , ルー ト ・ デ ィ レ クト リ へ の chd と , 各 ド ライ ブ の eject 
や AV-ーR IDER か ら の exit の 3 つの コマ ンド が 実行 で きま す 。 実行 し た い コ マン ド の スイ 
ッ チ 上 に マウ ス ・ ポ イン タ を 移動 させ , 左 ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


AVーRIDER は , 0Sー9 の 標準 的 な プロ グラ ミン グ 作 法 に 乗っ 取っ て 作成 され た 一 つ 
の アプ リケーション ・ プ ログ ラム な の で , 普段 0S-ー9 を 使用 し て いる と き に 実行 し た り 終 了 
し て 0S- 9 に 戻る こと も で きま す 。 た だ し , 使用 し て いる 画面 や マウ ス の 関係 で ,. パー ソナ 
ル ・ ウ ィ ン ド ウ ・ シ ステ ム で は に 実行 で きま せん 。 


ニ 100 ご 


3。 本 エミ ー デ ワン シン の つの 便 朋 
プリ ンタ を 使用 する に は , デバ イス ・ ド ライ バ 「sckpdrvy」 と デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ 「p」 
を ロー ド す る 必要 が あり ます 。 こ れ ら は , CMDS/B00TOBJS デ ィ レ クト リ 中 に あり ます 。 そ の あと 


pmode コ マン ド を 使用 し て , 接続 され て いる プリ ンタ に 適し た も の を 設定 し て くだ さい 。 


次 に , 例 を 示し ます 。 


$ chd /dO/CMDS/BO00TOBJSg 
$ 1oad -d sckpdrv p 
$ pmode -d 較 …………・ー デフ ォ ル ト (CZ 系 漢字 プリ ンタ ) モー ド に する 


また , startup フ ァイル 中 に コメ ント で 記述 され て いる も の を 編集 し て , シス テム の 立ち 上 げ 
と 同時 に プリ ンタ を 使用 で きる よう に な り ま す 。 


pmode コ マン ド に つい て は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


SG。 1 ご ー ジ ラーン の 人 公 朋 
RS 一 232C (シリ アル 回 線 ) を 使用 する に は , デバ イス ・ ド ライ バ 「sc8530」 と ディ ス 


クリ プ タ 「t1」 (拡張 ボー ド 用 と し て は 「t2 て t9」) を ロー ド す る 必要 が あり ます 。 こ れ ら は , 
CMDS/B00TOBJS デ ィ レ クト リ 中 に あり ます 。 


ボー レー ト な どの 通信 パラ メー タ の 変更 に は , xmode コ マン ド を 使用 し ます 。 
次 に 例 を 示し ます 。 


$ chd CMDS/BOOTOBJS 加 
$? 1oad -d sc8530 tl 
$ xmode /t1 baud=2400 加 ……… ボー レー ト を 2400 ボ ー に する 


また , startup フ ァイル 中 に , コメ ント で 記述 され て いる も の を 編集 し て , シス テム の 立ち 上 
げ と と も に RS-ー232C を 使用 で きる よう に な り ま す 。 


RS-ー232C は 本 体内 蔵 の も の と 合わ せ て , 純正 の 拡張 ボー ド を 4 枚 装着 し た 場合 の 最大 
9 チャ ン ネ ル ま で 対応 し て いま す 。 対応 する ファ イル 名 (ディ スク リプ タ ) は , 次 の 通り で す 。 
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ファ イル 名 | 用 途 


内 蔵 RS232C 

拡張 ボー ド 共 1 用 A チ ャ ン ネ ル 
拡張 ボー ド # せ 1 用 B チ ャ ン ネ ル 
拡張 ボー ド 共 2 用 A チ ャ ン ネ ル 
拡張 ボー ド #2 用 B チ ャ ン ネ ル 
拡張 ボー ド 井 3 用 A チ ャ ン ネ ル 
拡張 ボー ド 昔 3 用 B チ ャ ン ネ ル 
拡張 ボー ド 昔 4 用 A チ ャ ン ネ ル 
拡張 ボー ド せ 4 用 B チ ャ ン ネ ル 


デフ ォ ル ト の 通信 パラ メー タ は 「9600 ボ ー」, 『 ス トッ ジッ ピッ ド 2| ,。 し パリ チャ 
な し 」 で す 。 xmode コ マン ド は 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


つう へ わ わ 刀 CM 用 コマ ンド 


0S-9 ノ /X68000 で は , ADPCM の ハー ドウ ェ ア を 手軽 に 操作 で きる よう に , 次 の 
コマ ンド が 用 意 さ れ て いま す 。 


@ AREC ADPCM で 録音 し , ファ イル に 記録 し ます 。 
@ AVPLAY AV デー タ ・ フ ァイル を 再生 し ます 。 


再生 は , X68000 本 体 や 専用 ディ スプ レイ の スピ ー カ を 使用 する こと が で きま す が , 録 
音 の 場合 は , マイ ク や アン プ か ら の ケー ブル を X 6 8 0 0 0 本 体 後部 の オー ディ オ 入 力 端 子 に 
接続 し な けれ ば な り ま せん 。 


長い 時 間 録 音 す る に は , 大 き な フ ァイル を 作成 する た め , 新しく フォ ー マ ッ ト し た ディ スク 
や ハー ド ・ デ ィ ス ク を ご 使用 くだ さい 。 次 の 例 で は , ドラ イブ 1 に フォ ー マ ッ ト 済 み の デ ィ ス 
ク で 録音 する 場合 で す 。 


$ chd /d1 加 デー タ ・ デ ィ レ クト リ を セッ ト 
$ arec -s=0 -t=10 - ファ イル ・ サ イズ を 計算 


xxxxxx バ イト , yy セク 
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「-s」 オプ ショ ン は , ADPCM の サン プリ ング ・ レ ー ト を 指定 する オプ ショ ン で す 。0 の 
場合 は 3.9 KHz で す 。「-t」 オプション は , 録音 する 時 間 を 指定 し ます 。 こ の 場合 は , 10 秒 で す 。 
「-c」 オプ ショ ン が 指定 され た 場合 は , 実際 の AD P CM 変換 で の 録音 は 行わ ず , 「-s」 オプ 
ショ ン と 「-t」 オプ ショ ン か ら ADPCM 変 換 後 の デ ー タ 量 を 計算 し て 必要 な ファ イル ・ サ イ 
ズ を 表示 し ます 。 し た が っ て , ディ スク の 空き 容量 に 録音 し た デー タ ・ フ ァイル が 記録 で きる 
か を 調べ る こと が で きま す 。 サン プリ ング ・ レ ー ト と 録音 時 間 の 組み 合わ せ に よっ て は , 記録 
する こと が で き な い 場合 も あり ます 。 そ の 場合 は , コマ ンド の 実行 直後 に 「Error 000:248 メ 
ディ ア が いっ ぱい で す 」 が 発生 し , 変換 は 行わ れ ま せん 。 


【 使 用 例 】 
$ arec -t10 voice.pcm 回 10 秒 間 変 換 し ファ イル に 記録 
$ avplay 95o8 ba 両 チ ャ ン ネ ル で 再生 


3 ょ 。1 ュ 1 4 エー ン ン で 寺泊 月 コーン ンド 


0S-ー9 で , ファ イル の 日 付 管理 な ど に 使用 し て いる シス テム ・ ク ロッ ク と は 別に , X68 
0 0 0 に は バッ テリ ・ バ ッ ク ア ッ プ され た リア ル タ イ ム ・ ク ロッ ク (RTC) が 装備 され て い 
ます 。RTC 操 作用 に は , 次 の よう な コマ ンド が あり ます 。 


SETALARM 指定 日 時 に 電源 を 投入 し ます 。 
FOWERONPROC 電源 投入 条件 に より , 指定 プロ グラ ム を 実行 し ます 。 
POWEROFFPROC 電源 を 切る と き に 指定 プロ グラ ム を 実行 し ます 。 
APOWEROFF アラ ー ム に より 電源 投入 し た 場合 , 電源 を 落と し ます 。 


Setalarm コ マン ド は , 指定 日 時 に 電源 を 投入 する よう に RTC を 設定 し ます 。 こ の コマ ンド 
自身 は , 設定 する と すぐ に 終了 し ます 。 日 時 の 設定 は , 時 刻 や 日 付 お よび 曜日 の 組み 合わ せ で 
設定 で きま す 。 繰り 返し の 指定 も 可能 な の で 。, 毎週 や 毎日 な どの 指定 が で きま す 。 


【 使 用 例 】 
h Setalarm 27 07 15 am 27 日 午 前 7 時 15 分 に 電源 を 投入 する | 


ご 92 = 


当然 の こと な が ら , この コマ ンド を 使用 し て RTC に よっ て 電源 が 入っ た 場合 は , その あと 

0S- 9 が 起動 され る よう に , フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク や ハー ド ・ デ ィ ス ク を 準備 し て お く こ と 
が 必要 で す 。 フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク 起 動 の シス テム の 場合 は , 必要 な コマ ンド を 用 意 し た シス 
テム ・ デ ィ ス ク を ドラ イブ 0 に セッ ト し て お いて くだ さい 。 


時 刻 を 指定 せ ず に setalarm コ マン ド を 実行 する と , 現在 の 登録 状況 を 表示 させ る こと が で き 
ます 。 


|? setlamga 予約 登 録 状 況 の 表示 」 


poweronprocC コ マン ド は , 電源 投入 条件 を 調べ て 指定 され た 条件 で 電源 投入 され て いた 場合 に , 
指定 し た プロ グラ ム を 実行 させ る こと が で きま す 。 


poweroffproc コ マン ド は , 電源 を 切る と き に 実行 させ る プロ グラ ム を 登録 し ます 。 登録 し 終 
わる と 電源 を 切る まで スリ ー プ し 続け ます 。 


apoweroff ユ コマンド は , アラ ー ム に より 電源 が 投入 され た 場合 に 電源 を 落と し ます 。 


これ ら の コマ ンド に つい て は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を 参照 し て くだ さい 。 


SS。 1 選 = デーー ゴミ ーー ド と つ 后 年 多 打 杯 美 有 世 


X68000 に 専用 ディ スプ レイ ・ テ レビ (CZ 一 607D や CZ 一 614D な ど ) を 接続 し た 場 
合 に は , キー ボー ド 操 作 で TV を コン トロ ー ル する こと が で きま す 。 


キー ボー ド で 操作 する 場合 は , Human68k を 使用 し て いる 場合 と まっ た く 同 じ で す 。 <OPT.1> や 
<OPT.2> キ ー と テン キー を 同時 に 押す こと に より , さま ざま な TV 操作 が で きま す 。 キ ー 人 入力 と 
その 機能 は , 次 の よう に な り ま す 。 


【 注 意 】 
本 体 が 「X68000 Compac セ t XV1I」 で テン キー の 操作 を する 場合 に は , 
NUM (ニュ ー メ リッ ク ・ ロ ッ ク ) キー を 押し た あと , ニュ ー メ リッ ク ・ キ ー を 押し て 操 
作 し て くだ さい 。 


MS っ 


キー 入力 


機 能 


<OPT.1>+ く +> 
<OPT.1>+ く <-> 


く OPT.2>+ く 1> 
く OPT.2>+<2> 
く OPT.2>+<3> 
く OPT.2>+<4> 
く OPT.2>+<5> 
く OPT.2>+<6> 
く OPT.2>+ く 7> 
く OPT.2>+<8> 
く OPT.2>+<9> 
く OPT.2>+</> 
く OPT.2>+ く *> 
く OPT.2>+ く -> 
く OPT.2>+<0> 
く OPT.2>+ く <+> 
く OPT.2>+ く <=> 
く OPT.2>+ く <. > 
く OPT.2>+ く <, > 
<OPT.2>+ く 1 > 
く OPT.2>+ く 」 > 
く OPT.2>+ く っ > 
く OPT.2>+ く ーッ > 


コン トラ スト を アッ プ す る 
コン トラ スト を ダウ ン す る 


チャ ン ネ ル 1 を 選 局 する 

チャ ン ネ ル 2 を 選 局 する 

チャ ン ネ ル 3 を 選 局 する 

チャ ン ネ ル 4 を 選 局 する 

チャ ン ネ ル 5 を 選 局 する 

チャ ン ネ ル 6 を 選 局 する 

チャ ン ネ ル 7 を 選 局 する 

チャ ン ネ ル 8 を 選 局 する 

チャ ン ネ ル 9 を 選 局 する 

チャ ン ネ ル 10 を 選 局 する 

チャ ン ネ ル 11 を 選 局 する 

チャ ン ネ ル 12 を 選 局 する 

音声 を ミュ ー ト する 。 も う 一 度 押す と 解除 する 
テレ ビ 画 面 と コン ピュ ー タ 画面 を スー パイ ン ポ ー ズ する 
テレ ビグ ノ 人 外部 入力 を 交互 に 切り 換え る 

テレ ビ 画 面 だ コン ピュ ー タ 画面 を 交互 に 切り 換え る 
音量 を 普通 の 状態 と する 

音量 を アッ プ す る 。 押し 続け る と 最大 と な る 
音量 を ダウ ン す る 。 押し 続け る と 最小 と な る 
チャ ン ネ ル 番 号 を アッ プ す る 

チャ ン ネ ル 番 号 を ダウ ン す る 


<OPT.2>+<CLR> テレ ビ の チャ ン ネ ル 番 号 の 表示 オン ンプ オフ を 交互 に 切り 換え る 


<CTRL>+<OPT.1>+<DEL> キー ボー ド (ソフ トウ ェ ア ) リセ ッ ト 


トラ 電 


1 らら 


= だ の の 和 料 CZ の ニュ ニー デア ニン に ド 


これ まで 説明 し た 以外 に も , X68000 の ハー ドウ ェ ア の 機能 を 生か し た コマ ンド と し て 
次 の よう な コマ ンド が 用 意 さ れ て いま す 。 


SWTITC 
ド DJSK 
NMTI 

19 計 財 5 人 
DMODE 


H メモ リ (SRAM) ・ ス イッ チ の 内 容 の 表示 , 変更 を し ます 。 
パー ド ャ ディ スク を パー ティ ショ ン 分 害し ます 。 
NMT ス イッ チ が 押さ れ た 際 に 実行 する プロ グラ ム を 登録 し ます 。 
フロ ゅ ピー・ デ ィ ス ク の イジ ェクト を し まず 。 
画面 の 表示 解像度 を 設定 し ます 。 


ミ 494 ご 


1 〇 の ょ 。 1 ユ OSーS25 ン 憲 評 6 らら OOOoO の 昌 -= ド 計 婦 EE 時 


0S-9 ノ X6 8 0 0 0 で は , Human68k と ほぼ 同じ 操作 で 日 本 語 の 入力 が で きる 「 日 本 語 フ 
ロン ト ・ プ ロ セ ッ サ 」 (以下 , 日 本 語 F P) が 用 意 さ れ て いま す 。 


日 本 語 F P は , 一 般 的 に 利用 され て いる アプ リケーション ・ プ ログ ラム ・ レ ベル の も の と は 
異な り , オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム の ご く 基 本 的 な レベ ル で 実現 され て いま す 。 し た が っ て 
シェ ル を 使用 し て いる と き , アプ リケーション ・ プ ログ ラム を 実行 し て いる と き を 間 わ ず 
同じ 操作 で 日 本 語 を 入力 する こと が で きま す 。 ま た , よく 使う 熟語 や 特殊 な 用 語 は 辞書 に ユー 
ザ 単 語 登録 し て お く こ と が で きま す 。 


J I S 第 一 水準 や 第 二 水 準 の 漢字 一 覧 表 は , X68000 本 体 に 付属 し て ある 取扱 説明 書 の 
「 コ ー ド 表 」 を ご 覧 くだ さい 。 


日 本 語 処 理 用 の ユー ティ リティ ・ プ ログ ラム と し て , 


askctr1 日 本 語 F P の 起動 の 停止 を 行う ユー ティ リティ 
dicm 辞書 保守 オー ティ リティ 

画 akgaiji 外字 ファ イル 作成 ユー ティ リティ 

setgaiji 外字 ファ イル 登録 ユー ティ リティ 


が 用 意 さ れ て いま す 。 こ れ ら に つい て は , 別冊 「 リ ファ レン ス ・ マ ニュ アル 」 を ご 覧 くだ さい 。 


= 195 - 


+ の 。 記 呈 事 カ プ テ ェ 生 


日 本 語 入力 機能 を 使用 する に は , シス テム ・ デ ィ ス ク と 辞書 ディ スク が 必要 で す 。 シ ステ ム 
・ デ ィ ス ク は 2 章 の 「2. 3 シス テム の イン スト ー ル 」 で 作成 し た シス テム ・ デ ィ ス ク を 使 
用 し て くだ さい 。 辞書 ディ スク は バッ クア ッ プ し た ディ スク を ご 使用 くだ さい 。 日 本 語 F P の 
プロ グラ ム や アプ リケーション ・ プ ログ ラム は , すべ て メモ リ に ロー ド し て お く こ と が で きま 
す の で , フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク ・ ベ ー ス で 使用 し て いる 場合 は , 一 つの ドラ イブ を 辞書 ディ ス 
ク , も う 一 つの ドラ イブ を デー タ ・ デ ィ ス ク と し て 使用 する こと が で きま す 。 


10.2. 1 日 本 語 入力 の 開始 


日 本 語 の か な 漢字 変換 を 受け 持つ 日 本 語 FP の プロ グラ ム 「ASK68K」 は , バッ クア ッ 
プ さ れ た 辞書 ディ スク の コマ ンド ・ デ ィ レ クト リ 「CMDS」 に 入っ て いま す 。 イ ンス トー ル 時 の 
シス テム ・ デ ィ ス ク の 「.1ogin」 フ ァイル は , 変換 プロ グラ ム を 自動 的 に 起動 する 設定 に な っ 
て いま す 。 


【 注 意 】 
後述 の 「 辞 書 学習 機能 」 を 「 デ ィ ス ク へ の 学習 」 モ ー ド に 設定 する 場合 は , 使用 する 辞 
書 デ ィ ス ク の ライ ト ・ プ ロ テ ク ト ・ シ ー ル を は が し て ., 辞書 ファ イル に 書き 込み が 行え る 
状態 に し な けれ ば な り ま せん 。 


日 本 語 入力 を 開始 する に は , 辞書 ファ イル が アク セス で きる 状態 で 次 の よう に 実行 し ます 。 


1. 日 本 語 処理 を 使用 で きる よう に , 以下 の よう に コマ ンド を 入力 し ます 。 


世 askctr] -ekg ] 


2. <CTRL> を 押し な が ら <XF1> キ ー を 押し て くだ さい 。 以後 , この 操作 を <CTRL>+<XF1> と 表し 
ます 。 

3. キー を 押す と 変換 プロ グラ ム が 動作 を 始め , 画面 に は 次 の よう な 変換 ウィ ンド ウ が 表示 
され ます 。 マルチ ・ ス クリ ー ン ・ シ ステ ム の 場合 は , 変換 ライ ン が 最 下行 に 表示 され ます 。 
(以後 , まとめ て 変換 ウィ ンド ウ と 呼び ます ) 。 こ れ が 日 本 語 の 入力 が で きる 状態 で す 。 
再び 同じ 操作 <CTRL>+<XF1> と する と , 日 本 語 F P が 動作 を や め , 変換 ウィ ンド ウ が 閉じ て 
元 の 画面 に 戻り ます 。 
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賠 win3 画 win4 
選 学 三 柚 


変換 ウィ ンド ウ 


上 CO。 5 2 ナナ ーー 


日 本 語 が 入力 で きる 状態 と は , 画面 の 下部 に 上 の よう な 変換 ウィ ンド ウ が 表示 され て いる 状 
態 の こと で す 。 


左 の 変換 ウィ ンド ウ は , キー ボー ド か ら 人 入力 し た 文字 ( 未 変換 の 文字 や 変換 中 の 未 確 定 な 文 
字 を 含む ) を 表示 し た り , さま ざま な 操作 を 行う 「 変 換 エ リア 」 で す 。 変換 エリ ア に 入力 で き 
る 文字 数 は , 半角 文字 で 最大 78 文 字 (全角 文字 で は 39 文 字 ) まで で す 。 


右 の 変換 ウィ ンド ウ に は , 辞書 の 学習 機能 モー ド , 変換 モー ド な どの 日 本 語 FP の 状態 が 
「 村 紀 座 刊 | 「 上 座 庄 誠 |」 の よう に 表示 され て いま す 。 


10.3. 1 辞書 の 学習 機能 


辞書 の 学習 機能 と は , 同音 異議 語 群 の 中 で 最後 に 選択 され た 語 を , 常に 先頭 に 置く よう に 候 
補 の 順序 を 入れ 換え る 機能 で す 。 こ れ に よっ て , 最後 に 選択 し た 語 が いつ も 変換 結果 の 最初 に 
現れ , 変換 効率 が 上 が り ま す 。 


本 機 の 辞書 学習 機能 に は , メモ リ 内 で 学習 する 「 メ モリ へ の 学習 」 モ ー ド と 辞書 ディ スク に 
学習 結果 を 書き 込む 「 デ ィ ス ク へ の 学習 」 モー ド が あり ます 。 


1. 「 メ モリ へ の 学習 」 モ ー ド で は , メモ リ に 読み 込ん だ 辞書 に 対し て 学習 する だ け で , 辞 
書 デ ィ ス ク の 内 容 を 書き 換え ませ ん 。 し た が っ て , 使用 中 は 通常 の 学習 効果 を 上 げ て 行き 
ます が , 電源 を 切る と 学習 効果 が な く な り , 次 の 起動 時 に は 再び 辞書 ディ スク に 登録 され 
て いる 手順 に 戻っ て 変換 が 行わ れ ま す 。 
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2. 「 デ ィ ス ク へ の 学習 」 モ ー ド で は , その つど 辞書 ディ スク を 書き 換え な が ら , 学習 結果 
を 記憶 し ます 。 し た が っ て ., 電源 を 切っ て も 学習 効果 が な く な り ま せん 。 


辞書 の 学習 機能 は 便利 な 機能 で す が , ほか の 人 の ディ スク を 借り て 日 本 語 入力 を する 場合 や 
画面 を 見 な いで 入力 し た い 場 合 な ど , 辞書 ディ スク 内 に 学習 結果 を 残さ な い ほ う が よ いこ と も 
あり ます 。 こ の よう な 場合 に は , 辞書 学習 モー ド を 「 メ モリ へ の 学習 」 モー ド に し て くだ さい 。 


右 の 変換 ウィ ンド ウ に は , 「 メ モリ へ の 学習 」 を 設定 し て いな けれ ば 「 胃 較 」 の 文字 が 現れ 
「 デ ィ ス ク へ の 学習 」 を 設定 し て いれ ば 「 斑 雇 」 の 文字 が 表示 され ます 。 日 本 語 F P を 起動 し 
た ば か り の と き は 「 尋 罰 」、 に な っ て いま す 。 <F9> キ ー を 押す た びに , 学習 機能 が メモ リ へ の 学 
習 と ディ スク へ の 学習 に 切り 替わり ます (「10.5 環境 設定 キー」 を 参照 し て くだ さい ) 。 


10.3.2 変換 モー ド 


か な 漢字 変換 の 変換 モー ド に は , 「 一 括 変換 モー ド 」 と 「 逐 次 自動 変換 モー ド 」 が あり ます 。 
それ ぞ れ , 「 略 副 」 と 「 隊 且 」 の よう に 表示 され ます 。<F10> キ ー を 押す た びに , 変換 モー ド が 
切り 替わり ます (後述 の 「10. 5 環境 設定 キー」 を 参照 し て くだ さい ) 。 


「 一 括 変換 モー ド 」 は , 変換 <XF3> キ ー を 押す こと に よっ て , か な 漢字 変換 開始 の タイ ミン グ 
を 日 本 語 F P に 知ら せる モー ド で す 。0S-9X68 0 0 0 の 日 本 語 FP は , キー 入力 中 か 
ら 日 本 語 辞書 を 先 に 読ん を で お く 「 辞 書 先読み 機能 」 を 備え て いま す の で , <XF3> キ ー が 押さ れ て 
か ら の 時 間 を 短縮 で きま す 。 


これ に 対し て 「 乏 次 自動 変換 モー ド 」 は , 変換 キー で 日 本 語 F P に 変換 開始 の タイ ミン グ を 
知ら せな く て も , 入力 する そば か ら 自 動 的 に 辞書 を 見 て , 次 々 と か な 漢字 変換 を 行う モー ド で 
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「 一 括 変換 モー ド 」 で は , 同音 異議 語 を チェ ッ ク し な が ら 変 換 で きま す が , 文節 の 切れ 目 を 
意識 し な が ら <XF3> キ ー を 押さ な けれ ば な り ま せん 。 こ れ に 対し て 「 近 次 自動 変換 モー ド 」 は , 
人 力 だ け に 専念 で きる の が 長所 で す が , 同音 異議 語 な どの 場合 に うま く 変 換 さ れ な か っ た 部 分 
を , あと で 再 変換 し な けれ ば な り ま せん 。 

日 本 語 F P を 起動 し た ば か り の と き は 「 一 括 変換 モー ド 」 で す 。 
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1 ュ の 。 用 ヨー 計っ ーー 学 の スス フフ と 委 だ 参 穫 


10. 4. 1 キー ボー ド の 状態 


キー ボー ド の 状態 に よっ て , 入力 し た キー が どん な 文字 に な る か が 異な り ま す 。 


1. 全角 ノ プ 半 角 
キー ボー ド の < 全角 > キー の 緑色 の ラン プ が つい て いる と き は 全角 文字 , 消え て いる と 
き は 半角 文字 が 入力 で きる 状態 で す 。 


2. ひら が な カタ カナ 
キー ボー ド の < ひら が な > キー の 緑色 の ラン プ が つい て いる と き は 「 ひ ら が な 」, 消え 
て いる と き は 「 カ タカ ナ 」 が 入力 で きる 状態 で す (た だ し , < か な > また は < ロー マ 字 > キ 
ー の ラン プ が 点滅 し て いな けれ ば アル ファ ベッ ト が 入力 され ます ) 。 
1. の < 全角 > キー の 状態 に よっ て は , ひら が な ノ カ タカ ナ が 全角 や 半角 に な っ て 入力 され 
ます 。 なお, 本 体 の キー ボー ド の か な 配列 は 「J {IS 配列 」 に 準拠 し て いま す 。 


3. か な ノ 英 数 字 
キー ボー ド の < か な > キー の 赤色 の ラン プ が つい て いる と き は 「 カ ナ 文 字 」, 消え て い 
る と き は 「 英 数 字 」 が 入力 で きる 状態 で す (た だ し , < ロー マ 字 > キー の ラン プ が つい て 
いる と き は ロー マ 字 入力 に な り ま す ) 。1. と 2. の < 全角 > また は < ひら が な > キー の 状態 に 
よっ て は , 全角 の ひら が な カタ カナ ン ノ 英 数 字 が 入力 され ます 。 


4. ロー マ 字 入力 モー ド 
< ロー マ 字 > キー の 赤色 の ラン プ が つい て いる と , キー ボー ド の 英文 字 を 利用 し て 日 
本 語 を 「 ロ ー マ 字 」 で 入力 で きま す 。 < ロー マ 字 > キー の ラン プ が 消え て いる と き は , 普通 
に 英 数 字 が 入力 で きま す 。「 ロ ー マ 字 」 と 「 か な 文字 」 と の 対応 は , 後述 の 「10.7 
ロー マ 字 か な 対応 表 」 を ご 覧 くだ さい 。 


全 コー ド 大 力 モ ー ド 
< コー ド 入 力 > キ ー の 赤色 の ラン プ が つい て いる と , 漢字 と 全角 の ひら が な や カタ カナ , 
また は 全角 記号 な ど を 「 文 字 コ ー ド 」 で 入力 で きま す 。 読み の 難し い 第 二 水準 漢字 な ど , 
読み で , か な 変換 する の が 困難 な 文字 を 入力 する 際 に 便利 で す 。 変換 ウィ ンド ウ に は 次 
の よう に 表示 され ます 。 
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[JIS.SHTFT] CODE: ] 


0000-FFFF ま で の 4 桁 の 16 進 数 で 表 さ れ た 漢字 コー ド を 入力 する と , 画面 上 の カー ソ 
ル 位 置 に 対応 する 文字 が 現れ ます 。 もう一度 < コー ド 入 力 > キ ー を 押し て ラン プ を 消す 
と , コー ド 入 力 モ ー ド に する 前 の モー ド に 戻り ます 。 こ こ で 使え る コー ド は 「JIS 
コー ド 」 と 「 シ フト JI S コ ー ド 」 お よび 「 区 分 コー ド 」 の 3 種類 で す 。 <F7> キ ー を 
押す た びに , JI S (シフ ト J 1I S を 含む ) コー ド と 区 分 コー ド が 切り 替わり ます 。 
文字 と コー ド と の 対応 は , 本 体 付属 の 取扱 説明 書 の 「 コ ー ド 表 」 を ご 覧 くだ さい 。 


6. 記号 入力 モー ド 
< 記号 人 力 > キ ー を 押す と , 全角 文字 の 中 に 漢字 や か な と と も に 含ま れ て いる , 各種 の 
記号 文字 を 入力 する モー ド に な り ま す 。 記号 文字 に つけ ら て いる 漢字 コー ド で も 入力 す 
る こと が で きま す が , 記号 を 入力 する だ け な ら ば この モー ド で 入力 し た ほう が 便利 で す 。 
この モー ド に な っ て いる と き は , 変換 ウィ ンド ウ に は 次 の よう に 表示 され ます 。 


[記号 ] <8140> 、。 


ここ で は 上 下 左右 の カー ソル ・ コ ント ロー ル ・ キ ー, お よび リタ ー ン ・ キ ー 以 外 の 
キー 入力 は 無効 で す 。 左右 の カー ソル ・ キ ー を 押せ ば , 反転 表示 が 一 文字 分 ずつ 移動 し 
ます 。 上 下 の カ ー ソ ル ・ キ ー を 使う と , 9 文字 分 ずつ 移動 し ます 。 カ ー ソ ル ・ キ ー で 記 
号 を 探し , 反転 表示 され て いる と き に リタ ー ン ・ キ ー を 押す と , その 文字 が 画面 上 の カ 
ー ソ ル 位 置 に 現れ ます 。 もう一度 < 記号 入力 > キー を 押す と , 記号 入力 に する 前 の モー ド 
に 戻り ます 。 


10.4.2 文字 の 入力 


キー ボー ド か ら 人 入力 し た 文字 は , 変換 ウィ ンド ウ の 変換 エリ ア に 表示 され て いき ます 。 ここ 
に は , 半角 文字 で 最大 57 文 字 (全角 文字 で は 29 文 字 ) まで 入力 で きま す 。 


入力 時 は 前 項 の 各 キ ー の 状態 を 確認 し て くだ さい 。 と くに 日 本 語 F P を 起動 し た まま で アル 
ファ ベッ ト を 入力 する 場合 は , あら か じ め < か な > キー の ラン プ を 消し て お いて くだ さい 。 
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1. まず , 変換 し た い 日 本 語 の 読み を 入力 し ます 。 ロー マ 字 で 入力 し て も , か な で 入力 し て 


も か まい ませ ん 。 入力 中 に 辞書 ファ イル が 含ま れ て いる ディ スク ・ ド ライ ブ の ドラ イブ ・ 


アク セス 表示 用 ラン プ が 赤く 光り , 辞書 ファ イル を 読み 込ん で いる こと が わか り ま す 。 信 
力 し た 文字 は , 変換 エリ ア に 入り ます 。 


に ほん ご F P を つか っ て , に ほん ご し ょ り が か ん た ん に 。 


2. 変換 エリ ア 内 で は , 次 の キー で 文字 の 中 を 移動 で きま す 。 入 力 誤り は , これ ら の キー で 
修正 し て くだ さい 。 
*※ く ご > (左向き カー ソル ・ キ ー) …・ 


カー ソル を 1 文字 分 , 左 へ 動か し ます 。 
*※ く つっ > (右向き カー ソル ・ キ ー) …・ 


カー ソル を 1 文字 分 , 右 へ 動か し ます 。 


来 く BS> ーー・ カー ソル ・ キ ー の 左 に ある 文字 を 1 文字 消し ます 。 カ ー ソ ル 位 置 を 
含む お カー ソル より 右 の 文字 は , 左 に 1 文字 分 詰め られ ます 。 

* く DEL> = ……… カー ソル ・ キ ー の 文字 を 1 文字 消し ます 。 カ ー ソ ル よ り も 右 に ある 
文字 は , 左 に 1 文字 分 詰め られ ます 。 

*※ く <HOME> = ……・ 


入力 し た 文字 を 消さ ず に , カー ソル を 変換 エリ ア の 先頭 (左端 ) に 
移動 し ます 。 


| 了 圏 ほん ご F P を つか っ て , に ほん ご し ょ り が か ん た ん に 。 


_ 


変換 エリ ア 内 に 入力 され て いる 文字 を すべ て 消去 し て , カー ソル を 
エリ ア の 先頭 (左端 ) に 移動 し ます 。 


*※<CLR> 。 ……… 


オー バラ イト プイ ン サ ー ト ・ モ ー ド を 変更 し ます 。「 オ ー バ ライ ト 


・ モ ー ド 」 と は , カー ソル 上 の 文字 を 書き 換え (上 書き し ) な が ら 入 
力 し て いく モー ド で す 。「 イ ン サ ー ト ・ モ ー ド 」 と は , 入力 し た 文字 
が 現在 の カー ソル 位置 の 直前 に 挿入 さ れ て いく モー ド で す 。 


<INS> キ ー の 赤 ラ ンプ が 点灯 し て いる と き が 「 イ ン サ ー ト ・ モ ー ド 」 
で す 。 


※ 以 降 は , 入力 し た 読み を どん な 文字 に 変換 する か で 操作 方 法 が 異な り ま す 。 


< 
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アル ファ ベッ ト を 入力 する 場合 


1. あら か じ め < か な > キー, < ロー マ 字 > キー を 解除 し て (ラン プ を 消し て ) 入力 し た 文字 は , 
変換 エリ ア 内 で も アル ファ ベッ ト で 表示 され て いま す 。 


SHARP X68000 


2. <5> キ ー ま た は リタ ー ン ・ キ ー を 押す と , その まま 画面 の カー ソル 位置 に 移り ます 。 


ひら が な , カタ カナ に 変換 する 場合 


1. いっ た ん 変換 作業 を 行わ ね ば な り ま せん 。 <n-Y 字 > キー か < か な > キー を 押し て , それ ら が 
点灯 し て か ら 文 字 列 を 入力 し , <XF3> キ ー を 押し て くだ さい 。 

2. 変換 後 の 文 字 は 文節 に 分 か れ , 第 一 文節 だ けが 反動 表示 され て いま す 。 こ れ を 「 未 確定 
状態 」 と 呼び ます 。 


| 用 中 4 入力 も 簡単 に で きま す 。 


文節 の 切れ 目 が 間違っ て いた り , 同音 異議 語 に 変換 され て し まっ た と き の 対 処 法 は , 
「10.4.3 文節 の 切れ 目 の 変更 」 以降 で 説明 し て いま す 。 

3. <F4> キ ー を 押す と , 反転 表示 され て いる 第 一 文節 が ひら が な に 戻り もう一度 <XF4> 
キー を 押す と カタ カナ に な り ま す 。 以後 , <F4> キ ー を 押す た びに カタ カナ ーー ひらがな. 
ひら が な ーー カタ カナ の 変換 が 行わ れ ま す 。 


| 明 濁 用 4 入力 も 簡単 に で きま す 。 | 


4. <XF2> キ ー を 押す と 次 の 文節 が 反転 表示 に な り ま す 。 


| カタ カナ 簡単 に で きま す 。 | 


ここ まで の 段階 な ら ば , <ESC> キ ー を 押せ ば 反転 し て いる 文字 以降 が , 入力 直後 の 状態 に 
戻り ます 。 


| カタ カナ 田 @ うり ょ くも か ん た ん に で きま す 。 ] 


5. <F5> キ ー ま た は リタ ー ン ・ キ ー を 押す と , 変換 エリ ア 内 の 未確認 文字 が すべ て 確定 し 
通常 画面 内 の カー ソル 位置 に 移動 し ます 。 
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逐次 自動 変換 モー ド で か な 漢字 変換 を する 場合 


1. <F10> キ ー を 押す と 一 括 と 逐次 が 交互 に 切り 替わり ます 。 逐次 変換 に する と , 特別 に 変換 
操作 を し な く て も , 読み を 入力 する に し た が っ て ., 自動 的 に 辞書 を 読み な が ら 漢 字 混 じ り 
の 文章 に 変換 し , その 結果 を 変換 エリ ア に 表示 し て いき ます 。 こ の と き の 変 換 結果 は い ず 
れ も 未 確定 状態 で す 。 


日 本 語 F P を 使っ て , 日 本 語 処理 を 簡単 に 。 | 軒 CH 


2. その まま で 確定 し て か まわ な けれ ば , <F5> キ ー ま た は リタ ー ン ・ キ ー を 押し て 確定 し て 
くだ さい 。 変換 結果 が 変換 エリ ア か ら , 通常 画面 内 に 移さ れ ま す 。 

3. 文節 の 切れ 目 が 違っ て いた り , 同音 異議 語 が 出 て き て し まっ た と き の 対 処 法 は , 後述 の 
「 文 節 の 切れ 目 を 変え る に は 」 以降 で 説明 し て いま す 。 


一 括 変換 モー ド で か な 漢字 変換 する 場合 


1. 一 括 変 換 に する と , 変換 キー で ある <XF3> キ ー を 押す まで 変換 作業 に 入り ませ ん 。 「 辞 書 
先読み 機能 」 に より 入力 中 か ら 辞 書 を 検索 し て , 対応 する 文字 を 読み 出し て いき ます 。 


に ほん ご F P を つか っ て , に ほん ご し ょ り を か ん た ん に 。 | | メ 学 一 押 | | 


2. <XF3> キ ー を 押す と , 日 本 語 F P が あら か じ め 読 み 出 し て お いた 変換 結果 を 表示 し ます 。 
第 一 文節 は 反転 表示 され て いま す 。 


| 本 HFP を 使っ て , 日 本 語 処理 を 簡単 に 。 | | 下 王 科 | 


3. 入力 全体 を を の まま 確定 し て か まわ な けれ ば , <XF5> キ ー ま た は リタ ー ン ・ キ ー を 押し て 
確定 し て くだ さい 、。 変換 結果 が 変換 エリ ア か ら , 通常 画面 内 に 移さ れ ま す 。 

4. 文節 の 切れ 目 が 間違っ て いた り , 同音 異議 語 が 出 て き て し まっ た と き の 対 処 法 は , 後述 
の 「10. 4. 3 文節 の 切れ 目 を 変え る に は 」 以降 で 説明 し て いま す 。 


っ 209. ご 


10.4. 3 文節 の 切れ 目 を 変え る に は 


以上 が 文字 入力 や , か な 漢字 変換 の 基本 で す が , 場合 に よっ て は 漢字 に し た く な い 語 が 漢字 
に な っ た り , 別 の 同音 異議 語 に 誤っ て 変換 され た り , 文節 間 の 区 切り が 誤っ て いた りす る こと 
が あり ます 。 こ の まま 確定 する こと は で きま せん か ら , ある 文節 と の 区 切り を 変更 する な ど し 


て , 再 変更 する 必要 が あり ます 。 


<XF3> キ ー で 変換 し た 直後 の 第 一 文節 は , 変換 エリ ア 内 で 次 の よう に 反転 表示 され て いま す 。 
導 次 変換 の と き は , いっ た ん <XF3> キ ー を 押す と 第 一 文節 が 反転 表示 され ます 。 こ こ で は , 次 の 


よう に 文節 の 切れ 目 を 変え て くだ さい 。 


| 了 医 者 に 行き まし た 。 


* <SHIFT>+<XF1> 反転 表示 の 文節 の 読み を 1 文字 分 短く し ます 。 


| 隊 医 者 に 行き まし た 。 


1 <SHIFT>+<XF1> 


| 半 し 歯医者 に 行き まし た 。 


以降 ,「」 」 は 上 の 状態 で 「」 」 の 右 に 書か れ て いる キー を 押す こと を 表し ます 。 上 記 の 例 


で は , <SHIFT>+<XF1> を 押す こと を 意味 し ます 。 


* <SHIFT>+<XF2> ーー・ 反転 表示 の 文節 の 読み を 1 文字 分 長く し ます 。 


| 時 医 者 に 行き まし た 。 


! <SHTFT>+<XF2> 


| 上 欄 者 に 行き まし た 。 


* <F1> 前 の 文節 を 反転 表示 の 文 節 と し ます 。 


| 和 計 較 放 に 行き まし た 。 


! <XEF1> 


| 了 只 医者 に 行き まし た 。 
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** <KF2> ーー 次 の 文節 を 反転 表示 の 文節 と し ます 。 


| 隊 医者 に 行き まし た 。 | 


) <XF2> 


| 和 剛 詳 に 行き まし た 。 | 


10. 4. 4 表示 選択 モー ド 


一 度 変換 キー を 押し た 結果 が 不満 足 だ っ た 場合 で も , スペ ー ス ・ キ ー ま た は <XF3 ぅ キー を も う 
一 度 押す と , 同じ 読み の 次 候補 が (あれ ば ) 表示 され ます 。 そ れ で も 適当 な 漢字 に 変換 され な 
いと き は , 3 回 目 に スペ ー ス ・ キ ー ま た は <XF3> キ ー を 押す と , 変換 ウィ ンド ウ 内 に 候補 が ま と 
め て (最高 で 8 候補 まで ) 表示 され , その 中 か ら 選 択 す る モー ド に 画面 が 替わり ます 。 こ の モ 
ー ド を 「 表 示 選 択 モ ー ド 」 と 呼び ます 。 辞書 の 学習 機能 の た め に , 候補 群 は 最も 新しく 使用 し 
た 語 を 先頭 に 順に 並ん で いま す 。 


残 44 1. 今 日 2. 京 3. 装 4. 凶 5. 興 6. 境 7. 強 


表示 選択 モー ド で は , 最高 で も 8 個 ま で の 候補 が 一 群 と な っ て 並び , 番号 つき で 変換 ウィ ン 
ドウ に 表示 され ます (も ちろ ん , その 読み で 登録 され て いる 候補 が 少な けれ ば , 表示 され る 候 
補 も 少な く な り ま す ) 。 候補 群 の 前 に た は, その 読み の 候補 数 が 「 残 0 〇 」 と し て 表示 され て い 
ます 。 


最初 の 候補 (番号 3 ) が 反転 表示 に な っ て いま す 。 カ ー ソ ル ・ キ ー で この 反転 表示 を 動か し 
て 要求 する 候補 が 反転 し た と ころ で <%F5> キ ー, リタ ー ン ・ キ ー, <XF1> キ ー, < 省 2> キ ー の い ず 
れ か の キー を 押す か , 数 字 キ ー で 直接 候補 番号 を 指定 し て 選択 ・ 確 定 し ます 。 これ に よっ て , 
表示 選択 モー ド か ら 抜 け て 候補 群 は 画面 か ら 消 えま す 。 選択 ・ 確 定 し た 候補 は , 変換 エリ ア に 
入り 同時 に 次 の 文節 が 反転 表示 に な り ま す 。 


表示 選択 モー ド で は , 次 の よう な キー を 使用 し ます 。 表示 選択 モー ド で も , < 尋 1>, <XF2>, 
<SHIFT>+<XF1>, <SHIFT>+ く <XF2> の 各 キ ー は 動作 し ます 。 
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* <KF3>, スペ ー ス , ぐっ > (右向き カー ソル ) キー 
EE 表示 選択 候補 群 内 で , 次 候補 を 反転 表示 させ ます 。 


妥 44 1. 今日 2. 京 3. 了 4. 凶 5. 興 6. 境 7. 強 四 
1 くつ > 
妥 43 1. 今日 2. 京 3. 共 4. 剛 5. 興 6. 境 7. 強 」 


*※ く ご > (左向き カー ソル ・ キ ー) ……… 同じ く , 前 候補 を 反転 表示 させ ます 。 


| 交 43 1. 今日 2. 京 3. 共 4. 剛 5. 興 6. 境 7. 強 | 


妥 43 1. 今日 2. 京 3. 普 4. 凶 5. 興 6. 境 7. 強 | 


*※ く } > (下向き カー ソル ・ キ ー) ……… 現在 表示 され て いる 候補 群 に 代わ っ て , 次 の 候補 群 
が (あれ ば ) 表示 し ます 。 


| 残 43 1. 今日 2. 京 3. 疫 4.M 5. 興 6. 境 7. 強 | 


!<)> 
| 37 1. 剛 2. 狂 3. 鏡 4 亭 5 謙 6 医 7. 」 

※ く 1 > (上 向き カー ソル ・ キ ー) -…-… 同じ く , 前 の 候補 群 が 表 示さ れ ま す 。 

妥 37 1. 騰 2. 狂 3. 鏡 4. 吾 5. 享 6. 医 7. 斉 | 
IN 


| 残 43 1. 寿 罰 2. 京 3. 共 4. 5. 興 6. 境 7. 強 | 


* 数 字 キ ー ……・… 現在 の 候補 群 の 中 か ら , 指定 し た 番号 の 候補 を 選択 ・ 確 定 し ます 。 


妥 44 1. 今 日 2. 京 3. 普 4. 凶 5. 興 6. 境 7. 強 | 


! く 4> 


| MM 味 ね 返す | 
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* <ESC> ーー…・ 表示 選択 モー ド を 抜け ます 。 


区 44 1. 今日 2. 京 3. 疫 4. 凶 5. 興 6. 境 7. 強 | 


} <ESC> 


同 ょ うう ん を は ね か えす | 


10. 4. 5 その 他 の 変換 


変換 エリ ア 内 の 文字 に 対し て は , その 他 に も いろ いろ な 変換 を 施す こと が で きま す 。 


* <F4> ………・ ひら が な カタ カナ に 変換 し ます 。 

いっ た ん <XF3> キ ー で 変換 し た あと の 未 確 定 文節 (反転 表示 ) を , ひら が な カタ カナ に 変 
換 し ます 。 ま ず 一 度 <XF4> キ ー を 押す と , 反転 し て いた 文節 が ひら が な に な り ま す 。 も う 一 
度 押す と , カタ カナ に な り ま す 。 以降 <F4> キ ー を 押す た びに , カタ カナ ひら が な に 切り 替 
わり ます 。 


衣 凡 人 れ て 下さ い 。 | 


) <XF4> 


固 議 軒 置 正人 れ て 下さ い 。 


1 <XF4> 


| 皿 雪 入れ て 下さ い 。 に | 


! <XF4> 


| 三朗 室 れ て 下さ い 。 | 


1) <XF4> 


| 臣 雪 入れ て 下さ い 。 | 
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* <SHIFT>+<XF4> ーー 全角 半角 に 変換 し ます 。 
<F4> キ ー と 同様 の 操作 順序 で , 全角 か ら 半 角 , 半角 か ら 全 角 に 変換 し ます 。 


| 引 雪 きれ て 下さ い 。 | 


} <SHIFT>+<XF4> 


| 太 太 人 れ て 下さ い 。 | 


}) <SHIFT>+<XF4> 


| 計 生れ て 下さ い 。 | 


* 3 桁 の 郵便 番号 を 入力 し た あと <XF3> ・…… 郵便 番号 変換 

入力 され た 数 字 を 見 て , 対応 する 地名 を 呼び 出し ます 。 本 機 の 日 本 語 辞書 に は , 出荷 時 か 
ら 郵便 番号 と 地名 が 登録 され て いま す 。 郵便 番号 を 入力 し て <F3> キ ー を 数 回 押す と , 対応 す 
都 道 府 県 名 な ど が 表示 され ます 。 


| 5 e 1 加 | 


| <XF3> JR 4 回 押す 


| 遇 学務 是 面 | 


* <ESC> ーー 未 変換 状態 に 戻る 
変換 エリ ア 内 の 文字 を 未 変 換 状態 に 戻し , 文字 入力 モー ド に し ます 。 反転 表示 の 文節 も な 
く な り ま す 。 


BR 証 晴 天 な り ] 


) <ESC> 


I 記 じつは せい て ん な り | 
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ェ の E 奈 形 と 2 キー 


日 本 語 F P を 使用 する うえ で 欠か せな い の が , この 環境 設定 で す 。 辞書 デ ず ィ スク が 信 っ た ド 
ライ ブ (お よび 辞書 ファ イル ) を 指定 ・ 変 更 し た り ., 辞書 の 学習 機能 を メモ リン ディ スク に 設 
定 し た り , 変換 方 式 を 切り 換え た り . よく 使う 語 を 日 本 語 辞書 に ユー ザ 登 録 し た り し ます 。 


順に 一 つ ず つ 説 明 し ます 。 


10.5.1 辞書 ファ イル の 変更 


出荷 時 の 設定 で は , 辞書 ファ イル は 「DIC/X68K_M.DIC」 と [DIC/X68K_S.DIC」 に な っ て いま 
す 。 デ ィ ス ク の 容量 と 辞書 ファ イル の 大 き さ と の 兼ね 合い な どの 関係 で 辞書 ディ スク , 辞書 フ 
ァイル に 変更 し た い 場 合 は , この 辞書 設定 ファ イル を 変更 し て 再起 動 す る こと が で きま す 。 ま 
た , 使用 中 に 変更 し た いり 場合 は , 次 の よう な 操作 で も 可能 で す 。 


1. <F8> キ ー を 押す と , 変換 ウィ ンド ウ 内 に 次 の よう に 表示 され ます 。 もう一度 押 す と サブ 
辞書 が 表示 され ます 。 こ こ で 表示 され て いる の は , 現在 使用 中 の 日 本 語 辞書 ファ イル の パ バ 
次 リス トド で す 。 


MMd1/DIC/X68K_M.DIC 
MMd1/DIC/X68K_S.DIC 


2. パス リス ト の 先頭 で カー ソル が 反転 し て いま す 。 こ の まま で よけれ ば , リタ ー ン ・ キ ー 
か <ESC> キ ー を 押し て くだ さい 。 辞書 ファ イル 設定 モー ド を 抜け ます 。 変更 し た けれ ば , 
変更 先 の 辞書 ファ イル の パス リス ト を キー ボー ド か ら 入 力 し て く だ さい 。 実際 に アク セス 
で き な い パス リス ト を 指定 する と エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 表示 され る の で , リタ ー ン ・ キ ー 
を 押す か 再び 指定 し て くだ さい 。 


区 雪 配 玉 隷 妥 MM1/DIC/UserDict. DIC 


3. 適切 な パス リス ト を 入力 し リタ ー ン ・ キ ー を 押す と , 変換 ウィ ンド ウ は 通常 の 状態 に 戻 
り ま す 。 以降 , 日 本 語 F P は 指定 し た 日 本 語 辞書 を 使っ て か な 漢字 変換 を 行い ます 。 
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10.5.2 学習 機能 


同音 意義 語 の うち , 最後 に 選択 され た 語 を 常に 候補 群 の 先頭 (表示 選択 モー ド の 候補 番号 1 ) 
に な る よう , 辞書 に 学習 させ る 機能 を 「 学 習 機能 」 と 呼び ます 。 


本 機 で は . メモ リ に 読み 込ん だ 辞書 上 で 学習 を 行う 「 メ モリ へ の 学習 」 モー ド と , 日 本 語 矢 
書 を 書き 換え て 学習 結果 を 直接 ディ スク 上 に 記録 する 「 デ ィ ス ク へ の 学習 」 モ ー ド が あり ます 。 


<F9> キ ー を 押す と , ガイ ド ・ ラ イン の 右 下 に 「 関 証 」「 還 」 と いう 表示 が 交互 に 現れ ます 。 
日 本 語 F P で は , デフ ォ ル ト で 「 関 較 」 (メモ リ へ の 学習 ) に 設定 し て いま す 。 


【 注 意 】 
辞書 学習 機能 「 較 」 モ ー ド に 設定 する と き は , 必ず お 使い の 辞書 ディ スク の ライ ト ・ 
プロ テク ト ・ シ ー ル を は が し て , 辞書 ディ スク を 書き 込み 可能 に し て お いて くだ さい 。 
また , 学習 結果 を ディ スク に 書き 込む の に , し ば らく 時 間 が か か る 場合 が あり ます 。 


10.5. 3 変換 方 式 の 切り 換え 


0S-9/X68000 の 日 本 語 FP の 変換 方 式 に は , <XF3> キ ー を 押さ な く て も 入力 と と も 
に 自動 的 に 変換 を 行う 「 逐 次 自動 変換 モー ド 」 と , <XF3> キ ー を 押し て 初め て 変換 が 始ま る 「 一 
括 変換 モー ド 」 と が あり ます 。 


<F10> キ ー を 押す た びに , ガイ ド ・ ラ イン 右 に 「 際 病 」, 「 還 副 | が 交互 に 表示 され ます 。 日 
本 語 FP で は , デフ ォ ル ト で 「 国 割 | (一 括 変換 モー ド ) に 設定 し て いま す 。 


10.5. 4 辞書 へ の 単語 登録 
この 日 本 語 辞書 に は , あら か じ め 約 6 万 語 の 語句 が 収め られ て いま す 。 これ ら の 語句 と は 別 
に , よく 使用 し な が ら 日 本 語 辞書 に 登録 され て いな い 語 (<XF3> キ ー を 押し て も 変換 され な い 語 


を , ユー ザ が 独自 に 辞書 に 登録 で きま す 。 こ れ を 繰り 返し て , 個々 の ユー ザ は 自分 専用 の 辞書 
を 構築 で きま す 。 
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辞書 に ユー ザ 単 語 を 登録 する に は , <XF3> キ ー を 押し て も 変換 で き な か っ た 読み が まだ 変換 エ 
リア 内 に 表示 され て いる うち に , <ESC> キ ー を 押し て 入力 モー ド に 戻し た 後 < 登録 > キー を 押し て 
くだ さい 。 た だ ち に 登録 モー ド に 入り ます 。 


た だ し , 読み と し て 使用 で きる 文字 は 全角 文字 で す 。 単語 と し て 使用 で きる 文字 は 全角 文字 
だ け で す 。 


以降 で は , 「 五 百 旗 部 」 と いう 名 前 が 変換 で き な か っ た と 仮定 し て 説明 し ます 。 操作 は ロー 
マ 字 入力 モー ド の も の で す が , それ 以外 の 入力 モー ド で も 大 筋 は 同じ で す 。 次 の 手順 に 従っ て 


くだ さい 。 


陣 お き べ くん は や すみ まし た | 


} <XF3> 

開 還 木 部 君 は 休み まし た 上 
) <ESC> 

| 男 き べく ん は や すみ まし た 」 


1. 登録 し と よう と する 語 (の 読み ) が まだ 変換 エリ ア 内 に ある こと を 確認 の 上 , < 登録 > キー 
を 押し て くだ さい 。 右 の 変換 ウィ ンド ウ 表 示 が 「 開 呈 」 と な り ま す 。 


| 遇 則 陣 ち き べく ん は や すみ まし た 日曜 | 


2. カー ソル ・ キ ー で 変換 エリ ア 内 の カー ソル を 動か し , 「 い お き べ 」 (変換 で き な か っ た 
語 ) の 先頭 (「 い 」) に 持っ て き て リタ ー ン ・ キ ー を 押し て くだ さい 。 そ の 文字 が 反転 文 
字 と な り , 変換 ウィ ンド ウ 右 の 表示 が 「 終 点 」 に 代わ り ま す 。 

3. 次 に カー ソル ・ キ ー を 使っ て , 登録 し た い 語 の 最後 の 文字 (「 べ 」) まで 反転 表示 を 広 
げ , リタ ー ン ・ キ ー を 押し て くだ さい 。「 始 点 」 と 「 終 点 」 で 指定 し た 範囲 の 文字 が , 
「 読 み 」 と し て 変換 エリ ア 内 に 表示 され , その 右 に 「 単 語 =」 と 表示 され ます 。 


明 間 読み ニ い お き べ 単語 = ーー 咽 。  | 


4. 「 単 語 =」 の 右 に は カー ソル が 出 て いま すか ら , 指定 し た 読み で 登録 し よう と する 単語 
を , ここ で 漢字 で 入力 し ます 。「 い お き べ 」 の まま で は 漢字 に 変換 され な いこ と が わか っ 
て いま すか ら , ここ で は , 「 五 」「 百 」「 旗 」「 部 」 を 一 文字 ずつ , それ ぞ れ 「 ご 」, 

「 ひ ゃ く 」 な どの 読み で 辞書 か ら 抜き 出し ます 。 


ら 2 


k。 [ ほ ] す ロ |] を 大 放し て くる 泥 き い 。 


放 較 中 避 | 


6. <XF3> キ ー を 押し て , 変換 し て くだ さい 。「 五 」 に 変換 され な か っ た ら , も う 一 度 <F3> 
キー を 押し た り 表 示 選 択 モ ー ド に し た り し て , 「 五 」 に し て くだ さい 。 


明 人 読み ー い お き べ 単語 = | mW 


7. 同様 に , 「H」「Y」「A」「K」「U」 な ど と 入力 し て 「 単 語 = 五 」 の 右 に 「 百 」 を 
表示 させ て くだ さい 。 そ の 他 「 旗 」「 部 」 な ども 同様 に 表示 させ て くだ さい 。 


明信 読み ニ = い お き べ 単語 = 五 百 | | 琴 間 


8. 登録 し と よう と する 「 単 語 =」 が 正しい 漢字 に 変換 され た こと を 確認 し て , リタ ー ン ・ 
キー を 押し て くだ さい 。 


| 明 読み ニー い お き べ 単語 = 五 百 旗 部 | | 環 間 | 


9. 登録 し た 単語 の 品詞 情報 を 指定 し ます 。 画面 に は 次 の よう に 表示 され ます 。 


| 明 品詞 情報 = 信 人 | |m 間 | 


上 下 左右 の カー ソル ・ キ ー で 反転 表示 を 変え て , 希望 の 選択 枝 が 表示 され た と ころ で 
リタ ー ン ・ キ ー を 押し て くだ さい 。 
10. 登録 が 済む と , 登録 終了 を 示す メッ セー ジ が 表示 され ます の で , 何 か キ ー を 押し て くだ 
さい 。 入力 モー ド に 戻り ます 。 
11. も う 一 度 <F3> キ ー を 押せ ば , 正しく 「 五 百 旗 部 」 と 変換 され ます 。 


| 環 還 人 遇 馬 休 み ま し た 


※ 誤っ て < 登録 > キー を 押し て 単語 登録 モー ド に し て し まっ た ら , <FSC> キ ー を 押せ ば いつ で 
も 抜け る こと が で きま す 。 
※ 動詞 , 形容 詞 , 形容 動詞 は 「 読 み 」, 「 単 語 」 と も に 語幹 の み を 入力 し て くだ さい 。 


- 242 = 


上 よ ⑨。 


ー お 葉 イ 一 四 富 


10.6. 1 変換 操作 


く XF3> 


く XF4> 
<SHIFT>+ く XF4> 
<XF5> また は 
サタ ー ジ "幸一 
ペー ス < キー 
<ESC> 

<CLR> 


漢字 変換 を する 。 も う 一 度 押す と 次 候補 を 表示 する 。 

(3 度目 に 押し た と き 表 示 選 択 モ ー ド に 入る ) 

ひら が な カタ カナ 変換 する 。 

全角 半角 変換 を する 。  ( 英 数 字 , ひら が な , カタ カナ ) 
変換 エリ ア に ある 全文 を 確定 する 。 


漢字 変換 後 , 次 候補 を 表示 する 。 
変換 結果 を キャ ン セ ル し て , 文字 入力 に 戻る 。 
変換 エリ ア に ある 全文 を 消去 する 。 


10.6.2 文節 の 操作 


く XF1> 
く XF2> 
<SHIFT>+ く XF1> 
<SHIFT>+ く XF2> 


前 の 文節 を , 反転 表示 させ る 。 
次 の 文節 を , 反転 表示 させ る 。 
現在 , 反転 表示 に な っ て いる 文節 の 読み を , 一 文字 分 短く する 。 
現在 , 反転 表示 に な っ て いる 文節 の 読み を , 一 文字 分 長く する 。 


10.6. 3 表示 選択 モー ド で の 操作 


SEO2。 ペー* ツ 

く ぐ 一 > 

く U 2 

IM 

<XF5> また は 
7 ニー ジン 5 キー 
数 字 キ ー 

く ESC> 


表示 選択 モー ド で , 次 の 語 を 反転 表示 する 。 
表示 選択 モー ド で , 前 の 語 を 反転 表示 する 。 
表示 選択 モー ド で , 次 の 候補 群 を 表示 する 。 
表示 選択 モー ド で , 前 の 候補 群 を 表示 する 。 
表示 選択 モー ド で , 現在 反転 表示 し て いる 候補 で 変換 操作 に 戻る 。 


表示 選択 モー ド で , 指定 し た 番号 の 候補 で 変換 操作 に 戻る 。 
表示 選択 モー ド を 抜け る 。 


10.6. 4 環境 設定 キー 


< 登録 > 
<F7> 


<F8> 
<F9> 


<F10> 


日 本 語 辞 書 に 単語 を 登録 する 。 
コー ド 入 力 モ ー ド で 使用 する コー ド 体 系 を 切り 替え る 。 
(JIS・ シ フト JI Sーー 区 点 ) 


辞書 ドラ イブ を 設定 する 。 

辞書 の 学習 機能 を 保存 する か し な いか を 設定 する 。 

(ディ スク ノブ メ モリ 学習 ) 

変換 モー ド を 切り 替え る 。  ( 導 次 自動 変換 ノ 一 括 変換 ) 
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… 始 め カ ギ カ ッ コ (「) 
… 終 わり カギ カッ コ (」) 


け 
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0000 


* コ ーー ニン ョ デン の > を ル 収穫 


… 旬 点 (。 ) 
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ー 


AM 


( 


SL, SHT, CI 


句読点 な ど 
ち 
N I 


本 


ア 


10。 6。 5 


TA 


の 1 

選 1 
ら ! ら ') 6! ら ) ら 
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れ 
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<SHIFT>+0 
<SHIFT>+Y 0 
KATTA) 


お 
よ 
BO 
ば ぽ 
PO0 


く SHIFT>+E 


え 
げ 


<SHIFT>+U 
<SHIFT>+Y U 
ぶ 

BU 

ぶ 

人 朋 


う 
め ゅ 


く SHIFT>+ 1 


や 


和 遇 。 上 よ 


い 


X, N+”, <SHIFT>+ N, NN, N の 次 に 子音 (お ん が く ONGAKU) 


<SHIFT>+Z , <SHIFT>+T U , <SHIFT>+T SU, 子音 を 重ね る (か っ た 


ん 


あ 

<SHIFT>+A 
<SHIFT>+Y A 
ho。 

BA 

ば 

選 余 


ape! 4 


関 0 ド っ 


り RT 
関 0 ド < 押 


! の 
AO 


ae 
0E (に っ 


し ょ 
ちょ 
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め ゅ 
TYU, CYU, CHU  TYE, CYE, CHE TYO, CYO, CHO 
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ち 


ちぃ 


YA。CXA。6HA ドド YT。CYM 
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こっ 且 
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〇 呈 | 
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ZY0, JYO, JO 
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り ょ 


RU。 し YU RY.。 し Y KRKYO。 も Y す 0 


ZYE。 放り B 
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MYU 

り ゅ 

じゅ 
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い 
い 


2000 Li 山 
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RA UI AN NRNYE 。 


ZYA, JYA。 JA 


りゃ 


ンー 
Io 


RS 
! 30 ロ 


! ら の 


| ャ と 


| 


し 


すず 


レロ 


e 嘆 」 
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この 章 は , ASCII (American Standard Code for Information Interchange) の 文字 コー ド 表 
で す 。 こ れ は , 96 の 表示 可能 な 文字 と 32 の 表示 で き な い 文字 で 構成 され て いま す 。 コ ー ド 表 に 
は 2 進 , 10 進 , 8 進 , 16 進 , お よび 文字 が 含ま れ て いま す 。 表示 で き な い 文字 の 一 般 的 な 機能 


を 初め に 説明 し ます 。 


acknowledge 

bel1 

backspace 

cancel 

carridge return 
device contro1 
delete 

data link escape 

end of medium 
endulry 

end of transmission 
eSCaDe 

end of transmission block 
end of text 

form feed 

file separator 

grOuD Separator 
horizontal tabulation 
1ine feed 

negative acknowledge 
nul1 

record separator 
shif 化 in 

Shif out 

start of heading 
SDaCe 

Start of text 
Substitute character 
Synchronous idle 
unit separator 
vertical taburation 


ルコ ー 『29 馬 セコ タダ 
ジグ ド ・ 
ツ ツ ト < アウ ト 

ヘッ ディ ング 開始 


0 
キス ト 開 始 
タン 


テ 
軒 
同期 信号 
ズ 
研 


ニッ ト 分離 キ ャ ラク タ 
直 タ プ ブ 
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ここ 。 人 人 へ < と エエ エコ ニニ デニ ーー お 


0000000 
0000001 
0000010 
0000011 
0000100 
0000101 
0000110 
0000111 
0001000 
0001001 
0001010 
0001011 
0001100 
0001101 
0001110 
0001111 
0010000 
0010001 
0010010 
0010011 
0010100 
0010101 
0010110 
0010111 
0011000 
0011001 
0011010 
0011011 
0011100 
0011101 
0011110 
0011111 
0100000 
0100001 
0100010 
0100011 
0100100 
0100101 
0100110 
0100111 
0101000 
0101001 
0101010 
0101011 
0101100 
0101101 
0101110 
0101111 
0110000 
0110001 
0110010 
0110011 
0110100 
0110101 
0110110 
0110111 
0111000 
0111001 
0111010 
0111011 


< ら CS = で の か) 愉 で OF の 


の の の のみ で どこ ココ の ぴの CO ら F ら ルー の 


*・・ べら で =- コ の に で うら トー の て 、・ 


以 出 9 ご 


2 進 


0111100 
0111101 
0111110 
0111111 
1000000 
1000001 
1000010 
1000011 
1000100 
1000101 
1000110 
1000111 
1001000 
1001001 
1001010 
1001011 
1001100 
1001101 
1001110 
1001111 
1010000 
1010001 
1010010 
1010011 
1010100 
1010101 
1010110 
1010111 
1011000 
1011001 
1011010 
1011011 
1011100 
1011101 
1011110 
1011111 
1100000 
1100001 
1100010 
1100011 
1100100 
1100101 
1100110 
1100111 
1101000 
1101001 
1101010 
1101011 
1101100 
1101101 
1101110 
1101111 
1110000 
1110001 
1110010 
1110011 
1110100 
1110101 
1110110 
1110111 
1111000 
1111001 
1111010 
1111011 
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ーーN 主 マ どの ば は ば ららら ロコ ヨ ビビ ーー ビビ oor や bh OO どの 6 - > つ ーーー トコ で ント < モー ーー ゴゴ の の ら で ら 生 ビーロ の ロロ ロウ の の の テ ⑤ や YY 1 へ 結 


2 進 


1111100 


1111101 
1111110 
1111111 
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ここ で は , ASC 1I {制御 コー ド と エス ケー プ ・ シ ー ケ ンス に つい て 説明 し ます 。 


如 。1 へ へき 選 エ エ 利 千 コーー ド 誠 


次 に 示す ASC TI I コー ド を 画面 (その ウィ ンド ウ ) に 対し て 出力 する こと に よっ て , 画面 
を 制御 する こと が で きま す 。 制御 コー ド は , 1 文字 で す 。 


能 


Bel1 
AD P CM を 使用 し て ベル を 鳴ら し ます 。AD P CM が 使用 中 
の 場合 は 何 も し ませ ん 。 


Backspace 

カー ソル を 1 文字 左 に 移動 し ます 。 カー ソル が 左 マ ー ジ ン に あ 
る と き は , 前 行 の 右 マ ー ジ ン に 移動 し ます 。 

Line feed 

カー ソル を 1 行 下 に 移動 し ます 。 カ ー ソ ル が マー ジン の 最終 行 
に ある と き は 1 行 ス クロ ー ル ・ ア ッ プ し ます 。 マ ー ジ ン 外 で , か 
つ 画面 の 最 下行 の と き は 何 も し ませ ん 。 

Vertical tabulation 

LE を 同じ で す 。 

Form feed 

LF と 同じ で す 。 

Carriage return 


カー ソル を 現在 行 の 1 カラ ム 目 に 移動 し ます 。 


上 


| 


Escape Sequence 


エス ケー プ ・ シ ー ケ ンス を 開始 し ます 。 


= ウ 2Z1 ニ 


ーー ラグ = ラーン ーー ラン ミン 8 ば 


エス ケー プ ・ シ ー ケ ンス は , ESC コ ー ド と それ に 続く 文字 列 に より 画面 を コン トロ ー ル し 
ます 。 エス ケー プ ・ シ ー ケ ンス の 長 さ は , シー ケン ス ご と に 異な り ま す 。E SC は , エス ケー 
プ ・ コ ー ド ($ 1 B) を 表し ます 。 パラ メー タ の , 「 行 数 」, 「 桁 数 」, 「 数 値 」 は , 10 進 数 
の 文字 を 意味 し て いま す 。 


機 能 


ESC [ 行 数 A 


カー ソル を 指定 し た 行 数 だ け 上 に 移動 し ます 。 ス クロ ー ル ・ マ ー 
ジン の 最上 行 ま で , また は 最上 行 ま で で 移動 は 中 止 し ます 。 


ESC [ 行 数 B 


カー ソル を 指定 し た 行 数 だ け 下 に 移動 し ます 。 ス クロ ー ル ・ マ ー 
ジン の 最 下行 まで , また は 最 下行 まで で 移動 は 中 止 し ます 。 


ESC [ 桁 数 C 


カー ソル を 指定 し た 桁 数 だ け 右 に 進め ます 。 右 マ イー ジン まで で 移 
動 は 中 止 し ます 。 


ESC [ 桁 数 D 


カー ソル を 指定 し た 桁 数 だ け 左 に 進め ます 。 左 マ ー ジ ン ま で で 移 
動 は 中 止 し ます 。 


ESC [ 行 数 : 桁 数 


ESC [ 行 数 : 桁 数 f 


カー ソル を 指定 され た 行 , 桁 の 位置 に 移動 し ます 。 画面 の 最上 行 
を 1 行 目 と し ます 。 画面 の 外 を 指定 され た 場合 , 画面 内 の 最も 近い 
位置 に 丸め られ ます 。 


カー ソル を 同じ 桁 位置 で 1 行 下 に 移動 し ます 。 カ ー ソ ル が ボトム 
・ マ ー ジ ン に あっ た 場合 は , 1 行 ス クロ ー ル ・ ア ッ プ し ます 。 


カー ソル を 1 行 下 の 行 の 左 マ ー ジ ン に 移動 し ます 。 カ ー ソ ル が ボ 
トム ・ マ ー ジ ン に あっ た 場合 は , 1 行 ス クロ ー ル ・ ア ッ プ し ます 。 


| カー ソル を 同じ 析 位 置 で 1 行 上 に 移動 し ます 。 カー ソル が トッ プ 
・ マ ー ジ ン に あっ た 場合 は , 1 行 ス クロ ー ル ・ ダ ウン し ます 。 


[ カー ソル 位置 , アト リ ビ ュ ー ト 情報 を セー プ し ます 。 


| 以前 セー プ さ れ て いた カー ソル 位置 , アト リ ビ ュー ト 情報 を セー 


ツ し ます 。 
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シー ケン ス 四 機 能 
ESC [属性 : 属性 : | 表示 する 文字 の 色 や 属性 を 変更 し ます 。 パラ メー タ の 値 に よっ て 
LA : 属性 m | 各種 の 属性 を 変更 する こと が で きま す 。 パ ラメ ー タ は , 「:」 で 区 
切っ て , 最大 16 個 まで 指定 する こと が で きま す 。 

0 すべ て の 属性 を 解除 し ます 。 

1 強調 文字 (ハイ ライ ト 文 字 ) に し ます (フォ ント を 1 ドッ 

ト 移 動 し て 重ね る こと に よっ て 強調 し ます ) 。 

ドッ ト を 間 引 い て か すれ 文字 に し ます 。 
下線 付き に し ます 。 
網 掛け に し ます 。 
反転 文字 (リバ ー ス 文字 ) に し ます (フォ アグ ラウ ンド ・ 
カラ ー と バッ ク グ ラウ ンド ・ カ ラー を 入れ 替え ます ) 。 
21 強調 文字 (ハイ ライ ト 文 字 ) を 解除 し ます 。 
か すれ 文字 を 解除 し ます 。 
下線 付き を 解除 し ます 。 
網 掛け を 解除 し ます 。 

27 反転 文字 (リバ ー ス 文字 ) を 解除 し ます 。 
パー ソナ ル ・ ウ ィ ン ド ウ ・ シ ステ ム で は , 1, 2, 4, 5, お よび 21., 
22, 24, 25 は 使用 で きま せん 。 
ESC [K カー ソル 位置 か ら 行末 まで 空白 で 消去 し ます 。 
ESC [OK カー ソル は 移動 し ませ ん 。 現在 の 属性 に か か わら ず , 全 属 性 オフ の 
空白 で 消去 し ます 。 ス クロ ー ル ・ マ ー ジ ン の 影響 は 受け ず マ ー ジ ン 
| 外 で も 消去 し ます < 
ESC [1K 行 の 先頭 か ら カ ー ソ ル 位 置 ま で 空白 で 消去 し ます 。 
カー ソル は 移動 し ませ ん 。 現在 の 属性 に か か わら ず , 全 属 性 オフ の 
空白 で 消去 し ます 。 ス クロ ー ル ・ マ ー ジ ン の 影響 は 受け ず マ ー ジ ン 
| 外 で も 消去 し ます 。 
ESC [2K カー ソル が 存在 する 行内 すべ て を 空白 で 消去 し ます 。 
カー ソル は 移動 し ませ ん 。 現在 の 属性 に か か わら ず , 全 属 性 オフ の 
空白 で 消去 し ます 。 スクロール ・ マ ー ジ ン の 影響 は 受け ず マ ー ジ ン 
外 で も 消去 し ます 。 
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機 能 


1 


カー ソル 位置 か ら 画 面 の 最後 まで を 空白 で 消去 し ます 。 
カー ソル は 移動 し ませ ん 。 現在 の 属性 に か か わら ず , 全 属 性 オフ の 
空白 で 消去 し ます 。 スク ロー ル ・ マ ー ジ ン の 影響 は 受け ず マ ー ジ ン 
外 で も 消去 し ます 。 


ESC 


[1J 


画面 の 先頭 か ら カ ー ソ ル 位 置 まで を 空白 で 消去 し ます 。 
カー ソル は 移動 し ませ ん 。 現在 の 属性 に か か わら ず , 全 属 性 オフ の 
空白 で 消去 し ます 。 スク ロー ル ・ マ ー ジ ン の 影響 は 受け ず マ ー ジ ン 
外 で も 消去 し ます 。 


ESC 


[2J 


画面 内 を すべ て を 空白 で 消去 し ます 。 カ ー ソ ル は 移動 し ませ ん 。 
現在 の 属性 に か か わら ず , 全 属 性 オフ の 空白 で 消去 し ます 。 ス クロ 
ー ル ・ マ ー ジ ン の 影響 は 受け ず マ ー ジ ン 外 で も 消去 し ます 。 


ESC 


[開始 : 終了 r 


スク ロー ル ・ マー ジン を 設定 し ます 。 最初 の パラ メー タ は , スク 
ロー ル 領 域 の 最初 の 行 を 示し , 次 の パラ メー タ は 最後 の 行 を 示し ま 
す 。 スクロール 領域 の 最小 の サイ ズ は 2 行 で す 。 カ ー ソ ル は マー ジ 
ン , また は 画面 の 最上 行 の 左 マ ー ジ ン に 移動 し ます 。 


DECE 基 2 


カー ソル の 属性 を 変更 し ます 。 属 性 は , 「 : 」 で 区 切っ て , 複数 
を 同時 に 指定 する こと が で きま す 。 パ ー ソ ナル ・ ウ ィ ン ド ウ ・ シ ス 
テム で は 4 , 5 は 使用 で きま せん 。 

0 カー ソル を 表示 状態 た にし ます 。 

1 カー ソル を 非 表 示 状 態 に し ます 。 

2 カー ソル の 形状 を アン ダー ライ ン (下線 ) に し ます 。 

3 カー ソル の 形状 を 反転 プ ブロック (リバ ー ス ) に し ます 。 

4 カー ソル を 非 プ リン ク 状 態 に し ます 。 

5 カー ソル を ブリ ンク (点滅) 状態 に し ます 。 


ESC [ 行 数 S スク ロー ル ・ マ ー ジ ン 内 で 指定 され た 行 数 だ け ス クロ ー ル ・ ア ッ 
プ し ます 。 カ ー ソ ル は 移動 し ませ ん 。 カ ー ソ ル が マー ジン の 外 に あ 
| る 場合 は , 何 も し ませ ん 。 

ESC [ 行 数 〒 スク ロー ル ・ マ ー ジ ン 内 で 指定 され た 行 数 だ け ス クロ ー ル ・ ダ ウ 


ン し ます 。 カ ー ソ ル は 移動 し ませ ん 。 カ ー ソ ル が マー ジン の 外 に あ 
る 場合 は , 何 も し ませ ん 。 
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ジー ケン ズ 


機 能 


ESC [ 行 数 L 


| カー ソル が 存在 する 行 の 位置 に 指定 され た 行 数 の 空白 行 を 挿入 し 
ます 。 カ ー ソ ル 行 以降 の 行 は , 指定 し た 行 数 だ け 下 に 移動 し ます 。 
下 に 移動 し た 結果 ., スク ロー ル ・ マ ー ジ ン を 越え た 部 分 の 行 は 削除 
され ます 。 カ ー ソ ル は 左 マ ー ジ ン に 移動 し ます 。 カ ー ソ ル が マー ジ 
ン の 外 に ある 場合 は , 何 も し ませ ん 。 


ESC [ 行 数 M 


カー ソル が 存在 する 行 の 位置 か ら 指 定 され た 行 数 を 削除 し ます 。 
カー ソル が 「 存 在 する 行 + 指 定 行 」 数 以降 に あっ た 行 は , 上 に 移動 
し ます 。 カ ー ソ ル は 左 マ ー ジ ン に 移動 し ます 。 カ ー ソ ル が マー ジン 
の 外 に ある 場合 は , 何 も し ませ ん 。 


ESC [キー 番号 : 
文字 数 z 文 字 列 


| フロ クラ マブ ル ・ フ ァ ン クシ ョ ン ・ キ ー を 設定 し ます 。 第 1 パラ 


メー タ で 指定 し た キー 番号 に , 第 2 パラ メー タ で 指定 し た 文字 数 だ 
け , 第 3 パラ メー タ で 指定 し た 文字 列 を 割り 当て ます 。 プロ グラ マ 
ブル ・ フ ァ ン クシ ョ ン ・ キ ー と し て 使用 で きる キー と その 番号 を 示 


し ます 。1 <20 は 最大 32 バ イト まで , 2132 は 最大 5 バイ ト ま で 設 
定 で きま す 。 

1 <Fl> < ぐ く HIFT>+<F1> <ROLL UP> 
<F2> <SHIFT>+<F2> <ROLL DOWN> 


く F3> <SHIFT>+<F3> く INS> 
く <F4> <SHIFT>+<F4> <DEL> 
く F5> <SHIFT>+<F5> < く 12 
く F6> <SHITFT>+<F6> 
く F7> <SHTFT>+<F7> 
く <F8> <SHIFT>+<F8> 
<F9> <SHIFT>+<F9> 
<F10> <SHTFT>+<F10> 


で 。 oo _ ココ ーー の @ 〇 ぐ 愉 の PO 


+ー 
G 


31 
32 


echo -r "\]b[1 …・ <F1> に "DIR “" 
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機 能 


ESC [解像度 p 


ト 


解像度 を 設定 し ます 。 画面 は 消去 され ませ ん 。 


0 高 解像度 768X512 
1 高 解像度 512 x512 
2 高 解像度 512x256 
3 高 解像度 256x256 
4 低 解像度 512 x512 
5 低 解 像 度 512x256 
6 低 解像度 256 x256 
7 高 解像度 1.024x848 
8 高 解像度 1.024x424 
9 高 解像度 640x480 


ESC [サイ ズ q 


フォ ント の 大 き さ を 指定 し ます 。 画面 は 消去 され ませ ん 。 パー ソ 
ナル ・ ウ ィ ン ド ウ ・ シ ステ ム で は , 0 は 設定 で きま せん 。 
0 6X12 
1 8x24 
2 12x24 


JTS ロー マン 文字 セッ ト を 選択 し ます 。 $5c, $7c, $7e の 文字 
コー ド の と き , ゴ TS ローマン 文字 セッ ト 特 有 の フォ ント (「 ヽ 」 


| な ど ) が 表示 され ます 。 


ESC (B 


ASCT 1 文字 セッ ト を 選択 し ます 。 $5c, $7c, $7e の 文字 コー 
ド の と き , ASC1 1 文字 セッ ト 特 有 の フォ ント (「 へ ヽ へ 」 な ど ) が 


_| 半 示 ざれ ます 。 


ESC ) 1 (最後 の 
文字 は 数 字 の 1 ) 


半角 ひら が な 文字 セッ ト を 選択 し ます 。 $a0 て $df の 文字 コー ド の 
と き , ひら が な フォ ント が 表示 され ます 。 


ESC ) TI (最後 の 
文字 は 英 大 字 の 1{ ) 


半角 カタ カナ 文字 セッ ト を 選択 し ます 。 %a0 て $df の 文字 コー ド の 
と き , カタ カナ ・ フ ォ ン ト が 表示 され ます 。 
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ASCII 
コン ピュ ー タ 環境 で 使用 され る 記号 ( 英 数 字 を 含む ) の 標準 コー ド 。 ASCII は American Stan 
dard Code for Information Interchange (米国 情報 交換 標準 コー ド ) の 略 。 


backup 
0S-9 で 提供 され る コマ ンド の 1 つ で , 既存 の ディ スク や コピ ー さ れ た ディ スク の コピ ー 
を 作成 し ます 。 


DMA 
Direct Memory Access の 略 。 CPU を 使わ ず に , コン ピュ ー タ の 主 記憶 装置 を 直接 アク セス する 
た め の 手 続き , また は 方 式 。 


format 

0S-9 で 提供 され る ユー ティ リティ ・ コ マン ド の 1 つ 。 ディス ク を 初期 化し , 使用 で きる 
状態 に し ます 。 新しい ディ スク を 使用 する に は , まず フォ ー マ ッ ト し な けれ ば な り ま せん 。 ま 
た , ディ スク の 物理 的 な 区 分 (セク タ , クラ スタ な ど ) も 表わし ます 。 


FPCP 
68881, 68882 な どの Floating Point Co-Processor (浮動 小数 点 演算 コ プ ロ セッ サ ) の 略 。 


1ink 

0S-9 の 機能 の 1 つ 。 特定 の メモ リ ・ モ ジュ ー ル を 使用 する 前 に , その ロケ ーション を 要 
求 し ます 。 そ の 場合 , モジ ュー ル の ユー ザ ・ カ ウン ト が 1 だ け 増 分 し ます 。 un1ink は この 逆 の 
機能 で す 。「 メ モリ ・ モ ジュ ー ル 」, 「 モ ジュ ー ル ・ デ ィ レ クト リ 」 の 項 も 参照 。 
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MMU 
Memory Management Unit の 略 。 MMU は , 論理 アド レス と 物理 アド レス の 変換 を 行い , シス テム 
・ メ モリ が 誤っ て 変更 され る の を 防止 する , 特殊 な ハー ドウ ェ ア で す 。 あ る 種 の MMU ハ ー ド ウェ 
ア で は , 仮想 メモ リ 機 能 も 提供 され ます 。 MMU は SPU の スー パ セ ッ ト で す 。「SPU」 の 項 を 参照 。 


NFM 
Network File Manager の 略 。 ネ ットワーク 動作 を サポ ー ト する 0S 一 9 ネッ トワ ー ク ・ フ ァ 
イル ・ マ ネー ジャ ・ モ ジュ ー ル 。 NFM は , ネッ トワ ー ク に お ける 各 デ バイ ス ・ ド ライ バ 間 の 正確 
な 通信 を 管理 し ます 。 


RAM デ ィ ス ク 

シス テム の 主 記憶 装置 の ある 部 分 を , ディ スク ・ ド ライ ブ と 同様 に 取り 扱う こと が で きる よ 
うに する , 特殊 な デバ イス ・ ド ライ バ ・ モ ジュ ー ル 。 頻繁 に 使用 する 小さ い フ ァイル 用 に , 非 
常に 高速 な . た だ し 恒久 的 で な い ス トレ ー ジ を 使用 する こと が で きま す 。 


RBF 

Random Block File Manager の 略 。 ラ ンダ ム ・ ア クセ ス , ブロ ッ ク 志 向 型 の マス ・ ス トレ ー ジ 
(ディ スク ・ シ ステ ム な ど ) を サポ ー ト する , 0S 二 9 ファ イル ・ マ ネー ジャ ・ モ ジュ ー ル 。 
RBF は この 種 の シス テム を 何 個 で も ,. また どん な タイ プ で も 同時 に 取り 扱う こと が で きま す 。0 
Sー 9 の た め に 論理 お よび 物理 的 ファ イル 構造 を 管理 し ます 。 


SBF 

Sequential Block File Manager の 略 。 シー ケン シャ ル ・ ア クセ ス , ブロ ッ ク 志 向 型 の マス ・ 
スト レー ジ (テー プ ・ シ ステ ム な ど ) を サポ ー ト する , 0Sー9 フ ァイル ・ マ ネー ジャ ・ モ ジ 
ュー ル 。 SBF は この 種 の シス テム を 何 個 で も , また どん な タイ プ で も 同時 に 取り 扱う こと が で き 
まま 5。 


SCF 

Sequential Character File Manager の 略 。 シ ー ケ ン シ ャ ル ・ ア クセ ス , キャ ラク タ 志 向 型 の 
マス ・ ス トレ ー ジ (端末 . プリ ンタ ) を サポ ー ト する , 0Sー 9 ファ イル ・ マ ネー ジャ ・ モ ジ 
ュー ル 。 SCF は この 種 の シス テム を 何 個 で も , また どん な タイ プ で も 同時 に 取り 扱う こと が で き 
まま 8 
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Shel11 

OSー の の コマ ンド ッ ャ イツ タダ リタ ・ ブ グラム 。 こ の ブ プ ログラム.。 ユー ザ を オペ レル レー チ 
ィング ・ シ ステ ム と の 間 の イン タフ ェ ー ス と し て の 役割 を 果たし ます 。「 コ マン ド ・ イ ンタ プ 
リタ 」 の 項 も 参照 。 


SPU 

System Protection Unit の 略 。 SPU は , シス テム ・ メ モリ が 誤っ て 変更 され る の を 防止 する 特 
殊 な ハー ドウ ェ ア で す 。 あ る プロ セス が シス テム ・ メ モリ また は 他 の プロ セス の メモ リ の 一 部 
を アク セス し よう と 試み た 場合 , SPUD ハ ー ド ウェ ア は バス ・ エ ラー を 発生 させ , シス テム は その 
プロ セス を 打ち 切り ます 。 


UNIX 

米国 AT & 社 ベル 電話 研究 所 で 開発 され た オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム 。0S-ー9 と 良く 
似 て いる オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム で す が , あま り 機 能 的 で は な く , 大 型 で 高価 な コン ピュ 
ー タ 用 に た い へ ん 多く の メモ リ , ディ スク ・ ス ペー ス , CPU 時 間 を 使う 機能 が つい て いま す 。 


アト リピ ビュ ー ト (属性 ) 
機密 保護 の 目的 で , ファ イル へ の アク セス を 管理 する ステ ー タ ス ・ コ ー ド の 集合 。 ま た , フ 
ァイル 名 か ディ レク トリ 名 か の 区 別 も 表し ます 。 


アプ リケーション ・ プ ログ ラム 
実行 の た め に オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム 環 境 を 必要 と する プロ グラ ム 。 ワ ー ド プロ セッ サ , 
会 計 プ ログ ラム , スプ レッ ド ・ シ ー ト ・ プ ログ ラム な ど 。 


エク セ プ シ ョ ン (例外 ) 
特定 の 事象 , 信号 , また は 条件 が 発生 し た 場合 に , メイ ン ・ プ ログ ラム か ら コ ンピュータ の 
アテ ンション を 一 時 的 に 離す た め の 特 殊 な 制御 信号 。 


半 と ms まま りり 征 aeー ト 

オー ナ ・ リ ー ド , オー ナ ・ ラ イト , お よび オー ナ ・ エ クス キュ ー ト 。 フ ァイル の オー ナ と は , 
その ファ イル の グル ー プ 番号 また は ユー ザ ID と 同じ ID を 持っ た ユー ザ で す 。 オ ー ナ ・ ア トリ ビ 
ュー ト が セッ ト さ れ て いれ ば , その オー ナ に よる ファ イル の アク セス が 認め られ ます 。「 パ ブ 
リッ ク ・ ア トリ ビュ ー ト 」 の 項 を 参照 。 
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オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム 
コン ピュ ー タ の 動作 を 管理 し , 他 の プロ グラ ム に 対し て 各種 の 一 般 的 な 機能 (入出 力 な ど ) 
を 提供 する , マス タ ・ コ ント ロー ル ・ プ ログ ラム 。 


環境 

shel1 環 境 と は 一 連 の 環境 変数 の こと で す 。 こ れ ら は she1l1 や その 他 の ユー ザ ・ ア プリ ケー シ 
ョ ン ・ プ ログ ラム か ら , 大 域 変数 の よう に 使用 する こと が で きま す 。 各 ユ ー ザ の she11 に は , そ 
れ ぞ れ 固 有 の 環境 が あり ます 。 


キー ワー ド 
コマ ンド 行 に 指定 され , shel1 が 認識 で きる プロ グラ ム , プロ シー ジャ ・ フ ァイル , また は ビ 
ルト イン ・ コ マン ド の 名 前 。 


区 切り 文字 (セパ レー タ ) 

コマ ンド 行 に 指定 され る 特殊 文字 で , she11 に より 認識 され , 複数 の プロ セス の シー ケン シャ 
ル 実 行 ま た は コン カレ ント 実行 を 指定 する も の 。 特殊 文字 と し て は , 「:」 (シー ケン シャ ル ) , 
「&」 (コン カレ ント ) が あり ます 。 


グル ー プ . ユ ー ザ TID 

ファ イル ・ シ ステ ム に お いて 機密 保護 の 目的 で 使用 され る 番号 。 フ ァイル に は それ ぞ れ オー 
ナ お よび パプ リッ ク ・ ア クセ ス ・ パ ー ミ ッ シ ョ ン が あり ます 。 パプ リッ ク ・ ア クセ ス ・ パ ー ミ 
ッ シ ョ ン が 設定 され て いな い フ ァイル は , その オー ナ (所 有 者 ) し か アク セス で きま せん 。 フ 
ァイル の オー ナシ ッ プ (所 有形 態 ) に は , 「 グ ルー プ 」 お よび 「 ユ ー ザ 」 の 2 タイ プ が あり ま 
す 。 各 フ ァイル は , 特定 の 「 グ ルー プ . ユ ー ザ 」 ID つき で 格納 され ます 。 ファ イル の ユー ザ ID と 
同じ ID を も つ ユ ー ザ は , オー ナ で ある と 見 な され ます 。 ま た , ファ イル の グル ー プ ID と 同じ TID 
を も つ ユ ー ザ も , オー ナ と 見 な され ます 。 そ の た め 1 つの プロ ジェ クト に 携わる 人 々 は , グル 
ー プ 番号 を 使っ て 同じ ファ イル に アク セス する こと が で きま す 。 


クロ ス 開 発 
ある コン ピュ ー タ で , 別 の コン ピュ ー タ 用 に , 命令 で 動か す た め の プロ グラ ム を 開発 する こ 


と 。 


ゴー ルド ・ ス ター トド 
「 ブ ー ト 」 の 項 を 参照 。 
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コマ ンド 
特定 の 動作 を 実行 する た め に キー ボー ド か ら 人 入力 す る 命令 。 ま た , OS 一 9 で 提供 され る ユ 
ー テ ィ リ ティ ・ プ ログ ラム を 指す 場合 も あり ます 。 


コマ ンド ・ イ ンタ プリ タ 
入力 し た コマ ンド を , コン ピュ ー タ が 理解 し 処理 で きる 機械 語 に 翻訳 する ソフ トウ ェ ア 。0 
S- 9 の 場合 , コマ イン ド ・ イ ンタ プリ タ ・ プ ログ ラム 名 は 「shel1」 で す 。 


コマ シド ・ ラ ィ ン 
オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム が 理解 し 処理 する こと の で きる キー ワー ド を 含ん だ , 1 個 の 入 
力行 、 コ マン ド ・ ラ イン に は , この 他 に パラ メー タ , 実行 修飾 項 が 含ま れる 場合 が あり ます 。 


コン カレ ント 実行 (並列 実行 ) 
ある プロ グラ ム を 他 の プロ グラ ム と 同時 に 実行 する こと 。「 マ ル チ タ スク 」, 「 シ ー ケ ン シ 
ャ ル 実 行 」 の 項 も 参照 。 


シー ケン シャ 人 ル 実行 (逐次 実行 ) 

プロ グラ ム を 同時 に 実行 する の で は な く , 指定 され た 順序 で 一 度 に 1 つ ず つ 実 行 す る こと 。 
ある プロ グラ ム が 終了 し た あと で な いと 次 の プロ グラ ム を 実行 で き な い 場合 に , シー ケン シャ 
ル 実行 (逐次 実行 ) を 行い ます 。「 マ ル チ タ スク 」, 「 コ ンカ レン ト 実 行 」, 「 区 切り 文字 」 
の 項 も 参照 。 


シグ ナル 
プロ セス か ら プ ロ セ ス へ , また は 0S 一 9 か ら プ ロ セ ス へ 送信 する ソフ トウ ェ ア の 割り 込み 。 
例え ば , 「E」 キ ー を 押す と プロ グラ ム に 対し て アボ ー ト ・ シ グ ナ ル を 送信 し ます 。 


自己 修正 コー ド 
実行 中 に 自分 自身 を 変更 する コー ド 。0S 一 9 の コー ド は 自己 修正 コー ド で あっ て は な り ま 
せん 。 


シス テム ・ コ ー ル 


プロ グラ ミン グ 言 語 か ら の リク エス ト で , 0 S 一 9 に 特定 の 機能 (入出 力 な ど ) を 実行 させ 
る も の 。 
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シス テム ・ デ ィ ス ク 
シス テム ・ ブ ー ト ・ フ ァイル , お よび その 他 の 一 般 的 な シス テム ワイ ド の ファ イル (ユー テ 
ィ ルディ ォ ャ ヨコ マッ ドッ や セット な ど ) を 依 お ディス み 。 


実行 修飾 項 

コマ ンド ・ ラ イン に 指定 し た 文字 で , shel1 が 認識 し . コマ ンド の デフ ォ ル ト 時 の 実行 方 式 を 
変更 する も の 。 メ モリ ・ サ イズ 「#」, プロ セス の プラ イオ リティ 「~」, お よび 標準 入出 力 パ 
ス 「>」,「<」, 「>>」 を 変更 する こと が で きま す 。 


実生 ディ レク トリ り 

0S 一 9 が プロ グラ ム (コマ ンド ) を 含む ファ イル を 見 つけ る た め に 使用 する ディ レク トリ 。 
ユー ザ は 目 分 の カレ ント 実行 ディ レク トリ (現在 の 実行 ディ レク トリ ) を 任意 に 変更 で きま す 
が , 一 般 に シス テム ワイ ド の コマ ンド ・ デ ィ レ クト リ 「/dd/CMDS」 が 使用 され ます 。「 デ ィ レ 
クト リ 」 の 項 も 参照 。 


シン グル ・ ユ ー ザ 
1 人 の ユー ザ だ けが コン ピュ ー タ を 利用 する オペ レー ショ ン ・ モ ー ド 。 ま た , 一 度 に 1 人 の 
ユー ザ し か ファ イル の アク セス を 認め な い フ ァイル ・ ア トリ ビュ ー ト 。 


タイ ムシ ェアリング 
「 マ ル チ ユ ー ザ 」 の 項 を 参照 。 


タス 
「 プ ロ セ ス 」 の 項 を 参照 。 


デー タ ・ デ ィ レ クト リ 

プロ グラ ム に よっ て 使用 され る デー タ ・ フ ァイル を 0 S 一 9 が 探索 する ディ レク トリ 。 ユー 
ザ は , カレ ント ・ デ ー タ ・ デ ィ レ クト リ (現在 の デー タ ・ デ ィ レ クト リ ) を 任意 に 変更 する こ 
と が で きま す 。「 デ ィ レ クト リ 」 の 項 も 参照 。 


2 コン ルー シン 


2 個 以 上 の タス ク に よっ て 変数 の 記憶 域 を 共有 する た め に 使用 する モジ ュー ル 。「 メ モリ ・ 
モジ ュー ル 」 の 項 も 参照 。 
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ディ レク トリ 
0S-9 が 使用 する 特殊 な ファ イル で あり , 他 の ファ イル また は ディ レク トリ の 名 前 を 含み 
ます 。 デ ィ レ クト リ に より , 全部 の ファ イル を 1 箇所 に まとめ て 管理 する こと が で きま す 。 


デバ イズ スズ ・ デ ィ ス クリ プ タ ・ 和 モジュール 

特定 の 入出 力 デバ イス に 関す る 認識 情報 お よび 初期 値 を 含む モジ ュー ル 。 ま た , デバ イズ ・ 
ディ スク リプ タ ・ モ ジュ ー ル の 名 前 は , ソフ トウ ェ ア が デバ イス を 参照 する と き に 使用 する 論 
理名 で す 。 


パイ ス ・ ド ライ バ ・ モ ジュ ー ル 

0 S- 9 が 特定 の タイ プ の 入出 力 デ だ バイ ス と イン タフ ェ ー ス する た め に 必要 な ソフ トウ ェ ア 
を 含む お プロ グラ ム ・ モ ジュ ー ル 。 1 個 の モジ ュー ル を さま ざま な タイ プ の 入出 力 ポー ト (ター 
ミナ ル ・ ポ ー ト な ど ) で 共有 する 場合 だ し ば し ば あり ます 。 


デフ ォ ル ト ・ シ ステ ム ・ デ バイ ス 
コン ピュ ー タ が 使用 する 情報 , お よび プロ グラ ム を 格納 する シス テム ・ デ バイ ス (ディ スク , 
RAM な ど ) 。0S 一 9 で は , この デバ イス の ニー モニ ッ ク と し て 「/dd」 を 使用 し ます 。 


パー ミッ ショ ン 
ファ イル に 対し て 特定 の アト リ ビ ュ ー ト が セッ ト さ れ て いる こと を 表し ます 。 例 : オー ナ ・ 
= っ ポ っ ルー ミッ ショ シン な ど 。「 ア トリ ピュ ー ト 」 の 意味 で 使用 され る 場合 も ありま す 。 


バイ ト 
8 個 の オン ンプ オ フ ・ ス イッ チ (ビッ ト ) か ら 構 成 さ れる メモ リ の 単位 。 


パイ プ 

ある プロ グラ ム の 標準 出力 を , 同時 に 実行 し て いる 他 の プロ グラ ム の 標準 入力 へ 接続 し 同期 
化 さ せる , 特殊 な タイ プ の 入出 力 パス 。 パ イプ 接続 し た 一 連 の プロ グラ ム を 「 パ イプ ライ ン 」 
と び ま す 。「 フ ィ ル タ 」, 「 標 準 和 出力 パス 」 の 項 も 参照 。 


パイ プラ イン 
「 パ イプ 」 の 項 を 参照 。 
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ジム 7 
プロ グラ ム と ファ イル また は 入出 力 デバ イス と の 間 で , 入出 力 を 送る 経路 。 


パス ・ デ ィ ス クタ リプ タ 

ファ イル ・ マ ネー ジャ お よび デバ イス ・ ド ライ バ か が 入出 力 機能 を 実行 する た め 使用 する デー 
タ 構 造 。 パス ・ デ ィ ス クリ プ タ は , 各 オ ー プ ン ・ パ ス 固 有 の 情報 を 含み ます 。 オ ー プ ン し て い 
る パス は , いずれ も 1 個 の パス ・ デ ィ ス クリ プ タ に よっ て 表し ます 。 パス を オー プン また は ク 
ロー ズ す る 時 点 で , パス ・ デ ィ ス クリ プ タ の 割り 当て と 解放 を 行い ます 。 


パス リス トド 
パス に 対応 する ファ イル また は 入出 力 デバ イス の 位置 を 指定 する リス ト 。 1 個 の デバ イス 名 
1 個 な いし 複数 の ディ レク トリ 名 , 1 個 の ファ イル 名 な ど , さま ざま な 組み 合わ せ が あ り ま す 。 


パス ワー ド 
タイ ムシ ェアリング ・ シ ステ ム に ログ イン する と き に 使用 する , 各 ユ ー ザ 独自 の コー ド 語 。 
機密 保護 の 目的 で ユー ザ を 識別 する 役割 を 果たし ます 。 


パブ リック ・ ア トリ ビュ ー ト 

7 パプ リッ ク ・ サ リード , パブ リック ・ ラ イト 。 パブ リック ・ エ グ ゼ キュ ー ト 。 「 パ プ ブリッ ク 」 
は , ファ イル の ユー ザ ID ま た は グル ー プ 番号 と 同じ ID を 持た な い ユ ー ザ すべ て を 指し ます 。 パ 
プリ ッ ク ・ ア トリ ビュ ー ト が セッ ト さ れ て いる 場合 , 誰 で も ファ イル に アク セス する こと が で 
きま す 。「 オ ー ナ ・ ア トリ ビュ ー ト 」 の 項 を 参照 。 


パラ メー タ 
コマ ンド ・ ラ イン に 指定 し た 文字 また は 記号 で , she11 が 認識 し , コマ ンド の 実行 に 関す る 付 
加 的 な 条件 を 指定 する も の 。 


ビッ ト 
binary digit の 略 。 コ ンピュータ が 使用 する 情報 の 最も 基本 的 な 単位 。・ 1 また は 0 の いずれ 
か の 値 を 持ち ます 。 


ビッ ト ・ マ ッ プ 


各 ビ ピット に より , CPU (中 央 演算 処理 装置 ) が アク セス する 特定 の メモ リ ・ ロ ケー ショ ン を 示 
す 有 め 進 テ ー ブ ル 。 
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標準 人 出 力 パス 

プロ グラ ム が ルー チン の 入出 力 に 使用 する デフ ォ ル ト の 入出 力 パ ス 。 プロ セス に は 標準 入力 , 
標準 出力 , お よび 標準 エラ ー 出 力 の 3 種類 の 標準 入出 力 パ ス が あり ます 。「 パ ス 」, 「 リ ダイ 
レク ト 」 の 項 も 参照 。 


プー ト (プー トス トラ ッ プ また は コー ルド ・ ス ター ト ) 
コン ピュ ー タ の 電源 が オン に な っ た と き , また は リセ ッ ト さ れ た と き に , オペ レー ティ ング 
・ シ ステ ム を 最初 に メモ リ に ロー ド し , その 動作 を 開始 させ る 機能 。 


ファ イル 
マス ・ ス トレ ー ジ の 目的 で 使用 する , 一 定 の 順序 に 従っ た バイ ト ・ シ ー ケ ンス 。 フ ァイル に 
は , プロ グラ ム , テキ スト , コマ ンド ・ リ スト な ど を 入れ る こと が で きま す 。 


ファ イル ・ シ ステ ム 
マス ・ ス トレ ー ジ お よび その 他 の あら ゆる 入出 力 デ バイ ス を , パス , ファ イル , お よび ディ 
レク トリ に 基づく , 互換 性 の ある 共通 の シス テム に 論理 的 に 編成 し た も の 。 


ファ イル ・ ポ イン タ 
ファ イル 内 で 次 に アク セス すべ き 位 置 を 示す も の 。 


フィ ル タ 

パイ プ と と も に 使用 する よう 特に 設計 され た , 特殊 な タイ プ の ユー ティ リティ ・ コ マン ド ・ 
プロ グラ ム 。 フ ィ ル タ は 一 般 に , ソー ト や 編集 な ど , デー タ の 流れ に 対し て 何ら か の 有益 な 処 
理 を 行い ます 。「 パ イプ 」 の 項 も 参照 。 


プロ グラ ム ・ モ ジュ ー ル 
実行 可能 コー ド を 含む お メモリ ・ モ ジュ ー ル 。0S 一 9 上 の プロ グラ ム は すべ て , メモ リ ・ モ 
ジュ ー ル の 形式 で ある こと か 必要 で す 。「 メ モリ ・ モ ジュ ー ル 」 の 項 も 参照 。 


プロ シー ジャ ・ フ ァイル 


コマ ンド ・ リ スト を 含ん だ ファ イル 。 she11 は , この ファ イル を キー ボー ド か ら 入 力 し た コマ 
ンド と まっ た く 同 様 に 実行 し ます 。 
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プロ セス 
実行 され る 個々 の プロ グラ ム 。「 タ スク 」 と 同義 。 


プロ セス TID 
新しい プロ セス を 作成 し た 時 点 で , 0 S-9 が 割り 当て る 独自 の コー ド 番 号 。 後続 の コマ ン 
ド ま た は シス テム ・ コ ー ル で , その プロ セス を 識別 する た め 使 用 し ます 。 


ポジ ショ ン ・ イ ン デ ィ ベ ペン デン ト ・ コ ー ド (PIC) 
絶対 番地 を 参照 し な い コ ー ド 。0S 一 9 上 の コー ド は すべ て , ポジ ショ ン ・ イ ン デ ィ ベ ペン デ 
ント で な けれ ば な り ま せん 。 


マル チタ スク 
オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム 機 能 の 1 つ 。 複数 の プロ グラ ム を 同時 に 実行 し ます 。 


マル チュ ユーザ 

オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム メ 機 能 の 1 つ 。 複数 の ユー ザ が 同時 に シス テム を 使う こと が で き 。, 
シス テム お よび 各 ユ ー ザ の ファ イル の 機密 保護 を 保証 し ます 。 タ イム シェ アリ ング と 呼ば れる 
場合 も あり ます 。 


メモ リ ・ モ ジュ ー ル 

メモ リ に ロー ド す る こと の で きる プロ グラ ム ・ コ ー ド また は デー タ の 名 前 つき の ブロ ッ ク 。 
各 メ モリ ・ モ ジュ ー ル は , 特殊 な 標準 フォ ー マ ッ ト を 使用 し ます 。「 デ ー タ ・ モ ジュ ー ル 」, 
「 モ ジュ ー ル ・ デ ィ レ クト リ 」, 「 プ ログ ラム ・ モ ジュ ー ル 」 の 項 も 参照 。 


モジ ュー ル ・ デ ィ レ クト リ 
メモ リ 内 に 存在 する 各 メ モリ ・ モ ジュ ー ル の 名 前 , ロケ ーション お よび ユー ザ ・ カ ウン ト の 
リス ト で , 0S-ー9 が 自動 的 に 管理 し ます 。「1ink」 , 「 メ モリ ・ モ ジュ ー ル 」 の 項 も 参照 。 


ユー ザ TID 


ユー ザ の ファ イル お よび プロ セス を 識別 する た め に 使用 する , ユー ザ ご と に 異な る コー ド 番 
号 。「 ユ ー ザ 名 」, 「 パ スワ ー ド ・ フ ァイル 」 の 項 も 参照 。 
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ユー ザ 名 

ユーザ が シス テム に ログ イン する と き に , その ユー ザ を 人 外部 的 に 識別 する た め 使 用 する 名 前 
シス テム は パス ワー ド ・ フ ァイル に 基づい て この 名 前 を 対応 する ユー ザ D 番 号 に 変換 し , 内 部 
的 に 使用 で きる よう に し ます 。「 ユ ー ザ ID」, 「 パ スワ ー ド ・ フ ァイル 」 の 項 も 参照 。 


ネー ティ リ デ ィ ・ コ マン ド 
0S-9 で 提供 され る プロ グラ ム の 集合 で あり , 管理 , メンテナ ンス , カス タマ イズ お よび 
各種 の 有益 な 機能 を 実行 し ます 。 


政光 ツ ト ラ シト ・ コ ユー ド 

2 個 以 上 の プロ グラ ム が 共有 する コー ド 。 各 プ ログ ラム で 重複 する メモ リ ・ ス ペー ス を 節約 
する こと が で きま す 。 リ エン トラ ント ・ コ ー ド は , どの よう な 手段 に よっ て も 自分 自身 を 変更 
し て は いけ ませ ん 。 


リダイレクト 

プロ グラ ム の 通常 の 入力 お よび 出力 を , 代替 の ファ イル また は 入出 力 デバ イス へ 切り 換え る 
方 式 。 こ の 動作 は , プロ グラ ム が コマ ンド ・ ラ イン に 指定 し た 修飾 子 を 処理 し た あと に 行い ま 
す 。「 標 準 和 出力 パス 」 の 項 を 参照 。 


ホー ム ・ デ ィ レ クト リ 
ュー ザ が シス テム に 最初 に ログ イン し た 時 点 で 入る ディ レク トリ 。 こ の ディ レク トリ は , パ 
スワ ー ド ・ フ ァイル で 指定 し ます 。 


品 一 ド ・ 相 み ク 
0 S 一 9 の ファ イル 管理 シス テム に 組み 込ま れ た 特殊 な 機能 。2 人 以上 の ユー ザ が 同時 に 1 
つの ファ イル の 同じ 部 分 を , 更新 し よう と する こと に よっ て 生じ る 間 題 を 排除 し ます 。 


割り 込み 


特定 の 事象 , 信号 , また は 条件 に よっ て 発生 し , シス テム また は ルー チン の 通常 な 流れ を 中 
断 さ せる 制御 信号 。 の ちの 段階 で , 中 断 し た 状態 か ら 流れ を 再開 で きま す 。 
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ここ で は , 0S 一 9 の エラ ー・ コ ー ド を 番号 順に 説明 し ます 。 エラ ー・ コ ー ド に は 次 の よう 


な 種類 が あり ます 。 


000:001<000:067 
000:102-<000:163 


プロ セッ サ 例 外 エ ラー。 こ の 範囲 の エラ ー・ コ ー ド は , プロ グラ ム 
が 引き 起こ し た プロ セッ サ の 例外 を 示す た め に 予約 され て いる 。 ユ ー 
ザ ・ プ ログ ラム に よっ て は , この エラ ー だ けが 発生 する 。 100 て 163 ま 
で の エラ ー の 中 で 記述 に な いも の は すべ て , 将来 の た め に 予約 され て 
いる 。 プ ログ ラム 中 で F$STrap を 使っ て 特別 な 例外 条件 処理 ハン ドラ 
を 用 意 し て いな い 限 り , この エラ ー は < 致命 的 で , プロ グラ ム は 中 止 す 
る 。100->163 ま で の エラ ー は , ハー ドウ ェ ア 例 外 ベ クタ 番号 に 100 を 
加え た も の で ある 


000:164- て 000:176 


各種 エラ ー 


000:200- て 000:239 


オペ レー ショ ン ・ シ ステ ム ・ エ ラー。 こ れ ら の エラ ー は , 一 般 に 
kernel か ファ イル ・ マ ネー ジャ に よっ て 発生 する 


000:240 て 000:255 


I/0 エ ラー。 こ れ ら の エラ ー は , デバ イス ・ ド ライ バ か ファ イル ・ 
マネ ー ジ ャ に よっ て 発生 する 
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エラ ー 番 号 7 を ツゲ テル 説 明 


000:001 プロ セス が アボ ー ト し まし た 。 

000:002 キー ボー ド ・ ク イッ ト 

キー ボー ド か ら ア ボー ト ・ シ グ ナ ル (S3$Abort) が 送信 され た 場合 (通常 , <CTRL>E を 入力 し 
た 場合 ) に 発生 し ます 。 

000:003 キー ボー ド 割 り 込み 

キー ボー ド か ら 割 り 込 み シ グ ナ ル (S$Intrpt) が 送信 され た 場合 (通常 , <CTRL>C を 入力 し た 
場合 ) に 発生 し ます 。 

000:004 モデ ム が ハン グ ア ッ プ し まし た 。 

モデ ム の ハン グ ア ッ プ ・ シ グ ナ ル (S$HangUp) が 送信 され まし た 。 通常 , デ バイ ス ・ ド ライ 


バ パ が デー タ ・ キ ャ リア の 消失 を 発見 し た 場合 に 発生 し ます 。 


000:064 E$I11Fnc 機能 コー ド が 正しく あり ませ ん 。 
math ト ラッ プ ・ ハ ンド ラ の エラ ー で す 。 


000:065 E$FmtFrr フォ ー マ ッ ト ・ エ ラー で す 。 
math ト ラッ プ ・ ハ ンド ラ の エラ ー で す 。 


000:066 E$NotNum 数 値 が 見 つか り ま せん 。 
math ト ラッ プ ・ ハ ンド ラ の エラ ー で す 。 


000:067 E$II1Arg 引き 数 が 正しく あり ませ ん 。 
math ト ラッ プ ・ ハ ンド ラ の エラ ー で す 。 


000:102 E$BusFrr バス ・ エ ラー 例外 が 発生 し まし た 。 


000:103 E$AdrFrr アド レス ・ エ ラー 例外 が 発生 し まし た 。 
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000: 


000: 


000: 


000: 


000: 


000: 


000: 


000: 


000: 


000: 


000: 


000: 


000 :133- ン 
000:147 


000: 


104 


105 


106 


107 


108 


109 


110 


111 


113 


114 


115 


124 


148 


E$I11Ins 


E$ZerDiv 


E$Chk 


E$TrapV 


E$Violat 


E$Irace 


E$1010 


E$1111 


E$Trap 


E$FPUnordC 


不当 命令 例外 が 発生 し まし た 。 


ゼロ 除算 例外 が 発生 し まし た 。 


CHK ま た は CHK2 命 令 (レジ スタ 境界 ) 例外 が 発生 し まし た 。 


TRAPVY, TRAPcc, また は FTRAPcc 命 令 (オー バフ ロー・ ト ラッ プ ) 
例外 が 発生 し まし た 。 


特権 違反 例外 が 発生 し まし た 。 


初期 化 され て いな い ト レー ス 例 外 処 理 が 発生 し まし た 。 


1010 命 令 例外 処理 が 発生 し まし た 。 


1111 命 令 例外 処理 が 発生 し まし た 。 


コ プ ロ セッ サ ・ プ ロト コル 違反 が 発生 し まし た 。 


フォ ー マ ッ ト ・ エ ラー が 発生 し まし た 。 


初期 化 さ れ て いな い 割 り 込 み が 発生 し まし た 。 


スプ リア ス 割 り 込 み が 発生 し まし た 。 


初期 化 さ れ て いな い ユ ー ザ ・ ト ラッ プ 1 15 が 実行 され まし た 。 


FPCP エ ラー 


非 数 に 対し て 許さ れ な い 携 作 を 行い まし た 。 


000: 


149 


E$FPInxac も t 


PBOP エ ジー 


不正 確 な 結果 が 発生 し まし た 。 
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000:150 ESFPDivZer  FPCP エ ラー 
ゼロ 除算 が 発生 し まし た 。 


000:151 E$FPUndrF1 FPCP エ ラー 
アン ダフ ロー・ エ ラー が 発生 し まし た 。 


000:152 E$FPOprErr  FPCP エ ラー 
オペ ラ シ ド ・ エ ラー が 発生 し まし た 。 


000:153 E$FPOverF1l  FPCP エ ラー 
オー バフ ロー・ エ ラー が 発生 し まし た 。 


000:154 E$FPNotNum  FPCP エ ラー 
NAN ( 非 数 ) を 転送 し よう と し まし た 。 


000:156 PMMU の 構成 エラ ー が 発生 し まし た 。 
000:157 PMMU で 不正 操作 例外 処理 が 発生 し まし た 。 
000:158 PMMU で アク セス ・ レ ベル 違反 が 発生 し まし た 。 


000:164 E$Permit パー ミッ ショ ン が あり ませ ん 。 
要求 され た 機能 を 実行 する た め に は , プロ セス また は モジ ュー ル が スー パ ・ ユ ー ザ の も の で 
な けれ ば な り ま せん 。 


000:165 E$Differ 引き 数 が 違い ます 。 
F$ChkNam の 引き 数 が 一 致し ませ ん 。 


000:166 E$StkOvf スタ ッ ク が オー バフ ロー し まし た 。 
パタ ー ン 文字 列 が 複雑 すぎ る 場合 に , F$ChkNam が この エラ ー を 返す こと が あり ます 。 


000:167 ESEvntID イベ ント ID が 正しく あり ませ ん 。 
無効 な また は 正しく な い イ ベン ト TID 番号 を 指定 する と , この エラ ー を 返し ます 。 
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000:168 ESEvNF イベ ント 名 が 見 つか り ま せん 。 
イベ ント を リン ク ま た は 削除 し よう と し た と き に , イベ ント ・ テ ー ブ ル に イベ ント 名 が 見 つ 
か ら な い 場 合 , この エラ ー を 返し ます 。 


000:169 ESEvBusy イベ ント が 使用 中 で す 。 

イベ ント を 削除 し よう と し た と き に , その イベ ント の リン ク ・ カ ウン ト が 0 で な い 場 合 に こ 
の エラ ー を 返し ます 。 作成 し よう と し た イベ ント 名 と 同じ 名 前 の イベ ント が すでに 存在 し て い 
る 場合 に も 発生 し ます 。 


000:170 ESEvParm イベ ント ・ パ ラメ ー タ が 不 臣 で ます 。 
不正 な パラ メー タ が F$Evnt に 渡さ れる と , この エラ ー を 返し ます 。 


000:171 E$Damage シス テム の デー タ 構 造 が 損傷 を 受け まし た 。 


000:172 E$BadRev リビジョン が 異な り ま す 。 
ツメ フト ウェ ア の リビジョン が オペ レー ティ ング ダ ・ シ ステ ム の リビジョン と 上 異なり ま す 。 


000:173 ESPthLost バス が 失わ れ ま し た 。 
通常 , 次 の よう な 場合 に 発生 し ます 。 
信 ネッ トワ ー ク ・ ノ ー ド の ダウ ン 
⑯ シリ アル ・ コ ネ ク シ ョ ン が デー タ ・ キ ャ リア を 消失 
@ SETSTAT の SS_Break に よる パス の パイ プ の 破壊 


000:174 E$BadPart パー ティ ショ ン ・ デ ー タ が 正しく あり ませ ん 。 
パー ディ ショ ン ・ デー タ が 正しく な いか , アク ティ ュ ブ プ ・ パ ー テ ィ シ ョ ン が あり ませ ん 。 


000:175 E$Hardware "ハー ドウ ェ ア の 損傷 を 発見 し まし た 。 

E$Hardware エ ラー は 一 般 的 に , ハー ドウ ェ ア か ら 正 し い 応 答 を 得る た め に ドラ イ バ が ダウ ン 
し た 場合 に 発生 し ます 。 こ れ は , ハー ドウ ェ ア の 不備 また は 不正 な 設定 に よっ て 生じ る 可能 性 
が あり ます 。 


000:176 E$3SectSiz セク タ ・ サ イズ が 不正 で す 。 


RBF デ バイ ス の セク タ ・ サ イズ は , 256 の 2 の 累乗 何で な けれ ば な り ま せん (256, 512, 1024 
な ど ) 。 最大 セク タ ・ サ イズ は 32768 で す 。 
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000:200 ESPthFu1 パス ・ テ ー ブ ル が いっ ぱい で す 。 

この エラ ー は , ユー ザ ・ プ ログ ラム が 32 個 以上 の I/0 パ ス を 同時 に オー プン し よう と し た と き 
に 発生 し ます 。 シス テム ・ パ ス ・ テ ー ブ ル が いっ ぱい に な る と kernel1 が 自動 的 に 拡張 し よう と 
し ます が , 十分 な (連続 し た ) メモ リ が な い 場 合 に この エラ ー を 返し ます 。 


000:201 E$BPNum パス 番号 が 正しく あり ませ ん 。 
パス 番号 が 大 きす ぎる 場合 , また は オー プン し て いな い パ ス の パス 番号 を 使用 し た 場合 に こ 
の エラ ー を 返し ます 。 パ ス 番 号 を I/0 コ ー ル に 渡す と 起こ り ま す 。 


000:202 E$Pol1 割り 込み ポー リン グ ・ テ ー ブ ル が いっ ぱい で す 。 

割り 込み 処理 ルー チン を シス テム の ポー リン グ ・ テ ー ブ ル に 登録 する と き に , テー ブル が い 
っ ぱい で 登録 で き な い 場合 に この エラ ー を 返し ます 。 割り 込み を 行う デバ イス を 新た に 登録 す 
る に は , まず デバ イス を 1 つ 取 り 除 か な けれ ば な り ま せん 。 登録 で きる (割り 込み を 行う ) デ 
バイ ス の 最大 数 は , シス テム の INIT モ ジュ ー ル が 指定 し ます 。 


000:203 E$BMode I/0 モ ー ド が 正しく あり ませ ん 。 
デバ イス や ファ イル に 対し て 許さ れ て いな い 1/0 機 能 を 実行 する と この エラ ー を 返し ます 。 例 
えば , プリ ンタ な どの 出力 を 行っ て いる ファ イル か ら 読 み 込 み を 行 お うと し た 場合 な ど で す 。 


000:204 ESDevOvf デパ イス ・ テ ー ブ ル が いっ ぱい で す 。 

デバ イス ・ テ ー ブ ル が いっ ぱい で , 指定 し た デバ イス を シス テム に 追加 で き な か っ た と き に 
この エラ ー を 返し ます 。 デ バイ ス ・ デ ィ ス クリ プ タ を 新た に 登録 する に は , まず デバ イス を 1 
つ 取 り 除 か な けれ ば な り ま せん 。 デ バイ ス の 最大 値 は . シス テム の INIT モ ジュ ー ル が 指定 し ま 
す 。 よ り 多 く の デ バイ ス を 使え る よう に する た め に , INIT モ ジュ ー ル を 変更 する こと が で きま 
す 。 


000:205 E$BMID モジ ュー ル ・ ヘ ッ ダ が 正しく あり ませ ん 。 
シン ク ・ コ ー ド が 正しく な いた め に , 指定 し た モジ ュー ル を ロー ド す る こと が で き な い 場合 
に この エラ ー を 返し ます 。 


000:206 ESDirFu1l モジ ュー ル ・ デ ィ レ クト リ が いっ ぱい で す 。 

モジ ュー ル ・ デ ィ レ クト リ が いっ ぱい で 指定 し た モジ ュー ル を ロー ド で き な い 場合 , この エ 
ラー を 返し ます 。 新た に モジ ュー ル を ロー ド ま た は 作成 する に は , まず モジ ュー ル を 1 つ ア ン 
リン ク し な けれ ば な り ま せん 。 モ ジュ ー ル ・ デ ィ レ クト リ が いっ ぱい に な る と 0S-9 が 拡張 
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し よう と し ます が , メモ リ が 十分 で な い 場 合 や 連続 し た メモ リ が な い 場 合 に も ちこ の エラ ー が 発 
生 し ます 。 


000:207 E3MemFu1l メモ リ が いっ ぱい で す 。 

十分 な 連続 し た メモ リ の 空き 領域 が な く , プロ セス を 実行 で き な い 場合 に 発生 し ます 。 また , 
ある プロ セス に シス テム で 許さ れる 最大 数 の プロ ッ ク の メモ リ が 割り 当て られ て いる 場合 に も 
発生 し ます 。 


000:208 E$UnkSvc シス テム ・ コ ー ル が 正しく あり ませ ん 。 
指定 し た シス テム ・ コ ー ル が 未定 義 。 ペ また は コー ド 番 号 が 有効 で な い 場 合 に 発生 し ます 。 ま 
た , GETSTATSETSTAT コ ー ル を 未定 義 の ステ ー タ ス ・ コ ー ド に 使用 し た 場合 に も 発生 し ます 。 


000:209 E$ModBsy モジ ュー ル が 使用 中 で す 。 
他 の プロ セス が 使用 し て いる 共有 不可 能 な モジ ュー ル を 使用 し よう と する と 発生 し ます 。 


000:210 E$BPAddr メモ リ の 境界 が 正しく あり ませ ん 。 
メモ リ の 割り 当て や 解放 の リク エス ト が ペー ジ の 境界 に な いと き や , まだ 割り 当て られ て い 
な い メ モリ を 解放 し よう と する と この エラ ー を 返し ます 。 


000:211 E$EOF エン ド ・ オ ブ ・ フ ァイル に 達し まし た 。 
読み 込み 時 に エン ド ・ オ ブ ・ フ ァイル を 検出 する と , この エラ ー を 返し ます 。 


000:212 E$VctBsy ベク タ が 使用 中 で す 。 
デバ イス が , 現在 他 の デバ イス が 使用 中 の 割り 込み ベク タ を 使用 し よう と する と 発生 し ます 。 


000:213 ESNES セグ メン ト が 存在 し ませ ん 。 
ディ スク ・ フ ァイル の セグ メン ト を 発見 で き な い 場合 に ., この エラ ー を 返し ます 。 そ の デバ 
イス の ファ イル 構造 は 損傷 し て いる 可能 性 が あり ます 。 


000:214 ESFNA ファ イル の アク セス ・ パ ー ミ ッ シ ョ ン が あり ませ ん 。 


現在 アク セス ・ パ ー ミ ッ シ ョ ン の な い フ ァイル や デバ イス を オー プン し よう と する と 発生 し 
まま 036 ファ イル の ア ト リ ビュ ー ト と オー ナ TID を 確認 し て く だ さ い 。 
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000:215 ES3BPNam パス 名 が 正しく あり ませ ん 。 
指定 し た パス リス ト に 文法 エラ ー (許さ れ な い 文 字 な ど ) が 存在 する と 発生 し ます 。 パス を 
名 前 で 参照 し た と き に 起こ り ま す 。 


000:216 E$PNNF パス 名 が 見 つか り ま せん 。 
指定 し た パス リス ト が 見 つか ら な いき に この エラ ー を 返し ます 。 つづ り の 間違い や ディ レク 
トリ の 誤り な ど で 起 こり ます 。 


000:217 ESSIF セグ メン ト ・ リ スト が いっ ぱい で す 。 

ファ イル が 分 断 さ れ す ぎ て いて ファ イル を 拡張 する こと が で き な い 場合 , この エラ ー を 返し 
ます 。 こ れ は , メモ リ の 割り 当て に 関わ ら ず ファ イル を 何 回 も 拡張 し た た め に 起こ り ま す 。 ま 
た , 空き 領域 の な い デ ィ ス ク や 連続 し た 空き 領域 が な い デ ィ ス ク の 場合 に も , この エラ ー が 発 
生 し ます 。 こ の 問題 を 解決 する 一 番 簡単 な 方 法 は , その ファ イル (また は ディ スク ) を コピ ー 
し て , ファ イル を も っ と 連続 し た 領域 に 移す こと で す 。 


000:218 E$CEF ファ イル が すでに 存在 し て いま す 。 
その ディ レク トリ に すでに 存在 する ファ イル 名 で ファ イル を 作成 し よう と する と 発生 し ます 。 


000:219 E$IBA ファ イル の ブロ ッ ク ・ ア ドレ ス が 正しく あり ませ ん 。 
誤っ た プロ ッ ク ・ ア ドレ ス を 探し た 場合 , この エラ ー を 返し ます 。 無効 な ポイ ンタ や ブロ ッ 
ク ・ サ イズ が 渡さ れ た と き や , デバ イス の ファ イル 構造 が 破壊 され て いる 場合 に 起こ り ま す 。 


000:220 E$HangUp 電話 (また は モデ ム ) の デー タ ・ キ ャ リア (搬送 波 ) が 消失 し ま 
し た 。 


000:221 ESMNF モジ ュー ル が 見 つか り ま せん 。 
リン ク し よう と し た モジ ュー ル が モジ ュー ル ・ デ ィ レ クト リ 中 に 存在 し な い 場 合 , この エラ 
一 反し ます 。 


000:222 ESNoClk シス テム ・ ク ロッ ク が 動い て いま せん 。 

シス テム ・ ク ロッ ク が 動い て いな いと き に , シス テム ・ ク ロッ ク を 使用 する リク エス ト を 実 
行 す る と この エラ ー を 返し ます 。 例え ば , シス テム ・ ク ロッ ク が 動い て いな いと き に sleep コ マ 
ンド を 実行 し た 場合 な ど に 起こ り ま す 。 シ ステ ム ・ ク ロッ ク を 起動 する に は , setime コ マン ド 
を 実行 し ます 。 
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000:223 E$DelSP スタ ッ ク が 使用 し て いる メモ リ を 削除 し よう と し まし た 。 
ユー ザ ・ ス タッ ク が 置か れ て いる メモ リ を 削除 し よう と し た と き に 発生 し ます 。 例え ば , 指 
定 し た プロ セス の デー タ ・ メ モリ を F$Mem シ ステ ム ・ コ ー ル で 縮小 し よう と する と 起こ り ま す 。 


000:224 E$IPrcID プロ セス 番号 が 正しく あり ませ ん 。 
存在 し な い プ ロ セ ス や , ユー ザ が アク セス で き な い プロ セス の プロ セス ID に シス テム ・ コ ー 
ル が 渡さ れ た と き に 発生 し ます 。 


000:225 E$Param パラ メー タ が 正しく あり ませ ん 。 
シス テム ・ コ ー ル が 不正 な パラ メー タ を 渡し まし た 。 


000:226 E$NoChld 子 プ ロ セ ス が 存在 し ませ ん 。 
子 プ ロ セ ス が な い の に , F$Wait シ ステ ム ・ コ ー ル を 実行 し て 子 プ ロ セ ス の 1/0 を 待 と うと し た 
場合 , この エラ ー を 返し ます 。 


000:227 E$ITrap トラ ッ プ ・ コ ー ド が 正しく あり ませ ん 。 
F$TLink シ ステ ム ・ コ ー ル で 指定 し た ユー ザ の トラ ッ プ ・ コ ー ド が 無効 また は 使用 中 で す 。 


000:228 E$PrcAbt プロ セス が アボ ー ト され まし た 。 
プロ セス が アボ ー ト ・ シ グ ナ ル に よっ て アボ ー ト され る と , この エラ ー を 返し ます 。 


000:229 E$PrcFu1 プロ セス ・ テ ー ブ ル が いっ ぱい で す 。 

実行 中 の プロ セス が 多 す ぎ て プロ セス ・ テ ー ブ ル が いっ ぱい の た め , 新しい プロ セス を 起動 
で き な い と き に 発生 し ます 。0S-ー9 の kerne1 は 自動 的 に テー ブル を 拡張 し よう と し ます が , 
十分 な 連続 し た メモ リ が 確保 で き な い と この エラ ー を 返し ます 。 


000:230 E$IForkP パラ メー タ 領 域 が 正しく あり ませ ん 。 
F$Fork シ ステ ム ・ コ ー ル に 無効 な パラ メー タ が 渡さ れ ま し た 。 


000:231 E$KwnMod すでに 認識 され た モジ ュー ル で す 。 


すでに メモ リ に 存在 する モジ ュー ル を 登録 する た め に コー ル を 行っ た 場合 , この エラ ー を 返 
し ます 。 
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000:232 E$BMCRC モジ ュー ル CRC が 正しく あり ませ ん 。 
指定 し た モジ ュー ル の CRC 値 が 正しく な いと き に 発生 し ます 。 モ ジュ ー ル の CRC を 正しく する 
に は , fixmod コ マン ド を 使用 し ます 。 


000:233 E$USigP 未 処 理 の シグ ナル が 残っ て いま す 。 


000:234 E$NEMod モジ ュー ル が 実行 で きま せん 。 
実行 不可 能 な モジ ュー ル を 実行 し よう と し た と き に 発生 し ます 。 


000:235 E3$BNam 名 前 が 正しく あり ませ ん 。 
指定 し た 名 前 に 文法 エラ ー が ある と き に 発生 し ます 。 


000:236 E$BMHP モジ ュー ル ・ ヘ ッ ダ ・ パ リティ が 正しく あり ませ ん 。 
指定 し た モジ ュー ル の モジ ュー ル ・ ヘ ッ ダ ・ パ リティ が 正しく な いと き に 発生 し ます 。 


000:237 ESNoRAM シス テム の RAM が いっ ぱい で す 。 

メモ リ 割 り 当 て リク エス ト を 行い まし た が , シス テム に 使用 可能 な RAM が な いと き に 発生 し ま 
す 。 F$Fork シ ステ ム ・ コ ー ル を 処理 する た め に 十分 な 連続 し た メモ リ が 存在 し な い 場 合 に も 発 
生 し ます 。 


000:238 E$DNE ディ レク トリ が 空 で は あり ませ ん 。 

中 に ファ イル や ディ レク トリ が 存在 する ディ レク トリ の ディ レク トリ ・ ア トリ ビュ ー ト を オ 
ダグ に に し よう と する と 。 こ の エラ ー を 反し まず 。 

000:239 E$NoTask タス ク 番 号 に 空き が あり ませ ん 。 

すべ て の タス ク 番 号 が 使用 中 の と き に , 新しい タス ク を 生成 , 実行 する リク エス ト を 行う と 
この エラ ー を 返し ます 。 


000:240 E$Unit ドラ イブ 番号 が 正しく あり ませ ん 。 


000:241 E$Sect ディ スク の セク タタ 番号 が 正しく あり ませ ん 。 
ディ スク 上 に 指定 し た 番号 の セク タ が 存在 し ませ ん 。 


000:242 E$WP デバ イス が 書き 込み プロ テク ト さ れ て いま す 。 
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000:243 E3$CRC CRC エ ラー で す 。 
読み 込み また は 書き 込み 後 の ベ リフ ァ イ 時 に CRC エ ラー が 起き まし た 。 


000:244 E$Read 読み 込み エラ ー で す 。 
ディ スク か ら 読 み 込 むと き に デー タク 転送 エラ ー が 発生 し た 場合 ., また は SCF タ イプ の デバ イス 
(端末 な ど ) で 入力 バッ ファ が いっ ぱい に な っ て し まい まし た 。 


000:245 E$Write 書き 込み エラ ー で す 。 
ディ スク へ 書き 込む と き に な ん ら か の エラ ー が 生じ まし た 。 


000:246 ESNotRdy デバ イス の 準備 が で き て いま せん 。 
ディ スク ・ ド ライ ブ が 接続 され て いな い , フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク が 差し 込ま れ て いな いな ど 
で , デバ イス を 使用 で きま せん 。 


000:247 E$Seek シー ク ・ エ ラー で す 。 
存在 し な い セ クタ に シー ク (SEEK) し よう と し まし た 。 


000:248 E$Ful1 メデ ィ ア が いっ ぱい で す 。 
指定 し た メデ ィ ア に 十分 な 空き 領域 が あり ませ ん 。 


000:249 E$BTyp メデ ィ ア ・ タ イプ が 正しく あり ませ ん 。 
互換 性 の な い メ ディ ア ( 単 密度 の ドラ イブ で 倍 密度 の ディ スク ) を 読も うと し まし た 。 


000:250 ESDevBsy デバ イス が 使用 中 で す 。 
指定 し た デバ イス は 共有 不可 能 で , し か も 合用 中 で す 。 


000:251 ESDIDC ディ スク ID が 変更 され まし た 。 

ファ イル が オー プン し て いる の に ディ スク ・ メ ディ ア を 交換 する と , この エラ ー を 返し ます 。 
RBF は , パス を オー プン し た と き に ディ スク の ID 番号 を セク タ 0 か ら 読み 込ん で , その パス の パ 
ス ・ デ ィ ス クリ プ タ に コピ ー し ます 。 こ れ が ドラ イ バ の 現在 の ディ スク ID に 一 致し な い 場合 に 
この エラ ー を 返し ます 。 ド ライ バ は セク タ 0 が 読み 込ま れ た 場合 の み , 現在 の ディ スク ID を 更 
新 し ま す 。 し た が っ て , RBF が 知ら な いう ち に ディ スク が 交換 され た 可能 性 が あり ます 。 こ の チ 
ェ ッ ク を 行う と その 可能 性 を 予防 する こと が で きま す 。 
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000:252 ESLock レコ ー ド が ロッ ク さ れ て いま す 。 

アク セス し よう と し た レコ ー ド を 他 の プロ セス が 使用 し て いる 場合 , この エラ ー を 返し ます 。 
通常 の レコ ー ド ・ ロ ッ ク ・ ル ー チ ン は , 他 の プロ セス が 使用 し て いる レコ ー ド が 使え る よう に 
な る まで いつ まで も 待ち 続け ます 。 し か し RBF に は , SETSTAT を 通じ て 限ら れ た 時 間 だ け 待つ よ 
うに 命じ る こと が で きま す 。 レ コー ド が 解放 され る 前 に 時 間 が くる と , この エラ ー が 発生 し ま 
す 。 


000:253 E$Share 共有 不可 能 な ファ イル が 使用 中 で す 。 

リク エス ト さ れ た ファ イル や デバ イス が シン グル ・ ユ ー ザ ・ ビ ッ ト に セッ ト さ れ て いた り , 
シン グル ・ ユ ー ザ ・ モ ー ド で オー プン され て いる 場合 に , 他 の プロ セス が その ファ イル や デバ 
イス に アク セス し よう と する と この エラ ー を 返し ます 。 現在 オー プン し て いる ファ イル を 削除 
し よう と し た 場合 な ど に よく 起こ り ま す 。 


000:254 E$DeadLk I/0 デ ッ ド ロッ ク が 発生 し まし た 。 

2 つの プロ セス が 同時 に ディ スク の 同じ 領域 に アク セス し た と き に 発生 し ます 。 それ ぞ れ の 
プロ セス が お 互い を ロッ ク ・ ア ウト し て , 1/0 デ ッ ド ロッ ク が 発生 し ます 。 こ の 状態 を 解消 する 
に は , どちら か の プロ セス が その 1/0 操 作 を 解除 し な けれ ば な り ま せん 。 


000:255 E$Format デバ イス が フォ ー マ ッ ト ・ プ ロ テ ク ト さ れ て いま す 。 

フォ ー マ ッ ト ・ プ ロ テ ク タク ト さ れ て いる ディ スク を フォ ー マ ッ ト し よう と する と ,。 この エラ ー 
を 返し ます 。 デバ イス ・ デ ィ ス クリ プ タ 中 の ビッ ト を 変更 する こと に よっ て , デバ イス の フォ 
ー マ ッ ト が で きる よう に な り ま す 。 間 違え て 消去 し て し まう こと を 防ぐ た め に , 通常 ハー ド ・ 
ディ スク は フォ ー マ ッ ト ・ プ ロ テ ク ト さ れ て いま す 。 
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chd (ビル トイ ン ) コマ ンド 一 ーー ドー ドド ドド ドド ドド に に ピピ ピー 43.44. 51.75 
chx (ビル トイ ン ) コマ ンド ーー ドド ドド ドド ドド ドド に に ピピ ピー 51, 75 
copy コ マン ドー ドー ドド ドド ドド ドド に に に 61 
D MaxAge (大 域 変 数 ) 上 ドド ドド ドド ドド バー 166.167.168 
D_MinPty 大域 変 数 ) ほ ま "上 ーー ドド ドド ドド に に に に に ピピ に ピー 166.167 
deiniz コ マンド 和 トー ドド ドッ トト トト トト トッ ッッ ッッ トド トット トッ トト ッッ ドット ッッ ーー・ 160.161 


= 20 ご 


GIOS NR で っ スピン ツー の eee te 0 で まま の もの 8 の 2 67.68 
RG マジ ンド ーー の トド 2 トド me eS eS シン ミ シ くく ここ 48, 49 
6 に っ か <U55 40 の 2 HOOCK SPEC まま を OPC CPP UECEK の に YO 63 
GE 58 
NII に (30 折 /205725 00 炎 つむ KONCTS コ CS なせ TCRO2CR フ EX た KO 25 
GS2 六 ド 210 ジ 2 EC ド 3 の の 022 か 0o do 23522 25 で 0 ッッ ツバ ーー ンー 76 
の は OCNOY 光 DKCRYORYO な 7 に ROCKY コ OYK 人 S 江 CO フイ OCR 35 
3 『6】6 1 は 人 粒 KCOCERCXCC5YCC ゲ GyRPYPYCOKPCKROCRR POCKET 129,135 
SWBSUS グ IN お 0283322251 く 98Se き お at PSSK の ZEN で SSEeee2eAoie5S.20 ボ の の ieG 25 な ご 22330 の ここ 5 129.130 
NGO マツ NR SYS ea woe5 eSGP ee 222 ご や eS ee つく で 0 こく 34 
明信 2 半 午 お た お ee ae あつ の いあ 科 み あ め SYORE3 44 
EiLG マ ンド | の 020058 Ra 2eー 180 
ini も モジ ュー ル WW/0 た eS:26 に Ye We.90@.6.@1 ieD: る る る 89 る 0728 (69 まる. 38 る 0 15 し 6 の 146 
Hi 人 0 人 人 畑 ONCEOPICTPK ス OORCO2OKZE KPITYCOOK CK 159 
KT (ラル ドイ ポジ) RI Ye eEGRe3 の 2eeiah02e ee の 3 つく キマ マー ペー 76.109.110 
11 0 人 GHCRIOCKCYRO ま CRCk KOKKOPRO に CGC 錠 ROYK そ 7 の ZOPEDTZ73 つ 42FR CPP 60 
1oad コ マン ド (err あい)9 人 上 0060@ 上 WCW:08 し る 人 7 し あま 191 あま) 半 滞 きき aaiSYi ま 17. 仙 あ 00 7: ei(eieEiaiieikeiueiue: ぁ 161 
0 全 COKEOGRCGK PTYMOm 穫 KS で PCKDCDKRE CSECP KC ンジ 28 
OOD1O 誠 出陣 議 ONDFKYCP2O は CC に 222 76 
Ll2'CO クジ 人 人 議 に HCS て PICK な 82 KSPSCCE CR は YY まい CK 56 
NRGGSUR グ る 0822G8 2980eCekeetaeerweto2G323AeESK き 28 SR の o20ePee ベ ここら つ 2 つ の ご く ら 7 ここ MR 
ERGGS マ IN 36 
NBWWHID に 5 な 訴 で 2 さる 2 の oee222C30teeeeote eeeeeNSa の 3 に 22 スス い らら あり っ お はら 187 
100【<19 2 23ORCPOESO ま PCK の PIPECKRYCKYCPIPPCE KT 153.183 
0S9B00 も ジア ルイ ルド o ツ 0 クツ ツー ドン の イツ ツ ツン ツー くく が 2 も 0262 の 3S28 の くど 3 の 25.154 
002 に に 1816 人 2 琶 CLARK CYP NPC を CPK つや た に お に どこ うつ PYPW 7 25 
人 CCIC7ONO い KO まれ NODAK メ コス CDE 到 ORXROICY 守 セ CK ピッ フー 55 
IL016【0 ぐ 2 の 2 人 粒 EK も COETYKCKPVPESCER コ HP ただ れん YOKO 190 
DOWeFoffproG ヨ マン ドド 53 193 


= 252) 


pwoeronprOc コ マジ ド ei 6 el の 1 5 る っ も: を) 193 


printenv ラ マシ ドロ ーー ドド トピ に ピピ q コ 0 74 
proes ラ マタ ドー 件 ワ ワ ワ 々 ヶ ャ マヤ pp で ロ 104 
grOPtle (だ 必 ま すず SM) コマ マンド mm000 つ 0 ロロ 0 ピー 76.97 
RAM デ ィ 入 少 CO つて ALT つう 02 あつ 2 12 SC が も けり.32K NON 156, 179, 182, 228 
0 レ の な る ( 細 隊 KC た NKKYTYEYETESCEKZKEEECKCNPKEKEKKSAKIOD 165 
し 手間 に で TK メー テッ PPEYEEYAYCCCTKCUCUL2T 190 
set (ビル トイ マツ) 六 マ ツ ド mm に ドロ ログ カコ bl ツリ li ョ me 76 
Setalarm コ マン ドド の の eeeotitirt ワ 7 193 
seteny (ビル トイ ン ) コマ ンド ドド ドド 74。76 
SebiMe コ マン ドド eee で ドッド に ピピ ロロ ピロ イ ぐ て の 7 レイ の 161 
sekpr 【 ピ ルト イツ ) コマ ツ ド ーー バウ ヤバ の 痕 ョ 間 BSQT 76 
| ee か htt eSB2R242YRnaPe20w 2 gt の o ctx<c sokaw<aex3 29.69.229 
she1 の オプ ショ ンー ドド ドド ドド トト ドド ピー 70 
shet1 の プロ ンプ トー ドー バド ドド ドド "の" 71.104 
SRAM デ ィ 入 必 19 ie 97 ie 880KRiSRS に きつ 80te KSE じ 8 ti 宮 間 YW(6 あ ) 9 06960Y、GS て WW.)6.@ WeieDteW3aener1e 179 
トッ 生か ヤス キキ トチ TKIPPLE2OLECSTYEFEEHCYKSKKCTGSKUCAKCELOCCLCL 152 
Startup フ ア イ eS ちる Sonareis0oltos2otoRMre020Y2Son23 on2C02 の 0n < 158, 185 
VGCgGheE ジ ュー ルト ドド ロロ で ドド ンジ 152 
TERM 揚 境 変 数 ドド ドド ドド ドド 171 
mm すす ド と で ドミ ミド に ど FPPCCPKYYYTYYEYYYYSPCYKCKYLUNCOOOCEELTL 173.174.175 
termcap フ ァイル ニー ドド ドド 25.171 
tmode コ マン ドド ドー ドド ドド 32.33,.169 
tsmon コ マン ド 0 る あこ の 88 に あっ 8 いあ) 生じ 29 きま: ii Wa に る Feer ie We 98, 162 
amsksnv (ビル トイ シン) ヨ マ タ 生ま の や ピピ レロ の 0 74.76 
W (ビル トイ ン ) 5 マジ ド て RAKROK ま ROLRONRUD RU 東 NOMU 他人 才 76,107,108 
ab \ ピ 消 ド よ イジ) コマ シド ーー トロロ (の ロロ 0 76.107.108 
6Ge コ ダン ドー ドク タク で ロロ ピロ ロー 169.170 


ー 253. = 


0 た 人 匠 GOOI い ECHO に OF 24 
2 に: 光 HO の POSREN PR 41.59.229 
YYYAOSYCPNOYCC 人 CRY 31.32 
3 グレ 5 粒 2O に OCR や あ 3PYFXCECG こ Ez 108 
| ロア ーー アス 1 ンー ン 2 2 間 2 た OLCCXNRC は PPPOEPIDECERE の スコ ピーン トー ンー 37 
人 VO アツ ム や 2 の 8 計 人 OCS に YOKOKCRHP ま EPR で SEE 91 
所 の 定義 116 
相本 関係 守る 114 
ジン クジ タリ レラ レグ 2 の 5 議 220 の 2 へ 2 0076C 0 129.142 
グン た ーー 人 識 CGC 人 を P2PYIDEOCCYC2202 が に て ECC に の 19 
2 ダン ドキ 31.32 
イシ ンド We 21 
2OYK つ CTYNCNOBOPWYOOKCOKCNOYPPKOLIO は SF うつ CCCD2XCKCFP RE お IN 84 
ーー ポジ < 人 2OEOOLRCCX3rNOOE へ CS も な 人 PRK 222 
0 た ETCH プ OPYTCY2OIOKY2 の SO た CPKTPEP の CE 239.240 
22) EC と EDY.COEPTRPOC の RI 110 
ボー 40.59 
人 レン ルン 人 坦 こ の テ カ / 唐 4 に 2PK デ CPPCKPPPTPP に CC PP ご と 11.230 
ラン 2 COIOACB22YOYG2C2OPYOKXGCOKGW2RCCNOECY3OROTRPNIDEOKCG2C の くい プー 42 
靖 同 人 13.42 
移 炎 錠 交 拡張 ジョ ー ル 2 152 
迷 尺 少 ド トッ ディ レク 0 で 43 
レン 度 BOAOC0 WOOO の P の PKKHY だ PP 72.73.230 
TOO つが PXCR2CKPKPY ま に 2 193 
ーー.ROXYNO む KOKCOC ECO 77.230 
クジ ジイ ツジ グ VRAM スグ 衣 の E0SS11E001e03316 ceo い io2 こ eo ご こつ に oO の 179 
ジープ ニー 40.230 


ー 光 9 注 ー 


クリ ッ ク 5 992 を を (ee る Sa る 7 6 9 Wei2e09 Fe we 9 の eaDe で 22 


コメ ント 特 で トピ ピロ ュー ドド ドド ドド 114 
5 の た この ご 舞 粒 に トド た すす た で で し C に トド さ すす よさ KK と を CPKEKYYHLLTCHOKLIEKKKEAELECSI2 27. 28i 
コマ ンド ・ イ ンタ プリ タロ ーー ドド ドド ドイ ピロ コー 69,231 
コマ ンド ・ グ ルー ビ ピング ーー ドド ドド ドド 93 
コマ ンド ・ ラ イン シー ーー ドー ドド ドド ドド 77.114, 231 
コン カレ ント 実行 上 ドド に に ドド ドド ピピ "ビブ ツン 89。231 
コン トロ ー ル ・ ボ ックス ・ ヌ ニュ ーー に 23 
サ プ デ ィ ォ レ クト リー で の ドジ ドド ドド ロク リコ 42 
シー ケン シャ ル 実 行 ーー ドド 88 
ッ ダ ナル で ドド 231 
シス テム 管理 で 上 ぞ tn 145 
シス テム ぬ ・ デ ィ ス ラー トド ドド ドド 2.3.232 
シス テム ステー トト の ババ] で の ロロ に 168 
シス テム ぬ ・ セ キュ リティ イド に ドド 152 
シッ ステ ム ・ モ ジョ ュー ルー や で の の ロード ドド に PPPmm ロ ooo 4.5.153 
実行 修飾 項 ーー ドド ドド ドド TTP 77.79.80.232 
実行 ディ レク トリ ーー ドド ドド 43.51,55,232 
シャ ッ ト ・ ダ ウン ドド の TSTt ヤ Tr ヤ ャ 7 ヤケ ヶ 7 ヤ cz ワ cm 163 
シン ダル < コー ザ ド トド 29.232 
ペー パト テー ザワ 40 
スタ ー ト アッ プ ・ ラ ファ イル ルー の oo 158,185 
制御 コー ドー ドド ドド ドド に ピピ ピー ョ ー 221 
セキ ュ リ ティ オー ドド ドド ドド ピピ" 15, 41 
セパ レー ター ドド ドド ドッ にし て にし 9 77.79,87,230 
相対 パス リス トト ooo アワ 46 
ター ゲッ ト ・ ラ ファイ ルー で で で 〇 ロロ ロロ ヤ に ぐ Q ヘ ンズ 〇 ① い ロビ 114 
タイ ムシ ェアリング ダテ や "(ロロ ピン ジン 15.98,232 


ご 50 こ 


ジン ング の 222YC YKP コト つこ 232 
30 一 19.42 
ーー の デイ ルツ ドー あの oe 26 つく ン ーー ーー ツー 43,51.55.232 
天 学 愉 多 UE に ne の 0 の の 5 ee 00 スペ さこ の ン の の ee 13.42.233 
ジン (1 0, ビス 0 の < 人 HOIGC も CC つん CO 179 
フー35729 2CYKYOKCOAECPCSZ い 2Z2 い KOKO7 PT 147 
の 2 の 02 た アン ポラ 2 信 識 EDENCKOOZY CEC の の PCE に 5.82.233 
ジン 3 た 272 人 は CCCPCICECPSCSYO7CPYEREEYGRP の 2 PKG の に 5.233 
2 め Nf 区 の 初 須 人 0 導 meew ツ ・ ツ この ドー の ング こら まな まこ とら ee 159 
ワク キネ リド の ウス ブル パシ wi の 2 0 ペ の 162.233 
し SE グロ (に 議 ONOSOOK2OP OKYDEPCEOKOPCCS GR は PPEHIEGP に 2 ドッ ーー 118 
ンチ UMCPDEOWPCC 江 キ YPPI 22 
目 末 語 和 0m ド he ツ 0 い の の 2POYoR2322 お eee くく いい ンー ーーー 195.213 
に 0 人 に 203CEC2CGCKIKOCNACPPOR3GCPC KOK を 2 に て せつ 52 91 
の ルン ウル 1 の GPCCEK つ 527CK い CROSS だ 7.20.187 
3 衝 た > ポパー 2 に GKPOOT つ OX うい キ る 25 さ COTRNOC2CrTP/2YCO 41.233 
の 2 細い XCR7O2OOCIPRKOKPZEPYRYCEKPTDC5 TCP 90.233 
の 4 CCYCYG7FSO RC1OC CPP に 79.90.233 
が 02 に 雪 KCHHYGX0C2 ス CPIOCSSOPOCOFKCR7CCPC ES 45.234 
UI アー 浅 CCA6OK 3CCT2HCECRCK2Z GT SCNI へ OTRORC べ に 3 で CH に ーー 43.99,234 
の の ンー メジ の の 議 朗 "KYOE2KPFiCYGK 和 7 で (FE 43.99 
EBIE2SG 2620WG を そお 5 の CZ 230 さ さこ 2 19,66.129 
タリ タン 人 0p / ポ | に 2LOITCKKTOIICOK で KC や COCOL 14,15 
NZ 5 ツン ee な Giks 2 ROY だ 32665.S215 1 に 12 ら は この の eo 40.234 
アー いあ 3 つ 2 たべ A 代 が GPC に や 2 お 77.234 
AA の 2 の eee ee 81.110.235 
間 間 の き 2 2 も KERR SN 党 区 20em も お Eve で ie の きい を こっ 81.235 


= 256 = 


ゼ 光 トイ ジ ・ ヨ マッ ドロ ーー ドド に に 33.75 
あの 放 すす ICP に に いい 『 ミ た と と ドミ ドミ すす ミミ ミド エエ ミエ エミ ミミ ミミ エエ まま KSKSKKKCKSKKD 37.39,40,235 
ファ イル ・ シ ステ ムー ーー ドー ドド ドド 37.42.235 
ファ イル の 所 有 者 … パ ドー ドド ドド ドド ドド TP T 呈 40 
ファ イル ・ ポ イン タロ ーー ドド ドド ドド に TE 37.38.235 
ファ イル 名 の 規則 トド ドド に に に ピピ ビビ 56 
アワ rt ワ ワ ワ ケモ CroDBGi サ ワ TOTm や で 90.92 
フォ オーツ クト トワ 7 ヤヤ 37 
フォ アグ ラウ ンド ーー の ドン ィ バ 14,15 
プー トー バリ の 7 人 邊 7 の で の ツバ "イン 17.235 
プー トラ ァイル ーー ヤヤ 154.155 
プラ イオ リティ ーー ドー ドド ドド ドド に 84.166 
フル シス テム ・ パ ッ ク ア ッ プ ズ ビ … ド ドド TP 129 
フル ・ パ スリ スト ーー ドド ドド 45 
プロ グラ ム ぬ ・ モ ジョ ュー ルー ドド ドド 39.235 
プロ シー ジャ シッ ラジ ァイル eo 94,100,235 
プロ セス トド 14,236 
プロ セス ・ テ ー プ ルー ドド ドド ドド ドド ドド 147 
プロ ンプ 人 トト ドド ドド ドド 69.58 
プリ ンタ ーー ドド ドー ドド 190 
ペー ジ ト ボーズ トー トド ドド 32 
ボブ アウ ブッ トス ショー 22 
で PPP で ポ だ サ ア ザ と キミ ミド すま す TPCYEYHYYYYEIOMETYGEESCHLLPOKXECXCKKCLIEO 72 
ホー ム ・ デ ィ レ クト リー ーー ドー ドド ドド に に 44, 237 
マク ロ 修 飼 …ーー ド ドド ドド 117 
マウ スドー ドド ドド ドド ドド ドド 18.21 
マル チ she11 nt ドド ドド 102 
マル チュー スク リー シー ドド ドド ドド に に に 8.188 
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See235SH63 光 WC&5SS が SG1206、9228 76283 92 eS.88ace2NGCKS、 さ 2 ミラ 8 で oe の ef GCC の なの 28, 99,237 


正 デ ティ リティ ・ コ マン シド ーーー ツー eee で いで こ 33.237 
予約 マク ロー ……… 032P25YECEGCCGESSERSSR2KCOGGGCGR ZEROEC き の 119 
ライ ト ・ プ ロ テ ク トー ドド ドド ドド ドー トー ドー ドー 20 
We エリ g ト YE Vete pcieYieeisis 843 39 se る の る 0 る 0 お eSRDS 38 2 も ee 30, 31 
了 且 E 。 の の 軸 ッッ ポー タ ュ ブッ オイ 作 。 :ANVb2areerynaeheee sae yoseo oe 39 
Epiaeitfegch32 8 は RC の. な eo 80.81.83.237 
ルー ト ・ デ ィ レ クト リー < ドド 42 
 . 剛 26 衝 h 4 太 4 守 SR MS EGG GSS esa ECCCEPF 161 
ジン (RODOLYOKR YYPCIOFRCCTRGPGRFP PPYDKTOPICYPYOKPKP PP 214 
瞳 粒 績 が 5 が sl ES め の や 2 な 32 く 2 0424 EAR Eo ご な こも も eee 28 
間 間 Ra 28 
間 間 間 昌 Se 95 
シン h い osareodwt が ttEEE 計 AS RS 92 28 
W ワイ ルド カー ド が 0 を くも me snote まま ye も tw まめ あの eSRE ま aw aa 79.85.87 
員 前 eneeaeyeseveeteodstwvrcrei 生ま 36 ae es 237 
割り 込み スタ ッ ク で と まで ドキ すす すい すす PP ま すす イド トド ドキ トド イトイ イサ ドリ で キヤ ドド | 
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